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序

　本書は、平成２４・２５年度社会資本総合整備事業に伴い発掘調査を実施し、平成２６・

２７年度には、（－）石田川Ｃ１調節池社会資本総合整備（防災・安全）事業の一環として、

整理業務を行った宮久保遺跡の発掘調査報告書です。

　本事業の対象となる石田川圏域においては、幾度となく河川改修をはじめとする治

水対策が施されてきました。しかし、昨今の石田川圏域の地域開発はめまぐるしく変

化するところでもあり、石田川流域の流量変化による対応が急がれるところでありま

す。また、気候変動の影響もあり、６０年に一度の大水害に備えるための整備も喫緊の

課題であります。そして、石田川圏域において、豪雨時の河川流入を軽減させ、県民

の生命財産を守ることを目的に、調整池が整備される運びとなりました。

　ここに報告する宮久保遺跡は、縄文時代～近世にわたる遺構・遺物が発見された複

合遺跡です。弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代の竪穴住居、浅間山の噴火災害（１１０８

年）の農地の復旧作業痕と考えられる耕作痕や畑、溝に区画された中世の掘立柱建物

群等々、出土した遺構と遺物は多岐にわたります。その中で特に、弥生時代中期後半

の竪穴住居と埋設土器の発見は、遺跡のある八王子丘陵周辺のみならず、大間々扇状

地周辺地域にとって、大変貴重な発見になりました。

　本報告書の作成にあたっては、桐生土木事務所、群馬県教育委員会、みどり市教育

委員会、地元関係者の皆様より、多大なるご指導、ご協力を賜りました。これらの皆

様に、心より感謝の意を表しますとともに、本書が地域における歴史の解明に資する

ことを願いまして、序といたします。

　平成２８年３月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　　中　野　三 智 男





例 言

１ 本書は、平成２４・２５年度社会資本総合整備事業に伴い発掘調査し、平成２６・２７年度（一）石田川Ｃ１調節池社会資本

総合整備（防災・安全）事業に伴い整理作業を行った宮久保遺跡の発掘調査報告書である。

２ 所在地　群馬県みどり市笠懸町阿左美３８３６、３８３７－１、３８３７－２、３８４０－１、３８４１－１、３８４２－３、３８４４、３８４５、３８４６、

３８４７、３８４８、３８４９、３８５０、３８５１、３８５３－１、３８５６－１、３８５６－２、３８５７－１、３８５８－１、３８６２－１、３８６３、３８６４、３８６５、３８６６－１、

３８６６－２他

３ 事業主体　群馬県桐生土木事務所

４ 調査主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

５ 発掘調査の期間と体制は次のとおりである。

　（平成２５年度）

「宮久保遺跡」

 履行期間　平成２５年１０月１日～平成２６年３月３１日

 調査期間　平成２５年１２月１日～平成２６年３月３１日

　調査担当　菊池実(上席専門員)　麻生敏隆(上席専門員)　齊藤利昭(上席専門員)　

      藤井義徳(主任調査研究員)　小野隆(主任調査研究員)　

「宮久保遺跡２」

 履行期間　平成２５年１２月１日～平成２６年３月３１日

 調査期間　平成２６年１月１日～平成２６年３月３１日

　調査担当　関根愼二(上席専門員・調査統括)　小林正(専門員(主任))　相京建史(専門調査役)

 遺跡掘削工事請負　スナガ環境測設株式会社

 地上測量委託　株式会社シン技術コンサル北関東支店

 空中写真撮影委託　株式会社シン技術コンサル北関東支店

 テフラ分析委託　株式会社火山灰考古学研究所

 植物珪酸体分析委託　パリノ・サーヴェイ株式会社

 （平成２６年度）

「宮久保遺跡」

 履行期間　平成２６年３月３１日～平成２６年１１月３０日

 調査期間　平成２６年４月１日～平成２６年９月３０日

　調査担当　関根愼二(上席専門員・調査統括)　菊池実(上席専門員)　藤井義徳(主任調査研究員)

      小野隆(主任調査研究員)

 遺跡掘削工事請負　スナガ環境測設株式会社

 地上測量委託　株式会社シン技術コンサル北関東支店

 空中写真撮影委託　株式会社シン技術コンサル北関東支店

６ 整理事業の期間と体制は次のとおりである。

　（平成２６年度）

 履行期間　平成２６年１１月１日～平成２７年３月３１日



 整理期間　平成２６年１１月１日～平成２７年３月３１日

　整理担当　田村博(主任調査研究員)

　（平成２７年度）

 履行期間　平成２７年4月1日～平成２８年３月３１日

 整理期間　平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

　整理担当　飛田野正佳(専門調査役)

　獣歯・人歯鑑定委託　宮崎重雄

７ 本書作成担当は次のとおりである。

　編集　飛田野正佳・田村博

　本文執筆　第１章・第２章：田村博　第３章：田村博・加筆飛田野正佳　第４章：別記委託　第５章：飛田野正佳

 遺物観察　石器・石製品：津島秀章(専門員(総括))　縄文土器・弥生土器：石坂茂(専門調査役)

　　　　　　土師器・須恵器：神谷佳明(専門調査役)　中・近世陶磁器・土器：藤巻幸男(専門調査役)

　　　　　　金属器・木製品：関邦一(補佐(総括)・資料統括)

　デジタル編集　齊田智彦(主任調査研究員)

 遺物写真撮影　石器・石製品：津島秀章　縄文土器・弥生土器：石坂茂　土師器・須恵器：飛田野正佳　

 　　　　　　　中・近世陶磁器・土器：藤巻幸男　金属器・木製品：関邦一

 保存処理　関邦一(補佐(総括))

８ 出土遺物および写真・図面等記録類は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管している。

９ 発掘調査および報告書作成には、次の関係機関、諸氏にご助言をいただいた。記して感謝いたします。

　群馬県教育委員会、みどり市教育委員会、桜井美枝（群馬県教育委員会文化財保護課）



凡 例

１　本報告書に用いた遺構名称は、発掘調査時の名称を踏襲したが、変更したものもある。

２　本報告書に用いた座標・方位は、すべて国家座標「世界測地系（日本測地系２０００平面直角座標第Ⅸ系）」による。

  座標北と真北との偏差はＸ＝４２０００、Ｙ＝－４７３００で＋０°１８′４５．６３″である。主軸方位等の計算にもこれを用いた。

３　本報告書の遺構図版縮尺は以下の通り。ただし、遺構によってはこの限りではない。

　遺構平面図　竪穴住居・竪穴状遺構１／６０、掘立柱建物・柵１／８０、ピット・土坑・井戸１／４０、製鉄関連遺構１／２０、

 　　　　　　溝１／８０、耕作痕群１／２００、畑１／１００、埋設土器１／１０、縄文土器包含層１／４０

 　　　　　　カマド・炉１／３０

　遺構断面図　溝１／５０、畑１／４０、他は平面図に同じ。

４　本報告書の遺物図版縮尺は以下の通り。ただし、遺物によってはこの限りではない。

　土器、陶・磁器１／３、石製品１／３、鉄製品１／２、銭貨１／１、石器１／２・１／３

５　本報告書における遺構略称は以下の通り。

　住…竪穴住居、竪穴…竪穴状遺構、掘…掘立柱建物、柵…柵、Ｐ…ピット、製鉄…製鉄関連遺構、

 土…土坑、井…井戸、溝…溝、耕…耕作痕群、畑…畑

６　本報告書の調査区は、『笠懸村宮久保遺跡』1989において報告された調査区と一部重複する部分がある。この時の

調査区・遺構については、その名称の前に「笠懸または笠」を付けて記し、本調査におけるものとは区別した。

７　本報告書中の遺構断面図の標高値は、原則として断面図下に「Ｌ＝○○ｍ」のように表記した。

８　本報告書における土層断面図及び遺物観察表に記した色調表現は、農林水産省水産技術事務局・財団法人日本色彩

研究所色票監修１９９８『新版標準土色帳』によった。

９　本報告書におけるテフラ（火山噴出物）の略号は以下の通り（テフラの名称は町田洋・新井房夫１９９２『火山灰アトラス』

東京大学出版会による）。

　Ａｓ－Ａ…浅間Ａ軽石 Ａｓ－Ｂ…浅間Ｂ軽石 Ａｓ－Ｃ…浅間Ｃ軽石 Ｈｒ－ＦＰ…榛名二ッ岳伊香保テフラ 

 Ｈｒ－ＦＡ…榛名二ッ岳渋川テフラ Ａｓ－ＹＰ…浅間板鼻黄色軽石 Ａｓ－ＢＰ…浅間板鼻褐色軽石

10　遺物図に使用しているスクリントーンの表示する意味は以下の通り。 

11　遺構図に使用しているスクリントーンの表示する意味は以下の通り。 

　　　　　　黒色　　　　　煤　　　　　釉　　　　　粘土　　　　　漆　　　　　ガラス質 熱変色範囲
トーン

　　　　　　潰れ部　　　　繊維

　　　　　　撹乱　　　　　焼土　　　　　粘土

１2　各調査区の調査面対応表は以下の通り。

１区 ２区 ３区
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

１面(中･近世､ Ⅱ層
［Ａｓ－Ｂ混土］上)

１区第１～５面

２区１面 ２区
１面

トレン
チのみ

３区 
 １～３面

２面（中世、Ⅱ層
［Ａｓ－Ｂ混土］下）

２区２・３面

２区２面

３ 面( 平 安 時 代 末､
Ⅲ層［Ａｓ－Ｂ］下)

２区３面
３区
３・
４面

３区
３・
４面

４ 面( 古 墳 ～ 平 安､
Ⅳ 層［Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ混
土］下）

２区４面 ３区
４面

３区
４面 ３区４面

５ 面( 縄 文 ～ 弥 生､
Ⅴ層［ローム漸移層］
下)

２区５面 ２区５面
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２　６号住居南東隅遺物出土状態　北西から
３　８号住居全景　北西から　
４　８号住居カマド全景　北西から
５　８号住居カマド焚口部遺物出土状態（３）　南西から

ＰＬ．１２ １区９号住居
１　９号住居全景　南から
２　９号住居遺物出土状態全景　西から
３　９号住居掘り方全景　西から
４　９号住居炉全景　南から
５　９号住居貯蔵穴全景　北から

ＰＬ．１３ １区９・１０号住居
１　９号住居南西隅遺物出土状態（１～５）　北から
２　９号住居遺物出土状態（６）　西から
３　１０号住居全景　南から

ＰＬ．１ 遺跡全景
１　調査区から八王子丘陵遠景　南西から
２　調査区１～３区全景　南から
３　１区ＡＢ１～５面全景　南から

ＰＬ．２ 調査区
１　１区Ｃ１～５面全景　南から
２　１区Ｄ１～５面中央部分　南から

ＰＬ．３ 調査区
１　１区Ｅ１～５面全景　南から
２　２区Ａ～Ｄ１面全景　南から
３　２区Ａ～Ｄ２面全景　南から

ＰＬ．４ 調査区
１　２区Ｂ１面西寄り　南から
２　２区Ｉ２面南西部分　北から
３　２区Ｉ２面北東部分　北から
４　２区Ｉ２面全景　南から
５　２区Ｂ～Ｄ２・３面西半分　東から
６　２区Ｂ２・３面西部分　東から
７　２区Ｅ３面全景　南から
８　２区Ｆ～Ｈ３面全景　南から

ＰＬ．５ 調査区
１　２区Ｉ３面全景　南から
２　２区Ｉ３面南東部分　北から
３　２区Ｆ～Ｈ４面全景　南から
４　２区Ｉ４面全景　南から
５　２区Ｅ～Ａ４面全景　北から

ＰＬ．６ 調査区
１　３区ＦＧ１～３面全景　南から
２　３区Ｅ１～３面全景　北から
３　３区Ｂ１～３面西部分　南から
４　３区ＦＧ４面全景　南から

ＰＬ．７ １区１・４号住居
１　１号住居全景　南から
２　１号住居掘り方全景　西から
３　１号住居カマド全景　北西から
４　１号住居南壁寄り遺物出土状態　北から
５　４号住居全景　西から



４　１０号住居カマド全景　南から
５　１０号住居北東隅遺物出土状態（２・３）　西から

ＰＬ．１４ １区１１号住居
１　１１号住居全景　西から
２　１１号住居掘り方全景　西から
３　１１号住居カマド上面全景　西から
４　１１号住居カマド使用面全景　西から
５　１１号住居カマド掘り方全景　西から

ＰＬ．１５ １区１２・１５・１７号住居
１　１２号住居全景　西から
２　１２号住居カマド全景　西から
３　１７号住居全景　南西から
４　１７号住居掘り方全景　西から
５　１５号住居全景　西から
６　１５号住居カマド全景　西から
７　１５号住居南壁寄り遺物出土状態（１）　北西から

ＰＬ．１６ １区１３号住居
１　１３号住居全景　南東から
２　１３号住居遺物出土状態全景　南東から
３　１３号住居掘り方全景　南西から
４　１３号住居１号炉全景　南東から
５　１３号住居２号炉全景　南東から

ＰＬ．１７ １区１６号住居
１　１６号住居全景　西から
２　１６号住居カマド全景　西から
３　１６号住居カマド断面（Ｄ－Ｄ′）　西から
４　１６号住居カマド袖前遺物出土状態（２）　西から
５　１６号住居遺物出土状態（４）　北西から

ＰＬ．１８ １区１４・１８号住居
１　１８号住居全景　西から
２　１８号住居カマド全景　西から
３　１８号住居カマド断面（Ｄ－Ｄ′）　西から
４　１８号住居遺物出土状態（１）　西から
５　１４号住居全景及び断面（Ａ・Ｂ）　南から

ＰＬ．１９ １区１９号住居
１　１９号住居全景　北西から
２　１９号住居遺物出土状態全景　北西から
３　１９号住居上面礫出土状態全景　北西から
４　１９号住居カマド全景　北西から
５　１９号住居遺物出土状態（１）　北西から

ＰＬ．２０ １区１９・２０号住居
１　１９号住居礫範囲　西から
２　１９号住居礫範囲下面掘り込み　西から
３　２０号住居全景　西から
４　２０号住居カマド全景　西から
５　２０号住居カマド断面（Ｃ－Ｃ′）　西から

ＰＬ．２１ １区２１・２９号住居
１　２１号住居全景　西から
３　２９号住居全景（２１号住居掘り方）　西から
２　２１号住居カマド全景　西から
４　２９号住居掘り方全景　西から
５　２９号住居１（右）・２号カマド全景　西から

ＰＬ．２２ １区２２号住居
１　２２号住居全景　西から
２　２２号住居礫出土状態全景　西から
３　２２号住居カマド全景　西から
４　２２号住居カマド断面（Ｃ－Ｃ′）　南から
５　２２号住居遺物出土状態（１）　東から

ＰＬ．２３ １区２３号住居
１　２３号住居全景　西から
２　２３号住居カマド全景　西から
３　２３号住居カマド掘り方全景　北西から
４　２３号住居南西隅遺物出土状態（４）　北西から
５　２３号住居南東隅礫出土状態　北から

ＰＬ．２４ １区２４・２６号住居
１　２４・２６号住居全景と１０号溝　西から　

２　２４号住居掘り方全景　西から
３　２４号住居カマド全景　西から
４　２４号住居カマド掘り方全景　西から
５　２４号住居北東隅ピット全景　西から

ＰＬ．２５ １区２５・２７号住居
１　２５号住居全景と１０号溝　西から
２　２５号住居掘り方全景　西から
３　２５号住居カマド全景　西から
４　２７号住居Ａｓ－Ｂ軽石堆積状況全景　北西から
５　２７号住居断面（Ａ－Ａ′東部分）　南から

ＰＬ．２６ １区２７号住居
１　２７号住居全景　西から
２　２７号住居遺物出土状態全景　西から
３　２７号住居カマド全景　西から
４　２７号住居南壁際遺物出土状態（２・８）　西から
５　２７号住居北壁際遺物出土状態（４）　南から

ＰＬ．２７ １区１号、２区２～４号竪穴状遺構
１　１号竪穴状遺構全景　西から
２　１号竪穴状遺構遺物出土状態　西から
３　２号竪穴状遺構全景　南から　
４　２号竪穴状遺構掘り方全景　南から
５　３号竪穴状遺構全景　南から
６　３号竪穴状遺構掘り方全景　南から
７　４号竪穴状遺構全景　北から
８　４号竪穴状遺構掘り方全景　北から

ＰＬ．２８ １区１号・２区２号掘立柱建物
１　１号掘立柱建物全景　南東から
２　２号掘立柱建物全景　東から
３　２号掘立柱建物Ｐ１全景　南から
４　２号掘立柱建物Ｐ１断面　南から
５　２号掘立柱建物Ｐ２全景　南から
６　２号掘立柱建物Ｐ２断面　南から

ＰＬ．２９ ２区２号掘立柱建物
１　２号掘立柱建物Ｐ３全景　南から
２　２号掘立柱建物Ｐ３断面　南から
３　２号掘立柱建物Ｐ４全景　南から
４　２号掘立柱建物Ｐ４断面　南から
５　２号掘立柱建物Ｐ５全景　南から
６　２号掘立柱建物Ｐ５断面　南から
７　２号掘立柱建物Ｐ６全景　南から
８　２号掘立柱建物Ｐ６断面　南から

ＰＬ．３０ １区３～６・９号掘立柱建物
１　３号掘立柱建物全景　南から
２　４号掘立柱建物全景　南から
３　５号掘立柱建物全景　南から
４　６号掘立柱建物全景　南から
５　９号掘立柱建物全景　南から

ＰＬ．３１ １区７・８号掘立柱建物
１　７号掘立柱建物全景　南から
２　８号掘立柱建物全景　南から

ＰＬ．３２ １区１０ ～ １５号掘立柱建物、１・６号柵
１　１０号掘立柱建物全景　南から
２　１１号掘立柱建物全景　南から
３　１２号掘立柱建物全景　南から
４　１３号掘立柱建物全景　南から
５　１４号掘立柱建物全景　南から
６　１５号掘立柱建物全景　南から
７　１号柵Ｐ６全景、２８号住居北東隅（弥生時代）　西から
８　６号柵Ｐ１全景　南から

ＰＬ．３３ １区１～８号柵
１　１～８号柵、４溝区画内ピット及び周辺の遺構　南から

ＰＬ．３４ １区ピット１
１　１号ピット全景　南から
２　２号ピット断面　南から
３　３号ピット断面　南から
４　４号ピット全景　南から



５　４号ピット断面　南から　
６　５号ピット全景　南から
７　５号ピット断面　南から
８　６号ピット（右）全景　南から
９　６号ピット断面　南から
１０　７号ピット断面　南から　　　
１１　８号ピット全景　南から
１２　９号ピット全景　南から
１３　９号ピット断面　南から
１４　１０号ピット全景　南から
１５　１４号ピット全景　西から　　　

ＰＬ．３５ １区ピット２
１　１１ ～ １３号ピット全景　南東から
２　１１号ピット断面　南から
３　１２号ピット断面　東から
４　１３号ピット断面　南から
５　１５号ピット全景　西から
６　１６号ピット全景　西から
７　１７号ピット全景　南から
８　１８号ピット全景　東から
９　１９号ピット全景　東から
１０　２０号ピット全景　北から
１１　２０号ピット断面　南西から
１２　２１号ピット全景　北東から
１３　２１号ピット断面　西から
１４　２２号ピット断面　西から
１５　２３号ピット全景　南から　　

ＰＬ．３６ １区ピット３
１　２４号ピット全景　北東から
２　２８号ピット全景　南から
３　２７号ピット全景　南から
４　２７号ピット断面　南西から
５　２９（右）・３３号ピット全景　北から
６　３０号ピット全景　南から
７　３１（左）・３２号ピット全景　西から
８　３４号ピット全景　北東から
９　３５（右）・３６号ピット全景　南から
１０　３７（右）～ ４１号ピット全景　南西から
１１　４２号ピット全景　南西から
１２　４３号ピット全景　南西から
１３　４４ ～ ４７（右）号ピット全景　西から
１４　４８号ピット全景　南西から
１５　４９号ピット全景　南西から

ＰＬ．３７ １区ピット４
１　５０号ピット全景　南西から
２　５３号ピット全景　南から
３　５４号ピット全景　南から
４　５５号ピット全景　南から
５　５７（左）～ ６１号ピット全景　東から
６　５８（右）・３２９号ピット全景　南から
７　４００（１号製鉄関連遺構）号ピット全景　南から
８　４０５号ピット全景　西から
９　４号溝区画内北ピット群１　南から
１０　４０６号ピット全景　南西から
１１　４０６号ピット断面　南西から　
１２　４０７号ピット全景　南西から
１３　４０７号ピット断面　南西から
１４　４０８号ピット全景　南西から
１５　４０８号ピット断面　南西から

ＰＬ．３８ １区ピット５、製鉄関連遺構
１　４号溝区画内北ピット群２　南から
２　４号溝区画内北ピット群３　南から
３　４号溝区画内北ピット群４　南から
４　４号溝区画内北ピット群５　南から
５　１・２号製鉄関連遺構とその周辺　南から
６　１号製鉄関連遺構（４００号ピット）全景　北から

７　１号製鉄関連遺構（４００号ピット）断面　西から
８　２号製鉄関連遺構（４０１号ピット）断面　北から

ＰＬ．３９ ２区ピット１
１　４０９号ピット全景　南から
２　４０９号ピット断面　南から
３　４１０号ピット全景　南から
４　４１０号ピット断面　南から
５　４１１号ピット全景　南から
６　４１１号ピット断面　南から
７　４１２号ピット全景　南から
８　４１２号ピット断面　南から
９　４１３号ピット全景　南から
１０　４１３号ピット断面　南から
１１　４１４号ピット全景　南から
１２　４１４号ピット断面　南から
１３　４１５号ピット全景　南東から
１４　４１５号ピット断面　南東から
１５　４１６号ピット全景　南から

ＰＬ．４０ ２区ピット２、３区ピット
１　４１７号ピット全景　南から
２　４１７号ピット断面　南西から
３　４２０号ピット全景　南から
４　４１８号ピット全景　南から
５　４１８号ピット断面　南から
６　４１９号ピット全景　南から
７　４１９号ピット断面　南東から
８　４２１号ピット全景　東から
９　４２１号ピット断面　東から
１０　４２２号ピット全景　南東から
１１　４２２号ピット断面　南東から
１２　４２３号ピット全景　西から
１３　４２３号ピット断面　西から
１４　４２４号ピット全景　西から
１５　４２４号ピット断面　西から

ＰＬ．４１ １区土坑１
１　１号土坑全景　南から
２　２（右）・４号土坑全景　南から
３　３号土坑断面　南から
４　５号土坑全景　南から
５　７号土坑全景　南から
６　７号土坑断面　南から
７　６号土坑全景　南西から
８　１０号土坑断面　南から
９　１１号土坑断面　南西から
１０　８・９・１２・１３（右下）・１５号土坑全景　北から
１１　１３号土坑断面　南から
１２　９号土坑断面　南西から
１３　１２号土坑断面　南から
１４　１４号土坑断面　南から
１５　１５号土坑断面　南西から

ＰＬ．４２ １区土坑２
１　１６（右）・１７号土坑全景　北から
２　１６号土坑断面　西から
３　１７号土坑断面　西から
４　１８号土坑全景　南西から
５　１９号土坑全景　南東から
６　２０号土坑全景　西から　
７　２１号土坑全景　西から
８　２２号土坑全景　北から
９　２３号土坑全景　西から
１０　２４号土坑全景　東から
１１　２５号土坑全景　南から
１２　２６号土坑全景　北から
１３　２７号土坑全景　東から
１４　２８（左）・２９（右）・３１号土坑全景　東から
１５　２９号土坑全景　北から



ＰＬ．４３ １区土坑３
１　３０号土坑全景　西から
２　３２号土坑全景　南から
３　３３号土坑全景　東から
４　３４号土坑全景　東から
５　３６号土坑全景　北東から
６　３８（右）・３９号土坑全景　西から
７　４０号土坑全景　南から
８　４１号土坑全景　西から
９　４３（右）・４４号土坑全景　南から
１０　４５号土坑全景　南から
１１　４６号土坑全景　東から
１２　４８（右）・４９号土坑全景　西から
１３　４８号土坑断面　南から
１４　４７号土坑全景　西から
１５　５０号土坑全景　東から

ＰＬ．４４ １区土坑４
１　５１号土坑全景　東から
２　５２号土坑全景　東から
３　５３号土坑全景　東から
４　５４号土坑全景　南東から
５　５５号土坑全景　西から
６　５６号土坑全景　東から
７　５７号土坑全景　南から
８　５８号土坑全景　東から
９　６０号土坑全景　東から
１０　６１号土坑全景　西から
１１　６２号土坑全景　西から
１２　６５号土坑全景　西から
１３　６６号土坑全景　南から
１４　６３号土坑全景　北西から
１５　６３号土坑断面　南から

ＰＬ．４５ １区土坑５
１　６３号土坑全景、７９（１３掘Ｐ１）号ピット 東から
２　６３号土坑断面　北から
３　６９号土坑全景　北から
４　６９号土坑断面　東から
５　６４・８０（左）・１１０（右）号土坑全景　東から
６　８０号土坑断面　西から
７　６７（右）・６８号土坑全景　南から
８　６８（右）・１３５号土坑全景　南東から
９　７１号土坑全景　南から
１０　７２号土坑断面　南から
１１　７３号土坑全景　東から
１２　７４号土坑全景　西から
１３　７５号土坑全景　南から
１４　７６号土坑全景　南東から
１５　７８・８３（右）・８４（左）号土坑全景　東から

ＰＬ．４６ １区土坑６
１　７８号土坑全景　北東から
２　７８号土坑遺物出土状態　北東から
３　９６号土坑全景　南から
４　９６号土坑断面、７号溝　南から
５　８１号土坑断面　西から
６　８２号土坑断面　南から
７　８３号土坑断面　東から
８　９８号土坑全景　南から
９　９８号土坑断面　南から
１０　９９号土坑全景　東から
１１　９９号土坑断面　南から
１２　９７号土坑全景　南から
１３　１００号土坑全景　東から
１４　１０１号土坑全景　西から
１５　１０３号土坑全景　東から

ＰＬ．４７ １区土坑７
１　１０４号土坑、４９６・５００号ピット全景　南西から

２　１０４号土坑、４９６・５００号ピット断面　南西から
３　１０５号土坑全景　南東から
４　１０６号土坑全景　南東から
５　１０７号土坑全景　北から
６　１０８号土坑全景　南から
７　１０９号土坑全景　南から
８　１１１号土坑全景　東から
９　１１２号土坑全景　南から
１０　１１３号土坑全景　南から
１１　１１５号土坑全景　東から
１２　１１８号土坑全景　東から
１３　１２２号土坑全景　北東から
１４　１１４号土坑全景と出土遺物（１）　南から
１５　１１４号土坑断面　南から

ＰＬ．４８ １区土坑８
１　１１９号土坑全景　南から
２　１１９号土坑断面　南東から
３　１２３号土坑全景　東から
４　１２４号土坑断面　南から
５　１２５号土坑断面　南から
６　１２６・１１３号土坑全景　東から
７　１２０号土坑上面と断面　北から
８　１２０号土坑下面礫出土状態　西から
９　１２０号土坑全景　北から
１０　１２４・１２７・１２８号土坑全景　南から
１１　１２９号土坑全景　南から
１２　１３０号土坑全景　東から　
１３　１３０号土坑断面　南から
１４　１３２号土坑全景　東から
１５　１３２号土坑断面　南西から

ＰＬ．４９ １区土坑９
１　１３１号土坑全景　東から
２　１３４号土坑全景　東から
３　１３３号土坑全景　東から
４　１３３号土坑断面　西から
５　１３６号土坑全景　西から
６　１３６号土坑遺物出土状態（１）　南東から
７　１３７号土坑全景　南西から
８　１３８号土坑全景　南から
９　１３９号土坑全景　北東から
１０　１４０号土坑全景　西から
１１　１４１号土坑全景　南から
１２　１４２号土坑全景　北から
１３　１４３号土坑全景　北西から
１４　１４４号土坑全景　南から
１５　１４６号土坑、２３６号ピット全景　北から

ＰＬ．５０ １区土坑１０、２区土坑１
１　１４５号土坑全景　西から
２　１４５号土坑断面　南から
３　１４７号土坑全景　南から
４　１４８号土坑全景　東から
５　１４９号土坑全景　東から
６　１５０号土坑全景　南東から
７　１５７号土坑全景　南から
８　７７号土坑全景　東から
９　７７号土坑断面　南から
１０　８５号土坑全景　南から
１１　８５号土坑断面　南から
１２　８６号土坑全景　南から
１３　８６号土坑断面　南から
１４　８９号土坑全景　南から
１５　８９号土坑断面　南から

ＰＬ．５１ ２区土坑２
１　８７号土坑全景　南から
２　８７号土坑断面　南から
３　８８号土坑全景　南から



４　８８号土坑断面　南から
５　９０号土坑全景　南から
６　９０号土坑断面　南から
７　９１号土坑全景　南から
８　９１号土坑断面　南から
９　９２号土坑全景　南から
１０　９２号土坑断面　南西から
１１　９３号土坑全景　南から
１２　９３号土坑断面　南から
１３　９５号土坑礫出土状態　南から
１４　９５号土坑断面　東から
１５　９５号土坑全景　南から

ＰＬ．５２ ２区土坑３
１　９４号土坑全景　南から
２　９４号土坑断面　南から
３　１０２号土坑全景　南から
４　１０２号土坑断面　南から
５　１６０号土坑全景　南から
６　１６０号土坑断面　南から
７　１１６号土坑礫出土状態　東から
８　１１６号土坑断面　北から
９　１１６号土坑全景　東から
１０　１１７号土坑礫出土状態　東から
１１　１１７号土坑断面　南から
１２　１１７号土坑全景　南から
１３　１２１号土坑全景　東から
１４　１２１号土坑断面　南から
１５　１６１号土坑全景　南から

ＰＬ．５３ ２区土坑４
１　１６２号土坑炭化物出土状態　南から
２　１６２号土坑断面　南から
３　１６３号土坑焼土出土状態全景　南西から
４　１６３号土坑焼土断面　南西から
５　１６３号土坑焼土全景　南から
６　１６３号土坑焼土断面　南から
７　１６４号土坑全景　南から
８　１６４号土坑断面　南から
９　１６６号土坑全景　南から
１０　１６６号土坑断面　南から
１１　１６７号土坑全景　南から
１２　１６７号土坑断面　南から
１３　１６５号土坑礫出土状態全景　南から
１４　１６５号土坑断面　南から
１５　１６５号土坑全景　南から

ＰＬ．５４ ２区土坑５
１　１６８号土坑全景　南から
２　１６８号土坑断面　南から
３　１６９号土坑全景　南東から
４　１６９号土坑断面　南東から
５　１７０号土坑全景　南から
６　１７０号土坑断面　南から
７　１７２号土坑全景　南西から
８　１７２号土坑断面　南から
９　１７３号土坑全景　南西から
１０　１７３号土坑断面　南西から
１１　１７４号土坑全景　南から
１２　１７４号土坑断面　南から
１３　１７５号土坑全景　南東から
１４　１７６号土坑全景　南東から
１５　１７６号土坑断面　南東から

ＰＬ．５５ ２区土坑６、３区土坑
１　１７７号土坑全景　南東から
２　１７７号土坑断面　南東から
３　１７９号土坑焼土部分断面１　南から
４　１７９号土坑焼土部分断面２　南から
５　１７９号土坑焼土部分全景　南から

６　１７９号土坑全景　南から
７　１７８号土坑全景　南から
８　１７８号土坑断面１　南から
９　１７８号土坑断面２ 南東から
１０　１８０号土坑焼土部分全景１　南東から
１１　１８０号土坑焼土部分全景２　北東から
１２　１８０号土坑断面（東部分）　南東から
１３　１７４ ～ １７７号土坑全景　　南東から
１４　１７１号土坑全景　南から
１５　１７１号土坑断面　南から

ＰＬ．５６ ２区井戸
１　１号井戸全景　東から
２　１号井戸断面　南から
３　２号井戸上面礫出土状態全景　南から
４　２号井戸全景　南から
５　２号井戸断面　南から
６　３号井戸全景　南から
７　３号井戸断面　南西から
８　１号井戸調査風景

ＰＬ．５７ １区溝１
１　２・４号溝Ｄ全景　南から
２　２号溝断面（Ａ－Ａ′）　南から
３　４号溝南西部隅全景　南西から
４　４号溝遺物出土状態　南東から
５　４号溝断面（Ｇ－Ｇ′）　南から

ＰＬ．５８ １区溝２
１　４号溝断面（Ｉ－Ｉ′）　南から
２　４号溝断面（Ｊ－Ｊ′）　南から
３　３号溝Ｆ全景　南西から
４　３号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南東から
５　５号溝遺構確認面、25号ピット　北東から
６　５号溝Ｃ全景　北から
７　５号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から
８　５号溝断面（Ｃ－Ｃ′）　南西から

ＰＬ．５９ １区溝３
１　５号溝断面（Ｄ－Ｄ′）　南西から
２　５号溝遺物出土状態１　南西から
３　５号溝遺物出土状態２　南西から
４　５号溝遺物出土状態（6）　南西から
５　７号溝Ｄ全景　南東から
６　７号溝全景　北東から
７　７号溝全景　北から
８　７号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　西から

ＰＬ．６０ １区溝４
１　１０・１１・１３ ～ １５号溝Ｄ全景　西から
２　１０・１１・１３ ～ １５号溝Ｄ全景　東から

ＰＬ．６１ １区溝５
１　１０・１１・１３ ～ １５号溝全景　北東から
２　１２・１４号溝Ｄ全景　西から
３　１４号溝全景と周辺の溝　西から
４　１５・１１号溝全景　西から
５　１１号溝断面（Ｅ－Ｅ′）　東から
６　１０・１３号溝と周辺の溝　西から
７　１３号溝断面（Ａ－Ａ′）　東から

ＰＬ．６２ ２区溝１
１　１号溝Ｅ全景　南から
２　１号溝ＥＦ全景　南から
３　１号溝Ａ～Ｄ全景　南から
４　１号溝Ｅ断面（Ｃ－Ｃ′）　南から
５　１号溝Ｂ～Ｄ全景　北から
６　１号溝Ｂ全景　北から
７　１号溝Ｂ断面（Ｇ－Ｇ′）　南から

ＰＬ．６３ ２区溝２
１　６号溝Ｂ全景　西から
２　９号溝ＡＢ全景　南から
３　９号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から



４　６８号溝Ｉ（石組暗渠）全景　北東から
５　８号溝ＡＢ全景　南から
６　１６号溝Ｂ全景　南から
７　１６号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から

ＰＬ．６４ ２区溝３
１　１７号溝Ａ全景　南から
２　１７号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
３　２４号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
４　２５号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
５　３６号溝ＥＦ全景　南から
６　３６号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　東から
７　４１・４２号溝Ｉ全景　北から
８　４１号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から

ＰＬ．６５ ２区溝４
１　４２（右）・４１号溝Ｉ全景　南から
２　４２号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から
３　４３号溝Ｉ全景　東から
４　４３号溝断面（Ａ－Ａ′）　西から
５　４４号溝Ｉ全景　南から
６　４４号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から　
７　２１号溝Ｂ全景　東から
８　２１号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　東から

ＰＬ．６６ ２区溝５
１　１８・１９号溝Ａ全景　東から
２　１８（左）・１９号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　東から
３　１８（左）・１９号溝断面（Ｃ－Ｃ′）　東から
４　２０号溝ＡＢ全景　南から
５　２０号溝断面（Ａ－Ａ′）　南から
６　２０号溝断面ベルト部分　南から

ＰＬ．６７ ２区溝６
１　３７号溝ＦＥ全景　北西から
２　３７号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南東から　
３　４８号溝Ｉ全景　東から
４　４９号溝Ｉ全景　北から
５　５０号溝Ｉ全景　西から
６　５１号溝Ｉ全景　東から
７　２８号溝ＢＣ全景　南から
８　２８号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から

ＰＬ．６８ ２区溝７
１　２６号溝Ｅ全景　南から
２　２６号溝Ｄ全景　南から
３　２６号溝ＣＢ全景　南から
４　２６号溝Ｂ全景　南から
５　２６号溝断面（Ｃ－Ｃ′）　南から
６　２６号溝断面（Ｄ－Ｄ′）　南から
７　２６号溝Ａ全景　南から

ＰＬ．６９ ２区溝８
１　２７号溝Ｂ全景　南から
２　２７号溝Ａ全景　南から
３　２９号溝ＦＧ全景　南から
４　２９号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
５　３０号溝Ｃ全景　南から
６　３０号溝断面（Ａ－Ａ′）　南から
７　３１号溝Ｃ全景　南から
８　３１号溝断面（Ａ－Ａ′）　南から

ＰＬ．７０ ２区溝９
１　３２号溝Ｃ全景　南から
２　３２号溝断面（Ａ－Ａ′）　南から
３　３３号溝ＦＧ全景　北から
４　３３号溝ＦＧ全景　南から
５　３３（右）・４６号溝ＥＦ全景　南から
６　３３号溝Ｆ遺物出土状態１
７　３３号溝Ｆ遺物出土状態２
８　３３号溝Ｆ遺物出土状態３

ＰＬ．７１ ２区溝１０
１　４６号溝断面（Ｆ－Ｆ′）　北から

２　３３号溝断面（Ｆ－Ｆ′）　南から
３　４６・３３号溝断面（Ｈ－）　南から
４　４６・３３号溝断面（－Ｈ′）　南から
５　３４号溝Ｆ全景　南から
６　３４号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
７　３５号溝ＥＦ全景　南から
８　３５号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から

ＰＬ．７２ ２区溝１１
１　４５号溝ＥＦ全景　南から
２　４５号溝断面（Ｄ－Ｄ′）　南から
３　５６（右）・５７号溝Ｉ全景　南東から
４　５７号溝断面（Ａ－Ａ′）　東から
５　５５ ～ ５８号溝Ｉ全景　南東から
６　５５（右）～ ５７号溝断面（Ｃ－Ｃ′）　南東から
７　５８号溝断面（Ｅ－Ｅ′）　南東から

ＰＬ．７３ ２区溝１２
１　６１号溝、１７３号土坑Ｉ全景　南西から
２　６１号溝（左）、１７３号土坑断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から
３　６２号溝Ｉ全景　西から
４　６２号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　北東から
５　調査区Ｆ５面全景　南から
６　調査区Ｆ～Ｈ４面全景　南から

ＰＬ．７４ ３区溝１
１　調査区Ｅ～Ｇ　１～３面　南から

ＰＬ．７５ ３区溝２
１　３８号溝Ｇ遺物出土状態　北西から
２　３８号溝Ｇ全景　北東から
３　３８号溝、４面６０号溝北壁断面　南から
４　３８号溝断面（Ａ－Ａ′）　南西から
５　３９号溝Ｆ北半部全景　南から
６　３９号溝Ｅ南寄り全景　南東から
７　４０号溝Ｆ全景　南から
８　４７号溝Ｅ全景　南から

ＰＬ．７６ ３区溝３
１　６３号溝ＢＣ全景　南から
２　６３号溝Ｂ南端部全景　南から
３　６３号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
４　６３号溝断面（Ｄ－Ｄ′）　北から
５　５２・５３・６５号溝ＧＦ全景　北東から
６　５２号溝断面（Ａ－Ａ′）　南から
７　５２号溝断面（Ｃ－Ｃ′）　南から
８　５３号溝Ｆ全景　東から

ＰＬ．７７ ３区溝４
１　６５号溝Ｇ全景　北東から
２　６５号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南西から
３　６５号溝遺物出土状態（１）　南から
４　６０号溝ＧＦ全景　北東から
５　６０号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
６　６０号溝遺物出土状態１
７　６０号溝遺物出土状態２　南から
８　６０号溝遺物出土状態３

ＰＬ．７８ ３区溝５
１　５４号溝ＦＧ全景と断面（Ａ－Ａ′）　南から
２　５４号溝Ｅ全景　南から
３　５４号溝遺物出土状態　南から
４　５４号溝遺物出土状態（種子）
５　６４号溝Ｃ全景　南から
６　６４号溝ＣＢ全景　北から
７　６４号溝断面（Ｂ－Ｂ′）　南から
８　６４号溝断面（Ｃ－Ｃ′）　南から

ＰＬ．７９ ２区耕作痕群１
１　１号耕作痕群Ａ～Ｄ　南から

ＰＬ．８０ ２区耕作痕群２
１　１号耕作痕群Ａ部分　北東から
２　１号耕作痕群Ａ近景　北東から
３　２号耕作痕群Ｄ西寄り　北から



４　２号耕作痕群Ｅ　南から
５　４号耕作痕群Ｉ北寄り　西から
６　４号耕作痕群Ｉ南部分　南から　　
７　５号耕作痕群Ｉ全景　西から
８　５号耕作痕群Ｉ全景　東から

ＰＬ．８１ ２区耕作痕群３、３区耕作痕群
１　６号耕作痕群Ｇ全景　東から
２　７号耕作痕群Ｈ全景　東から
３　８号耕作痕群Ａ全景　南から
４　８号耕作痕群Ａ西寄り　南から
５　８号耕作痕群Ａ東寄り　南から　　
６　９号耕作痕群Ｈ全景　南から
７　１０号耕作痕群Ｇ全景　南西から
８　１１号耕作痕群Ｂ全景　南から

ＰＬ．８２ ２区畑１
１　１号畑①～④　東から
２　１号畑断面①　東から
３　１号畑断面②　東から
４　１号畑断面③　東から
５　１号畑断面④　東から
６　１号畑⑤～⑧　東から
７　１号畑断面⑤　東から
８　１号畑断面⑧　東から
９　１号畑①～⑧全景　南から
１０　１号畑Ｆ全景　南西から
１１　２号畑全景　南から
１２　２号畑断面①　南から
１３　２号畑断面②　南から
１４　２号畑断面③　南から
１５　２号畑断面④　南から

ＰＬ．８３ ２区畑２
１　３号畑Ｅ全景　南から
２　４号畑Ｉ全景　北から

ＰＬ．８４ ２区畑３
１　４号畑①～④　東から
２　４号畑断面①　東から
３　４号畑断面②　東から
４　４号畑断面③　東から
５　４号畑断面④　東から
６　４号畑⑤～⑧　東から
７　４号畑断面⑤　東から
８　４号畑断面⑥　東から
９　４号畑断面⑦　東から
１０　４号畑断面⑧　東から
１１　４号畑⑨～⑭　東から
１２　４号畑断面⑨　東から
１３　４号畑断面⑩　東から
１４　４号畑断面⑪　東から
１５　４号畑断面⑫　東から

ＰＬ．８５ ２区畑４
１　４号畑断面⑬　東から
２　４号畑断面⑭　東から
３　４号畑⑮～⑳　東から
４　４号畑断面⑮　東から
５　４号畑断面⑯　東から
６　４号畑断面⑰　東から
７　４号畑断面⑱　東から

８　４号畑断面⑲　東から
９　４号畑断面⑳　東から
１０　４号畑⑰・⑲・㉑～㉓　東から
１１　４号畑断面⑰　東から
１２　４号畑断面⑲　東から
１３　４号畑断面㉑　東から
１４　４号畑断面㉒　東から
１５　４号畑断面㉓　東から

ＰＬ．８６ ２区畑５
１　調査区Ｆ～Ｈ５～７号畑、３・６・７号耕作痕群
２　調査区ＥＦ東寄り　南東から
３　調査区ＥＦ２・３号畑　南から

ＰＬ．８７ ２区畦畔、水田面
１　Ｂ～Ｄ１面　畦畔、水田面西半部　南から

ＰＬ．８８ １区弥生時代１
１　２８号住居全景　南西から
２　２８号住居炉　北から
３　２８号住居遺物出土状態（１・３・９・１０）　北から
４　１号埋設土器出土状態（１）　南西から
５　１号埋設土器断面　南から

ＰＬ．８９ １区弥生時代２、縄文時代１
１　調査区Ｄ　南から
２　１号縄文土器包含層　西から
３　１号縄文土器包含層　南から

ＰＬ．９０ １区縄文時代２
１　調査区Ａ～Ｃ１号縄文土器包含層　南から

ＰＬ．９１ トレンチ断面
１　１区Ｃ旧石器トレンチ１　西から
２　１区Ｃ旧石器トレンチ２　東から
３　１区Ｃ旧石器トレンチ３　南から
４　１区Ｄ旧石器トレンチ４　南から
５　１区Ｄ旧石器トレンチ５　南から
６　１区トレンチ調査状態　南西から
７　２区ＡＢ境トレンチ全景　南東から
８　２区ＡＢ境トレンチ断面　南から
９　２区ＣＤ境トレンチ全景　南東から
１０　２区ＣＤ境トレンチ断面１　南から
１１　２区ＣＤ境トレンチ断面２　南から
１２　２区Ｄ５号トレンチ先端南壁断面　北東から
１３　３区Ｇ３号トレンチ断面　南から
１４　３区Ｆ５号トレンチ断面　南から
１５　３区Ｆ７号トレンチ断面　南から

ＰＬ．９２ １区１～６、８・９号住居出土遺物
ＰＬ．９３ １区９～ １３号住居出土遺物
ＰＬ．９４ １区１３・１６ ～ １９号住居出土遺物
ＰＬ．９５ １区２１ ～ ２３・２９号住居出土遺物
ＰＬ．９６ １区２３・２５・２７号住居出土遺物
ＰＬ．９７ １区２７号住居、１号竪穴状遺構、１号製鉄関連遺構、４８・

１１４・１３５号土坑、４号溝　２区２１・３３号溝　３区６０・６５号溝出
土遺物

ＰＬ．９８ １区５号溝出土遺物
ＰＬ．９９ 表採　１区・２区・３区遺構外出土遺物
ＰＬ．１００ 弥生時代２８号住居、１号埋設土器、遺構外　縄文時代１号縄文

土器包含層、遺構外出土遺物１
ＰＬ．１０１ 縄文時代遺構外出土遺物２
ＰＬ．１０２ 縄文時代遺構外出土遺物３
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第１章　発掘調査の経過 

第１節　発掘調査に至る経緯

　１　事業実施に至る経緯

　宮久保遺跡の発掘調査は、平成２４・２５年度社会資本総

合整備事業に伴い実施されたものである。

　本事業は、平成１３（２００１）年に策定された『石田川圏域

整備計画』に基づき、『はばたけ群馬・県土整備プラン

２００８－２０１７』および『はばたけ群馬・県土整備プラン２０１３

－２０２２』において示された４つの基本計画のうち「もっと

暮らしに安心・安全を」に該当する。

　本事業の対象となる石田川圏域は、群馬県の東部に位

置し、みどり市・太田市・埼玉県熊谷市の３市で構成さ

れる石田川流域からなる面積約１２５㎢の地域である。圏

域内の幹川である石田川は、利根川の一次支川であり、

石田川の支川に八瀬川・蛇川・聖川・高寺川・大川、八

瀬川の支川に八瀬川放水路・憩川、高寺川の支川に弁天

沼川がある。石田川圏域の地形は、大間々扇状地が大部

分を占めている。大間々扇状地の扇央部は、地下水位が

低く水資源の確保が困難であり、近世以降に新田堀用水・

岡登用水が渡良瀬川から開削され開墾が進められた。用

水路の整備はその後も行われ、現在ではこれら用水路の

一部が高寺川・聖川・蛇川・八瀬川の上流に接続している。

　石田川圏域における治水事業は、昭和１６（１９４１）年に石

田川本川の河川改修に始まるが、昭和２２（１９４７）年のカス

リン台風などによる洪水被害を契機に、昭和２９（１９５４）年

に計画変更が行われた。各支川の河川改修については昭

和３７（１９６２）年に八瀬川から始められ、河川改修以外の治

水事業では昭和４２（１９６７）年度に八瀬川放水路が完成し、

現在に至るまで断続的に整備が続けられている。このよ

うな治水施設の整備により大きな洪水被害は減少した

が、流域の都市化が進展する中で、河川の流下能力の不

第１図　周辺の地勢（国土地理院　『宇都宮』平成２３年６月１日発行２０万分の１地形図を使用）
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足や地域の排水対策の遅れ等から、いまだに浸水被害が

発生しているのが現状である。また、流域の上流部は、

北関東自動車道の整備や住宅団地等の開発により、流域

からの流出量の変化が生じている。このように石田川圏

域のさらなる発展が見込まれる中で、洪水被害軽減のた

めに圏域全体を見据えた治水対策が必要となった。

　以上のことから、整備計画では、石田川圏域の河川に

おいて沿川の人口・資産の状況、現況の流下能力、災害

の発生状況等や群馬県の他河川とのバランスを考慮し、

約３０年に１回程度と予想される洪水による氾濫を防止す

ることが目標とされた。大川・高寺川・聖川・蛇川など

の支川が流入する石田川本川中下流部については、築堤

区間であることから、越水破堤した場合に想定される被

害の発生状況を考慮して、約６０年に１回程度と予想され

る洪水による氾濫を防止することが目標とされることと

なった。そのため、石田川・蛇川・大川の上流域には調

節池を整備し、豪雨時に河川への流出量の軽減を行うと

ともに、調節池周辺の排水路不足による浸水被害の軽減

を図ることとなった。調節池はＡ池・Ｂ１～Ｂ４池・Ｃ

池・Ｄ池・Ｅ池の８ヵ所が計画され、平成２４（２０１２）年度

末までにＢ１池・Ｃ池・Ｅ池をのぞく５ヵ所が整備され

た。本事業はこのうちのＣ池にあたる。また、大川、石

田川上流部など河川の断面不足や線形不良の区間におい

ては、河道の拡幅、線形の是正などの河川改修を行い、

石田川中下流部では、堤防の天端幅の不足する箇所の腹

付け補強を行うとともに側帯（桜づつみ）の整備を行うこ

ととなった。

　２　発掘調査に至る経緯

　本遺跡の発掘調査は、平成２４（２０１２）年度における群馬

県桐生土木事務所と群馬県教育委員会文化財保護課との

協議を踏まえ、平成２５（２０１３）年７月２～３日、１１月１３

～ １５・１８・１９・２１日に文化財保護課による試掘調査の

結果、Ａｓ－Ｂの純堆積層、古代・縄文時代の遺物包含層、

竪穴住居、土坑等が確認されたため本調査が必要と判断

された。調査は、平成２５（２０１３）年１２月～平成２６（２０１４）年

９月の１０ ヶ月間、桐生土木事務所の委託を受けて公益

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団がこれにあたるこ

とが決せられた。なお、今回の調査区については、昭和

６２（１９８７）年に笠懸村教育委員会により、県営圃場整備事

業岡登中部地区土地改良事業に伴う発掘調査（第１次調

査）が行われた区画と一部重複する（第3図）。

第２図　宮久保遺跡の調査区位置図（国土地理院『桐生』平成21年4月1日発行2万5千分の1地形図を使用）

参考文献
笠懸村教育委員会１９８９『笠懸村宮久保遺跡』
群馬県２００１『石田川圏域河川整備計画』
群馬県２００７『はばたけ群馬・県土整備プラン２００８－２０１７』
群馬県２０１３『はばたけ群馬・県土整備プラン２０１３－２０２２』
群馬県２０１４『はばたけ群馬プラン・第１４次群馬県総合計画・重点プロジェ
クト（平成２６年４月１日改訂）』
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第3図　宮久保遺跡と笠懸村教育委員会の調査区
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【調査日誌抄】

第２節　発掘調査の経過

　発掘調査は、平成２５（２０１３）年度に１２月から３月にかけ

ての４ヶ月間で２０，５３６㎡、翌平成２６（２０１４）年度に４月か

ら９月にかけての６ヶ月間で２４，９６２㎡ （平成２５年度分と

一部重複）、合計３９，７５９㎡を対象として実施した。

【平成２５年度】

　平成２５年度の調査は、１２月１日から３月３１日までの

４ヶ月間、実施した。調査対象地は４０，０００㎡に迫る広大

な面積を有することから、調査地内を南北に縦断する市

道および岡登用水を境界として調査区を設定した。東武

鉄道桐生線から市道までの間を１区、市道から岡登用水

までの間を２区、岡登用水から八王子丘陵までの間を３

区とし、さらに調査前の水田区画により１区Ａ～Ｆ、２

区Ａ～Ｉ、３区Ａ～Ｇに細分した。なお、調査時は、１

区および２区F~Hを「宮久保遺跡」班、２区Ａ～Ｄを「宮

久保遺跡２」班の担当調査区とした。

　調査は１区Ａから着手し、１２月３日より重機（バック

ホー等）による表土除去を行い、縄文時代～近世の遺構

面を確認、調査を行い、調査終了後に埋戻した。１区の

調査は本年度で終了した。２区は２区Ａ～Ｄから着手し、

１面（中・近世面）終了後、下層の２面（中世面）以下で同

様の調査を行った。

　遺構確認面については、試掘調査および２区Ａ～Ｄの

調査から、１面（中・近世面）、２面（中世面）、３面（平安

時代末面（Ａｓ－Ｂ下、天仁元（１１０８）年）、４面（古墳時代～平

安時代面）、５面（縄文時代～弥生時代面）とし、次年度

の調査においてはこれに統一する方針とした。なお、同

一面上に複数の時期にわたる遺構が存在する場合は「１

～３面」のように表記することとした（ 凡例　調査面対応

表 ）。

【平成２６年度】

　平成２６年度の調査は、４月１日から９月３０日までの

６ヶ月間、調査を実施した。調査は、前年度からの継続

である２区と新たに３区を対象として行い、９月で調査

終了となった。

　詳細は以下、調査日誌抄に記す。

平成２５年度
１２月２日（月）　調査事務所設置。
１２月３日（火）　１区Ａ表土除去開始。
１２月４日（水）　１区Ａ遺構確認開始。
１２月１３日（金）　１区Ａ表土除去終了。遺構調査開始。
１２月１７日（火）　１区Ａ遺構確認終了。
１２月１８日（水）　１区Ｂ表土除去開始・遺構確認開始。
１２月２４日（火）　１区Ｂ表土除去終了。
１月７日（火）　１区Ｂ遺構確認終了・遺構調査開始。１区Ｆ表土除去開

始、調査事務所増設。（「宮久保遺跡２」班用）
１月８日（水）　１区Ｆ遺構確認開始。２区Ａ～Ｄ表土除去開始・遺構確

認開始。
１月１０日（金）　１区ＡＢＦ空中写真撮影。２区Ａ～Ｄ１面遺構調査開始。
１月１４日（火）　１区Ｃ表土除去開始。
１月１５日（水）　１区Ｃ遺構確認開始。
１月１６日(木）  １区ＡＢ遺構調査終了。１区Ｅ表土除去開始・遺構確認

開始・遺構調査開始。１区Ｆ遺構調査開始。
１月１７日（金）　１区Ｅ表土除去終了・遺構確認終了。
１月２１日（火）　１区Ｃ表土除去終了・遺構調査開始。１区Ｆ表土除去終

了。
１月２２日（水）　１区Ｃ遺構確認終了。
１月２７日（月）　１区Ｄ表土除去開始。２区Ａ～Ｄ表土除去終了・１面遺

構確認終了。
１月２８日（火）　２区Ａ～Ｄ１面遺構調査終了・空中写真撮影。
１月２９日（水）　２区Ａ～Ｄ２面遺構確認開始。
１月３０日（木）　１区Ｄ表土除去終了。１区Ｆ遺構確認終了。２区Ｈ表土

除去開始・遺構確認開始。
１月３１日（金）　１区Ｄ遺構確認開始。
２月５日（水）　１区ＣＥ空中写真撮影。１区Ｅ遺構調査終了。２区Ｇ表

土除去開始・遺構確認開始。
２月６日（木）　２区Ａ～Ｄ２面遺構確認終了。１区Ｆ遺構調査終了。
２月７日（金）　１区Ｄ遺構確認終了。
２月１０日（月）　大雪被害復旧作業。
２月１１日（火）　２区Ｆ北表土除去・遺構確認開始。
２月１２日（水）　１区Ｄ遺構調査開始。２区Ａ～Ｄ２面遺構調査開始。
２月１３日（木）　２区Ｆ北・ＧＨ表土除去終了、１面遺構確認終了。（１

面なし）
２月１７日（月）　記録的大雪被害復旧作業開始。
２月１９日（水）　記録的大雪被害復旧作業終了。
２月２１日（金）　１区Ｃ遺構調査終了。
２月２７日（木）　２区Ａ～Ｄ２面空中写真撮影、３面遺構確認開始・３面

遺構調査開始。
２月２８日（金）　２区Ａ～Ｄ２面遺構調査終了、３面遺構確認終了。
３月３日（月）　２区Ｄ４面遺構確認開始。
３月４日（火）　２区Ａ～Ｄ３面遺構調査終了。２区Ｃ４面遺構確認開始。

２区ＧＨ２面遺構確認・遺構調査開始。
３月７日（金）　２区Ｂ４面遺構確認開始。
３月１０日（月）　２区Ａ４面遺構確認開始。
３月１２日（水）　１区ＤＥ空中写真撮影。
３月１４日（金）　２区Ｆ北２面遺構確認・遺構調査開始。
３月１７日（月）　２区Ａ～Ｄ４面遺構確認終了。２区Ｆ北・ＧＨ２面空中

写真撮影。
３月１８日（火）　２区Ｆ北・ＧＨ２面遺構調査終了。
３月１９日（水）　１区Ｄ遺構調査終了。
３月２０日（木）　遺構面保護処置。
３月２１日（金）　調査事務所移転準備開始。
３月３１日（月）　２５年度調査終了。
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平成２６年度
４月１日（火）　調査事務所移転、調査再開準備。
４月７日（月）　２区Ａ～Ｄ４面遺構調査開始。２区Ｆ北・ＧＨ３面遺構

確認・遺構調査開始。
４月８日（火）　２区ＧＨ３面全景写真撮影・遺構調査終了。（Ｆ北３面

遺構なし）
４月９日（水）　２区ＧＨ４面遺構確認・遺構調査開始。
４月１１日（金）　２区Ｆ北４面遺構確認・遺構調査開始。
４月１４日（月）　２区Ｆ北・ＧＨ４面遺構確認終了。
４月１５日（火）　２区Ａ～Ｄ４面調査終了。
４月１６日（水）　２区Ａ～Ｄ・Ｆ北・ＧＨ４面空中写真撮影。
４月１７日（木）　２区Ａ～Ｄ５面遺構確認開始。
４月２２日（火）　２区Ａ～Ｄ５面遺構確認終了・遺構調査開始。２区Ｆ北・

ＧＨ５面遺構確認。（遺構なし）　全景写真撮影。
４月２３日（水）　２区Ａ～Ｄ５面遺構調査終了。
４月２４日（木）　３区Ｇ表土除去・遺構確認開始。
４月２８日（月）　３区Ｆ表土除去・遺構確認開始。
５月１日（木）　２区Ｅ・Ｆ南表土除去・遺構確認開始。
５月８日（木）　３区ＦＧ１～３面遺構調査開始。
５月９日（金）　３区Ｅ表土除去・遺構確認、１～３面遺構調査開始。
５月１２日（月）　２区Ｅ・Ｆ南表土除去終了・遺構調査開始。３区ＦＧ表

土除去終了。
５月１３日（火）　２区Ｅ・Ｆ南１面遺構確認終了。
５月１６日（金）　２区Ｅ・Ｆ南１面遺構調査終了。
５月１９日（月）　２区Ｅ・Ｆ南１面空中写真撮影。２面遺構確認開始、２

区Ｉ表土除去開始。
５月２３日（金）　２区Ｉ１面遺構確認開始。
５月２７日（火）　２区Ｅ・Ｆ南２面遺構確認終了・遺構調査開始。
５月２８日（水）　２区Ｅ・Ｆ南２面全景写真撮影。３区Ｆ１～３面遺構調

査開始。
５月２９日（木）　２区Ｅ・Ｆ南２面遺構調査終了。
５月３０日（水）　２区Ｉ１面遺構確認終了・遺構調査・全景写真撮影。
６月２日（月）　２区Ｅ・Ｆ南３面遺構確認・遺構調査開始。２区Ｉ２面

遺構確認開始。
６月９日（月）　２区Ｅ・Ｆ南３面、３区ＦＧ１～３面空中写真撮影。
６月１０日（火）　２区Ｅ・Ｆ南３面遺構調査終了、４面遺構確認開始。
６月１７日（火）　２区Ｉ２面遺構調査開始。
６月１８日（水）　３区Ｇ１～３面調査終了。
６月１９日（木）　２区Ｅ・Ｆ南４面遺構確認終了・遺構調査開始。２区Ｉ

２面遺構確認終了。
６月２４日（火）　２区Ｉ２面遺構調査終了。
６月２６日（木）　２区Ｅ・Ｆ南４面、２区Ｉ２面空中写真撮影。
６月２７日（金）　２区Ｅ・Ｆ南４面遺構調査終了。（５面なし）　３区Ｆ１

～３面調査終了。
６月３０日（月）　２区Ｉ３面遺構確認開始・遺構調査開始。
７月８日（火）　２区Ｉ３面遺構確認終了。
７月９日（水）　３区Ｄ表土除去・遺構確認開始。
７月１４日（月）　３区Ｄ表土除去・遺構確認終了、４面遺構調査開始。（１

～３面なし）
７月１５日（火）　３区Ｄ４面遺構調査終了。
７月１６日（水）　２区Ｉ３面、３区Ｅ１～３面空中写真撮影。３区ＢＣ表

土除去開始・遺構確認開始。
７月１７日（木）　２区Ｉ３面遺構調査終了。３区ＢＣ表土除去終了。３区

Ｅ１～３面遺構調査終了。
７月２２日（火）　２区Ｉ４面遺構確認開始。３区Ｃ４面遺構確認終了。（１

～３面なし）　３区Ｇ４面遺構確認開始。
７月２３日（水）　３区Ｂ４面遺構確認終了。（１～３面なし）
７月２４日（木）　３区Ｆ４面遺構確認開始。
７月２５日（金）　３区ＦＧ４面遺構調査開始。

７月２９日（火）　２区Ｉ４面遺構確認終了・遺構調査開始。３区Ｇ４面遺
構確認終了。

８月７日（木）　２区Ｉ４面、３区Ｇ４面空中写真撮影。
８月８日（金）　２区Ｉ４面遺構調査終了。（５面なし）　３区ＢＣ４面遺

構調査開始。
８月１１日（月）　３区Ｇ４面遺構調査終了。（５面なし）
８月２８日（木）　３区Ａ表土除去開始。３区ＢＣ４面遺構調査終了（５面

なし）・全景写真撮影。
８月２９日（金）　３区Ａ表土除去終了。
９月１日（月）　３区Ｅ４面遺構確認開始。
９月２日（火）　３区Ｅ４面遺構確認終了・遺構調査開始。３区Ｆ４面遺

構確認終了。
９月３日（水）　３区Ａ３～４面遺構確認・遺構調査開始・全景写真撮影。

（１～２面なし）　３区Ｅ～Ｆ４面調査終了。（５面なし）
９月４日（木）　３区Ａ３～４面遺構調査終了。（５面なし）
９月５日（金）　調査区周辺器材撤収作業開始。
９月１７日（水）　調査区周辺器材撤収作業終了。
９月１８日（木）　調査事務所撤収準備開始。
９月２６日（金）　調査事務所撤収完了。
９月３０日（火）　調査終了。
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第３節　発掘調査の方法

　１　座標の設定

　発掘調査に用いた座標・グリッドは世界測地系（日本

測地系２０００平面直角座標第Ⅸ系）を用い、１０ｍ×１０ｍを

基本として設定した。なお、第Ⅸ系の原点は、北緯３６°

００′００″、東経１３９°５０′００″（千葉県野田市）であり、本

遺跡はＸ＝４１８４1 ～ ４２103、Ｙ＝－４７１５1 ～－４７３５７に位

置する。遺構図中の座標については、座標値の下３桁を

「Ｘ軸－Ｙ軸」の順で記し、「Ｘ＝４２０００、Ｙ＝－４７３００」の

場合、「０００－３００」のように表記した。

　２　調査の方法

　調査の方法はごく標準的な方法を用いた。表土除去は

基本的に重機（バックホー等）を用いて行った。表土除去

後、平面精査を行い、遺構確認を行った。確認された遺

構は、埋没土層確認用ベルトを任意に設定した後、移植

鏝等で掘削し、測量・写真等で記録した（遺構測量・遺

構写真撮影については後述）。遺構番号は、通し番号と

した。埋め戻しは基本的に重機（バックホー等）を用いて

行った。

　３　遺構測量

　４　遺構写真撮影

　遺構図は断面図・平面図とも縮尺１／２０を基本とし、遺

構の状況に応じて縮尺１／１０・１／４０とした。平面図は測量

会社にデジタル測量を委託し、断面図は発掘作業員によ

るアナログ測量を行ったものを測量会社にデジタル化を

委託した。

　遺構写真は、調査担当者が撮影した。ｉｓｏ４００ブローニー

版モノクロフィルムを６×７㎝判サイズで撮影し、デジ

タルカメラでも撮影した（ＤＶＤに記録データを保存）。遺

構ごとに土層断面、遺物出土状態、全景等を撮影し、さ

らに必要に応じて接写を行った。また、調査区全景写真

については、空中写真撮影を測量会社に委託した。

第４節　整理作業の経過と方法

　整理作業は、平成２６（２０１４）年度に１１月から３月まで

の５ヶ月間、平成２７（２０１５）年度に４月から３月までの

１２ ヶ月間、実施した。詳細は以下、年度ごとに記す。

【平成２６年度】

　平成２６年度の整理作業は、１１月１日から３月３１日まで

の５ヶ月間、桐生土木事務所の委託を受けて、公益財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団がこれにあたることと

なった。遺構図は、点検・修正・編集を行い、掲載図を

デジタルデータとして作成した。遺物は、土器の接合・

復元を行った。遺構写真は、デジタル写真から編集を

行った。また、これらの作業と並行して、本文原稿等を

執筆した。

【平成２７年度】

　平成２７年度の整理作業は、４月１日から３月３１日まで

の１２ ヶ月間、前年度に引き続き桐生土木事務所の委託

を受けて、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が

これにあたることとなった。前年度からの継続作業から

着手し、遺構図の修正・編集、遺物の接合・復元・実測・

トレース・写真撮影を行い、並行して本文原稿・遺物観

察表等を執筆した。その後、遺構図・遺物図・遺構写真・

遺物写真・本文原稿等のレイアウトを作成してデジタル

編集を行い、本報告書を作成した。遺物・図面・写真等

の記録資料については、群馬県埋蔵文化財調査センター

に収納、保管した。なお、整理作業において、遺構名等

の変更が生じたが、これに伴う遺物注記について書きか

えを行っていない。
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第２章　周辺の環境 

第１節　地理的環境

　１　地理的現況

　宮久保遺跡は、みどり市の南東部、ＪＲ両毛線岩宿駅

から東に約２㎞、東武鉄道桐生線阿左美駅から南東に約

０．８㎞、みどり市笠懸町阿左美に所在し、太田市藪塚町（旧

新田郡藪塚本町）に隣接する。みどり市は、平成の大合

併で平成１８（２００６）年３月に新田郡笠懸町・山田郡大間々

町・勢多郡東村の３郡にまたがる３町村が合併して成立

した。群馬県内で１３番目に誕生した最も新しい市である。

『平成２６年度群馬県市町村要覧』によると、みどり市の産

業別就業人口では第三次産業が最も多く、約６割を占め

る。第一次産業のうち農業就業人口・出荷額が県内市部

では上位にあるが、年々減少傾向にある。第二次産業で

は金属機械加工組立業・衣服業が比較的多い。交通網に

着目すると、鉄道ではＪＲ東日本・東武鉄道・上毛電気

鉄道・わたらせ渓谷鐵道の４社線が通り、道路では国道

５０号が南部を走り、国道１２２号はほぼ渡良瀬川沿いに走

り、国道３５３号が分岐している。なお、国道５０号と県道

前橋大間々桐生線沿いには大型店舗が多く展開し、郊外

型の商業地域を形成している。

　２　地形的環境

　みどり市周辺の地形を概観すると、もっとも顕著な地

形は渡良瀬川および渡良瀬川により形成された大間々扇

状地、そして八王子丘陵である（第４図）。

　渡良瀬川は、皇海山に源を発し赤城火山斜面と足尾山

地との境を南西方向に流れる。みどり市大間々町上神梅

付近で南東方向へと転じると、太田市吉沢町・栃木県足

利市小俣町～太田市市場町・足利市五十部町の間は群馬

県・栃木県の県境を流れ、埼玉県加須市本郷付近で利根

川に合流する。

　大間々扇状地は、渡良瀬川が更新世に形成した関東有

数の大型扇状地で、谷口のみどり市大間々町大間々付近

から南方に発達し、太田市北西部から伊勢崎市中央部へ

至る標高５０ ～ ６０ｍを扇端とする、南北約１８㎞、扇端幅

約１３㎞の扇形の範囲に発達する。大間々扇状地は、形成

時期を異にする５つの地形面で構成される合成扇状地で

あり、その中でも西側の桐原面と、その東側の薮塚面が

最も広く主体をなしている。薮塚面は、みどり市笠懸町

鹿・笠懸町阿左美・笠懸町久宮および太田市薮塚町・大

原町付近を扇央とし、太田市北西部から伊勢崎市東部に

いたる標高６０ｍ付近を扇端とする。扇状地面は桐原面の

ように谷が発達しておらず、扇形の整った等高線配列を

示す。大間々扇状地の南方にはほぼ群馬・埼玉県境に沿っ

て利根川が流れており、大間々扇状地扇端と利根川の間

には洪積台地が分布している。

　八王子丘陵は、渡良瀬川構造線により足尾山地から分

離された分離丘陵であり、長楕円形を呈し北西－南東方

向に伸び渡良瀬川にほぼ並行する。丘陵の長さ約７㎞、

幅約２．８㎞、主稜線の標高約３００ｍ、最高点は３２０ｍであり、

みどり市・桐生市・太田市の３市に跨がる。八王子丘陵

の地質は、概ね主稜線の東側が足尾層群、西側が古第三

系の金山溶結凝灰岩と新第三系中新統の藪塚累層から成

り、その成因も複雑であると考えられる。

　３　本遺跡周辺の環境

　本遺跡は、前記の大間々扇状地藪塚面と八王子丘陵荒

神山とに挟まれた谷底平野に位置する。この低地の谷頭

は阿左美沼（旧沼）にあり、表土層下には藪塚面礫層が伏

在する。本遺跡周辺の標高は約１０８ｍである。

　本遺跡周辺においては、藪塚面と谷底平野の境界に沿

うように東武鉄道桐生線が走り、東武鉄道の北東側は昭

和５６（１９８１）～ ６２（１９８７）年にかけての県営圃場整備事業

岡登中部地区土地改良事業により整然とした水田地帯と

なっている。なお、当該事業の結果として新田郡笠懸村

（現みどり市）と新田郡藪塚本町（現太田市）の町村境に

変更が生じている（本遺跡南端部）。東武鉄道の南西側に

は県道太田大間々線が並行し、県道沿いに住宅や商店な

どが展開している。なお、本遺跡の南南東約１．８㎞には

藪塚温泉があり、周辺には宿泊施設のほかにジャパンス

第１節　地理的環境
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第4図　周辺の地形分類図
（地形分類は群馬県『土地分類基本調査・深谷』（１９９１）、『土地分類基本調査・桐生及足利』による。国土地理院　『桐生及足利』平
成１１年６月１日発行５万分の１、『深谷』平成１０年９月１日発行５万分の１地形図を使用）
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ネークセンターや三日月村などの観光施設も所在する。

第２節　歴史的環境

　本遺跡周辺の遺跡分布を概観すると、次の①～③の地

域に集中して分布することが観察される（第5図）。

①八王子丘陵南西麓丘陵斜面から大間々扇状地藪塚面の

北東縁にかけての谷底平野を中心とした地域（１～４・

２５ ～ 81・８5）。

②阿左美沼周辺から東方にかけての大間々扇状地相生面

と火山斜面の地域（５～９・１４ ～ ２４）。未調査の遺跡が

多く詳細は不明。

③琴平山丘陵・稲荷山丘陵から鹿田山丘陵にかけてとそ

の周辺地域（１０ ～ １３、琴平山丘陵南半以外は範囲外）。

　このような集中分布域に比べ、本遺跡の西側に広がる

大間々扇状地藪塚面の扇央部は遺跡分布が希薄である。

これは、藪塚面がＡｓ－ＢＰ降下以前は渡良瀬川の流路であ

り、渡良瀬川流路変更後は地下水位が低く近世以前にお

いて水資源の確保が困難であったことによると考えられ

る。

　１　旧石器時代

　２　縄文時代

　３　弥生時代

　４　古墳時代
　本遺跡周辺における旧石器時代の遺跡としては、第一

に国史跡岩宿遺跡（１３）があげられる。岩宿遺跡は、昭和

２１（１９４６）年に相澤忠洋により発見され、昭和２４（１９４９）年

には明治大学考古学研究室による発掘調査が行われ、日

本列島に旧石器時代が存在したことを証明した遺跡であ

る。北山遺跡（６）においては、Ａｓ－ＢＰ上位から石器ブロッ

クが確認され、Ａｓ－ＢＰ下位および暗色帯上面から土坑状

の落ち込みも確認されている。その他に、元屋敷遺跡（２）

においてＡｓ－ＢＰから暗色帯にかけて石器ブロックが確認

され、藪塚遺跡台山地点（３６）において暗色帯からナイフ

形石器、つつじ山遺跡（３７）において暗色帯からナイフ形

石器・石核・剥片等が出土しているが、本遺跡周辺にお

いては旧石器時代遺跡の分布は希薄である。

　縄文時代に入ると遺跡数は増加する。草創期の遺跡と

しては、国史跡西鹿田中島遺跡（範囲外）があげられる。

西鹿田中島遺跡は、草創期の重複する竪穴住居が初めて

確認された遺跡である。鹿の川遺跡（１１）からも爪形文土

器が出土している。早期については、鹿の川遺跡から押

型文土器・撚糸文土器が多量に出土しているほか、西鹿

田中島遺跡からも集落が確認されている。前期には北山

遺跡（６）・藪塚遺跡台山地点（３６）などから集落が確認さ

れている。中期～後期の遺跡は多く、阿左美遺跡（３）・

石之塔遺跡（２６）・中原遺跡（３１）・滝之入前遺跡（５２）など

から集落が確認されている。阿左美遺跡の竪穴住居２軒

（うち１軒は敷石住居）は、県史跡に指定されている。し

かし、晩期には遺跡数は減少に転じ、本遺跡周辺におい

て晩期の遺構が確認されたのは、本遺跡の南に隣接する

石之塔遺跡のみである。

　東毛地域において弥生時代の遺跡分布はきわめて希薄

である。本遺跡周辺も例外ではなく、遺構については、

鹿田山丘陵周辺の清水山遺跡・和田遺跡（いずれも範囲

外）で中期の竪穴住居、向山遺跡（範囲外）で後期の竪穴

住居などが確認されているのみである。遺物については、

石之塔遺跡（２６）・中原遺跡（３１）・元屋敷遺跡（４8）・滝之

入前遺跡（５２）などから弥生土器が出土している。

　古墳時代に入ると、遺跡数は再び増加に転じる。本遺

跡の北に隣接する元屋敷遺跡（２）からは前期の方形周溝

墓が確認されている。また、石之塔遺跡（２６）から前期、

中原遺跡（３１）から前期・後期、台之原廃寺跡（４６）・榎木

八幡遺跡（６９）から後期の集落が確認されている。

参考文献
太田市１９９６『太田市史』通史編・自然
大間々扇状地研究会２０１０『共同研究群馬県大間々扇状地の地域と景観　
自然・考古・歴史・地理』
大間々町誌刊行委員会１９９６『大間々町誌「基礎資料Ⅷ」大間々町の地形・
地質』
笠懸村教育委員会１９８８『宮久保遺跡』
笠懸村教育委員会１９８９『笠懸村宮久保遺跡』
桐生市史編纂委員会１９５８『桐生市史』上
群馬県総務部市町村課２０１３『平成２６年度群馬県市町村要覧』
群馬県農政部土地改良課１９９２『土地分類基本調査深谷』
群馬県農政部土地改良課１９９７『土地分類基本調査桐生及足利』

（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５ａ『石神遺跡』
（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５ｂ『田谷遺跡』
薮塚本町誌編纂委員会１９９１『薮塚本町誌』上
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第5図　周辺の遺跡（国土地理院『桐生』平成２１年４月１日発行２万５千分の１地形図を使用）
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　古墳に目を向けると、東毛地域においては前期に主軸

全長１２４ｍの前方後円墳である朝子塚古墳（範囲外）、中

期には主軸全長２１０ｍの東日本最大の前方後円墳である

太田天神山古墳（範囲外）と主軸全長１０６ｍの帆立貝形古

墳の女体山古墳（範囲外）が築造されるが、本遺跡周辺に

おいて古墳が築造されるようになるのは後期のことであ

る。八王子丘陵南西麓斜面を中心に諏訪山古墳群（５６）・

北山古墳群（５９）・北山古墳（６０）・湯之入古墳群（６１）・西

山古墳（６４）・蚕影山古墳群（７４）・笠懸天神山古墳群（範

囲外）などが築造されている。北山古墳・西山古墳は県

史跡に指定されている。

　５　奈良・平安時代

　律令制下において、群馬県域はほぼ上毛野国（和銅６

（７１３）年までに上野国と改称）にあたり、『倭名類聚抄』に

よると、国内には当初、「碓氷・片岡・甘楽・緑野・那波・

群馬・吾妻・利根・勢多・佐位・新田・山田・邑楽」の

１３郡が置かれ（和銅４（７１１）年に多胡郡設置で１４郡）、み

どり市域に相当する新田郡の項目には「新田・滓野・石西・

淡甘・祝人・駅家」の６郷、山田郡の項目には「山田・大

野・園田・真張」の４郷、勢多郡の項目には「深田・田邑・

芳賀・桂萱・真壁・深渠・深澤・時澤・藤澤」の９郷が

確認できる。本遺跡周辺は新田郡にあたり、祝人郷また

は淡甘郷に属したとの２説がある。

　本遺跡周辺において奈良時代に入ると遺跡数は減少

し、平安時代に再び増加する。稲荷山遺跡（範囲外）から

奈良時代～平安時代の集落、阿左美遺跡（３）・石之塔遺

跡（２６）・中原遺跡（３１）・薬師前遺跡（４９）などから平安時

代の集落が確認されている。また、本遺跡の南南東約５．

５㎞の天良七堂遺跡（範囲外）は新田郡衙推定地（国史跡上

野国新田郡庁跡）であり、南側には東山道駅路が通って

いる。

　生産遺跡に着目すると、奈良時代に鹿の川瓦窯跡（１２）・

山際窯跡（範囲外）で瓦窯、馬見岡遺跡（範囲外）で須恵器

窯、元屋敷遺跡（４８）で鍛冶炉が確認されている。鹿の川

瓦窯跡・山際窯跡の瓦は、上野国分寺のほか台之原廃寺

跡（４６）・寺井廃寺跡（範囲外）など多くの寺院跡等から出

土している。平安時代には、和田遺跡・稲荷山遺跡・馬

見岡遺跡（いずれも範囲外）などで炭窯、元屋敷遺跡（２）・

阿左美沼北遺跡（範囲外）などで製鉄炉が確認されてい

る。これら生産遺跡は主に鹿田山丘陵周辺に分布してい

る。

　６　中・近世

　天仁元（１１０８）年のＡｓ－Ｂ降下後に上野国内では荘園開発

への動きが活発になり、新田郡を中心に新田氏よる新田

荘の開発が進められる。新田荘は保元２（１１５７）年に新田

義重が私領を花山院忠雅に寄進し成立する荘園であり、

主な遺跡は現在、国史跡新田荘遺跡に指定されている。

享徳４（１４５５）年書写の嘉応２（１１７０）年「新田荘田畠在家

注文」には「阿左見郷」の記述が見えることから、この頃

本遺跡周辺は新田荘阿左見郷に含まれていたと考えられ

る。なお、旧笠懸町地域を指す「笠懸野」は、『吾妻鏡』巻

十三建久４（１１９３）年４月２８日条の源頼朝の新田館滞留に

由来し、史料上の初見は『太平記』第十巻三節義貞叛逆の

事（元弘３（１３３３）年５月８日）である。

　南北朝動乱後、新田郡においては岩松氏が勢力を保

ち、応永１１（１４０４）年の「新田荘内総領知行分注文」には岩

松氏知行分として「上阿佐美郷」の記述が見え、作成年不

明（岩松持国の頃）の「新田荘内岩松方庶子方寺領等注文」

には田中民部大輔知行分として「下阿左美郷」の記述が見

えることから、この頃には本遺跡周辺は新田荘下阿左見

郷に含まれていたと考えられる。岩松氏は永享１２（１４４０）

年の結城合戦で京兆家と礼部家に分裂、文明元（１４６９）年

に礼部家に統一されるも、家臣から横瀬氏（由良氏）が台

頭し明応４（１４９５）年に岩松尚純が横瀬（由良）成繁により

隠居させられ実権を奪われた。由良氏は東毛地域に勢力

を伸張するが、天正１３（１５８５）年、由良氏は北条氏に敗れ

桐生城（範囲外）に退去した。由良氏の重臣藤生氏は阿左

見・藪塚を所領としており、本遺跡に隣接する元屋敷遺

跡（2）の城館跡は藤生氏のものと考えられる。

　徳川家康江戸入府後、本遺跡をふくむ阿左美村は、代

官支配となり、慶応３（１８６７）年に前橋藩領となった。本

遺跡２・３区間を流れる岡登用水（笠懸野御用水、笠懸

野古堀）は、代官岡上景能により寛文１２（１６７２）年竣工す

るが数年で廃絶となり、文久２（１８６２）年に山田郡内２カ

村部分が再興、明治６（１８７３）年の古用水再興・新用水開

削により現在の流路となった。また、本遺跡西方約１．６

㎞を南北に走る県道大間々世良田線は慶安２（１６４９）年開
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設の足尾銅山街道（あかがね街道）の新道である（新道は

寛文９（１６６９）年までに開通）。

　なお、遺跡名および遺跡範囲（第5図）は「マッピング

ぐんま」による。

第1表　周辺の遺跡一覧表

参考文献
阿左美沼土地改良区５０年史編集員会２００８『阿左美沼用水史』
太田市１９９６『太田市史』通史編・原始古代
大間々扇状地研究会２０１０『共同研究群馬県大間々扇状地の地域と景観　
自然・考古・歴史・地理』
大間々町誌編さん室１９９８『大間々町誌』通史編上
笠懸村教育委員会１９８８『宮久保遺跡』
笠懸村教育委員会１９８９『笠懸村宮久保遺跡』
笠懸村村誌編纂室１９８３『笠懸村誌』別巻１

笠懸村村誌編纂室１９８５『笠懸村誌』上
京都大学文学部国語学国文学研究室編１９６８『諸本集成倭名類聚抄』本文
篇　臨川書店
桐生市史編纂委員会１９５８『桐生市史』上
黒板勝美編1932 『新訂増補国史大系吾妻鏡』２　吉川弘文館
群馬県文化事業振興会１９８６『上野国郡村誌』１５

（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１２『北山遺跡』
（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５ａ『石神遺跡』
（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５ｂ『田谷遺跡』
兵藤裕巳校注２０１４『太平記』２　岩波文庫
みどり市教育委員会２０１３『みどり市遺跡地図』
森田悌２００３『尾崎喜左雄博士調査収集考古遺物目録』　群馬大学教育学
部
薮塚本町教育委員会１９８７『石之塔遺跡』
薮塚本町誌編纂委員会１９９１『薮塚本町誌』上
マッピングぐんま
ｈｔｔｐ：／／ｍａｐｐｉｎｇ－ｇｕｎｍａ．ｐｒｅｆ－ｇｕｎｍａ．ｊｐ／ｐｒｅｆ－ｇｕｎｍａ／ｔｏｐ
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遺跡 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈・平 中・近世 近代 種別 文献

１ 宮久保遺跡（宮ノ窪遺跡） ○ ○ ○ 散布地、集落、生産遺跡 本報告書、１２、１３、
３６、３７。

２ 元屋敷遺跡（阿左美遺跡元屋
敷地区） ○ ○ ○ ○ ○ 散布地、集落、城館、古墳、

墓その他、生産遺跡 １４、１５、３６、３７、３８。

３ 阿左美遺跡（阿左美遺跡仲地
区、阿左美石器時代住居跡） ○ ○ ○ 集落 ９、１１、１４、１５、２４、

３４、３５、３６、３７。
４ 荒神山砦跡 ○ 城館 ９、２２。

５ 桜塚遺跡 ○ ○ 集落、墓その他 ２、４。

６ 北山遺跡 ○ ○ ○ 散布地、集落 ３、８、９、２０、２４、
２９、３４、３５、３６。

７ 浅海八幡遺跡 ○ ○ 散布地、城館 １、３７。

８ 谷端遺跡 ○ ○ 散布地、集落 ９、１４、１５、３６、３７。

９ 北遺跡 ○ 散布地 ９、３４。

１０ 岡上陣屋跡 ○ 城館 ２４。

１１ 鹿の川遺跡 ○ ○ 散布地、墓その他 ９、３２、３７。

１２ 鹿の川瓦窯跡 ○ ○ 生産遺跡 ９、２３。

１３ 岩宿遺跡 ○ ○ ○ ○ 散布地、城館、生産遺跡 ９、１０、２４、３０、３１、
３３、３６、３９。

１４ 寺ノ入遺跡 ○ 散布地 １６。

１５ 岡ノ上遺跡 ○ ○ ○ 散布地、集落 １６。

１６ 神明山遺跡 ○ ○ ○ ○ 集落 １６。

１７ 神明遺跡 ○ ○ 散布地 １６。

１８ 三堂ノ入遺跡 ○ ○ 散布地、生産遺跡 １６。

１９ 古庭ノ入１遺跡 ○ 散布地 １６。

２０ 古庭ノ入２遺跡 ○ ○ ○ 散布地 １６。

２１ 古庭遺跡 ○ ○ 散布地 １６。

２２ 愛宕山遺跡 ○ 散布地 １６。

２３ 富士見ヶ丘１遺跡 ○ ○ 散布地 １８、１９。

２４ 富士見ヶ丘２遺跡 ○ 散布地 １７。

２５ 堂ノ下遺跡 ○ ○ 散布地、生産遺跡、不明 ５１。

２６ 石之塔遺跡 ○ ○ ○ ○ 散布地、集落、墓その他、
生産遺跡 １２、１３、４９、５２。

２７ 牛之塔遺跡 ○ 墓その他 ５２。

２８ 中原上遺跡 ○ 墓その他 ５、６、７。

２９ 中原中遺跡 ○ ○ 古墳、墓その他、その他 ２１。

３０ 中原下遺跡 ○ ○ ○ 散布地

３１ 中原遺跡（生品神社敷石住居
跡） ○ ○ ○ ○ 散布地、集落、生産遺跡 ４８、５２。

３２ 新井前遺跡 ○ ○ 散布地

３３ 不動山遺跡 ○ ○ 散布地、古墳 ７、２１。
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遺跡 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈・平 中・近世 近代 種別 文献

３４ 台山遺跡（愛宕神社西遺跡） ○ ○ ○ ○ ○ 散布地、集落、社寺、古墳 ２１、５２。

３５ 台山Ⅰ遺跡 ○ 集落

３６ 薮塚遺跡台山地点（台山遺跡） ○ ○ ○ 集落、生産遺跡 ４０、５２。

３７ つつじ山遺跡（藪塚遺跡） ○ ○ 散布地、集落 ２４、５２。

３８ つつじ山Ⅱ遺跡 ○ 集落

３９ 京之入遺跡 ○ 社寺

４０ 東台山遺跡 ○ 散布地

４１ 滝之入遺跡 ○ ○ 散布地、古墳 ２１。

４２ 台遺跡 ○ 古墳 ７。

４３ 台東遺跡 ○ ○ 社寺、古墳 ２１、５２。

４４ 萩林遺跡 ○ ○ ○ 散布地、集落、古墳 ２１、５２。

４５ 長土手遺跡 ○ 散布地

４６ 台之原廃寺跡（台之原遺跡） ○ ○ 散布地、集落、墓その他 ４６、４７、５２。

４７ 六地蔵遺跡 ○ ○ 集落、墓その他 ４３、５２。

４８ 元屋敷遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 集落、墓その他 ５０、５２。

４９ 薬師前遺跡 ○ ○ ○ 集落、墓その他 ４１、４４、５２。

５０ 三島前遺跡 ○ ○ 散布地

５１ 三島神社境内遺跡 ○ ○ 散布地、集落 ５２。

５２ 滝之入前遺跡 ○ ○ ○ 集落、生産遺跡 ４５。

５３ 滝之入東遺跡 ○ 散布地

５４ 地蔵山下遺跡 ○ 散布地

５５ アキヤダナ遺跡 ○ ○ 古墳、その他 ２１。

５６ 諏訪山古墳群 ○ 古墳 ２１。

５７ 諏訪山遺跡 ○ ○ 散布地 ５２。

５８ 向山古墳 ○ 散布地、古墳 ４２、５２。

５９ 北山古墳群（湯之入古墳群） ○ 古墳 ２１。

６０ 北山古墳 ○ 古墳 ５２。

６１ 湯之入古墳群 ○ 古墳 ２１。

６２ 湯ノ入前遺跡 ○ 散布地 ５２。

６３ 湯坂道遺跡（西山遺跡） ○ ○ 散布地 ５２。

６４ 西山古墳 ○ 古墳 ５２。

６５ 十輪寺跡遺跡 ○ 社寺、墓その他

６６ 木戸海道遺跡 ○ ○ ○ ○ 散布地、集落 ５、５２。

６７ 木戸海道Ⅰ遺跡 ○ ○ 散布地、集落 ５２。

６８ 木戸海道Ⅱ遺跡 ○ ○ 散布地、集落、墓その他 ５２。

６９ 榎木八幡遺跡（榎八幡遺跡） ○ 散布地、集落 ５２。

７０ 三島遺跡 ○ 墓その他

７１ 西野西遺跡 ○ 散布地 ６。

７２ 八石遺跡（湯ノ入西遺跡） ○ ○ ○ ○ 散布地、古墳 ６、５２。

７３ 湯ノ入東遺跡 ○ 散布地、墓その他、生産遺
跡

７４ 蚕影山古墳群 ○ 古墳

７５ 岩崎遺跡 ○ 散布地 ５２。

７６ 谷遺跡 ○ 散布地

７７ 西野東上遺跡 ○ ○ ○ ○ 散布地、古墳 ２１。

７８ 街道橋古墳 ○ ○ ○ 散布地、古墳 ２１、５２。

７９ 西野東中遺跡 ○ ○ ○ 散布地、古墳 ７、２１。

８０ 西野東下遺跡 ○ ○ ○ ○ 散布地、古墳 ７、２１。

８１ 西野原遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 散布地、古墳、生産遺跡 ２１、２５、２６、２７、２８。

８２ 割次遺跡 ○ 散布地

８３ 三区西浦遺跡 ○ 散布地

８４ 野田遺跡 ○ 散布地

８５ 西長岡天神山古墳群 ○ 古墳 ２１。
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第2表　周辺の遺跡で使用した文献一覧表
１ 岩澤正作１９２５「三山閣臨時陳列会目録」『上毛及上毛人』９６

２ 岩澤正作１９２５「大間々町（中）」『上毛及上毛人』１０１

３ 岩澤正作１９３９「石器時代の笠懸村（下）」『毛野』３１

４ 岩澤正作１９４０「上毛電気鉄道沿線に於ける先史時代文化相の鳥瞰」『毛野』３７

５ 太田市教育委員会２００９『太田市内遺跡』４

６ 太田市教育委員会２０１０『太田市内遺跡』５

７ 太田市教育委員会２０１４『太田市内遺跡』９

８ 奥山陽１９２４「笠懸村にて古代瓦発見」『上毛及上毛人』９２

９ 笠懸村村誌編纂室１９８３『笠懸村誌』別巻１

１０ 笠懸村教育委員会１９７１『群馬県笠懸村岩宿遺跡緊急発掘調査概報』

１１ 笠懸村教育委員会１９８３『阿左美遺跡調査概報』

１２ 笠懸村教育委員会１９８８『宮久保遺跡』

１３ 笠懸村教育委員会１９８９『笠懸村宮久保遺跡』

１４ 笠懸町教育委員会１９９３『笠懸町内遺跡』Ⅰ

１５ 笠懸町教育委員会１９９５『笠懸町内遺跡』Ⅱ

１６ 桐生市教育委員会１９９４『桐生市埋蔵文化財分布地図・地名表』

１７ 桐生市教育委員会２００４『平成１４年度発掘調査概報』

１８ 桐生市教育委員会２００８『平成１７・１８年度発掘調査概報』

１９ 桐生市教育委員会２０１４『桐生市内遺跡発掘調査報告』

２０ 桐生バイパス建設区域埋蔵文化財調査委員会１９７４『桐生バイパス建設区域埋蔵文化財調査報告書』

２１ 群馬県１９３８『上毛古墳綜覧』

２２ 群馬県教育委員会１９８８『群馬県の中世城館跡』

２３ 群馬県史編さん委員会１９８６『群馬県史』資料編２

２４ 群馬県史編さん委員会１９８８『群馬県史』資料編１

２５ (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００６『西野原遺跡（１）（２）』

２６ (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００８『西野原遺跡（３）（４）・島谷戸遺跡』

２７ (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００９『西野原遺跡（５）（７）』第１分冊

２８ (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１０『西野原遺跡（５）（７）』第２・３分冊

２９ （公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１２『北山遺跡』

３０ 杉原荘介１９５５「群馬県新田郡岩宿遺跡」『日本考古学年報』２

３１ 杉原荘介１９５６「群馬県新田郡岩宿遺跡」『日本考古学年報』３

３２ 薗田芳雄１９６９『桐生市および周辺の弥生文化』

３３ みどり市教育委員会２０１０『史跡岩宿遺跡保存整備報告書』

３４ みどり市教育委員会２０１０『みどり市内遺跡』１

３５ みどり市教育委員会２０１２『みどり市内遺跡』３

３６ みどり市教育委員会２０１３『みどり市内遺跡』４

３７ みどり市教育委員会２０１４『みどり市内遺跡』５

３８ みどり市教育委員会２０１５『みどり市内遺跡』６

３９ 明治大学文学部考古学研究室１９５６『群馬県岩宿発見の石器文化』

４０ 薮塚遺跡台山地点発掘調査団１９９１『薮塚遺跡台山地点発掘調査報告書』

４１ 薮塚本町教育委員会１９８２『薬師前遺跡』

４２ 薮塚本町教育委員会１９８３『向山古墳』

４３ 薮塚本町教育委員会１９８４『六地蔵遺跡概報』

４４ 薮塚本町教育委員会１９８４『薬師前遺跡』

４５ 薮塚本町教育委員会１９８５『滝之入前遺跡』

４６ 薮塚本町教育委員会１９８５『台之原廃寺跡概報Ⅰ』

４７ 薮塚本町教育委員会１９８６『台之原廃寺跡概報Ⅱ』

４８ 薮塚本町教育委員会１９８６『中原遺跡概報』

４９ 薮塚本町教育委員会１９８７『石之塔遺跡』

５０ 薮塚本町教育委員会１９８８『元屋敷遺跡』

５１ 薮塚本町教育委員会１９８８『堂之下遺跡概報』

５２ 薮塚本町誌編纂委員会１９９１『薮塚本町誌』上
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第３節　基本土層

　現表土以下の基本土層（柱状図）は第6図に示した。土

層は昭和５６（１９８１） ～ ６２（１９８７）年にかけての県営圃場整

備事業岡登中部地区土地改良事業により削平されている

ものの、調査区によっては比較的良好な状態で残存して

いた。

　本遺跡における本調査着手以前の地形は、１～３区と

も前述の圃場整備による整然とした水田区画をなしてい

たが、調査の結果、１区が低地（谷底平野）および低地中

に島状に残る低台地、２区が低地、３区は低地および八

王子丘陵からのびる台地の縁辺部であり、２区が最も標

高の低い谷地形をなすことが確認された。そのような地

形の影響からか、各区における堆積の状況は異なる。１

区では、Ⅱ・Ⅳ・Ⅴ層は薄くかつ断片的で細分は困難で

あり、Ⅲ層も確認されていないが、Ⅵ～Ⅸ層が低台地部

分において良好な状態で堆積している。２区では、Ⅱ～

Ⅴ層が厚く細分が可能であるが、Ⅶ～Ⅹ層がきわめて断

片的である。３区は２区に似るが、全体的に層が薄い。

第6図　基本土層

基本土層計測地点

【基本土層】
Ⅰ層　表土層。
Ⅰａ層　圃場整備後の耕作土。
Ⅰｂ層　圃場整備前の耕作土。
Ⅱ層　Ａｓ－Ｂ混土層。
Ⅱａ層　にぶい黄褐色土　Ａｓ－Ｂ含む。
Ⅱｂ層　黒褐色～褐灰色土　Ａｓ－Ｂ含む。
Ⅱｃ層　黒褐色～褐灰色粘質土　Ａｓ－Ｂ含む。
Ⅲ層　Ａｓ－Ｂ層。
Ⅲａ層　Ａｓ－Ｂ（二次堆積）。
Ⅲｂ層　Ａｓ－Ｂ（一次堆積）。
Ⅳ層　Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ混土層。
Ⅳａ層　黒色～暗褐色粘質土　Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ僅か含む。
Ⅵｂ層　黒色～暗褐色粘質土　Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ少し含む。
Ⅳｃ層　黒色～暗褐色粘質土　Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ含む。
Ⅳｄ層　黒色～暗褐色粘質土　Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ多く含む。
Ⅳｅ層　黒色～暗褐色粘質土　Ａｓ－Ｃ含む。
Ⅴ層　粘質土層。
Ⅴａ層　黒色～暗褐色粘質土。
Ⅴｂ層　黒褐色～暗褐色粘質土。
Ⅴｃ層　黒褐色～にぶい黄褐色粘質土　軽石含む。
Ⅴｄ層　褐灰色～赤褐色粘質土　軽石含む。
Ⅴｅ層　黒褐色～褐灰色粘質土。
Ⅵ層　ローム漸移層。暗褐色～褐色土。
Ⅶ層　ローム層（二次堆積）。
Ⅶａ層　黄褐色ローム　Ａｓ－ＹＰ含み、軟質。
Ⅶｂ層　明褐色ローム　Ａｓ－ＹＰ含み、硬質。
Ⅷ層　Ａｓ－ＹＰ層。
Ⅸ層　ローム層。灰褐色ローム　砂質。
Ⅹ層　Ａｓ－ＢＰ層。
Ⅺ層　砂礫層（藪塚礫層？）。
Ⅺａ層　灰褐色砂層　粘土粒含む。
Ⅺｂ層　淡黄色砂層　ラミナ状。
Ⅺｃ層　黒褐色～灰褐色砂層。
Ⅺｂ層　礫層。

第３節　基本土層
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第３章　確認された遺構と遺物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物

　１　概要（第７図　PL. １）

　宮久保遺跡から検出した古墳時代以降の遺構は、竪穴

住居２７軒、竪穴状遺構４基、掘立柱建物１５棟・柵８基、ピッ

ト３３６基、土坑１７８基、製鉄関連遺構２基、溝６９条、井戸

３基、耕作痕群１１基・畑７群、畦畔・水田面等で、居住

関連の遺構から生産関連の遺構まで、実に多岐にわたる。

　また、こうした遺構に伴って、土師器・須恵器・陶磁

器・鉄製品・石製品・加工痕のある木材など、古墳時代

から近世までの長期間にわたる遺物が出土している。ま

た、１号竪穴状遺構からは馬歯、２８号土坑からは人歯が

出土するなど、多彩な出土遺物をほこる。　　　

　調査区ごとに概要を述べたい。

１区

　１区は、自然堤防状の微高地にあたり、居住関連を中

心に遺構を検出している。調査区はＡ～Ｆに分けられる

が、Ａ～Ｄにかけての西南部およびＥ・Ｆの北西部は、

広範囲に礫層面が広がり、削平が進んでいる可能性があ

る。また、Ｄ・Ｅの東辺部も撹乱が進んでいるため、遺

構の全容把握には至っていない。

　検出遺構は、竪穴住居・掘立柱建物・柵・ピット群・土坑・

溝などがあり、竪穴住居はすべて１区から検出している。

また、掘立柱建物も２区検出の１棟を除き１４棟が検出さ

れた。各地点から検出した遺構は、以下の通りである。

Ａ　竪穴住居２軒（古墳時代１・平安時代１）、土坑６基、

ピット１０基。

Ｂ　竪穴住居１軒（古墳時代）、掘立柱建物１棟、土坑１

基、ピット９基。

Ｃ　竪穴住居７軒（古墳時代２・平安時代５）、土坑１０基、

ピット３１基、溝１条。

Ｄ　竪穴住居１１軒（平安時代）、掘立柱建物１４棟・柵８基、

土坑８５基、ピット２６４基（掘立柱建物･柵の柱穴は除

く）、溝９条、製鉄関連遺構２基。

Ｅ　竪穴住居６軒（平安時代）、竪穴状遺構１基、溝１条

（Ｄと同一のもの）、土坑１２基。

Ｆ　土坑９基、溝１条。

２区

　２区は、調査区の中で低地部分にあたり、１面から５

面まで、生産関連の遺構を中心に検出している。畦畔・

水田面、耕作痕群・畑、溝、井戸、土坑、掘立柱建物、

竪穴状遺構などで、各面ごとに報告する。

１面　溝４条、井戸１基、畦畔・水田面１。

２面　溝１３条、土坑２基、井戸２基、竪穴状遺構３基、

耕作痕群５・畑７、ピット４基。

２･３面　溝１条、土坑１６基、掘立柱建物１棟。

３面　溝８条、耕作痕群２、土坑１１基、ピット２基。

４面　溝２０条、耕作痕群３、土坑１５基、ピット３基。

５面　ピット２基のほか、Ｈにおいて自然流路が確認さ

れた。

３区

　３区は、１・２区に比べ検出の遺構は少ない。とりわ

け、東辺部は自然流路などの氾濫原であり、後背湿地的

な要素が強かったことが想定され、土地利用上の難易度

が高かったものと考えられる。調査は、１～５面までの

ものである。

　検出した遺構は、１１条の溝（５４・６４溝は同一の自然流

路）のほか、耕作痕１、土坑１基、ピット１基が検出した。

各面ごとに報告する。

１面　溝２条、土坑１基。

２面　該当する遺構はなかった。

３面　溝３条。

４面　溝４条（自然流路２条）、耕作痕群１。

５面　該当する遺構はなかったが、自然流路の存在が想

定できる。

第３章　確認された遺構と遺物
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　２　竪穴住居

　本遺跡から検出された竪穴住居は、すべて１区から検

出されている。１区Ａ２軒、Ｂ１軒、Ｃ７軒、Ｄ１1軒（21

号住居は重複住居のため、新たな住居番号を付加し、２９

号住居との重複とした）、Ｅ６軒の計２7軒であった。１

区Ｃ・Ｄ・Ｅに竪穴住居が集中する傾向にあるが、これ

らの地点は礫層上にローム層が堆積する地点であり、遺

跡地の中でも微高地を形成している一帯でもある。これ

は、住環境を考えての居住域選定の結果と考えられるが、

ローム層下は厚く礫層が堆積しており、床面をこの礫面

としている住居も多く、住居掘削も容易でなかったと思

われる。こうした要因と昭和６２年度の土地改良事業等の

削平もあって、残存する壁高が浅く、遺構全体の残存状

態は決して良いとは言えない。また、出土遺物も少なく、

カマドの残存状態も極めて悪いものが多かった。

　調査時に欠番となった７号住居はそのまま欠番として

扱っている。また、２８号住居については、弥生時代の遺

構ということで、弥生時代の項で扱う。ここで報告する

竪穴住居は、２７軒である。

　検出した竪穴住居の報告にあたって、以下の点に留意

して記載した。

①　竪穴住居の付属施設については、貯蔵穴・柱穴・周

溝など各住居で付属施設として存在しないものは、

項立てせずに一括して「その他」の項で記載すること

にした。

②　計測した数値の単位については、長さはメートル、

重さは㎏で統一した。

③　住居の主軸方位は、カマドのあるものはカマドのあ

る辺に直行する辺を、カマドのないものは長軸方向

を主軸として計測した。

④　住居の面積は、住居下端線をプラニメータで計測し、

重複や撹乱によって不確定な場合は、（ ）付けにし

た。

⑤　カマドの計測値は、残存する煙道方向・両袖方向の

最大長を計測したものである。

⑥　調査時に床面と掘り方面がほぼ同一面と判断された

住居については、平・断面図は掲載せず、床面と掘

り方面はほぼ同一面である旨の記載をした。

第8図　１区竪穴住居位置図

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１号住居（第9・10図、ＰＬ.7・92）

位置　１区Ａ４面、Ｘ＝４１８４７ ～ ８５２、Ｙ＝－４７３１７ ～

３２２。

重複　なし。

平面形状　方形。長軸を南北方向に持ち、北辺部がやや

幅広になる。

主軸方位　Ｎ－７５°－Ｅ。

規模　長軸４．５７ｍ、短軸３．４２ｍ、残存壁高０．０２ ～ ０．０７ｍ。

面積　１４．８７㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。掘り方覆土を含め３層が観察

された。遺構確認面から床面まで浅く詳細不明。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が中央

部からカマド前にかけて認められ、礫を含む面が床面を

構成している。

カマド　東壁面に設置。残存状態は悪い。袖石もしくは

壁面を構成すると考えられる河床礫が残存する。遺構確

認面から燃焼面まで浅く、詳細不明。煙道方向０．７７ｍ、

両袖方向０．６３ｍを計る。

貯蔵穴　北東隅に設置。円形を呈し、径０．５６ｍ、深さ０．

１１ｍと浅い。

その他　北東隅の貯蔵穴南西に隣接してピット(Ｐ１)が

確認された。楕円形を呈し、長軸０．４９ｍ、短軸０．４４ｍ、

深さ０．２６ｍを計る。周溝は確認されなかった。

掘り方　暗褐色土主体。１層が観察された。掘り方は、

およそ０．１ ～ ０．１５ｍ程度掘り込まれているが、住居北東

部付近は土坑状に深い部分がある。

遺物　覆土中を含め、土師器・須恵器など総量１㎏程の

土器片と鉄製品が出土した。床面付近から須恵器高台付

椀１、カマド内から土師器甕２、覆土中であるが、鉄製

品３を図示しておく。

所見　住居プランやカマドの形状、出土遺物から考える

と遺構と遺物の関係は、概ね齟齬を期すことはない。本

遺構の時期的な目安として出土遺物を捉えると、１０世紀

前半の所産と考えられる。

第9図　１区A4面１号住居と出土遺物

第３章　確認された遺構と遺物
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１　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石を多く、ローム粒を少量含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、ローム・焼土粒を含む。
３	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、ローム粒をやや多く含む。

貯蔵穴	
１	 暗褐色土　しまりあり。ローム粒含む。

1
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3（1/2）
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２号住居（第11・12図、ＰＬ.8・92）

位置　１区Ｂ４面、Ｘ＝４１９０１ ～ ９０５、Ｙ＝－４７２７８ ～

２８５。

重複　９号ピットと重複。９号ピットが本遺構より新し

い。

平面形状　遺構の残存状態は極めて悪く、生活面および

掘り方の一部のみの確認であった。方形のプランを呈す

ると推定される。

主軸方位　Ｎ－８４°－Ｅ。掘り方の一部のみのため主軸

は推定。

規模　長軸６．５４ｍ以上、短軸３．８５ｍ以上。残存壁高なし。

面積　（３４．５８㎡）以上。

埋没土層　掘り方のみのため不明。

床面　確認されなかった。

炉　確認されなかった。

貯蔵穴　北東隅に設置。円形、径０．７８ｍ、深さ０．４５ｍ。

その他　貯蔵穴付近でピット１基(Ｐ１)が確認された。

楕円形を呈し、長軸０．２６ｍ、短軸０．２２ｍ、深さ０．２１ｍを

計る。

周溝　西辺部と東辺部で確認された。幅０．０９ ～ ０．２３ｍ、

深さ０．０２ ～ ０．０９ｍ。

掘り方　遺構確認面にて掘り方の一部を確認。

遺物　わずかな土師器片と貯蔵穴内の底面付近で土師器

甕１が出土した。内外面にハケ目を残す。

所見　削平され残存状態は不良である。規模や出土遺物

から古墳時代(５世紀)と推定され、カマドを伴わない時

期の遺構と考えられる。

第11図　１区B4面２号住居出土遺物

カマド

第10図　１区A4面１号住居カマド

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１	 暗褐色土　しまりあり。焼土ブロック、白色軽石を含む。
２	 茶褐色土　しまりあり。粘質土。焼土主体。

1
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３号住居（第13・14図、ＰＬ.8・92）

位置　１区Ａ４面、Ｘ＝４１８４７ ～ ８５２、Ｙ＝－４７３０２ ～

３０７。

重複　なし。

平面形状　遺構の残存状態は極めて悪い。掘り方のみ残

存し、南北方向に長軸を持つ方形と推定される。

主軸方位　Ｎ－２４°－Ｗ。

規模　長軸４．２６ｍ以上、短軸４．１５ｍ以上。残存壁高なし。

面積　（１８．１４㎡）以上。

埋没土層　掘り方のみのため不明。

床面　確認されなかった。

炉　地床炉。住居中央から南側に位置し、楕円状を呈す。

長軸１．３ｍ、短軸０．９５ｍ、深さ０．１５ｍを計る。覆土上面

に焼土ブロックが確認された。

貯蔵穴　確認されなかった。

その他　柱穴および周溝などは確認されなかった。

掘り方　遺構確認面にて掘り方および床面範囲を確認。

概ね平坦で、暗褐色土を主体としている。

遺物　少量の土師器片が出土している。土師器高杯１は

床面下、土師器小型壺２は覆土中の出土と考えられる。

所見　削平され遺構の残存状態は不良である。出土遺物

は、５世紀前半の所産と考えられる。

第13図　１区A4面３号住居出土遺物

掘り方

第12図　１区B4面２号住居

第３章　確認された遺構と遺物
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１	 暗褐色土　粘質土。白色軽石、
ロームブロック・ローム粒を少
量含む。

２	 暗褐色土　粘質土。ローム粒・
ロームブロックを含む。

３	 黄褐色土　粘質土。ローム土を
多量に含む。

１	 暗褐色土　粘質土。ローム粒含
む。

１	 暗褐色土　粘質土。ローム粒を
多量に含む。

１

２



Ｂ
Ｂ
′

Ａ

Ａ′

12

85
0

-3
05

84
7

-3
05

Ｂ
Ｂ
′

84
7

-3
05

L=108.30mＡ Ａ′

ss
sss

L=108.00m
Ｂ

Ｂ
′

s

2

1

０ 10㎝１:３

０ １ｍ１: 30０ ２ｍ１: 60

４号住居（第15・16図、ＰＬ.7・8・92）

位置　１区Ｅ４面、Ｘ＝４２０１５ ～ ０２０、Ｙ＝－４７３３７ ～

３４２。

重複　１４号土坑、２２号ピットと重複。本遺構が古い。

平面形状　カマドのある東辺部が西辺部より長い不整形

な方形を呈す。

主軸方位　Ｎ－７３°－Ｅ。

規模　長軸４．９４ｍ、短軸３．６８ｍ。残存壁高０．０２ ～ ０．０５ｍ。

面積　１７．４７㎡。

埋没土層　褐色土・黄褐色土主体。２層が観察された。

遺構確認面から床面まで、浅く詳細不明。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が北東

隅からカマド付近にかけて散在する。小礫を含む面が床

面を構成している。

カマド　残存状態は極めて悪い。東壁面南寄りにあり、

２次堆積的な焼土面と掘り方の確認にとどまる。煙道方

向０．５８ｍ、両袖方向０．５７ｍを計る。

貯蔵穴　確認されなかった。

その他　柱穴･周溝等は確認されなかった。

掘り方　床面とほぼ同一と考えられる。詳細は不明。

遺物　極めて少量の土師器片と須恵器高台付椀１が床面

付近の覆土中から出土した。

所見　出土遺物は、１０世紀前半の様相を示している。

第15図　１区E4面４号住居出土遺物

炉

第14図　１区A4面３号住居

掘り方

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１	 暗褐色土　粘質土。焼土ブロック・焼土粒を多量に、
炭化物粒、白色軽石を少量含む。

２	 暗褐色土　粘質土。焼土粒を少量含む。

１
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５号住居（第17図、ＰＬ.9・92）

位置　１区Ｅ４面、Ｘ＝４２０２１ ～ ０２５、Ｙ＝－４７３３１ ～

３３５。

重複　２・４号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　西辺部が４号溝で掘削されているが、方形を

呈すものと思われる。

主軸方位　Ｎ－８０°－Ｅ。

規模　長軸３．０９ｍ以上、短軸２．８６ｍ。残存壁高０．１５ｍ。

面積　（８．７０㎡）以上。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。４層が観察された。

人為的に埋め戻された痕跡はなく、廃棄後自然堆積した

と考えられる。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が全面

に認められ、礫を含む面が床面を構成している。

カマド　東壁面に確認されるが、カマドの残存状態は悪

く、使用面の痕跡は認められない。カマド内には、灰層

が確認され、焼土ブロックが崩落していた。袖石等の痕

跡は認められなかった。煙道方向０．５７ｍ、両袖方向０．５４

ｍを計る。

貯蔵穴　カマド右の南東隅に確認できた。楕円形を呈し、

長軸０．８６ｍ、短軸０．６０ｍ、深さ０．０７ｍと浅い。

その他　柱穴等は確認されなかった。

周溝　カマドおよび貯蔵穴付近を除いて、浅い掘り込み

を確認できた。幅０．１３ ～ ０．２２ｍ、深さ０．０２ｍ。

掘り方　ほぼ床面と同一と考えられるが、詳細は不明。

遺物　須恵器・土師器片が総重量０．３㎏と鉄滓が出土し

た。酸化焔焼成の椀１・２・３（２・３は高台付）、口縁

部がコの字状を呈する土師器甕４、甕底部５、鉄滓６を

図示した。１・２・３・５はカマド内底面または壁際、

４と６は床面からの出土である。

所見　出土遺物は、本遺構にほぼ伴うと考えられること

から、１０世紀前半の住居とすることができる。

カマド

第16図　１区E4面４号住居

第３章　確認された遺構と遺物
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１	 褐色土(１０ＹＲ４／３)　 しまり弱い。白色軽石、小石を僅かに含む。
２	 黄褐色土(１０ＹＲ５／４) しまり弱い。くすんだローム土を含む。 　

１	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３) 軽石僅かに含む。
２	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　 軽石・焼土粒僅かに含む。　
３	 くすんだ赤褐色土　焼土層。軽石含む。
４	 黄褐色土(１０ＹＲ５／２) くすんだローム土。



Ｃ
Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

Ｅ
Ｅ′

Ｂ

Ｂ′

Ａ

Ａ
′

2溝

2溝

4溝

貯蔵穴貯蔵穴

4
6

02
2

-3
32

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

5

3

1

2

02
2

-3
32

L=
11
0.
20
m

Ａ
Ａ
′

2溝
3

4溝
1

4
3

1
2

L=110.20mＢ Ｂ′
s

1

2

L=110.10mＣ Ｃ′

2 31
13

L=110.10mＤ Ｄ′

3
1 2

2
焼土ブロック

5

3

4

L=110.20mＥ Ｅ′

s

3

1 2

貯蔵穴

０ １ｍ１: 30０ ２ｍ１: 60

０ 10㎝１:３

第17図　１区E4面５号住居と出土遺物

カマド

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石、小石含む。
２	 明黄褐色土　　　　 褐色土・焼土の混土。(カマド崩落土)
３	 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまり弱い。軽石・ロームブロック僅か

に含む。ローム主体。　　　　　
４	 明黄褐色土(１０ＹＲ６／６)くすんだロームブロック・ロームの混土。

(壁崩落土)

貯蔵穴	
１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石含む。炭・焼土粒僅かに含む。
２	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　軽石・ロームブロックを含む。　
３	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　くすんだローム・暗褐色土小ブロック

の混土。

	
１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石・焼土粒、小石含む。	
２	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／３)　くすんだ黄褐色土・暗褐色土の混土。

(天井崩落土)
３	 焼土・黄橙色ブロック混土層。(天井崩落土)
４	 褐色土(１０ＹＲ４／５)　しまり弱い。土質均一。
５	 青灰色灰層

１

２

３

４

５

６
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６号住居（第18・19図、ＰＬ.10・11・92）

位置　１区Ｅ４面、Ｘ＝４２０１７ ～ ０２１、Ｙ＝－４７３２３ ～

３２８。

重複　１１１号土坑と重複。１１１号土坑覆土中にＡｓ－Ｂ軽石が

含まれることから、本遺構が古いと推定される。

平面形状　長軸長と短軸長は大差がなく、方形を呈す。

主軸方位　Ｎ－８４°－Ｅ。

規模　長軸３．４７ｍ、短軸３．３６ｍ。残存壁高０．３ｍ。

面積　１１．４８㎡。

埋没土層　黒褐色土・にぶい黄褐色土主体。７層が観察

された。概ねレンズ状に堆積しているため、廃棄後自然

堆積したものと考えられる。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が全面

に散在し、小礫を含む面が床面を構成している。

カマド　東壁面中央部からやや南側から検出された。袖

石に河床礫を使い、袖が0.1ｍ前後突き出ている構造と

考えられる。煙道方向０．８１ｍ、両袖方向０．４５ｍ。

その他　貯蔵穴および柱穴は、確認されなかった。

周溝　カマド付近および北西隅を除いて確認された。幅

０．１２ ～ ０．２１ｍ、深さ０．０１ ～ ０．０５ｍと浅い。

掘り方　床面とほぼ同一と考えられるが、詳細は不明。

遺物　総重量１．２㎏の土師器・須恵器片と、石鏃が出土

した。須恵器高台付椀１、口縁部がコの字状を呈する土

師器甕２・３・４を図示したが、カマド内や住居覆土中

からの出土である。

所見　図示できた出土遺物は、いずれも９世紀後半のも

のと考えられる。

第18図　１区E4面６号住居

カマド

第３章　確認された遺構と遺物
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１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石、小石含む。炭・焼土粒僅かに含む。
２	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　１層に近似。黒色土ブロック含む。
３	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまり弱い。軽石、小石、くすんだロームブロッ

クを含む。
４	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　１層に近似。くすんだローム土やや多く含む。
５	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　粘質土。(カマド構築土)
６	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　５層に近似。ローム土、焼土粒を含む。
７	 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　褐色土含む。ローム主体。(壁崩落土)

１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石、小石含む。僅かに焼土粒含む。
２	 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　軽石、小石含む。焼土ブロック含む。
３	 にぶい赤褐色土(５ＹＲ５／４)　やや粘質土。焼土ブロック含む。
４	 にぶい赤褐色土(５ＹＲ５／４)　焼土ブロック多量に含む。
５	 黄橙色土　　粘質土。白色軽石・焼土粒、小石を含む。(カマド構築土)
６	 灰黄褐色土　粘質土。焼土、小石を含む。(カマド構築土)
７	 にぶい黄褐色土　　６層・ロームブロック・焼土ブロックを含む。
８	 くすんだ赤褐色土　しまり弱い。焼土粒・灰層。
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８号住居（第20・21図、ＰＬ.11・92）

位置　１区Ｅ４面、Ｘ＝４２０３５ ～ ０４０、Ｙ＝－４７３２３ ～

３２８。

重複　なし。

平面形状　北辺部が南辺部より長く、やや不整形な方形

を呈す。

主軸方位　Ｎ－５９°－Ｗ。

規模　長軸３．９２ｍ、短軸３．６６ｍ。残存壁高０．０７ ～ ０．１５ｍ。

面積　１３．５６㎡。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。遺構確認

面から床面まで浅く、埋没過程については詳細不明。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が全面

に散在し、礫を含む面が床面を構成している。

カマド　南東壁面の中央からやや南で確認された。残存

状態は極めて悪く、カマド底面の一部が確認されたに過

ぎない。両袖を構成したと思われる焼土ブロック・袖石

が確認された。煙道方向０．２５ｍ、両袖方向０．４８ｍ。

その他　貯蔵穴・柱穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　ほぼ床面を掘り方面とするが、詳細は不明。

遺物　出土遺物は少なく、土師器・須恵器を中心に総重

量０．３㎏であった。図示した黒色土器椀１は床面付近、

コの字状の口縁部を持つ土師器甕３はカマド内、須恵器

椀２は覆土中からの出土である。

所見　出土遺物から、９世紀の後半の遺構と考えられる。

第20図　１区E4面８号住居出土遺物

第19図　１区E4面６号住居出土遺物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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９号住居（第22図、ＰＬ.12・13・92・93）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９２７ ～ ９３２、Ｙ＝－４７２８７ ～

２９２。

重複　２８・２９・３１号土坑と重複。本遺構が古い。

平面形状　東西方向に長軸を持つ、均整のとれた方形を

呈す。

主軸方位　Ｎ－８９°－Ｅ。

規模　長軸４．２６ｍ、短軸３．９５ｍ。残存壁高０．１５ ～ ０．２ｍ。

面積　１５．９８㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。５層が観察された。住居廃絶

後、本遺構の埋没過程で炭化材が検出している（住居壁

際で１０ｃｍ、中央部で床面上２～３ｃｍ、貯蔵穴上面まで堆

積した後に炭化材の分布が認められる）。住居の廃棄→

一定の埋没土の堆積→炭化材の分布→完全な埋没→２８・

２９・３１号土坑の掘り込みという時間的な流れが想定でき

る。

床面　住居中央部に不整円形状の高まりが認められた。

比高差は0.02 ～ 0.1ｍあり、性格については不明。

炉　中央部北西寄りに確認された。楕円形を呈す地床炉

で、焼土面を残す。長軸０．６２ｍ、短軸０．３７ｍ、深さ０．０５ｍ。

貯蔵穴　南西隅で確認された(Ｐ１)。楕円形、長軸０．８０

ｍ、短軸０．６９ｍ、深さ０．４５ｍ。

その他　３基のピットが確認された。Ｐ２：円形－径０．

４５ｍ－深さ０．１５ｍ、Ｐ３：円形－径０．４５ｍ－深さ０．１５ｍ、

Ｐ４：楕円形－長軸０．７ｍ－短軸０．６ｍ－深さ０．４５ｍ。

周溝　確認されなかった。

掘り方　暗褐色土・ローム土主体。２層が観察された。

中央部では掘り込みがあまりなく、壁際は０．０５ ～ ０．２ｍ

程掘り込まれ、凹凸も認められる。

遺物　土師器が総重量１．３㎏ほど出土した。出土遺物は、

炭化材の分布とほぼ同時に遺棄された土器群と、住居廃

絶直後に遺棄されたと考えられる貯蔵穴底面出土土器･

床面直上の土器群に大別される。確実に後者の土器群と

言えるのは、土師器坩１・土師器高杯２・３と小型甕4

で、土師器壺5・甕６は、前者の可能性が高い。鉄製品

取っ手７は北東隅床面から出土した。

所見　本住居からの出土炭化材は、床面より上層で検出

されていることから、焼失住居とは考えにくい。出土遺

物では、時期的な大きな差は認められない。古墳時代(４

世紀後半～)の所産とすることができる。

カマド

第21図　１区E4面８号住居
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１	 黒褐色土　しまりあり。軽石３％含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。

１　暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　焼土ブロック、小石を含む。
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Ｐ１　貯蔵穴　
１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石・ローム粒を少量含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック含む。
３	 黒褐色土　粘質土。ローム粒を少量含む。　
Ｐ２	
１　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム・白色粒を含む。
２　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を多量に含む。
３　黄褐色土　ローム主体。
Ｐ３	
１　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒を含む。
２　黄褐色土　ローム主体。
Ｐ４	
１　黄褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒を多量に含む。
２　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。　
３　暗褐色土　粘質土。　ローム粒を含む。
４　茶褐色土　粘質土。ローム粒を多量に含む。

１	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。白色軽石・ローム粒を多く含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。白色軽石・ローム粒を含む。
３	 黒褐色土　しまりあり。やや粘質土。ローム・焼土・炭化物粒を含む。
４	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。白色軽石・ローム粒を少量含む。
５	 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロック含む。
６	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒を多量、焼土・

炭化物を少量含む。
７	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。

１	 暗褐色土　しまりあり。粘質
土。ローム・焼土粒を含む。

２	 褐色土　　しまりあり。粘質
土。ローム・焼土粒をやや多
く含む。

３	 焼土層
４	 暗褐色土　しまりあり。焼土

含む。　

１

２

３ ６

５

７

４
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１０号住居（第23・24図、ＰＬ.13・93）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９３９ ～ ９４２、Ｙ＝－４７２９０ ～

２９５。

重複　なし。

平面形状　東西方向に長軸を持つ、整った方形を呈す。

主軸方位　Ｎ－８°－Ｅ。

規模　長軸４．７２ｍ、短軸３．２３ｍ。残存壁高０．１２ｍ。

面積　１５．０１㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。４層が観察された。人為的に

埋め戻された痕跡はない。

床面　概ね平坦だが、カマド前がやや低く住居中央部に

向かって床面の高まりが認められる。生活による床面の

起伏と考えられる。

カマド　カマドの残存状態は悪い。北壁面中央東寄りに

確認されたが、煙道部はほとんど残存せず、詳細は不明。

焼土ブロック等の残存状況により推定した。煙道方向０．

６１ｍ、両袖方向０．６２ｍ。

その他　貯蔵穴および柱穴は確認されなかった。

周溝　北辺部で確認された。幅０．１６ ～ ０．２３ｍ、深さ０．

０２ ～ ０．０９ｍ。

掘り方　掘り方底面から０．０５ ～ ０．１５ｍで床面となる。

中央部に島状の高まりがあり、全体に凹凸がある。暗褐

色土・ローム主体。２層が観察された。

遺物　土師器・須恵器片がおよそ０．４㎏出土した。土師

器杯１はカマド前の床面付近、須恵器杯２・３は床面付

近から出土。

所見　掘り方の調査では、カマドの煙道部や本体燃焼部

分が住居壁を切り込んでいないことが確認された。少な

くとも燃焼部は壁面の手前に構築されたと考えられる。

出土遺物は、８世紀後半のものと考えられる。

第23図　１区C4面１０号住居

カマド

第３章　確認された遺構と遺物
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１	 黒褐色土　しまりあり。白色軽石含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。ロームブロック・ローム粒

やや多く、白色軽石・炭化物を少量含む。
３	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を多量に含む。
４	 茶褐色土　しまりあり。粘質土。(周溝覆土)
５	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色土・ローム土の混土。　
６	 黄褐色土　しまりあり。ローム主体。

カマド
１	 灰色土　　しまりあり。粘質土。(カマド構築土)
２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。灰色粘土ブロック含む。
３	 灰褐色土　しまりあり。粘質土。灰色粘土を多量、炭化物を少量含む。
４	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック、ローム粒を含む。
５	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。白色軽石・ローム粒を含む。
６	 灰色土　　しまりあり。粘質土。焼土・ロームブロック、白色軽石を含む。

(カマド構築土)
７	 赤褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック・炭化物を多量に含む。
８	 褐色土　　しまりあり。粘質土。焼土ブロックをやや多く含む。
９	 灰褐色土　しまりあり。粘質土。灰色粘土・焼土粒を含む。
１０	 赤褐色土　しまりあり。焼土ブロック主体。
１１	 黒褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック含む。
１２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色土・ローム土の混土。　
１３	 黄褐色土　しまりあり。ローム主体。
１４	 褐色土　　しまりあり。粘質土。焼土ブロック・ローム粒を含む。
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１１号住居（第25 ～ 27図、ＰＬ.14・93）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９５３ ～ ９５７、Ｙ＝－４７３０３ ～

３０７。

重複　なし。

平面形状　南北方向を長軸とする正方形に近い平面形。

主軸方位　Ｎ－７９°－Ｅ。

規模　長軸３．６０ｍ、短軸３．３３ｍ。残存壁高０．１ ～ ０．２ｍ。

面積　１１．６１㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。５層が観察された。人為的に

埋め戻された痕跡はなく、住居廃絶後自然堆積した可能

性が高い。

床面　遺構確認面から約０．１ ～ ０．２ｍで床面となる。概

ね平坦だが、住居中央部が若干高い傾向にある。

カマド　東壁面の中央部からやや南側で確認された。残

存状態は不良であるが、燃焼部の芯材または補強材と考

えられる河床礫７石が残存している。また、焚き口部の

天井石に想定できる石材２石もカマド前に散在する。煙

道方向０．８２ｍ、両袖方向０．６５ｍ。

貯蔵穴　カマドに向かって左手前に確認された。楕円形

状を呈し、上端長軸１．０ｍ、上端短軸０．６ｍ、深さ０．２５ｍ。

その他　２基のピットが確認された。

形状および規模

Ｐ１：楕円形、長軸０．３７ｍ、短軸０．２９ｍ、深さ０．１２ｍ。

Ｐ２：楕円形、長軸０．４２ｍ、短軸０．３６ｍ、深さ０．０７ｍ。

周溝　掘り方にて確認。貯蔵穴付近から北辺部にかけて

認められた。幅０．０８ ～ ０．１５ｍ、深さ０．０４ ～ ０．０７ｍ。

掘り方　掘り方底面から０．０５ ～ ０．１５ｍで床面となる。

中央部～北東隅が高く、北辺に周溝が廻る。暗褐色土・

黄褐色土主体。３層が観察された。床下土坑が２基確認

された。形状はいずれも楕円形で、長軸０．８５ｍ、短軸０．

６５ｍ、深さ０．３ｍ前後を計る。

遺物　土師器・須恵器・灰釉陶器・砥石など、およそ１

㎏が出土した。灰釉陶器皿１は貯蔵穴上面、須恵器椀２・

３はカマド内および覆土、土師器甕４・５・６・８はカ

マド内・カマド前、土師器甕７は床面付近からそれぞれ

出土した。９の砥石は覆土中からの出土である。

所見　灰釉陶器およびその他の出土土器から、本遺構は、

１0世紀前半の所産と考えられる。

第25図　１区C4面１１号住居１

第24図　１区C4面１０号住居出土遺物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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第26図　１区C4面１１号住居2

掘り方

カマド

上面 使用面 掘り方
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１	 褐色土　　しまりあり。粘質土。白色軽石・焼土ブロックを含む。
２	 黒褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック・炭化物を含む。
３	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石・焼土粒・ローム粒を含む。
４	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土・ローム粒を少量含む。
５	 黄褐色土　黄褐色土粘土ブロック。
６	 褐色土　　しまりあり。粘質土。焼土・炭化物粒を含む。　
７	 赤褐色土　しまりあり。粘質土。ローム・焼土ブロックを含む。
８	 焼土層

１	 暗褐色土　しまりあり。白色軽石を多量、ローム・焼土粒を含む。
２	 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム・焼土ブロックを含む。
３	 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒を少量含む。
４	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・焼土粒を含む。
５	 黄褐色土　粘質土。ローム・暗褐色土の混土。(Ｐ１覆土)
６	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック含む。(周溝覆土)
７	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム土含む。
８	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。
９	 灰褐色土　しまりあり。粘質土。灰色粘土含む。

Ｐ２
１	 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。

ローム・焼土ブロックを含む。
２	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ロー

ム主体。
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第27図　１区C4面１１号住居出土遺物
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１２号住居（第28図、ＰＬ.15・93）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９４６ ～ ９４９、Ｙ＝－４７３２１ ～

３２４。

重複　なし。

平面形状　北側の大半が撹乱のため詳細不明。形状は方

形と推定される。

主軸方位　Ｎ－８９°－Ｅ。

規模　長軸３．０３ｍ以上、短軸２．６５ｍ以上。残存壁高０．０２

～ ０．０４ｍ。

面積　（８．５９㎡）以上。

１３号住居（第29・30図、ＰＬ.16・93・94）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９３０ ～ ９３４、Ｙ＝－４７２８０ ～

２８４。

重複　なし。

平面形状　東西方向に長軸を持ち、方形を呈する。

主軸方位　Ｎ－６５°－Ｅ。

規模　長軸３．５０ｍ、短軸３．２１ｍ。残存壁高０．０４ ～ ０．１ｍ。

面積　１１．３８㎡。

埋没土層　茶褐色土・暗褐色土主体。４層が観察された。

人為的に埋め戻された痕跡はなく、住居廃絶後自然堆積

埋没土層　不明。

床面　遺構確認面で、床面範囲を確認。概ね平坦。

カマド　東壁面で確認されるが、残存状態は極めて悪い。

カマド用材と考えられる河床礫が４石確認された。煙道

方向０．５９ｍ、両袖方向０．６１ｍ。

その他　貯蔵穴・柱穴・周溝等、確認することができな

かった。

掘り方　床面とほぼ同一と考えられるが、詳細は不明。

遺物　土師器・須恵器片が総重量０．３㎏出土した。土師

器甕１は、床面から出土した。

所見　出土遺物から、本遺構は、１０世紀かと考えられる。

した可能性が高い。

床面　概ね平坦であるが、西辺部がわずかに高い傾向に

ある。

炉　２基の炉が検出した。１号炉：中央部北寄りに設置。

地床炉。長軸０．５８ｍ、短軸０．４４ｍ、深さ０．１３ｍ。２号炉：

中央部南寄りに設置。地床炉。長軸０．４０ｍ、短軸０．２３ｍ、

深さ０．０９ｍ。２基相互の関係性は不明。

貯蔵穴　東南隅で確認された。不整形。長軸１．１０ｍ、短

軸０．８５ｍ、深さ０．３３ｍ。

その他　床面下の精査で、ピット１基が確認された。楕

カマド

第28図　１区C4面１２号住居と出土遺物
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カマド	
１	 暗褐色土　しまりあり。焼土ブロック・白色軽石を含む。
２	 灰褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒含む。
３	 赤褐色土　しまりあり。焼土主体。
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円形状を呈し、長軸０．３３ｍ、短軸０．３ｍ、深さ０．３２ｍを

計る。

周溝　確認されなかった。

掘り方　南東辺沿いがやや低いが、他はやや凹凸あるが

大きな差異はない。暗褐色土主体。４層が観察された。

遺物　総重量１㎏の土師器が出土した。土師器高杯１は

覆土中、土師器小型甕２・３及び土師器甕４・６は床面

付近、同甕５は貯蔵穴内からそれぞれ出土している。

所見　出土遺物から、本遺構は、５世紀前半の所産と考

えられる。

第29図　１区C4面１３号住居

1号炉

２号炉

掘り方
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１	 茶褐色土　粘質土。ロームブロック・ローム粒をやや多く含む。
２	 黒褐色土　粘質土。白色軽石・ローム粒を少量含む。
３	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石・ローム粒・炭化物

粒を含む。
４	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。(壁崩落土)　
５	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石・ローム粒・ローム

ブロックを含む。
６	 茶褐色土　粘質土。ローム粒少量含む。
７	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを多量に含む。
８	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。

１	 暗褐色土　しまりあり。ロームブロック・
ローム粒をやや多く含む。

２	 暗褐色土　粘質土。ロームブロック・炭
化物粒を少量含む。

３	 暗褐色土　粘質土。ロームブロック含む。
１	 暗褐色土　ローム・焼土粒含む。
２	 焼土層
３	 赤褐色土　粘質土。焼土を多量

に含む。

１	 黄褐色土　ローム粒を多量に含む。
２	 暗褐色土　粘質土。ローム粒を多量に含む。

１	 焼土層
２	 暗褐色土　しまりあり。焼土含

む。
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１５号住居（第32図、ＰＬ.15）

位置　１区Ｅ４面、Ｘ＝４２０４１ ～ ０４４、Ｙ＝－４７３１８ ～

３２２。

重複　なし。

平面形状　南東隅の貯蔵穴部が突出した方形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－７７°－Ｅ。

規模　長軸３．０６ｍ、短軸２．５６ｍ。残存壁高０．０２ ～ ０．０９ｍ。

面積　８．１７㎡。

埋没土層　黒褐色土主体。４層が観察された。遺構確認

面から床面まで浅く、埋没過程は不明。

床面　概ね平坦だが、北辺部から南辺部に向かって若干

傾斜する。

カマド　東壁面南寄りで確認された。残存状態は極めて

悪く、掘り方および燃焼部を構成する焼土ブロックのみ

の確認にとどまる。煙道方向０．３６ｍ、両袖方向０．６３ｍ。

貯蔵穴　南東隅に突出して確認された。楕円形を呈し、

長軸０．５３ｍ、短軸０．３５ｍ、深さ０．１１ｍを計る。

その他　柱穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　ほぼ床面と同一と認められるが、詳細は不明。

遺物　総重量およそ１㎏の土師器・須恵器が出土した。

床面より須恵器椀１が出土した。

所見　出土遺物から、１０世紀前半と推定される。

１４号住居（第31図、ＰＬ.18）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９４９ ～ ９５２、Ｙ＝－４７２８３ ～

２８６。

重複　なし。

平面形状　削平され、掘り方の一部のみ残存。推定方形。

主軸方位　Ｎ－７９°－Ｗ。掘り方の一部のみのため、主

軸は推定。

規模　長軸２．９０ｍ以上、短軸２．８６ｍ以上。残存壁高なし。

面積　（９．１３㎡）以上。

埋没土層　掘り方のみのため不明。

床面　確認されなかった。

カマド　確認されなかった。

貯蔵穴　確認されなかった。

その他　柱穴・周溝等、確認されなかった。

掘り方　いずれも浅い土坑状の掘り込みとピット５基が

確認された。暗褐色土主体。３層が確認された。

遺物　出土遺物は、床面下から須恵器杯１が出土した。

所見　出土遺物は、１０世紀前半と推定される。

掘り方

第31図　１区C4面１４号住居と出土遺物
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１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを多く含む。
３	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。

１
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１６号住居（第33図、ＰＬ.17・94）

位置　１区Ｅ４面、Ｘ＝４２０４８ ～ ０５２、Ｙ＝－４７３１６ ～

３２０。

重複　なし。

平面形状　長軸方向が短軸方向より、極端に長い方形状

を呈す。

主軸方位　Ｎ－８９°－Ｅ。

規模　長軸４．６３ｍ、短軸２．６１ｍ。残存壁高０．０６ ～ ０．１３ｍ。

面積　１１．８３㎡。

埋没土層　黒褐色土主体。４層が観察された。人為的に

埋め戻された痕跡はなく、住居廃絶後自然堆積した可能

性が高い。

床面　多少の起伏があるが、概ね平坦であった。

カマド　東壁面の中央から南側で検出された。残存状態

は極めて悪く、掘り方および燃焼部を構成する焼土ブ

ロックのみの確認にとどまる。煙道方向０．５８ｍ、両袖方

向０．５６ｍ。

その他　貯蔵穴・柱穴は、確認されなかった。

周溝　北辺部と西辺部の一部で確認された。幅０．２３ ～ ０．

２７ｍ、深さ０．０２ ～ ０．０６ｍ。

掘り方　床面とほぼ同一と考えられるが、詳細は不明。

遺物　総重量０．３㎏の土師器・須恵器が出土した。土師

器小型台付甕１・２は同一個体と考えられ、２はカマド

前の床面から出土している。土師器甕３はカマド内、砥

石４は床面出土である。

所見　出土遺物から、本遺構は、９世紀後半の所産と考

えられる。

第32図　１区E4面１５号住居と出土遺物

カマド
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１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石含む。(住居覆土)
２	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　焼土・炭粒含む。
３	 黄橙色土(１０ＹＲ８／６)　シルト質土。小石含む。(カマド構築土)

１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石含む。
２	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　１層・くすんだローム土含む。
３	 黄橙色土　　　　　  焼土粒含む。(カマド構築土)
４	 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　３層・炭化物僅かに含む。

１	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)
くすんだローム土含む。

１
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第33図　１区E4面１６号住居と出土遺物

カマド

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物

39

１	 暗褐色土　しまりあり。小礫５％含む。
２	 褐色土    しまりあり。小礫３％含む。
３	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石・炭粒含む。　　
４	 明黄褐色土(１０ＹＲ７／６)　やや砂質の粘質土。焼土粒

含む。(カマド構築土)
５	 焼土層
６	 にぶい黄橙色土(１０ＹＲ６／４)　ややシルト質土。焼土

ブロック含む。
７　にぶい黄橙色土(１０ＹＲ４／３)　軽石・ローム土を含む。
８	 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　ローム主体。

１	 黒褐色土　しまりあり。軽石７％・黄褐色ブロッ
ク３％含む。

２	 暗褐色土　しまりあり。軽石５％含む。
３	 暗褐色土　粘質土。黄褐色粘土ブロック５％含む。
４	 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。軽石含む。
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１８号住居（第35図、ＰＬ.18・94）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４２００７ ～ ０１１、Ｙ＝－４７３３２ ～

３３６。

重複　４号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　西側を４号溝に掘削されるが、長軸および短

軸は、ほぼ同程度の長さの方形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－８９°－Ｅ。

規模　長軸３．４１ｍ、短軸３．３９ｍ。残存壁高０．２５ｍ前後。

面積　（１２．８５㎡）。

埋没土層　褐色土主体。６層が観察された。レンズ状に

堆積することから、住居廃絶後に自然堆積したと考えら

れる。

床面　概ね平坦であるが、河床礫（Ⅺ層に由来）が全面に

散在し、礫を含む面が床面を構成している。

カマド　東壁面の中央からやや南寄りに確認された。残

存状態は極めて悪く、カマド燃焼部の用材１石と崩落し

た焼土ブロックの確認にとどまる。カマドの袖部分は、

４号溝に破壊される。煙道方向０．５４ｍ以上、両袖方向０．

９１ｍ以上。

その他　貯蔵穴・柱穴は、確認されなかった。

周溝　東辺部の一部と北辺部から、西辺部を経て南辺部

の一部にかけ確認できた。幅０．２５ ～ ０．３２ｍ、深さ０．０２ ～

０．０６ｍ。

掘り方　床面とほぼ同一と考えられるが、詳細は不明。

遺物　総重量およそ０．８㎏の土師器・須恵器が出土した。

須恵器耳皿１が覆土中から出土した。

所見　出土遺物から、１０世紀と推定される。

1７号住居（第34図、ＰＬ.15・94）

位置　１区Ｃ４面、Ｘ＝４１９５０ ～ ９５４、Ｙ＝－４７３１５ ～

３１８。

重複　３６・３７号土坑と重複。本遺構が古い。

平面形状　削平され掘り方の一部のみ残存。推定方形。

主軸方位　Ｎ－３０°－Ｅ。掘り方の一部のみのため、主

軸は推定。

規模　長軸２．５４ｍ以上、短軸２．５０ｍ以上。残存壁高最大

値０．１３ｍ。

面積　（６．７５㎡）以上。

埋没土層　掘り方のみのため不明。

床面　確認されなかった。

その他　貯蔵穴・柱穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　遺構確認面にて、掘り方の一部を確認。床下土

坑１：楕円形、長軸０．８４ｍ、短軸０．７３ｍ、深さ０．０８ｍ。

床下土坑２：楕円形、長軸１．１８ｍ、短軸０．３８ｍ、深さ０．

１８ｍ。

遺物　出土遺物は極めて少なく、総重量０．０７㎏の土師器・

須恵器片・灰釉陶器碗の口縁部片が出土した。須恵器高

台付椀１は床下土坑１の出土。

所見　出土遺物から、１０世紀前半かと推定される。

掘り方

第34図　１区C4面１７号住居と出土遺物
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１	 暗褐色土　粘質土。焼土・ローム粒含む。
２	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム

を多く含む。

１
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第35図　１区D4面１８号住居と出土遺物

カマド
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１	 黒色土(１０ＹＲ１．７／１)　Ａｓ－Ｂ軽石混じりの砂質土。
２	 にぶい褐色土(７．５ＹＲ５／４)　やや粘質土。(カマド構築土)
３	 にぶい褐色土(７．５ＹＲ５／４)　２層に近似。(カマド構築土)
４	 明赤褐色土(５ＹＲ５／６)　焼土ブロック。(カマド構築土の崩落)
５	 焼土化した天井崩落土。
６	 にぶい褐色土(７．５ＹＲ５／４)　粘質土。

１	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石・小石を含む。
２	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　粘質土。小石・礫僅かに含む。
３	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　２層に近似。焼土・炭粒を含む。
４	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　２層に近似。粘質土。焼土粒を多く含む。
５	 黄褐色土(１０ＹＲ３／４)　くすんだローム土・褐色土の混土。
６	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　粘質土。ロームブロック含む。

１
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１９号住居（第36 ～ 38図、ＰＬ.19・20・94）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９９６ ～ ４２００２、Ｙ＝－４７３３６ ～

３４２。

重複　２０９号ピットと重複。本遺構が古い。

平面形状　東西方向に長軸を持ち、方形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－６４°－Ｗ。

規模　長軸５．０５ｍ、短軸４．３７ｍ。残存壁高０．２５ ～ ０．３ｍ。

面積　２１．４６㎡。

埋没土層　黒褐色土主体。９層が観察された。レンズ状

に堆積し、２層は、Ａｓ－Ｂ軽石の灰・軽石の混土層で、３

層下部に大小の礫を多量に含んでいる。本住居廃絶後に

４～９層が堆積した後大量の河床礫（一部炭化材・焼土

ブロックが混入）が人為的に遺棄され、３層が堆積した。

その後、Ａｓ－Ｂ軽石の降下があり、１層が堆積したと考え

られる。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が散在

し、礫を含む面が床面を構成している。

カマド　南東壁面の中央から南寄りに確認できた。カマ

ドの残存状態は悪いが、燃焼部の芯材と考えられる河床

礫がほぼ原位置のまま確認できた。煙道方向１．５８ｍ、両

袖方向０．６４ｍ。

その他　住居中央部に土坑状の掘り込みが確認できた。

楕円形を呈し、長軸１．３ｍ、短軸１．１ｍ、深さ０．１５ｍを計

り、炭化物・焼土面を確認した。住居に伴う遺構と考え

られる。貯蔵穴・柱穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　床面とほぼ同一面と考えられるが、詳細は不明。

遺物　総重量０．８㎏の土師器・須恵器が出土した。須恵

器杯１は床面上、須恵器高台付椀２・３は床面付近、同

４・５は覆土中、土師器甕６・７は床面付近から出土し

た。羽口８は覆土中からの出土であった。

所見　本住居の埋没過程は、埋没土層の項でも述べたが、

住居廃絶後に大量の河床礫とともに炭化材や焼土ブロッ

ク、遺物（須恵器椀・羽口）が人為的に遺棄され、本住居に

伴う掘り込みでは、焼土面や炭化物が確認されている。ま

た、本住居の南１０ｍに鉄滓が出土した４００・４０１号ピットが

あり、製鉄関連遺構がまとまりをみせている。Ａｓ－Ｂ軽石の

堆積や出土土器から、本住居は、９世紀後半に比定される。

第36図　１区D4面１９号住居出土遺物

第３章　確認された遺構と遺物
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第37図　１区D4面１９号住居
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１	 褐灰色土(１０ＹＲ４／１)　Ａｓ－Ｂ軽石混じりの砂質土。　
２	 Ａｓ－Ｂの灰・軽石の混土層。
３	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　大礫多量に含む。(北東部から投げ込まれ

た)
４	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　炭化物・焼土粒、小石を含む。  
５	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石、小石含む。ロームブロックを僅かに

む。
６	 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまり弱い。くすんだローム土・軽石、小

石を含む。
７	 黄褐色土(１０ＹＲ５／８)　しまりあり。軽石、小石を僅かに含む。
８	 黄褐色土(１０ＹＲ５／８)　７層に近似。しまり弱い。
９	 灰黄褐色土　６層と混土。粘質土。(カマド崩落土)
１０　にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　しまり弱い。炭化物、小石を含む。

上部に大礫。
１１　黄褐色土(１０ＹＲ５／８)　しまり弱い。焼土・炭粒を僅かに、小石を

含む。ローム主体。
１２　黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまり弱い。炭化物多く含む。
１３	 黄褐色土　２層に近似。小石含む。
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２０号住居（第39図、ＰＬ.20）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９８９ ～ ９９４、Ｙ＝－４７３３７ ～

３４２。

重複　１４号掘立柱建物、７８・８３・８４号土坑、３５６・４４９・

４５５号ピットと重複。本遺構が１４号掘立柱建物、７８・

８３・８４号土坑、３５６号ピットより古い。

平面形状　削平され掘り方のみ残存し、方形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－７６°－Ｗ。

規模　長軸４．４７ｍ、短軸４．０９ｍ。残存壁高０．０７ｍ。

面積　（１７．６６㎡）。

埋没土層　掘り方のみのため不明。

床面　確認されなかった。

カマド　残存状態は極めて悪い。南東壁面の中央部にあ

る。煙道方向０．６０ｍ、両袖方向０．８５ｍ。

その他　５基のピットが掘り方にて確認された。

Ｐ１：楕円形－長軸０．２４ｍ、短軸０．２２ｍ、深さ０．０９ｍ。

Ｐ２：楕円形－長軸０．３２ｍ、短軸０．２１ｍ、深さ０．１４ｍ。

Ｐ３：楕円形－長軸０．３２ｍ、短軸０．２８ｍ、深さ０．１９ｍ。

Ｐ４：楕円形－長軸０．２９ｍ、短軸０．２５ｍ、深さ０．２７ｍ。

Ｐ５：楕円形－長軸０．３８ｍ、短軸０．３０ｍ、深さ０．３４ｍ。

貯蔵穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　遺構確認面で、掘り方を確認。概ね平坦。黒褐

色土主体。３層が観察された。

遺物　出土遺物は極めて少なく、須恵器杯１を図示する。

所見　出土遺物から、１０世紀と推定される。

カマド

第38図　１区D4面１９号住居カマド

第３章　確認された遺構と遺物
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カマドＤ・Ｅ
１	 褐色土(１０ＹＲ３／１)　焼土・炭粒、灰褐色粘質土を僅かに含む。
２	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　シルト質。くすんだ灰褐色土と混土。焼

土粒を僅かに含む。
３	 にぶい黄橙色土(１０ＹＲ６／３)　焼土粒、焼土ブロックを斑に含む。

(カマド構築材)
４	 にぶい黄橙色土　３層に近似。灰黄褐色土と混土。
５	 灰黄褐色土(１０ＹＲ５／２)　しまり弱い。焼土粒含む。

カマドＦ
１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。軽石２％含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。褐色土と混土。軽石２％含む。
３	 褐色土　暗褐色ブロックとの混土。しまりあり。粘質土。
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２１号住居（第40・41図、ＰＬ.21・95）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９８９ ～ ９９３、Ｙ＝－４７３２６ ～

３２９。

重複　２９号住居、４号溝と重複。本遺構が４号溝より古

く、２９号住居より新しい。

平面形状　長軸を南北に持つ方形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－７３°－Ｅ。

規模　長軸３．２１ｍ、短軸２．３３ｍ以上。残存壁高０．２ｍ。

面積　（７．２９㎡）以上。

埋没土層　暗褐色土主体。６層が観察された。土層断面

では、レンズ状の堆積は認められず、人為的に埋め戻さ

れた可能性がある。

床面　概ね平坦である。大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が散

在し、礫を含む面が床面を構成している。

カマド　東壁面の中央南寄りに確認された。残存状態は

悪い。燃焼部の両袖石と支石がほぼ原位置で確認された。

煙道方向０．４５ｍ、両袖方向０．５４ｍ。

その他　南東隅にピット１基が確認された。円形状を呈

し、径０．２８ｍ、深さ０．１８ｍを計る。

掘り方　にぶい黄褐色土・暗褐色土を主体とし、床面と

ほぼ同一面。

遺物　土師器・須恵器・石製品・鉄製品を含め、総重量

１．３㎏（２９号住居遺物も含む）の遺物が出土した。須恵器

椀１は覆土中からの出土で、内外面に墨書が認められる。

須恵器高台付椀２～５は、覆土中出土の５以外は、床面

上または床面付近からの出土である。土師器甕６～８は、

床面付近または覆土からの出土で、２９号住居出土遺物と

いずれも接合関係にある。鉄製品刀子９・同鎌１０はいず

れも覆土中、板状鉄製品１１は床面からそれぞれ出土して

いる。砥石１２は床面付近の出土である。

所見　本住居からは、鉄製品や砥石などが出土している

が、住居の性格を考える手立てと言える。出土遺物から

本遺構は、９世紀後半の所産と考えられる。

カマド掘り方

第39図　１区D4面２０号住居と出土遺物
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１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石、小石含む。
２	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　しまり弱い。くすんだローム土に

軽石粒含む。
３	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　ロームブロック、軽石粒を僅かに含む。

１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。白色軽石・焼土粒、
小石を含む。

２	 黒褐色土　焼土粒・軽石を僅かに含む。
３	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　くすんだローム土と２層の混土。焼土粒

僅かに含む。

１
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第40図　１区D4面２１号住居

カマド
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カマドＣ‒C′
１	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　粘質土。焼土粒、小石を含

む。
２	 にぶい黄褐色土　７層に近似。しまり弱い。焼土・炭

粒を僅かに含む。
３	 にぶい黄褐色土　焼土ブロック含む。(カマド構築材)

１	 褐灰色土(１０ＹＲ４／２)　やや砂質。軽石僅かに含む。小石含む。　
２	 黒色土(１０ＹＲ２／１)　　白色軽石含む。
３	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石・焼土粒、小石含む。
４	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　粘質土。焼土・炭粒を僅かに含む。
５	 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　くすんだローム土に小礫含む。
６	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。粘質土。炭粒多く、焼土粒含む。

カマドD‒D′
１	 灰黄褐色土(１０ＹＲ６／２)　粘質土。ロームブロック含む。

(カマド構築材)
２	 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　焼土・炭粒を含む。
３	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。軽石、炭粒を含む。(２９

住覆土)
４	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　３層に近似。しまりあり。ローム

ブロック含む。(貼床)



０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２

第41図　1区D4面２１号住居出土遺物
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２９号住居（第42・43図、ＰＬ.21・95）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９８８ ～ ９９２、Ｙ＝－４７３２５ ～

３２８。

重複　２１号住居、４号溝、４０５号ピットと重複。本遺構

が他の遺構より古い。

平面形状　西～北西側大半が２１号住居・４号溝に掘削さ

れる。推定方形。

主軸方位　Ｎ－８７°－Ｅ。

規模　長軸４．２３ｍ、短軸２．７２ｍ以上。残存壁高０．２ｍ。

面積　（１２．９１㎡）以上。

埋没土層　にぶい黄褐色土・灰黄褐色土主体。６層が観

察された。埋没過程は不明。

床面　２１号住居や４号溝の破壊により、床面の残存率は

悪い。残存部では、概ね平坦。

カマド　東壁面の中央部から南に２基確認された。１号

カマドの残存状態は悪い。カマド燃焼部は、焼土ブロッ

ク等とともに崩落しており、掘り方面と燃焼部の袖と側

壁を構成させる芯材としての用石４石が残存していた。

煙道方向０．５３ｍ、両袖方向０．７４ｍを計る。２号カマドに

ついても残存状態は悪い。掘り方面と袖石が残存するに

とどまる。煙道方向０．５２ｍ、両袖方向０．６６ｍを計る。造

り替えのカマドと考えられ、２号カマド廃絶後に１号カ

マドを構築している。

貯蔵穴　北東隅から検出した。楕円形を呈し、長軸０．８３

ｍ、短軸０．６７ｍ、深さ０．２１ｍを計る。

その他　１号カマド前からピット１基（Ｐ１）が確認され

た。楕円形状を呈し、長軸０．２６ｍ、短軸０．２２ｍ、深さ０．

１４ｍを計る。周溝・柱穴等は、確認されなかった。

掘り方　掘り方底面から０～ ０．２５ｍで床面となる。南

辺沿いが低く、カマド付近は若干高い傾向にあり、凹凸

が認められた。２１号住居との重複部分も高い。黒褐色土・

にぶい黄褐色主体。４層が観察された。

遺物　２１号住居の遺物を含めて総重量１．３㎏の土師器・

須恵器が出土した。須恵器高台付椀１～３はいずれも床

面・カマド内床面から出土した。羽釜４はカマド前の覆

土中、混入したものと思われる。

所見　出土遺物から、本遺構は、９世紀後半の所産と考

えられる。

第42図　１区D4面２９号住居

掘り方
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貯蔵穴
１ 黒褐色土　やや粘質土。焼土３％含む。
２ 暗褐色土　やや粘質土。褐灰色土ブロックと混土。焼土ブロックを少

量含む。
３ 黒褐色土　しまりあり。やや粘質土。礫含む。
４ 黒褐色土　やや粘質土。暗褐色土ブロックと混土。

１	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石・焼土粒、小石含む。
２	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　しまりあり。粘質土。焼土・炭粒を僅かに

含む。
３	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　焼土粒、カマド構築土ブロックを僅かにむ。
４	 黒色土(１０ＹＲ２／１)　白色軽石粒含む。
５	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまり弱い。くすんだローム土と褐色土の混土。
６	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　しまりあり。ロームブロック含む。(貼床)
７	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。ローム・焼土粒含む。炭化材を僅か

に含む。(貼床)
８	 黒褐色土(１０ＹＲ３／３)　７層よりしまり弱い。くすんだローム土含む。
９	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　しまりあり。くすんだローム土と褐色土の

混土。
１０　にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　９層よりしまり弱い。くすんだローム土を

含む。



Ｃ
Ｃ
′

Ｅ

Ｅ′

Ｆ

Ｆ′

Ｄ
Ｄ
′

405ピ

1号カマド
2号カマド

21住
4

98
9

-3
26

405ピ

21住

1号カマド2号カマド

21住6

98
9

-3
26

Ｃ
Ｃ
′

Ｅ

Ｅ′

Ｆ
Ｆ′

Ｄ

Ｄ
′

L=
10
9.
70
m

Ｃ
Ｃ
′

1
2
3

4

5

L=
10
9.
70
m

Ｄ
Ｄ
′

21
住

1
7

9
2

3
4

5

2 10

11
12

8

6
9

L=109.70mＥ Ｅ′

sss
s P

s

s 1
23

1

6

3
s

4
4

2号カマド 1号カマド

5

6
8

513

4

L=109.70mＦ Ｆ′

ss

5 5

０ １ｍ１: 30

０ 10㎝１:３

99
0

-3
25

3

21住7

第43図　１区D4面２９号住居カマドと出土遺物

カマド 1号カマド上面

掘り方

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物

49

１　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまりあり。粘質土。灰黄色土と混土。
２　にぶい黄褐色土　しまりあり。焼土を少量、軽石１％含む。
３　暗褐色土　しまりあり。粘質土。軽石３％含む。
４　灰黄褐色土　しまりあり。粘質土。焼土を少量、軽石１％含む。
５　褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック１５％、にぶい黄褐色土

を１０％含む。
６　灰黄褐色土　粘質土。焼土ブロック１０％含む。
７　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
８　暗褐色土　しまりあり。軽石、焼土ブロックを少量含む。
９　褐色土　粘質土。焼土ブロックを少量含む。
１０　暗褐色土　粘質土。
１１　暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロックを少量含む。
１２　黄褐色土　しまりあり。粘質土。

１　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）　軽石・焼土粒含む。
２　にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／４）　焼土粒、小石含む。（カマド構築土）
３　褐色土（１０ＹＲ４／６）　粘質土。焼土粒含む。
４　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）　炭粒多量に、焼土粒僅かに含む。（灰層）
５　灰黄褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック含む。
６　暗褐色土　しまりあり。粘質土。

１

２ ３

４
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２２号住居（第44・45図、ＰＬ.22・95）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９９４ ～ ９９７、Ｙ＝－４７３２６ ～

３２９。

重複　２３号住居、１０３号土坑と重複。本遺構が１０３号土坑

より古く、２３号住居より新しい。

平面形状　長軸方向を南北に持つ。長軸・短軸長の差が

少ない方形。

主軸方位　Ｎ－８０°－Ｗ。

規模　長軸２．７６ｍ、短軸２．４５ｍ。残存壁高０．２５ｍ。

面積　６．３５㎡。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。４層が観察された。

２層は、炭化物主体の黒色土層で、その後河床礫が人為

的に遺棄されたと考えられる。遺構確認面から床面まで

浅く詳細不明。

床面　概ね平坦だが、大小の河床礫（Ⅺ層に由来）が散在

し、礫を含む面が床面を構成している。

カマド　東壁面の中央から南寄りで確認できた。カマド

の残存状態は良くないが、燃焼部掘り方と煙道部がトン

ネル状に残存していた。煙道方向０．７０ｍ、両袖方向０．５４

ｍを計る。

貯蔵穴　カマド横の南東隅で確認できた。ほぼ方形状を

呈し、長軸０．３７ｍ、短軸０．３３ｍ、深さ０．１１ｍを計る。

その他　柱穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　床面と同一面と考えられるが詳細は不明。

遺物　土師器・須恵器が総重量１．２㎏出土した。土師器

杯１は床面、須恵器高台付椀２・３は覆土中から、土師

器甕４～６はいずれも床面またはカマド内床面から出土

している。

所見　調査時には、２３号住居との重複関係を、本住居が

新しいとした。出土遺物は、本遺構が古いことを示して

いる。１０世紀前半の様相を示す。

22・23号住居

第44図　１区D４面２２・２３号住居

22号住居

23号住居

第３章　確認された遺構と遺物
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２２号住居Ｂ‒Ｂ′
１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　礫含む。
２	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　焼土・炭粒を僅かに含む。軽石、小石を

含む。
３	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　焼土、炭化物僅かに含む。礫多く含む。
４	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　くすんだローム土に小石含む。

２２号住居Ａ‒A′
１	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石・焼土・炭粒を含む。(北寄りから

大礫投げ込まれた)
２	 黒色土(１０ＹＲ２／１)　　炭化物主体。
３	 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまり弱い。シルト質。
４	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまり弱い。礫含む。

２３号住居Ａ‒A′
１	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　ロームブロックを多く、軽石、小

石を含む。
２	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　しまり弱い。くすんだローム土、暗

褐色土を含む。
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２３号住居（第44・46図、ＰＬ.23・95・96）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９９６ ～ ９９９、Ｙ＝－４７３２７ ～

３３２。

重複　２２号住居・４号溝と重複。本遺構が２２号住居より

古く、４号溝より新しい。

平面形状　東西方向に長軸を持つ方形。

主軸方位　Ｎ－７５°－Ｅ。

規模　長軸３．４３ｍ、短軸２．５８ｍ。残存壁高０．１５ｍ。

面積　（８．８９㎡）。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。遺構確認

面から床面まで浅いが、自然堆積と考えられる。

床面　概ね平坦。

カマド　東壁面の中央から南側で確認できた。残存状態

は極めて悪く、掘り方面と袖石と思われる河床礫１石の

確認にとどまる。煙道部には、崩落した焼土ブロックが

認められた。煙道方向１．１０ｍ、両袖方向０．５６ｍ。

その他　貯蔵穴・周溝等は、確認されなかった。

掘り方　床面とほぼ同一の掘り方と考えられる。

遺物　およそ１㎏の土師器・須恵器が出土。土師器杯１

は床面付近、２・３は覆土中、高台付椀４は床面付近か

ら。土師器甕５～ 10は床面付近からの出土。

所見　調査時は２２号住居との重複関係を、本住居が古い

とした。出土遺物は、本遺構が新しいことを示し、１０世

紀前半に比定される。２２号住居の後出的様相を示す。

第45図　１区D4面２２号住居カマドと出土遺物

22号カマド

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　軽石含む。くすんだローム
土と黄橙色ブロックを斑に含む。(カマド構築材)

２	 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまり弱い。軽石、小石僅かに含
む。

３	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　しまり弱い。粘質土。焼土
ブロック、焼土粒を含む。

４	 灰黄褐色土　粘質土。褐色・ロームブロックの混土。
５	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　粘質土。軽石含む。炭粒僅かに含む。
６	 褐色土　５層に近似。粘質土。炭化物・焼土粒、焼土

ブロックを含む。
７	 黄橙色土　粘質土。小石含む。(カマド構築材)
８	 褐色土　 焼土ブロックを多く含む。
９	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　しまり弱い。くすんだロー

ム土、焼土粒を含む。

１

２

３
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１	 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石、焼土・炭粒を含む。
２	 黒褐色土　１層に近似。粘質土。焼土・炭粒やや多く含む。
３	 にぶい黄橙色土(１０ＹＲ６／４)　くすんだローム土、焼土粒を多く含む。
４	 にぶい黄橙色土(１０ＹＲ６／４)　粘質土。焼土ブロック。(カマド構築材)
５	 焼土ブロック主体。くすんだローム土含む。
６	 焼土主体。
７	 褐色土(１０ＹＲ４／４)　しまり弱い。暗褐色土と焼土・炭粒を含む。(灰層)
８	 赤橙色土　焼土化。(カマド構築材)
９	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　焼土ブロック多く、くすんだローム土、軽石

を含む。
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２４号住居（第47図、ＰＬ.24）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９６３ ～ ９６５、Ｙ＝－４７２９０ ～

２９３。

重複　２６号住居、１０号溝と重複。本遺構が１０号溝より古

く、２６号住居より新しい。

平面形状　南側が削平。東西方向に長軸を持つ方形状。

主軸方位　Ｎ－８２°－Ｅ。

規模　長軸２．７７ｍ、短軸２．４0ｍ以上。残存壁高０．２0ｍ。

面積　（５．０６㎡）。

埋没土層　暗褐色土主体。４層が観察された。北辺部で、

３層堆積時に焼土ブロックが流れ込んでいる。自然堆積

の可能性が高い。

床面　概ね平坦。

カマド　東壁面で確認。南側が１０号溝に破壊されている。

残存状態は極めて悪い。崩落した焼土ブロックと掘り方

面のみ確認できた。煙道方向０．４１ｍ以上、両袖方向０．２５

ｍ以上。

その他　北東部からピット１基が確認。覆土中に焼土ブ

ロック・灰を多く含むことから、灰かきピットなどの性

格が考えられる。貯蔵穴・柱穴等は確認されなかった。

周溝　北辺部および東辺部・西辺部の一部で確認できた。

幅０．１２ ～ ０．２５ｍ、深さ０．０１ ～ ０．０６ｍを計る。

掘り方　床面とほぼ同一面と思われる。

遺物　出土遺物は少なく、総重量０．１８㎏の土師器･須恵

器片が出土した。図示し得る遺物はない。　

所見　平安時代(9世紀～ １０世紀代)の所産と考えられ

る。

２６号住居（第47図、ＰＬ.24）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９６３ ～ ９６４、Ｙ＝－４７２９３ ～

２９６。

重複　２４号住居、１０号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　削平され一辺のみ確認。推定方形。

主軸方位　Ｎ－８４°－Ｅ。主軸は推定。

規模　長軸２．５５ｍ以上、短軸０．６４ｍ以上。残存壁高約

０．０５ ～ ０．２０ｍ。

面積　（１．２９㎡）以上。

埋没土層　暗褐色土。１層が確認された。

床面　遺構確認面よりで、床面となる。概ね平坦。

その他　カマド・柱穴・貯蔵穴・周溝等は、確認されな

かった。

掘り方　床面と同一か。

遺物　土師器片が１片出土した。

所見　平安期(9世紀～ １０世紀代）の所産と考えられる。

24号住居カマド

第47図　１区D4面２４・２６号住居

24・26号住居

26住
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A・B
１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ロー

ム粒を含む。
２	 黄褐色土　ローム主体。
３	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム・白色粒を含む。
４	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ロー

ム粒を多量に含む。
５	 黄褐色土 しまりあり。粘質土。暗褐色土とロームの

混土。

C・D
１	 褐色土　しまりあり。粘質土。

焼土ブロック含む。
２	 焼土層

１	 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム土と混土。F 

１　焼土。
２　暗褐色土　やや固くしまり粘性あり。

ローム粒、焼土粒を含む。
３　黄褐色土　ローム主体。住居掘り方。

E
１　褐色土　ややかたくしまり粘性あり。焼土ブロック、ロームブロックを多量に、灰を含む。
２　暗褐色土　ややかたくしまり粘性あり。焼土ブロック、ロームブロックを少量含む。
３　黄褐色土　かたくしまり粘性あり。ローム主体。
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２５号住居（第48図、ＰＬ.25・96）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９６３ ～ ９６６、Ｙ＝－４７３０７ ～

３１０。

重複　１０・１３号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　南側が１０号溝に掘削される。南北方向に長軸

を持ち、方形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－８９°－Ｅ。

規模　長軸２．６４ｍ以上、短軸２．５３ｍ。残存壁高０．２0ｍ。

面積　（６．４８㎡）以上。

埋没土層　暗褐色土主体。３層が観察された。人為的に

埋め戻された痕跡はなく、住居廃絶後自然堆積した可能

性が高い。

床面　概ね平坦であるが、住居中央部がやや高い傾向に

ある。

カマド　南東隅に焼土粒子を含む土坑状の掘り込みが確

認された。楕円形状を呈し、長軸０．６ｍ以上、短軸０．４５ｍ、

深さ０．２ｍを計る。１０・１３号溝に破壊されたと思われる。

その他　柱穴・周溝等は確認されなかった。

掘り方　床面から０．１ ～ ０．１５ｍ程掘り込まれ、凹凸があ

る。暗褐色土・黄褐色土主体。

遺物　総重量０．５㎏の土師器・須恵器が出土した。須恵

器椀１は床面、須恵器長頸壺２はほぼ床面からの出土で

ある。

所見　出土遺物から、本遺構は、１０世紀の前半代の所産

と考えられる。

第48図　１区D4面２５号住居と出土遺物

カマド
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１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム・焼土粒を少量含む。
２	 暗褐色土　粘質土。ローム・焼土粒含む。
３	 黄褐色土　ローム主体。

１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
２	 暗褐色土　粘質土。ローム・炭化物粒含む。
３	 茶褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を多量に含む。
４	 暗褐色土　粘質土。ロームブロックを多量に含む。
５	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。

１

２



０ 10㎝１:３

２７号住居（第49 ～ 51図、ＰＬ.25・26・96・97）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９７１ ～ ９７６、Ｙ＝－４７３０６ ～

３１２。

重複　１１号溝、１１９・１４５・１４６号土坑、２３６・３７５・３９９号

ピットと重複。本遺構が１１号溝、１１９・１４５土坑、３７５号ピッ

トより古い。また１４６号土坑、２３６・３９９号ピットより新

しい。

平面形状　南東隅が１１号溝に掘削されている。貯蔵穴の

ある北辺部東側が張り出した、平面プランを持つ。長軸

を東西方向に持つ方形状。

主軸方位　Ｎ－８３°－Ｅ。

規模　長軸４．５９ｍ、短軸３．４５ｍ、張り出し部３．８２ｍ。残

存壁高０．４ｍ。

面積　１７．４１㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。７層が観察された。２層にＡｓ

－Ｂ層軽石（灰と軽石が混在）が純層堆積している。埋没土

はレンズ状に堆積することから、自然堆積と考えられる。

床面　概ね平坦面を形成している。

カマド　東壁面の中央部で確認された。残存状態は悪く、

カマド掘り方と、崩落した壁体の焼土ブロックおよび燃

焼部を構成する袖石２石の確認にとどまる。煙道方向０．

７４ｍ、両袖方向０．５４ｍ。

貯蔵穴　北東隅の張り出し部で確認された。楕円形を呈

し、長軸０．７１ｍ、短軸０．５２ｍ、深さ０．１４ｍを計る。

その他　ピット３基が確認された。形状および規模は以

下のとおり。

Ｐ１：楕円形、長軸０．４９ｍ、短軸０．３３ｍ、深さ０．２９ｍ。

Ｐ２：楕円形、長軸０．３１ｍ、短軸０．２８ｍ、深さ０．１１ｍ。

Ｐ３：楕円形、長軸０．３３ｍ、短軸０．３０ｍ、深さ０．３２ｍ。

周溝　カマド付近と貯蔵穴のある張り出し部を除いて確

認できた。幅０．１４ ～ ０．２９ｍ、深さ０．０３ ～ ０．１０ｍ。

掘り方　多少の凹凸が認められるが、床面とほぼ同一面

である。

遺物　総重量１㎏の土師器・須恵器の他、鉄滓が出土し

ている。内黒高台付椀１は床面付近、土師器杯２は床面、

同３はカマド内底面、土師器甕４・６は周溝内および床

面、同５はカマド内、炉壁７は床面、南壁寄りから鉄製

品８がそれぞれ出土した。

所見　北辺部に、張り出し部を持つ特異な形状の住居で、

Ａｓ－Ｂ軽石の純層堆積が認められた。本住居からの出土土

器は、１０世紀前半代に比定される。

第49図　１区D4面２７号住居出土遺物1
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１	 暗褐色土　しまりあり。Ａs－Ｂの混土。
２	 Ａｓ－Ｂ層　　軽石と灰を明瞭に分離できない。
３	 黒色土　　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を少量

含む。
４	 黒褐色土　しまりあり。粘質土。
５	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック、

ローム粒、白色粒を少量含む。
６	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック、

ローム粒を含む。
７	 暗褐色土　粘質土。ローム粒含む。

７

８（1/2）

6
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１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを多量に含む。
２	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土・炭化物・ローム粒を少量含む。
３	 灰褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒を少量含む。
４	 褐色土　　しまりあり。粘質土。焼土ブロックを多量に含む。
５	 茶褐色土　しまりあり。粘質土。
６	 茶褐色土　粘質土。焼土を多量に含む。
７	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒を少量含む。
８	 褐色土　　粘質土。焼土ブロック含む。
９	 暗褐色土　粘質土。焼土ブロック、ローム粒を含む。
１０　暗褐色土　粘質土。焼土ブロックを少量含む。
１１　暗褐色土　粘質土。ローム粒含む。
１２　灰褐色土　粘質土。焼土ブロック含む。
１３　黄褐色土　ロームと焼土の混土。
１４　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を多量に含む。

１	 暗褐色土　粘質土。ローム粒を少量含む。
２	 黄褐色土　粘質土。暗褐色土とローム土との混土。

１	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒含む。
２	 黒褐色土　粘質土。ロームブロックを少量含む。

Ｐ２	
１	 褐色土　　しまりあり。粘質土。ローム主体。
２	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。焼土ブロック含む。
Ｐ３	
１	 黄褐色土　粘質土。ローム主体。
２	 暗褐色土　粘質土。ロームブロック含む。
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　３　竪穴状遺構（第52図　PL.4-4）

　総計４基の竪穴状遺構が検出した。１区Ｅから１基、

２区Ｉから３基であり、１区の１号竪穴状遺構は、調査

開始当初、集石遺構と想定されたが、調査が進捗する中

で竪穴状遺構と判断されるに至った。また、２区検出の

３基の竪穴状遺構は、１区検出のものとは時期および遺

構の性格を異にするものと考えられる。

第52図　１・２区竪穴状遺構位置図

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１区１～５面

１号竪穴状遺構（第53図、ＰＬ.27・97）

位置　１区Ｅ１面、Ｘ＝４２０２６ ～ ０３０、Ｙ＝－４７３３３ ～

３３８。

重複　２・４号溝と重複。本遺構が新しい。

平面形状　不定形で歪な方形。

主軸方位　Ｎ－８４°－Ｅ。

規模　長軸４．７８ｍ、短軸４．０３ｍ。

面積　１６．０２㎡以上。

埋没土層　多量に大小の河床礫を含む暗褐色土。ほぼ礫

で充填されている。

床面　遺構確認面から約０．０５ｍで床面となる。いずれも

浅い土坑・ピット状の掘り込みが認められ、平坦さに欠

ける。

掘り方　床面と、ほぼ同一面と思われる。

その他の遺構　確認されなかった。

遺物　馬歯2点が確認されたほか、近世陶磁器等が４７点

出土した。備前焼の陶磁器１・２・３・６・１０、瀬戸美

濃陶器４・５・７、在地系・国産陶器８・９・１１で、４

は灯明皿、５は灯明台、１・２・３・６は碗類、８・９

はすり鉢、１１は平瓦、１０は染め付けの徳利。近世後半の

遺物である。

所見　遺構の平面形状と礫の分布範囲がほぼ同一である

ことから、遺構の掘削後に大量の礫と馬歯（馬１体か）が

遺物とともに遺棄されたと考えられる。２・４号溝と重

複関係や出土遺物などから、本遺構の時期は近世後半と

推定される。

第53図　１区Ｅ1面１号竪穴状遺構と出土遺物

第３章　確認された遺構と遺物

60

１	砂質土に礫を多量に混入。シルト質。
２　黒褐色土　しまりあり。砂を少量含む。
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２区２面

２号竪穴状遺構（第54図、ＰＬ.27）

位置　２区Ｉ２面、Ｘ＝４２０６０ ～ ０６３、Ｙ＝－４７２５８ ～

２６１。

重複　なし。

平面形状　方形。

主軸方位　Ｎ－７７°－Ｅ。

規模　長軸３．２６ｍ、短軸２．４３ｍ。

面積　７．６１㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。２層が観察された。１層はＡｓ

－Ｂ混土。

床面　遺構確認面から約０．１５ｍで床面となる。概ね平坦。

その他の遺構　１基のピットが確認された。形状は円形

を呈し、長軸０．１７ｍ、短軸０．１５ｍ、深さ０．１３ｍを計る。

その他、遺構は確認されなかった。

掘り方　床面から約０．０５ ～ ０．１ｍで掘り方面となる。掘

り方覆土中には、Ａｓ－Ｂ軽石は含まれない。掘り方面はや

や凹凸あるが概ね平坦であった。南辺部沿い中央部寄り

で、焼土面が確認された。

遺物　図示し得る出土土器等の遺物はないが、土師器・

須恵器片が覆土中から３片出土した。

所見　掘り方覆土中にＡｓ－Ｂ軽石を含まず、床面までの埋

没土がＡｓ－Ｂ混土であることから、平安時代末のＡｓ－Ｂ軽石

降下前に掘削された可能性も考えられるが、埋没はＡｓ－Ｂ

軽石降下後と言える。

第54図　２区Ｉ２面２号竪穴状遺構

掘り方

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。
Ａｓ－Ｂ軽石を多量に含む。

２	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。
３	黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽
石を含む。

４	茶褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
ブロックを含む。
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３号竪穴状遺構（第55図、ＰＬ.27）

位置　２区Ｉ２面、Ｘ＝４２０６２ ～ ０６５、Ｙ＝－４７２５３ ～

２５６。

重複　なし。

平面形状　方形。

主軸方位　Ｎ－７０°－Ｅ。

規模　長軸２．３５ｍ、短軸２．２６ｍ。

面積　５．１６㎡。

埋没土層　暗褐色土主体。５層が観察された。１・２層

はＡｓ－Ｂ混土。

床面　遺構確認面から約０．３０ｍで床面となる。概ね平坦。

その他の遺構　確認されなかった。

掘り方　床面から約０．１０ ～ ０．１５ｍで掘り方面となる。

やや凹凸あるが概ね平坦。掘り方覆土にはＡｓ－Ｂ軽石を含

まない。

遺物　図示し得る出土土器等の遺物はないが、覆土中か

ら須恵器片が０．１６㎏出土した。

所見　掘り方覆土にＡｓ－Ｂ軽石を含まず、埋没土上層がＡｓ

－Ｂ軽石混土であることから、平安時代末のＡｓ－Ｂ軽石降下

前に掘削された可能性も考えられるが、本遺構はＡｓ－Ｂ軽

石降下後に埋没したものと考えられる。

第55図　２区I2面３号竪穴状遺構

掘り方
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１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を多量に、
白色軽石、炭化物粒、ロームブロックを少量含む。

２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石、白色
軽石、ロームブロックを含む。

３	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ロームブ
ロックを含む。

４	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ロームブ
ロックを多量に含む。

５	黒色土　　粘質土。しまりあり。
６	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色軽石、ロー
ムブロック・ローム粒を含む。

７	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を多量に含む。

８	黒褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ロームブ
ロックを含む。

９	黄褐色土　軟質。非常に粘質土。ローム主体。黒
色土を含む。



０ ２ｍ１: 60

Ａ
Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

トレンチ

073-244

Ａ
Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

トレンチ

073-244

L=109.70mＡ Ａ′

12 3

53 6

4

L=109.70m
Ｂ

Ｂ
′

1

5
6

6

4

3

４号竪穴状遺構（第56図、ＰＬ.27）

位置　２区Ｉ２面、Ｘ＝４２０７１ ～ ０７３、Ｙ＝－４７２４０ ～

２４３。

重複　なし。

平面形状　北側を試掘トレンチに掘削される。推定方形。

主軸方位　Ｎ－６９°－Ｅ。

規模　長軸２．４３ｍ、短軸１．７２ｍ以上。

面積　４．２４㎡以上。

埋没土層　暗褐色土主体。４層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石

を１・２層中に含む。

床面　遺構確認面から約０．２０ｍで床面となる。概ね平坦。

その他の遺構　確認されなかった。

掘り方　床面から約０．１０ｍで掘り方面となる。やや凹凸

あるが概ね平坦。

遺物　図示し得る出土土器等の遺物はないが、覆土中か

ら土師器片４片、床面および床面付近から、８点の河床

礫が出土した。

所見　掘り方覆土にＡｓ－Ｂ軽石を含まず、埋没土上層がＡｓ

－Ｂ軽石混土であることから、平安時代末のＡｓ－Ｂ軽石降下

前に掘削された可能性も考えられるが、本遺構はＡｓ－Ｂ軽

石降下後に埋没したものと考えられる。

第56図　２区I2面4号竪穴状遺構

掘り方
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１	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質
土。Ａｓ－Ｂ軽石、黒色粘土ブロックを
少量含む。

２	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質
土。Ａｓ－Ｂ軽石を少量含む。

３	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質
土。黒色粘土ブロックをやや多く含
む。

４	暗褐色土　軟質。非常に粘質土。Ａｓ－
Ｂ軽石をやや多く含む。

５	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。粘
質土。白色軽石を５％含む。

６	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘
質土。軽石粒を１％含む。
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（１）概要と基本的考え方（第57図、第4・5表）

　発掘調査時には、合計６棟の掘立柱建物を確認できた

が、本遺跡では総数５１５基のピットが検出された。とり

わけ１区Ｄでは、コの字状に区画された４号溝内でピッ

ト群の集中が認められ、４１５基が検出している。そのため、

４号溝区画内や周辺の掘立柱建物付近のピット群を再確

認・検討する必要性が認められ、掘立柱建物や柵の成立

について、再吟味することとした。そこで下記の基本的

な考え方から、掘立柱建物および柵等の検証を調査時に

認定した遺構を含め吟味した。その結果、掘立柱建物１５

棟、柵８基を確認・成立させるに至った。

①　掘立柱建物を認定する際、柱穴の並びが正方形また

は長方形を呈し、柱列が基本的に通るもので、一定

の深さを持つ掘り込みであることに基づいた。

②　柱間の距離は、芯々間で測定し、柱列が大きく崩れ

ていない限り、周辺の状況を鑑みた上で距離は一定

程度の差異を認めた。また、数量計測表ではメート

ル法と尺方を用いて表記した。

③　柵は、３つ以上のピットが近似値の柱間距離を維持

するものを認定した。

④　建物や柵と認定する際、他の遺構と同一の柱穴を使

うことは避けた。（重複している場合は除く。）

⑤　掘立柱建物等に関連する柱穴または建物に想定しよ

うとすれば可能なものがあると考えられるが、各柱

穴の詳細記録を提示し、今後の検討の資料としたい。

⑥　柱穴からの出土遺物はほとんどないため、遺物の項

は設けず、必要な場合は所見で述べることとした。

　検出された掘立柱建物は、１区１４棟、２区１棟であっ

た。１区検出の１４棟の掘立柱建物のうち、９棟がコの字

状に区画された４号溝から検出された。４号溝区画内か

らは、９棟（５・７～ １３・１５号掘立柱建物）の掘立柱建

物のほかに、８基の柵を検出した。

　この４号溝は、笠懸村教育委員会の調査時に確認され

た溝と同一の遺構で、南北幅６０ｍ、東西現存幅４０ｍを計

る区画溝で、総延長１３５ｍ（笠懸調査分１５ｍ）以上の規模

を持つ。東辺部は確認できなかったが、方形の区画であっ

た可能性が高く、少なくとも現存する遺構面が東側に伸

びるものと考えられる。この４号溝の方形区画内西南隅

に掘立柱建物および柵が集中して検出されるが、区画の

中央部や東辺部は撹乱のため、遺構を確認することはで

きなかった。また、遺構の存在の可能性がある４号溝区

画内西辺部（掘立柱建物等の遺構が集中する北側）では、

４号溝と関連する遺構を確認することができなかった。

　１・２号掘立柱建物は、４号溝区画外の検出で、いず

れも掘立柱建物としては単独検出である。１号掘立柱建

物は１区Ｂ中央で２号住居（古墳時代に推定される）の

西。２号掘立柱建物は２区Ｂに位置し、１号井戸が隣接

している。

　３・４・６・１４号掘立柱建物は、４号溝区画の外側か

ら検出された。位置的には、４号溝南西コーナー付近か

らの検出で、４棟ともに、主軸方位Ｎ－１°－Ｗ～Ｎ－

９°－Ｗと近似値を示し、良好な位置関係にあるといえ

る。

（２）掘立柱建物の柱穴土層について

　遺構の時期決定の大きな手がかりとなり得るものに、

出土遺物と火山噴出物のテフラ等での確認がある。掘立

柱建物の場合、柱穴等からの出土遺物がほとんど無いの

が実情である。本遺跡においても、掘立柱建物からの出

土遺物は無く、時期決定の根拠に乏しいといえる。

　本遺跡では、Ａｓ－Ｂ軽石を純層堆積として確認できてい

るが、本遺跡の掘立柱建物の柱穴での確認には至っては

いない。

　柱穴覆土中にＡｓ－Ｂ軽石を含む掘立柱建物は、２・３・６・

９・１３・１４号掘立柱建物の６棟のみで、他の掘立柱建物

では確認できなかった。また、Ａｓ－Ｂ軽石を含む覆土を持

つ柱穴（ピット）は、１区Ｄ検出ピット４１５基のうちの２１

基で、およそその５％に過ぎない。Ａｓ－Ｂ軽石が混入する

ものとしないものがあるが、これは、柱穴の埋没土が人

為的に柱を立てるために埋め戻されることに起因するも

ので、竪穴住居のように廃棄後の自然堆積による埋没過

程を経ていないため、Ａｓ－Ｂ軽石降下後の構造物であって

も、軽石等が混入しないことが考えられ、両者の大きな

時間的な差異を想定できるものではない。

　後述の「第５章　まとめ」の項で詳述するが、柱穴の覆

土中にＡｓ－Ｂ軽石が含まれない１・４・５・７・８・１０・

１１・１２・１５号掘立柱建物について、軽石降下以前の所産

と決定づけるものではなく、位置関係および重複関係等

を考察する中で総合的に判断していきたい。

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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（３）掘立柱建物　1区1～5面

１号掘立柱建物（第59図、ＰＬ.28）

位置　１区Ｂ２面、Ｘ＝４１９００ ～ ９０５、Ｙ＝－４７２９２ ～

２９７。

重複　５号ピットと重複。新旧関係は不明。

平面形状　２間×２間の長方形。短軸の中央ピット(Ｐ

４、Ｐ８)が線上より外側にずれる。南北に長軸方向を

持ち、中央部が膨らむ、簡単な造りの建物構造を持つ掘

立柱建物か。短軸方向の中央の柱穴(Ｐ４、Ｐ８)を棟持

柱と考えると、梁間1間型の掘立柱建物といえる。また、

５号ピットを本遺構の柱穴と想定すると、総柱の建物と

想定できる。

長軸方位　Ｎ－４５°－Ｗ。

規模　長軸３．８０ｍ(１２尺５寸)、短軸３．５７ｍ(１２尺２寸)。

面積　１３．５７㎡１(４．１坪)。

柱穴　８基が確認された。柱穴の平面形状は楕円・不整

形で、Ｐ５の掘り込みが他のピットよりやや浅い。柱痕

は不明。柱間距離は長軸と短軸とでは、0.1 ～ 0.１３ｍ程

度の差がある。

所見　柱穴埋没土にＡｓ－Ｂ軽石を含まないが、本遺構の時

期は中世以降の所産と考えられる。２区検出の２号掘立

柱建物と位置関係が近いが、関連性は不明。

第59図　１区Ｂ2面１号掘立柱建物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、ロームブロックを含む。
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒を少量含む。
３	黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム主体。
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２号掘立柱建物（第60図、ＰＬ.28・29）

位置　２区Ｂ２面、Ｘ＝４１８８４ ～ ８８８、Ｙ＝－４７２４８ ～

２５３。

重複　９４・ １０２号土坑と重複。新旧関係は不明。

平面形状　東西１間×南北２間。ほぼ方形を呈す、梁間

1間型掘立柱建物。

長軸方位　Ｎ－３°－Ｗ。

規模　短軸３．６５ｍ(１２尺)、長軸３．９７ｍ(１３尺１寸)。

面積　１４．４９㎡(４．３９坪)。

柱穴　６基が確認された。平面形状は、長円形または円

形で、柱穴深は0.5ｍ以上あり、安定した掘り込みとい

える。柱痕は確認できなかった。東西方向は１間のため、

南北方向の柱間距離は１.６ｍ以上長い。

所見　柱穴埋没土がＡｓ－Ｂ混土であることから、本遺構の

時期は中世と推定される。

第60図　２区Ｂ2面２号掘立柱建物
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１	黒色土(１０ＹＲ１．７／１)しまりあり。やや粘質土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を２０％含む。　
２	黒色土(１０ＹＲ２／１)　しまりあり。やや粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石３％含む。
３	褐色土(１０ＹＲ４／６)　やや粘質土。
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３号掘立柱建物（第61・62図、ＰＬ.30）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９７６ ～ ９８６、Ｙ＝－４７３３３ ～

３３９。

重複　１０４・１１３・１１４・１２４・１２５・１２６・１２７・１２８号土坑、

４４０・４４１・４３７号ピット、７号溝と重複。本遺構が１１３号

土坑より古く、１０４号土坑より新しい。また、７号溝と

の新旧関係は、本遺構が新しい。

平面形状　東西２間×南北３間の４面庇付掘立柱建物。

庇回り柱穴Ｐ１２・Ｐ１８・Ｐ２０は、外側に膨らみやや不規

則な位置にある。また、Ｐ１５およびＰ２０を棟持柱と考え

ると、４面下屋を持つ掘立柱建物と想定する考え方もあ

るが、下屋部分の幅が二尺程度で狭く機能的でない。

長軸方位　Ｎ－３°－Ｗ。

規模　短軸３．７２ｍ（１２尺３寸）、長軸７．７７ｍ(２５尺６寸)。

面積　２８．９０㎡(８．７５坪)。

柱穴　２０基が確認された。平面形状は小円形を基本とし、

長円形や楕円形のものもある。Ｐ１４は、重複の可能性も

あるが、掘り直しのような形状をしている。柱穴の深さ

は、0.２５ ～ 0.５ｍ程でいずれもしっかりとした断面形状

を持ち、柱痕を思わせる土層注記の柱穴もある。柱間距

離は、主屋・庇周りともに南北方向が東西方向より長い。

所見　柱穴埋没土がＡｓ－Ｂ混土であることから、本遺構の

時期は中世以降の所産と推定される。

第61図　１区Ｄ2面３号掘立柱建物１

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ２　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを含む。
３	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを多く含む。
４	褐色土　　しまりあり。暗褐色土を混土。
Ｐ３　 
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
Ｐ４　 
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを含む。
Ｐ５　
１	黒褐色土　やや粘質土。軽石を粒１％、褐色粘土ブロックを含む。
２	黄褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色土を混土。
Ｐ７　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	褐色土　　しまりあり。粘質土。黄褐色粘土ブロックを少量含む。
Ｐ８　 
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。軽石粒を少量含む。
Ｐ９　
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石を多く、白色粒、黄褐色軽石を僅かに
含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石を多く、ローム粒を僅かに含む。
Ｐ１２　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	褐色土　　しまりあり。暗褐色土を混土。
Ｐ１３　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを混土。
Ｐ１４　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
Ｐ１５　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを混土。
３	褐色土　　しまりあり。暗褐色土を混土。
Ｐ１７　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	褐色土　　しまりあり。粘質土。黄褐色粘土ブロックを少量含む。
Ｐ１８　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。褐色粘土ブロックを混土。
Ｐ１９　
１　暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石を多く、白色粒、黄褐色軽石を僅かに
含む。
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４号掘立柱建物（第63図、ＰＬ.30）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９７１ ～ ９７5、Ｙ＝－４７３３1 ～ ３３5。

重複　１２３号土坑、２２８ ～ ２３１・２３８・２３９・２４１・４２８・

４３０ ～ ４３２号ピットと重複。新旧関係は不明。

平面形状　東西２間×南北２間の掘立柱建物であるが、

北辺部の中央の柱穴がなく変則的な柱列と言える。長軸

を南北方向に持つ。

長軸方位　Ｎ－１°－Ｗ。

規模　短軸３．４３ｍ(１１尺３寸)、長軸４．５１ｍ(１４尺８寸)。

面積　１５．４６㎡(４．６８坪)。

柱穴　７基が確認された。平面形状は楕円形もしくは円

形で、深さ0.３ｍ前後を計り、0.２ｍ程度の浅い掘り込み

の柱穴もある。柱間距離は、長軸方向が短軸方向より0.7

ｍ程度長い。

所見　本遺構の時期は中世と推定される。３号掘立柱建

物に南接し、主軸方位もほぼ同じであることから、両掘

立柱建物は、同時期に併設する関連建物の可能性が高い。

第63図　１区Ｄ2面４号掘立柱建物
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Ｐ１　
１	黒褐色土　やや粘質土。軽石粒を１％、褐色粘土ブロックを含む。
２	黄褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色土を混土。
Ｐ３　
１	黒色土　　しまりあり。やや粘質土。
Ｐ５　 
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを混土。
３	褐色土　　しまりあり。暗褐色土を混土。
Ｐ６　
１	黒褐色土　ややしまりあり。軽石粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを混土。
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５号掘立柱建物（第64・65図、ＰＬ.30）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９５ ～ ４２００2、Ｙ＝－４７３０９ ～

３１4。

重複　９・１１･１２・１５号掘立柱建物、２号柵、９８・９９・

１１０・１１６・１１７・１３８・１３９・１４１・１４９・１５０・１５１・１６０・

１６４・１６６ ～ １６８・１７５・２５５ ～ ２５７・２７６・２８８・２８９・

２９１・３４３・３４８・３７２・３７４・３７６・３８０・３９８号ピットと重

複。本遺構が２号柵および１６６号ピットより新しく、１５

号掘立柱建物と２７５号ピットより古い。

平面形状　東西２間×南北３間の総柱掘立柱建物また

は、２間×２間の総柱建物に南北どちらかに庇が付く掘

立柱建物と考えられる。南北方向の中央の柱穴の軸が西

に１°程ずれている。

長軸方位　Ｎ－９°－Ｗ。

規模　短軸４．０９ｍ(１３尺５寸)、長軸６．０７ｍ(２０尺)。

面積　２４．８２㎡(７．５２坪)。

柱穴　１２基が確認された。平面形状は、楕円もしくは円

形を呈し、深さ0.４ ～ 0.５ｍを計るものを主体としてい

るが、２０ｃｍ程度の浅いものも認められる。東西方向の柱

間距離は北側で差異が大きい。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にあり、４号溝

の関連施設として問題はない。また、同じ４号溝区画内

にある８・１０号掘立柱建物の主軸方位は、本遺構の主軸

方位とほぼ直角または平行関係にある。位置関係も良好

であるため、時期的に併存している可能性が高い。４号

溝区画内で、物理的に併存可能な建物は、７・１３号掘立

柱建物が考えられる。本遺構の時期は中世と推定される。

第64図　１区Ｄ2面５号掘立柱建物１
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６号掘立柱建物（第66図、ＰＬ.30）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９７８ ～ 983、Ｙ＝－４７３２０ ～ ３２4。

重複　なし。

平面形状　東西２間×南北２間の掘立柱建物。南側の東

西柱列からややずれの生じているＰ４・8を棟持柱と考

え、梁間１間型の掘立柱建物に想定した。

長軸方位　Ｎ－９°－Ｗ。

規模　短軸３．３２ｍ(１０尺９寸)、長軸４．２６ｍ(１４尺１寸)。

面積　１４．１４㎡(４．３坪)。

柱穴　８基が確認された。平面形状は、円形または楕円

形を呈す。断面はＵ字状で深さ0.２ｍ程度のものが主体。

Ｐ４を棟持柱と考えることができる。

柱間　南北方向の柱列は、ほぼ均等間隔で並んでいる。

所見　本遺構は、３号掘立柱建物の西１０ｍに位置し、４

号掘立柱建物とともにその位置関係において、関連性の

深い遺構と言える。柱穴埋没土がＡｓ－Ｂ軽石混土であるこ

とから、本遺構の時期は中世と推定される。

第66図　１区Ｄ2面６号掘立柱建物

第65図　１区Ｄ2面５号掘立柱建物２
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Ｐ１　１ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

Ｐ２　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

Ｐ３　１ 暗褐色土　ややしまりあり。ローム粒を少量含む。
２ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。

Ｐ４　１ 暗褐色土　ややしまりあり。ローム粒を少量含む。
２ 茶褐色土　ややしまりあり。

Ｐ７　１　黒褐色土　しまりあり。粘質土。炭化物粒少量、ロームブロック・
ローム粒を含む。

Ｐ８　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ロームブロックを含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒を少量、ロームブロッ
クを含む。

３ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。
Ｐ９　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。茶褐色粘土ブロックを含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ロームブロックを含む。
Ｐ１１　１ 暗褐色土　軟質。粘質土。ロームブロックを含む。

２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックをやや多く含む。
Ｐ１２　１ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

Ｐ１　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石２％、灰黄
褐色土を５％含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　しまりあり。黄褐色ローム粒を
２％含む。

Ｐ２　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　Ａｓ－Ｂ軽石僅かに含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　黄褐色ローム粒を５％含む。

Ｐ３　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　Ａｓ－Ｂ軽石を僅かに含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　黄褐色ローム粒を５％含む。　
３ 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)軟質。黄褐色ローム粒を５％含む。

Ｐ４　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を２％、灰
黄褐色土を５％含む。　

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　Ａｓ－Ｂ軽石を僅かに含む。
Ｐ５　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　灰黄褐色土を１０％含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を２％含む。
３ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　しまりあり。粘質土。

Ｐ６　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　灰黄褐色土を１０％含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　ややしまりあり。
３ 黄褐色土(２．５Ｙ４／４)　しまりあり。ローム主体。

Ｐ７　１ 黄褐色土(２０５Ｙ３／２)　軟質。黄褐色土を１０％含む。
２ 暗灰黄色土(２０５Ｙ４／２)粘質土。黄褐色粘土ブロックを
２０％含む。

３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　軟質。黄褐色粘土ブロックを僅か
に含む。

Ｐ８　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。黄褐色土粒を５％含
む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。黄褐色土粒を僅かに
含む。
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７号掘立柱建物（第67・68図、ＰＬ.31）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９８９ ～ ９９5、Ｙ＝－４７３１４ ～ ３２3。

重複　８号掘立柱建物、４号柵、７５号土坑、８６・８７・

９０・１００・１０２・１０４・１１８・１１９・１２１・１２２・１２４・１２６・

１９４・２０５・２６６・２６７・２８０・２９５ ～ ２９７・２９９ ～ ３０１・３０４

～ ３０６・３０９･３３１・３３２・３５５・３７８・３７９・３９３号ピットと

重複。本遺構が１２２号ピットより新しい。

平面形状　棟持柱を持つ梁間１間×桁行３間の掘立柱建

物。短軸の２倍以上ある長軸を持つ横長の建物。屋内中

央部の柱列Ｐ１１ ～Ｐ１４は、棟持柱または、高床を支え

る床柱と想定できる特殊構造建物。

長軸方位　Ｎ－７７°－Ｅ。

規模　短軸３．９７ｍ(１３尺１寸)、長軸８．３７ｍ(２７尺６寸)。

面積　３３．２３㎡(１０．０６坪)。

柱穴　１４基が確認された。平面形状は、概ね円形や楕円

形を呈し、深さ0.3 ～ 0.6ｍほど掘り込まれている。中

央部の柱列（棟持柱）は他の柱穴に比べ形状が小ぶりであ

るが、深さは0.4 ～ 0.5ｍを計る。

柱間　南北方向の柱間距離については、２．４ ～ ３．２ｍと

ばらつきがある。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にあり、４号溝

の関連施設として問題はない。９号掘立柱建物、１号柵

と主軸方向が直角または平行し、位置関係も良好である

ため、時期的に併存している可能性が高い。１０号掘立柱

建物も主軸方向がほぼ同一であるが、位置的に近接しす

ぎているため、上家構造によっては併存できないと考え

られる。主軸方向の誤差の許容範囲を広げた場合、８号

掘立柱建物以外は、個別の建物同士ではすべて併存が可

能と言える。８号掘立柱建物との新旧関係は不明である

が、位置や建物形状などから、どちらかが新たに建て直

されたとすることができる。本遺構の時期は中世と推定

される。

第67図　１区Ｄ2面７号掘立柱建物１
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８号掘立柱建物（第69図、ＰＬ.31）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９89 ～ ９９5、Ｙ＝－４７３１５ ～ ３２4。

重複　７号掘立柱建物、４号柵、７５号土坑、１００・１０２・

１２１・１２４ ～ １２７・１９４・１９６・１９９・２０５・３０１ ～ ３０３・

３０９・３３１・３３２・３５９・３６３・３７０・３７９・４６５・４６８号ピッ

トと重複する。遺構の切り合い関係がなく、新旧関係は

不明。

平面形状　南北２間×東西３間の短軸の２倍以上ある長

軸を持つ東西方向に横長の建物。

長軸方位　Ｎ－７３°－Ｅ。

規模　短軸４．１５ｍ(１３尺７寸)、長軸８．７４ｍ(２８尺８寸)。

面積　３６．２７㎡(１１坪)。

柱穴　１0基が検出された。楕円もしくは円形の平面形状

を持ち、深さ0.35 ～ 0.5ｍを計り、断面Ｕ字状に掘り込

まれている。

柱間　短軸はおよそ２.0ｍ、長軸は２．９ｍ前後で、長軸方

向が長い。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にあるもので、

４号溝の関連施設として問題はない。本遺構の主軸方向

は、５・９・１１・１５号掘立柱建物の主軸方向と近似して

おり、位置関係も大きな矛盾はない。これらの建物が同

時に存在することはないが、後節で検討したい。また、

１号柵とも概ね主軸方位が近似し、関連遺構とすること

ができる。１０号掘立柱建物との間では、位置関係に問題

があり、上家構造によっては併存できない。主軸方向の

誤差の許容範囲を広げた場合、７号掘立柱建物以外は、

個別の建物同士ではすべて併存が可能と言える。７・８

号掘立柱建物は、いずれかが後から建て直されたと考え

られる。本遺構の時期は中世と推定される。

第68図　１区Ｄ2面７号掘立柱建物2

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ１ １ 黒褐色土　しまりあり。白色粒２％、灰黄褐色ブロックを３％含む。
２ 黒褐色土　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色ブロックを１０％含む。

Ｐ２ １ 暗褐色土　しまりあり。白色粒、炭化物粒、ローム粒を含む。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒
を含む。

３ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。
Ｐ３ １ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
Ｐ４ １ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒

を含む。
２ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。
３ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。

Ｐ５ １ 黒褐色土　しまりあり。白色軽石２％含む。
２ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色粘土ブロックを含む。
３ 暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。

Ｐ７ １ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土粒を少量、ロームブロッ
クを多量に含む。

２ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。
Ｐ８ １ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒

を含む。
２ 黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム主体。
３ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。砂質土。ローム粒を少量含む。

Ｐ９ １ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を含む。
Ｐ１０　１ 暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。

２ 褐色土　　 しまりあり。粘質土。黄褐色粘土ブロックを少量含む。
Ｐ１１　１ 暗褐色土　しまりあり。白色粒、ローム粒を含む。　
Ｐ１２　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土ブロック、炭化物粒を

含む。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
３ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。

Ｐ１３　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色ブロック
を１０％含む。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。１層に黄褐色ブロックを５％含
む。　

Ｐ１４　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　灰黄褐色土とにぶい黄褐色土の混土。
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第69図　１区Ｄ2面８号掘立柱建物
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Ｐ２　
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒３％、灰黄褐色土を１０％含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。黄褐色ブロックを５％含む。
３	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)しまりあり。１層を２０％含む。
４	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。
Ｐ３　
１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
Ｐ４　 
１	暗褐色土　しまりあり。ローム粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
Ｐ５　 
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒１％、黄褐色土を３％含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　ややしまりあり。
Ｐ６　 
１	暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。
２	暗褐色土　粘質土。褐色粘土ブロック、砂塊を含む。
Ｐ７　
１	黒褐色土　しまりあり。白色軽石を少量含む。
２	暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。
３	褐色土　　しまりあり。粘質土。黄褐色粘土ブロックを少量含む。
Ｐ８　 
１	黒褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色粘土ブロックを含む。
２	褐色土　　しまりあり。粘質土。暗褐色粘土ブロックを含む。
Ｐ９　
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　明黄褐色粘土ブロックを１０％含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　明黄褐色粘土ブロックを５％含む。
Ｐ１０　
１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。炭化物粒、ローム粒を含む。
２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
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９号掘立柱建物（第70図、ＰＬ.30）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９3 ～ ９９９、Ｙ＝－４７３０９ ～ ３１4。

重複　５・１５号掘立柱建物、２号柵、６５ ～ ６９・９２ ～

９５・９７ ～ ９９・１１７・１３９・１４１・１４７・１４８・２５０・２５４・

２５５・２７５・２８９・２９１・３０８・３４５・３４７・３４８・３７４・３８８・

３９８号ピットと重複。切り合い関係がなく、新旧は不明。

平面形状　東西２間×南北３間の掘立柱建物。

長軸方位　Ｎ－１３°－Ｗ。

規模　短軸３．６３ｍ(１２尺)、長軸５．１１ｍ(１６尺９寸)。

面積　１８．５４㎡(５．６坪)。

柱穴　１０基が検出された。概ね円形の平面形状で、深さ

0.4ｍの断面Ｕ字状の掘り込みを持つ。Ｐ１は深さ0.15

ｍと浅い掘り込みである。

柱間　短軸は１．７５ ～ １．８５ｍ、長軸は１．７ ～ １．９ｍで、６

尺前後の値といえ、短軸と長軸の比は、２：３に近似する。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にあり、４号溝

の関連施設として問題はない。本遺構は、７・１０号掘立

柱建物と主軸方向がほぼ同一で、３者が併存する可能性

は少ないが、どちらかの建物と同時併存した可能性が高

い。主軸方向の誤差の許容範囲を広げた場合、１０・１２・

１３号掘立柱建物および７号または８号掘立柱建物のいず

れかの建物同士で、併存が可能と言える。また、５号柵

とも主軸方位がほぼ同一である。柱穴埋没土がＡｓ－Ｂ混土

であることから、本遺構の時期は中世と推定される。

第70図　１区Ｄ2面９号掘立柱建物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ１　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色粒１％、黒褐色粘土ブロックを５％含む。
Ｐ２　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　黒褐色・明黄褐色粘土ブロックを５％含む。

２ 明黄褐色土(１０ＹＲ６／８)ローム主体。
Ｐ３　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、茶褐色粘土ブロックを含む。
Ｐ４　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。

２ 茶褐色土　ややしまりあり。非常に粘質土。
Ｐ５　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。

２ 黒褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ローム粒を含む。
Ｐ６　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、焼土粒、ローム粒を少量含む。
３ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
４ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。

Ｐ７　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

Ｐ８　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
Ｐ９　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。
Ｐ１０ １ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色土２０％含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　黒褐色粘土ブロックを３％含む。
３ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。黒褐色粘土ブロック５％、明黄褐色粘土ブロッ
クを１０％含む。
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１０号掘立柱建物（第71図、ＰＬ.32）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９５ ～ ９９９、Ｙ＝－４７３１５ ～ ３１8。

重複　１１・１５号掘立柱建物、２・５号柵、１２０・１３３・

１３４・１３６・１３７・１４３・１４４・１５８・１５９・２２２・３３９・３４０・

３４９・３５０・３６８・３８７・３９０・３９１号ピットと重複。本遺構

より２号柵が新しい。７・８号掘立柱建物も上家構造に

よっては、個別には併存することもできる。

平面形状　東西１間×南北２間の簡単な造りの掘立柱建

物。

長軸方位　Ｎ－９°－Ｗ。

規模　短軸２．３３ｍ(７尺７寸)、長軸３．４７ｍ(１１尺５寸)。

面積　８．０８㎡(２．４５坪)。

柱穴　６基が検出された。概ね楕円形の平面形状で、深

さ0.3 ～ 0.6ｍの断面Ｕ字状の掘り込みを持つ。

柱間　短軸はおよそ２．３ｍ、長軸は１．６ ～ １．７ｍを計る。

短軸方向の柱間距離が長い。　

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にある。５・９・

１２・１３号掘立柱建物とほぼ同一の主軸方位を持ち、個別

の建物同士では併存が可能である。本遺構の時期は中世

と推定される。

第71図　１区Ｄ2面１０号掘立柱建物

第３章　確認された遺構と遺物
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Ｐ１　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒をやや多く含む。

Ｐ２　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。
２ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

Ｐ３ １ 暗褐色土　軟質。粘質土。ロームブロック・ローム粒を含む。
２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを多量に含む。

Ｐ４　１ 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまりあり。白色粒１％、明黄褐色土を５％含む。
２ 黄褐色土(２．５Ｙ５／４)　　しまりあり。粘質土。黒褐色粘土ブロック５％含む。
３ 明黄褐色土(２．５Ｙ６／６)　しまりあり。粘質土。黒褐色粘土ブロックを２０％含む。
４ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　　しまりあり。明黄褐色土５％含む。

Ｐ５　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。灰黄褐色土３％含む。
２ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)しまりあり。明黄褐色粘土ブロックを１０％含む。
３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。明黄褐色土５％含む。

Ｐ６　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒１％、明黄褐色粘土を３％含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色粒僅かに含む。明黄褐色土と混土。
３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。明黄褐色土５％含む。



０ ２ｍ１:80

L=109.80mＡ Ａ′

385ピ 216ピ
P1

P8P7P6

L=
10
9.
80
m

Ｂ
Ｂ
′

P1
P2

16
5ピ

L=109.80mＣ Ｃ′

P5 P2P3P4

154ピ 334ピ

L=
10
9.
80
m

Ｄ
Ｄ
′

P6
P5

L=109.70m
Ｅ Ｅ′

P1

1

L=109.70m
Ｆ Ｆ′

P2
1

2

L=109.70m
Ｇ Ｇ′

P5

1

L=109.70m
Ｈ Ｈ′

P6
1

2

3
3

L=109.70m
Ｉ Ｉ′

P7

1

3

216ピ

2

L=109.70m
Ｊ Ｊ′

P8
1

2

Ａ Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ Ｃ′

Ｄ
Ｄ
′

Ｅ
Ｅ′

Ｆ

Ｆ′Ｇ

Ｇ′

Ｈ

Ｈ′
Ｉ Ｉ′Ｊ

Ｊ′
P1

P2P3P4P5

P6 P7 P8

165ピ

334ピ154ピ

385ピ

216ピ

001
-312

999
-312

１１号掘立柱建物（第72図、ＰＬ.32）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９９ ～ ４２００1、Ｙ＝－４７３１２ ～

３１７。

重複　５・１０・１２・１５号掘立柱建物、１５１・１５３・１５６・

１５８・１６６・１６８・２１６・２５６・３３３・３３４・３３９・３４０・３４２・

３４４・３７３・３８５号ピットと重複。切り合い関係がなく、

新旧は不明。

平面形状　南北１間×東西３間の小規模な掘立柱建物。

１６５号ピットが棟持柱の可能性がある。

長軸方位　Ｎ－８６°－Ｅ。

規模　短軸２．２４ｍ(７尺４寸)、長軸４．１０ｍ(１３尺５寸)。

面積　９．１８㎡(２．８坪)。

柱穴　８基が検出された。平面形状は、円形もしくは楕

円形を呈し、深さは一様でなく0.2 ～ 0.5ｍの断面Ｕ字

状の掘り込みである。

柱間　南北方向は、２．２ｍ前後、東西方向は、１．３ ～ 1.5

ｍを計る。　

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にある。９・１３

号掘立柱建物および７・８号掘立柱建物のいずれかと併

存する可能性がある。本遺構の時期は中世と推定される。

第72図　１区D2面１１号掘立柱建物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ１　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。灰黄褐色土３％含む。
Ｐ２　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ロームブロックを含む。

２ 暗褐色土　軟質。粘質土。ローム粒を含む。
Ｐ５　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム粒を含む。
Ｐ６　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒、ローム粒を含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
３ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。

Ｐ７　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色粒、焼土粒、明黄褐色粘土ブロックを２０％含む。
２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。白色粒１％、明黄褐色土を５％含む。
３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒を僅かに含む。

Ｐ８　１ 暗褐色土　しまりあり。炭化物、ロームブロックを含む。
２ 茶褐色土　しまりあり。
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１２号掘立柱建物（第73図、ＰＬ.32）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９９ ～ ４２００1、Ｙ＝－４７３１０ ～

３１４。

重複　５・１１・１５号掘立柱建物、１６６号ピットと重複する。

切り合いがないので新旧関係は不明。

平面形状　南北１間×東西２間の簡単な造りの掘立柱建

物。

長軸方位　Ｎ－８１°－Ｅ。

規模　短軸２．１４ｍ(７尺１寸)、長軸３．３５ｍ(１１尺１寸)。

面積　７．１７㎡(２．２坪)。

柱穴　６基が検出された。円形または楕円形を呈し、深

さ0.23 ～ 0.4ｍのＵ字状の掘り込みである。

柱間　短軸はおよそ２．１ｍ、長軸は１．６ ～ １．７ｍ前後で、

短軸方向の柱間距離が長い。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに

４号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にある。９・

１０・１３号掘立柱建物および７・８号掘立柱建物のいずれ

かと併存する可能性がある。本遺構の時期は中世と推定

される。

第73図　１区Ｄ2面１２号掘立柱建物

第３章　確認された遺構と遺物
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Ｐ１　１ 暗褐色土　しまりあり。白色粒、ローム粒を含む。　
２ 茶褐色土　しまりあり。

Ｐ２　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　灰黄褐色土５％含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。にぶい黄褐色土２０％含む。
３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　２層に近似。
４ 黒褐色土(１０ＹＲ２／３)　ローム粒を含む。

Ｐ３　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を少量含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
３ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

Ｐ４　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒を少量、ロームブロックを多量に含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

Ｐ５　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ロームブロックを含む。
２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。

Ｐ６　１ 暗褐色土　しまりあり。白色粒、ローム粒を含む。
２ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを少量含む。
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１３号掘立柱建物（第74図、ＰＬ.32）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９2 ～ ９９5、Ｙ＝－４７３０４ ～ ３０7。

重複　７５・８０ ～ ８２・１０７・２８５・３１１号ピットと重複。新

旧関係は不明。

平面形状　南北１間×東西１間の簡単な造りと考えられ

る建物に付属する東西方向に平行する柱穴列を伴う。

長軸方位　Ｎ－８４°－Ｅ。

規模　短軸１．７５ｍ(５尺８寸)、長軸３．１０ｍ(１０尺２寸)。

面積　５．４２㎡(１．６坪)。

柱間　短軸は１．７５ｍ、長軸は３．１ｍを計る。付属柱穴間

は２．４６ｍ。

柱穴　６基が検出された。円形もしくは楕円形の小ピッ

ト。深さ0.1 ～ 0.3ｍ程度で、浅いものもある。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にある。４号溝

区画内のどの掘立柱建物とも併存する可能性がある。柱

穴埋没土がＡｓ－Ｂ混土であることから、本遺構の時期は中

世と推定される。

第74図　１区Ｄ2面１３号掘立柱建物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ１　
１	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ロームブロックを含む。
２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
Ｐ３ 　
１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
Ｐ４　 
１	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ロームブロックを含む。
２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
Ｐ５　 
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色粘土ブロッ
クを５％含む。

Ｐ６　 
１	暗褐色土　軟質。粘質土。ローム粒を含む。
２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。
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１４号掘立柱建物（第75図、ＰＬ.32）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９０ ～ ９９6、Ｙ＝－４７３３５ ～ ３４1。

重複　２０号住居、６３・７８・７９・８３・８４号土坑、２１０・

３５１・３５３・３５５・３５６・４４７・４４９ ～ ４５１・４５４ ～ ４５６・

４５８号ピットと重複。新旧関係は不明。

平面形状　南北２間×東西２間。中央の南北柱列が東に

ずれる形状を呈し、変則的なプラン。

長軸方位　Ｎ－７７°－Ｅ。

規模　短軸２．１４ｍ(７尺)、長軸３．３５ｍ(１１尺１寸)。

面積　７．１７㎡(２．２坪)。

柱穴　９基が検出された。楕円形もしくは円形を呈し、

深さ0.1 ～ 0.4ｍのＵ字状の掘り込み。南北方向の中央

柱列は、掘り込みが浅く補助的な柱穴の可能性が高い。

柱間　南北方向の中央柱列がずれているため、柱間距離

に大きなばらつきがある。

所見　３号掘立柱建物の北側に近接し、３・４号掘立柱

建物との関連性が考えられる。柱穴埋没土がＡｓ－Ｂ混土で

あることから、本遺構の時期は中世と推定される。

第75図　１区Ｄ2面１４号掘立柱建物

第３章　確認された遺構と遺物

82

Ｐ２　
１	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
２	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　Ａｓ－Ｂ軽石、ローム粒を僅かに含む。
３	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまりあり。ロームブロックを含む。
４	黒色土(１０ＹＲ２／１)　　　軽石粒、黒色土ブロックを含む。
Ｐ４　 
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　砂質土。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　１層とローム粒の混土。
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１５号掘立柱建物（第76図、ＰＬ.32）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９７ ～ ４２００３、Ｙ＝－４７３１２ ～

３１6。

重複　５・９・１０・１１・１２号掘立柱建物、２号柵、

110・１５０・１５３・１５４・１７２・１７６ ～ １７９・２１６・２５６・

２５９・３３４・３４１・３４２・３４４・３６８・３７３・３８５・３８９号ピッ

トと重複。新旧関係は、切り合い関係がなく不明だが、

５号掘立柱建物より新しい可能性が柱穴同士の平面形状

から推測できる。

平面形状　東西２間×南北２間の南北に長軸を持つ掘立

柱建物で、北側に庇または柵（３号柵）を伴うと考えられ

る。

長軸方位　Ｎ－４°－Ｗ。

規模　短軸３．４９ｍ (１２尺５寸)、長軸４．１０ｍ(１３尺５寸)。

面積　１４．３１㎡(４．３坪)。

柱穴　８基が検出された。円形もしくは楕円形を呈し、

深さ0.2 ～ 0.4ｍの掘り込み。南北方向の中間柱穴Ｐ２・

Ｐ６は、掘り込みが浅く補助的な柱穴の可能性が高い。

柱間　短軸はおよそ１．８ｍ、長軸は２．３ｍ前後で、長軸方

向の柱間距離が長い。

所見　４号溝区画内に所在し、南北・東西方向ともに４

号溝の走行と矛盾せず、良好な位置関係にある。１３号掘

立柱建物および７・８号掘立柱建物のいずれかと併存し

た可能性が高い。本遺構の時期は中世と推定される。

第76図　１区Ｄ2面１５号掘立柱建物

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ１　１ 褐色土　　しまりあり。粘質土。焼土粒を多量に含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。　

Ｐ２　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を含む。
２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。

Ｐ３　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　軟質。明黄褐色粘土ブロックを５％含む。
Ｐ４　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒少量、ロームブロックを多量に

含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

Ｐ５　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を含む。
Ｐ６　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。

２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。
Ｐ７　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色土を３％含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。明黄褐色粘土ブロックを５％含む。
Ｐ８　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土粒、炭化物粒、ローム粒を含む。

２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土粒、ローム粒を少量含む。
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（３）柵　１区１～５面

１号柵（第77図、ＰＬ.32・33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９８８ ～ ９９１、Ｙ＝－４７３０８ ～

３２３。

重複　２８号住居、７３号土坑、８４・８５・３２１・３２３ ～ ３２５・

３２９・３６１号ピットと重複。本遺構が２８号住居より新しく、

３２３号ピットより古い。

平面形状　５間。

長軸方位　Ｎ－８０°－Ｅ。

規模　１４．９０ｍ。

柱穴　６基が確認された。円形もしくは楕円形を呈し、

深さ0.4 ～ 0.5ｍの断面Ｕ字状の掘り込み。

柱間　柱間距離は２．８８ ～３ｍ前後で、およそ１０尺。

所見　４号溝区画内に所在。４号溝の走行と矛盾せず、

良好な位置関係にある。本遺構の長軸方位は４号溝区画

内にある建物群の東西方向の方位とほぼ近似し、併存で

きるといえる。本遺構の時期は中世と推定される。

第77図　１区Ｄ2面１号柵

第３章　確認された遺構と遺物
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Ｐ１　１ 黒褐色土　しまりあり。白色軽石を２％含む。
２ 暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。

Ｐ２　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色粒１％含む。暗褐色土と混土。
２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軟質。ややしまりあり。
３ 黒褐色土(１０ＹＲ２／３)　しまりあり。白色粒１％含む。

Ｐ３ １ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を少量含む。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。

Ｐ４　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を多量に、ローム粒を含む。
２ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
３ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。

Ｐ５　１ 黒褐色土　しまりあり。白色粒を多量に含む。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。

Ｐ６　１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を含む。
２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
３ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を多量に含む。
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２号柵（第78図、ＰＬ.33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９６ ～ ９９８、Ｙ＝－４７３１２ ～

３１７。

重複　５・１０号掘立柱建物、１３６・１４６ ～ １４８・２１３・

２１４・２５５・２８９・２８９・３４５・３８８号ピットと重複。本遺構

が５・１０号掘立柱建物、１３６号ピットより新しく、１４７号

ピットより古い。

平面形状　３間。

長軸方位　Ｎ－７９°－Ｅ。

規模　５．４６ｍ。

柱穴　４基が確認された。平面形状は、円形もしくは楕

円形を呈し、深さ0.3 ～ 0.5ｍの断面Ｕ字状の掘り込み。

柱間　柱間距離は１．７１ ～ １．９９ｍで、６尺前後。

所見　４号溝区画内に所在。１号柵と平行し、４号溝の

走行と矛盾せず、良好な位置関係にある。７・８号掘立

柱建物および１１・１２号掘立柱建物のいずれかの一方と併

存することができ、７号掘立柱建物の主軸方位とほぼ同

一の主軸方位を持っている。柱穴埋没土がＡｓ－Ｂ混土であ

ることから、本遺構の時期は中世と推定される。

３号柵（第79図、ＰＬ.33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４２００２ ～ ００３、Ｙ＝－４７３１２ ～

３１６。

重複　１７２・１７３・１７６・１７９号ピットと重複。新旧関係は

不明。

平面形状　２間。

長軸方位　Ｎ－８８°－Ｅ。

規模　３．５３ｍ。

柱穴　３基が確認された。平面形状は、円形もしくは楕

円形を呈し、深さ0.2 ～ 0.5ｍの断面Ｕ字状の掘り込み。

Ｐ１は浅く安定感がない。

柱間　柱間距離は１．８ｍ前後である。

所見　４号溝区画内に所在し、１５号掘立柱建物に付随す

る柵または庇と考えられる。本遺構の時期は中世と推定

される。

第79図　１区Ｄ2面３号柵

第78図　１区Ｄ2面２号柵

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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Ｐ１　１　暗褐色土　ややしまりあり。白色粒、ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを少量
含む。

Ｐ２　１　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少
量含む。

２　黒褐色土　粘質土。ロームブロックを含む。
Ｐ３ １　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

２　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
Ｐ４　１　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

２　茶褐色土　しまりあり。粘質土。黒色土を含む。

Ｐ１　１　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を含む。
２　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。

Ｐ２　１　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
２　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
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４号柵（第80図、ＰＬ.33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９３・９９４、Ｙ＝－４７３１３ ～

３２０。

重複　７・８号掘立柱建物、９２・３７９号ピットと重複。

新旧関係は不明。

平面形状　３間。

長軸方位　Ｎ－８７°－Ｅ。

規模　３．５３ｍ。

柱穴　４基が確認された。平面形状は、円形を呈し、深

さ0.5ｍ以上を計る。

柱間　柱間距離は２．０ ～ ２．３ｍ前後である。

所見　４号溝区画内に所在し、４号溝との位置関係に問

題はない。１５号掘立柱建物の東西方向の軸に平行し、１０

号掘立柱建物とともに関連性が考えられる。本遺構の時

期は中世と推定される。

５号柵（第81図、ＰＬ.33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９６ ～ ４２００１、Ｙ＝－４７３１７・

３１８。

重複　１０号掘立柱建物、１４３・２２０・２６５・３６４号ピットと

重複する。

平面形状　３間。

長軸方位　Ｎ－６°－Ｗ。

規模　５．３４ｍ。

柱穴　４基が確認された。平面形状は円形を呈し、深さ

0.2 ～ 0.3ｍのＵ字状の掘り込みを持つ。

柱間　柱間距離は１．６ ～ ２．０ｍとばらつきがある。

所見　４号溝区画内に所在し、５・９・１１・１２・１５号掘

立柱建物の南北方向の軸にほぼ並行する。位置関係から、

１１・１５号掘立柱建物との関連性が考えられる。本遺構の

時期は中世と推定される。

第81図　１区Ｄ2面５号柵

第80図　１区Ｄ2面４号柵
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Ｐ１　１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあ
り。白色粒１％含む。灰黄褐
色土を２０％含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軟質。や
やしまりあり。

Ｐ２　１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあ
り。白色粒１％、黄褐色粘土
ブロック、灰黄褐色土と混土。

２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軟質。や
やしまりあり。白色粒１％含
む。

Ｐ３　１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあ
り。白色粒１％、明黄褐色粘
土ブロックを５％含む。

２	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあ
り。明黄褐色粘土ブロックを
１０％含む。

Ｐ４　１	暗褐色土　しまりあり。粘質
土。焼土、灰を含む。

２	茶褐色土　しまりあり。粘質
土。

Ｐ１　 
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色土５％、明
赤褐色土粒を僅かに含む。

Ｐ２　 
１	暗灰黄色土(２．５Ｙ４／２)　しまりあり。明黄褐色粘土ブロックを１０％、
黒褐色土粘土ブロックを５％含む。

２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。明黄褐色粘土ブロックを５％含む。
Ｐ４　 
１	茶褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を少量含む。
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。茶褐色粘土ブロックを含む。
３	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
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６号柵（第82図、ＰＬ.32・33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９３ ～ ４２０００、Ｙ＝－４７３２４・

３２５。

重複　３６０・４６９・４７３・４７６・４７３号ピットと重複する。

いずれも新旧関係は不明。７号柵とは、その位置関係か

ら、並存する可能性は少ない。

平面形状　３間。

長軸方位　Ｎ－４°－Ｗ。

規模　６．２６ｍ。

柱穴　４基が確認された。平面形状は、楕円もしくは円

形を呈し、深さ0.22 ～ 0.36ｍの断面Ｕ字状の掘り込み

を持つ。

柱間　柱間距離は１．８ ～ ２．２ｍとばらつきがある。

所見　４号溝区画内の南西隅に所在し、本遺構の主軸は

４号溝の南北方向とほぼ一致する。直接的に関連する建

物はなく、１０・１１・１５号掘立柱建物の主軸方位と近似し、

関連性が考えられる。本遺構の時期は中世と推定される。

７号柵（第83図、ＰＬ.33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９８９ ～ ４２０００、Ｙ＝－４７３２４・

３２５。

重複　１９８・１９９・２００・２０６・３５８・４６９号ピットと重複。

新旧関係は不明。８号柵とは、その位置関係から、並存

する可能性は少ない。

平面形状　２間。

長軸方位　Ｎ－４°－Ｅ。

規模　５．４３ｍ。

柱穴　３基が確認された。平面形状は円形もしくは楕円

形を呈し、深さ0.2 ～ 0.5ｍとばらつきがある。

柱間　柱間距離は２．７ｍ前後である。

所見　４号溝区画内に所在し、４号溝の主軸方向とやや

ずれがあるが、４号溝との関連性は認められる。直接的

に関連する建物はなく、４号溝区画内のどの建物とも、

主軸方位に若干のずれが認められる。本遺構の時期は中

世と推定される。

第83図　１区Ｄ2面７号柵

第82図　１区Ｄ2面６号柵
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Ｐ２　１	黒褐色土　しまりあり。白色
軽石を２％含む。

２	暗褐色土　褐色粘土ブロック
を少量含む。

３	暗褐色土　しまりあり。
Ｐ３　１	黒褐色土　しまりあり。白色

軽石を２％含む。
２	黒褐色土　しまりあり。粘質
土。暗褐色粘土ブロックを含
む。

３	暗褐色土　褐色粘土ブロック
を少量含む。

４	暗褐色土　しまりあり。
Ｐ４　１	暗褐色土　褐色粘土ブロック

を少量含む。
２	暗褐色土　粘質土。褐色粘土
ブロック、砂塊を含む。

３	暗褐色土　しまりあり。

Ｐ３　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色粘土ブロックを含む。
２	暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。
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８号柵（第84図、ＰＬ.33）

位置　１区Ｄ２面、Ｘ＝４１９９３ ～ ９９６、Ｙ＝－４７３０１。

重複　７８・３１２号ピットと重複。新旧関係は不明。

平面形状　２間。

長軸方位　Ｎ－４°－Ｗ。

規模　３．２ｍ。

柱穴　３基が確認された。平面形状は、円形または楕円

形を呈し、深さは0.1 ～ 0.15ｍと浅い。

柱間　柱間距離は１．６ｍ前後でばらつきがある。

所見　４号溝区画内に所在し、１３号掘立柱建物の東側に

あり、その位置関係から、１３号掘立柱建物の関連遺構と

考えられる。４号溝の主軸方向とややずれがあるが、４

号溝との関連性は認められる。本遺構の時期は中世と推

定される。

第4表　掘立柱建物計測一覧表

第84図　１区Ｄ2面８号柵
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１号掘立柱建物(位置　Ｘ＝４１９００ ～ ９０５　Ｙ＝－４７２９２ ～ ２９７)
建物全体規模 ２間×２間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－４５°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱穴の間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　３．８０ Ｐ１ ０．４８ ０．３２  ０．２４、０．１３ 楕円形 １．９０ ６．２７ ５０８
Ｐ２ ０．４９ ０．３４ ０．２９、０．１２ 楕円形 １．９０ ６．２７ ５０９

南辺　　３．５７ Ｐ３ ０．５１ ０．３０ ０．２９、０．１７ 楕円形 １．８２  ６．００ ５１０
Ｐ４ ０．４１ ０．３１ ０．２７、０．１９ 楕円形 １．７５  ５．７７ ５１１

西辺　　３．８９ Ｐ５ ０．３４ ０．２６ ０．２０、０．０８ 楕円形 １．９２  ６．３４ ５１２
Ｐ６ ０．３２  ０．３０ ０．２７ 円形 １．９７ ６．５０ ５１３

北辺　　３．５２ Ｐ７ ０．３８ ０．３１ ０．３２、０．２１ 楕円形 １．７２  ５．６８ ５１４
Ｐ８ ０．３８ ０．３６ ０．３９、０．２０ 楕円形 １．８０ ５．９４ ５１５
Ｐ４－８ ４．３７ １４．４２ 

２号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１８８４ ～ ８８８　Ｙ＝－４７２４８ ～ ２５３）　
建物全体規模 １間×２間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－３°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱穴の間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺) 

東辺　　３．９７ Ｐ１ ０．４７ ０．４４ ０．５４、０．５０ 円形 １．９５  ６．４４ １８７ ２段底状。
Ｐ２ ０．３６ ０．３５  ０．７６ 方形 ２．０２  ６．６７ １８８

南辺　　３．６５ Ｐ３ ０．４４ ０．３０ ０．６６ 楕円形 ３．６５  １２．０５  １８９
西辺　　３．９８ Ｐ４ ０．３５  ０．２６ ０．５３ 楕円形 ２．０６ ６．８０ １８４

Ｐ５ ０．４４ ０．３０ ０．５９、０．４８ 楕円形 １．９２  ６．３４ １８５ ２段底状。
北辺　　３．７５ Ｐ６ ０．４０ ０．２７ ０．６７、０．４６ 楕円形 ３．７５  １２．３８ １８６ ２段底状。

Ｐ２－５ ３．８５  １２．７１ 

３号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９７６ ～ ９８６　Ｙ＝－４７３３３ ～ ３３９）　
建物全体規模 ２間×３間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－３°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱穴の間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　７．７７ Ｐ１ ０．３６ ０．３１ ０．１３ 円形 ２．５５  ８．４２  ４９５
Ｐ２ ０．５１ ０．２７ ０．３３ 楕円形 ２．７７ ９．１４ ２７２
Ｐ３ ０．３０ ０．３０ ０．２８ 円形 ２．４５  ８．０９ ２４６

Ｐ１　１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒２％、灰黄褐色土粒を
５％含む。

２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　１層に黄褐色粘土ブロックを１０％含む。
Ｐ２　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。白色粒１％、灰黄褐色土粒を

３％含む。
Ｐ３　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。

２	茶褐色土　ややしまりあり。非常に粘質土。
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南辺　　３．７２ Ｐ４ ０．３６ ０．２８ ０．５０ 楕円形 １．９０ ６．２７ ２３３
Ｐ５ ０．３２  ０．２９ ０．４５  円形 １．８２  ６．００ ２６８

西辺　　７．８０ Ｐ６ ０．５６ ０．４７ ０．４８、０．２５ 楕円形 ２．５０ ８．２５  ２４３ ２段底状。
Ｐ７ ０．３９ ０．３５  ０．４６ 円形 ２．７８ ９．１７ ２４４
Ｐ８ ０．３２  ０．２８ ０．２９ 円形 ２．５２  ８．３１ ２４５

北辺　　４．１８ Ｐ９ ０．２９ ０．２６ ０．０９ 円形 １．９３ ６．３７ ４９６ １０４土坑内。
Ｐ１０ ０．３５  ０．３３ ０．２２  円形 ２．２５  ７．４２  ４９７

東辺　　８．８９ Ｐ１１ ０．３５  ０．３５  ０．２２  円形 ３．２６ １０．７６ ４９８
Ｐ１２ ０．２３ ０．２０ ０．２７ 円形 ２．６３ ８．６８ ２７３
Ｐ１３ ０．４３ ０．３３ ０．２９ 楕円形 ２．９８ ９．８３ ２７１

南辺　　４．９６ Ｐ１４ ０．３５  ０．３４ ０．２４ 円形 ２．４０ ７．９２  ２３２
Ｐ１５ ０．３６ ０．３２  ０．４１ 円形 ２．５６ ８．４５  ２３４

西辺　　８．９４ Ｐ１６ ０．３４ ０．３０ ０．３７ 円形 ３．１２  １０．３０ ４９９
Ｐ１７ ０．３４ ０．３０ ０．３７ 円形 ２．７６ ９．１０ ２６９
Ｐ１８ ０．３０ ０．２７ ０．４１ 円形 ３．０６ １０．１０ ２７０

北辺　　５．１３ Ｐ１９ ０．３２  ０．２５  ０．２５  円形 ２．４８ ８．１８ ５００ １０４土坑内。
Ｐ２０ ０．２７ ０．２５  ０．２５  円形 ２．６５  ８．７４ ４８８ １１３土坑内。

４号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９７１ ～ ９７５　Ｙ＝－４７３３１ ～ ３３５）
建物全体規模 ２間×２間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－１°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　４．５１ Ｐ１ ０．３１ ０．２９ ０．３６ 円形 ２．１２  ７．００ ２４２
Ｐ２ ０．３３ ０．３１ ０．１７ 円形 ２．３９ ７．８８ ４９２

南辺　　３．４３ Ｐ３ ０．４５  ０．２０ ０．１７ 不整形 １．７２  ５．６７ ２３７
Ｐ４ ０．２９ ０．２４ ０．４２  円形 １．７１ ５．６４ ４９３

西辺　　４．４３ Ｐ５ ０．３５  ０．２８ ０．４９、０．３１ 円形 ２．３７ ７．８２  ２２６ ２段底状。
Ｐ６ ０．４５  ０．２９ ０．３９、０．３３ 楕円形 ２．０６ ６．８０ ２２７ ２段底状。

北辺　　３．４３ Ｐ７ ０．５３ ０．４１ ０．４７ 楕円形 ３．４３ １１．３２  ４９４

５号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９５ ～ ４２００２　Ｙ＝－４７３０９ ～ ３１４）
建物全体規模 ２間×３間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－９°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　６．０７ Ｐ１ ０．３１ ０．２８ ０．３５  １．７０ １３．１０ ２５８
Ｐ２ ０．４０ ０．３６ ０．５０ ２．１２  ８．６４ １６３
Ｐ３ ０．２６ ０．２６ ０．２０ ２．２５  ９．３４ １６１

南辺　　４．０９ Ｐ４ ０．２６ ０．２２  ０．２５  ２．０６ ９．６３ ３１０
Ｐ５ ０．２７ ０．２５  ０．３２  ２．０３ １３．２６ ９７

西辺　　６．３７ Ｐ６ ０．４３ ０．２７ ０．３４ ２．００ １０．５６ ３７４
Ｐ７ ０．３７ ０．３１ ０．５３ ２．５２  １０．２３ １４７ ２５５Ｐと重複。
Ｐ８ ０．４８ ０．４０ ０．４５  １．８５  ７．６５  １５２

北辺　　４．００ Ｐ９ ０．３６ ０．２８ ０．３３ １．７５  ５．６１ １６９
Ｐ１０ ０．３２  ０．２３ ０．３８ ２．２５  ７．９８ １７４ １７５Ｐと重複。

南北中央６．２５ Ｐ１１ ０．４１ ０．２９ ０．３４ ２．６３ ８．６８ １６５ １６６Ｐと重複。
Ｐ１２ ０．３０ ０．２９ ０．３３ ２．１０ ６．９３ ３４５ ２７５Ｐと重複。
Ｐ１０‐１１ １．５２  ５．０１ 

６号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９７８ ～ ９８３　Ｙ＝－４７３２０ ～ ３２４）
建物全体規模 ２間×３間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－９°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　４．２６ Ｐ１ ０．１９ ０．１７ ０．１２  円形 ２．３４ ７．７２  ５０１
Ｐ２ ０．２３ ０．２１ ０．３５  円形 ２．４２  ７．９８ ５０２

南辺　　３．３２ Ｐ３ ０．２２  ０．２２  ０．２０ 円形 １．７６ ５．８０ ５０３
Ｐ４ ０．３２  ０．２４ ０．１７ 楕円形 １．５６ ５．１４ ５０４

西辺　　４．７１ Ｐ５ ０．２２  ０．１５  ０．１１ 楕円形 ２．３３ ７．６９ ５０５
Ｐ６ ０．３８ ０．２４ ０．１６ 楕円形 ２．３８ ７．８５  ５０６

北辺　　３．２５ Ｐ７ ０．２６ ０．２４ ０．２０ 円形 ３．２５  １０．７２  ５０７
南北中央２．９５ Ｐ８ ０．２５  ０．２２  ０．１７ 円形 ２．９５  ９．７３ ４０４
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７号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９８９ ～ ９９５　Ｙ＝－４７３１４ ～ ３２３）
建物全体規模 ２間×３間 棟方向 東西棟
主軸方向 Ｎ－７７°－Ｅ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　３．９７ Ｐ１ ０．４０ ０．３６ ０．２８ 円形 ３．９７ １３．１０ ３９２
南辺　　８．３７ Ｐ２ ０．４０ ０．３５  ０．８８ 円形 ２．６２  ８．６４ ８８

Ｐ３ ０．４８ ０．４６ ０．３９、０．３２ 円形 ２．８３ ９．３４ １０３ ２段底状。
Ｐ４ ０．５３ ０．４５  ０．４４、０．２７ 円形 ２．９２  ９．６３ １２３ ２段底状。

西辺　　４．０２ Ｐ５ ０．６５  ０．５５  ０．４６ 楕円形 ４．０２  １３．２６ １９３
北辺　　８．６１ Ｐ６ ０．４６ ０．３９ ０．４６ 楕円形 ３．２０ １０．５６ ４６７

Ｐ７ ０．４６ ０．３２  ０．５４、０．３７ 楕円形 ３．１０ １０．２３ １２５ ２段底状。
Ｐ８ ０．４３ ０．４０ ０．３６ 円形 ２．３２  ７．６５  １４２ 中位に平石。
Ｐ９ ０．２０ ０．１９ ０．５５  円形 ３３６
Ｐ１０ ０．４６ ０．３８ ０．４０、０．２４ 楕円形 １９６ ２段底状。
Ｐ１１ ０．２４ ０．２１ ０．２２  円形 １０１
Ｐ１２ ０．３３ ０．３０ ０．４１ 円形 １０５
Ｐ１３ ０．３０ ０．２５  ０．５７ 楕円形 ２９８
Ｐ１４ ０．２５  ０．２５  ０．３７ 円形 ３６３

東西中央９．４４ Ｐ９－１０
Ｐ９－１１ １．７０ ５．６１ 
Ｐ１１－１２ ２．４２  ７．９８ 
Ｐ１２－１３ １．７０ ５．６１ 
Ｐ１３－１４ ２．２５  ７．４２ 
Ｐ１４－１０ １．３７ ４．５２ 

８号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９８９ ～ ９９５　Ｙ＝－４７３１５ ～ ３２４）
建物全体規模 ２間×３間 棟方向 東西棟
主軸方向 Ｎ－７３°－Ｅ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　４．１５ Ｐ１ ０．３５  ０．２８ ０．１６ 楕円形 ２．１２  ７．００ １１８
Ｐ２ ０．４３ ０．３５  ０．４５、０．２８ 楕円形 ２．０３ ６．７０ ３０４ ２段底状。

南辺　　８．７４ Ｐ３ ０．３３ ０．２９ ０．５３ 円形 ２．９５  ９．７３ ９０
Ｐ４ ０．３９ ０．３４ ０．３１ 円形 ２．８７ ９．４７ １０４
Ｐ５ ０．３１ ０．２５  ０．２８ 円形 ２．９２  ９．６３ ２９７

西辺　　４．２８ Ｐ６ ０．５３ ０．４８ ０．２８、０．２２ 楕円形 ２．０４ ６．７３ １９５ ２段底状。
Ｐ７ ０．３５  ０．３２  ０．４０ 円形 ２．２４ ７．３９ １９７

北辺　　８．７１ Ｐ８ ０．４４ ０．３９ ０．４８、０．４２ 楕円形 ２．７９ ９．２０ ３５８ ２段底状。
Ｐ９ ０．４２  ０．３１ ０．２４ 楕円形 ３．０２  ９．９６ ３７１
Ｐ１０ ０．３６ ０．３０ ０．３４ 楕円形 ２．９０ ９．５７ ２６７

９号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９3 ～ ９９９　Ｙ＝－４７３０９ ～ ３１４）
建物全体規模 ２間×３間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－１３°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　５．１１ Ｐ１ ０．２９ ０．２６ ０．１１ 円形 １．６５  ５．４４ ３７６
Ｐ２ ０．３７ ０．２８ ０．３８ 楕円形 １．７５  ５．７７ ２８８ トレンチ内。
Ｐ３ ０．３０ ０．２９ ０．２３ 円形 １．７１ ５．６４ ７０

南辺　　３．６３ Ｐ４ ０．２８ ０．２６ ０．４４ 円形 １．７５  ５．７７ ６４
Ｐ５ ０．２５  ０．２４ ０．３８ 円形 １．８８ ６．２０ ２５１

西辺　　５．２４ Ｐ６ ０．４４ ０．３９ ０．４７ 円形 １．７４ ５．７４ ２５３
Ｐ７ ０．３２  ０．２８ ０．２５  楕円形 １．５７ ５．１８ ９６
Ｐ８ ０．２８ ０．２５  ０．４９ 円形 １．９３ ６．３７ １３８ トレンチ内。

北辺　　３．５８ Ｐ９ ０．３０ ０．２５  ０．３４ 楕円形 １．８０ ５．９４ １４９
Ｐ１０ ０．２８ ０．２６ ０．２６ 円形 １．７８ ５．８７ ３７２
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１０号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９５ ～ ９９９　Ｙ＝－４７３１５ ～ ３１８）
建物全体規模 １間×２間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－９°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　３．４７ Ｐ１ ０．３８ ０．２７ ０．３７ 楕円形 １．７９ ５．０９ １５６
Ｐ２ ０．３４ ０．２２  ０．４４ 楕円形 １．６８ ５．５４ ２１３ １４５Ｐと重複。

南辺　　２．３３ Ｐ３ ０．３７ ０．３３ ０．５９ 楕円形 ２．３３ ７．６９ １１９
西辺　　３．２６ Ｐ４ ０．３８ ０．３１ ０．５７、０．３２ 楕円形 １．６３ ５．３７ ３６９ ２段底状。

Ｐ５ ０．３７ ０．３６ ０．５０ 円形 １．６３ ５．３７ ２２０
北辺　　２．２２ Ｐ６ ０．３０ ０．２５  ０．３２  楕円形 ２．２２  ７．３２  ２６５

１１号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９９ ～ ４２００１　Ｙ＝－４７３１２ ～ ３１７）
建物全体規模 １間×３間 棟方向 東西棟
主軸方向 Ｎ－８６°－Ｅ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　２．２４ Ｐ１ ０．１６ ０．１５  ０．１７ 円形 ２．２４ ７．３９ ３８０
南辺　　４．１０ Ｐ２ ０．３６ ０．３５  ０．５０ 円形 １．３０ ４．２９ ２７６

Ｐ３ ０．３０ ０．２６ ０．２９ 楕円形 １．５２  ５．０１ １１０
Ｐ４ ０．３９ ０．３５  ０．３０ 楕円形 １．２８ ４．２２  ３８９

西辺　　２．１５ Ｐ５ ０．２５  ０．２２  ０．３１ 円形 ２．１５  ７．０９ １５７
北辺　　４．０６ Ｐ６ ０．３０ ０．２５  ０．２８ 楕円形 １．３０ ４．２９ ２６０

Ｐ７ ０．４１ ０．２６ ０．３６ 楕円形 １．３０ ４．２９ ２１５
Ｐ８ ０．３３ ０．３０ ０．５０ 円形 １．４６ ４．８１ ３４３

１２号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９９ ～ ４２００1　Ｙ＝－４７３１0 ～ ３１4）
建物全体規模 １間×２間 棟方向 東西棟
主軸方向 Ｎ－７７°－Ｅ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　２．１４ Ｐ１ ０．３９ ０．３８ ０．２９ 円形 ２．１４ ７．０６ ２５７
南辺　　３．３５ Ｐ２ ０．３４ ０．２６ ０．４２  楕円形 １．５８ ５．２１ ２１７

Ｐ３ ０．３０ ０．２５  ０．４０ 楕円形 １．７７ ５．８４ １６０
西辺　　２．１０ Ｐ４ ０．２２  ０．２１ ０．３２  円形 ２．１０ ６．９３ １５１
北辺　　３．４４ Ｐ５ ０．３７ ０．３６ ０．３２  円形 １．７３ ５．７１ １６８

Ｐ６ ０．２２  ０．２０ ０．２３ 円形 １．７１ ５．６４ １６７

１３号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９２ ～ ９９５　Ｙ＝－４７３０４ ～ ３０７）
建物全体規模 １間×２間 棟方向 東西棟
主軸方向 Ｎ－８４°－Ｅ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　１．７５ Ｐ１ ０．２３ ０．２０ ０．２１ 円形 １．７２  ５．６７ ７９
南辺　　３．１０ Ｐ２ ０．４２  ０．３３ ０．０９ 楕円形 ３．１３ １０．３３ １１４
西辺　　１．６０ Ｐ３ ０．２３ ０．１８ ０．２２  楕円形 １．６５  ５．４４ ６３
北辺　　３．０７ Ｐ４ ０．２８ ０．２６ ０．３３ 円形 ３．０７ １０．１３ ７４
南張出　 ２．４６　 Ｐ５ ０．２４ ０．１６ ０．１１ 楕円形 ２８４

Ｐ６ ０．２６ ０．２０ ０．３０ 楕円形 １０６
Ｐ５－６ ２．４７ ８．１５ 

１４号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９０ ～ ９９６　Ｙ＝－４７３３５ ～ ３４１）
建物全体規模 ２間×２間 棟方向 東西棟
主軸方向 Ｎ－７７°－Ｅ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　４．９２ Ｐ１ ０．３７ ０．３１ ０．３９ 楕円形 ２．８５  ９．４０ ４５２
Ｐ２ ０．５１ ０．３２  ０．３９ 楕円形 ２．０７ ６．８３ ３５４

南辺　　５．３２ Ｐ３ ０．４９ ０．３７ ０．２０ 楕円形 ２．０１ ６．６３ ４４８
Ｐ４ ０．５５  ０．４９ ０．１１ 楕円形 ３．３１ １０．９２  ２１１ ２０住と重複。

西辺　　４．７９ Ｐ５ ０．３８ ０．３１ ０．３０ 楕円形 ２．４２  ７．９８ ４９０ ２０住居内。
Ｐ６ ０．３８ ０．３５  ０．３５  円形 ２．３７ ７．８２  ４９１ ２０住居内。

北辺　　５．３４ Ｐ７ ０．３３ ０．２８ ０．２０ 円形 ２．９１ ９．６０ ４５７
Ｐ８ ０．５５  ０．４６ ０．１２  楕円形 ４５３
Ｐ９ ０．３４ ０．３１ ０．２０ 円形 ４８９ ２０住居内。

南北中央４．８５ Ｐ８－９ ２．８４ ９．３７ 
Ｐ９－４ ２．０１ ６．６３ 
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１号柵
主軸方向 Ｎ－８０°－Ｅ 位置 Ｘ＝４１９８８ ～ ９９１ Ｙ＝－４７３０８ ～ ３２３

柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

１４．９０ Ｐ１ ０．３５  ０．３２  ０．５４ 円形 ２．９０ ９．５７ １９２
Ｐ２ ０．３７ ０．３２  ０．４１ 楕円形 ２．８８ ９．５０ ２９４
Ｐ３ ０．３７ ０．３４ ０．４７ 円形 ３．０５  １０．０６ ３２２
Ｐ４ ０．３７ ０．３２  ０．４７ 楕円形 ２．８４ ９．３７ １１３
Ｐ５ ０．３３ ０．３０ ０．３９ 円形 ３．２３ １０．６６ ８３
Ｐ６ ０．２８ ０．２５  ０．３９ 円形 ５８

２号柵
主軸方向 Ｎ－７９°－Ｅ 位置 Ｘ＝４１９９６ ～ ９９８ Ｙ＝－４７３１２ ～ ３１７
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

５．４６ Ｐ１ ０．３３ ０．２７ ０．２８ 楕円形 １．７６ ５．８０ １３７
Ｐ２ ０．４３ ０．４２  ０．３５  円形 １．７１ ５．６４ １４５
Ｐ３ ０．３５  ０．２９ ０．４６ 楕円形 １．９９ ６．５６ ２５５
Ｐ４ ０．２５  ０．２５  ０．２８ 円形 ２７５

３号柵
主軸方向 Ｎ－８８°－Ｅ 位置 Ｘ＝４２００２ ～ ００３ Ｙ＝－４７３１２ ～ ３１６
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

３．５３ Ｐ１ ０．２０ ０．１７ ０．１１ 円形 １．８４ ６．０７ ２７７
Ｐ２ ０．３２  ０．２７ ０．４４ 楕円形 １．６９ ５．５７ １７１
Ｐ３ ０．３０ ０．２８ ０．５２  円形 ３２６

４号柵
主軸方向 Ｎ－８７°－Ｅ 位置 Ｘ＝４１９９３・９９４ Ｙ＝－４７３１３ ～ ３２０
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

６．２２ Ｐ１ ０．３０ ０．２６ ０．５５  円形 ２．００ ６．６０ ２９９
Ｐ２ ０．２５  ０．２５  ０．５７ 円形 ２．２７ ７．４９ ３００
Ｐ３ ０．３５  ０．２８ ０．５２  楕円形 １．９５  ６．４３ ３７８

Ｐ４ ０．３３ ０．３０ 
０．７４、
０．５０

円形 ９３

５号柵
主軸方向 Ｎ－５°－Ｗ 位置 Ｘ＝４１９９６ ～ ４２００１ Ｙ＝－４７３１７・３１８
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

５．３４ Ｐ１ ０．２８ ０．２６ ０．１７ 円形 １．６２  ５．３４ ３６５
Ｐ２ ０．２７ ０．２３ ０．３０ 円形 １．７２  ５．６７ ３９５
Ｐ３ ０．２６ ０．２４ ０．３４ 円形 ２．００ ６．６０ ３３０
Ｐ４ ０．３２  ０．３０ ０．２９ 円形 １３５

 

６号柵
主軸方向 Ｎ－４°－Ｗ 位置 Ｘ＝４１９９３ ～ ４２０００ Ｙ＝－４７３２４・３２５
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

６．２６ Ｐ１ ０．３８ ０．３４ ０．２２  円形 ２．１９ ７．２２  ２０３
Ｐ２ ０．４１ ０．３１ ０．２６ 楕円形 １．８４ ６．０７ ２０２
Ｐ３ ０．５２  ０．４９ ０．２４ 円形 ２．２３ ７．３５  ２０１
Ｐ４ ０．３９ ０．３３ ０．３６ 楕円形 ２００

７号柵
主軸方向 Ｎ－４°－Ｅ 位置 Ｘ＝４１９８９ ～ ９９５ Ｙ＝－４７３２４・３２５
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

５．４３ Ｐ１ ０．３９ ０．３０ ０．２１ 楕円形 ２．７６ ９．１０ ４７８
Ｐ２ ０．３６ ０．３３ ０．５４ 円形 ２．６７ ８．８１ ４６６
Ｐ３ ０．４５  ０．４０ ０．３４ 円形 ３９７

８号柵
主軸方向 Ｎ－４°－Ｗ 位置 Ｘ＝４１９９３ ～ ９９６ Ｙ＝－４７３０１
柵列の
規模(ｍ)

柱穴
№

規模(ｍ)
形状

次柱間の
間隔(ｍ)

ピット
番号長径 短径 深さ (尺)

３．２ Ｐ１ ０．３０ ０．２１ ０．１１ 楕円形 １．７０ ５．６１ ２８１
Ｐ２ ０．２６ ０．２３ ０．１５  円形 １．５０ ４．９５  ２８３
Ｐ３ ０．２５  ０．２３ ０．１１ 円形 ７６

１５号掘立柱建物（位置　Ｘ＝４１９９７ ～ ４２００３　Ｙ＝－４７３１２ ～ ３１６）
建物全体規模 ２間×２間 棟方向 南北棟
主軸方向 Ｎ－４°－Ｗ 施設 なし

桁・梁行の規模(ｍ) 柱穴№
規模(ｍ)

形状
次柱との間隔
(ｍ)

ピット番号 摘要
長径 短径 深さ (尺)

東辺　　４．１０ Ｐ１ ０．２６ ０．２０ ０．３６ 楕円形 １．７９ ５．９０ １７５ ５掘立－Ｐ１０と重複。
Ｐ２ ０．１７ ０．１５  ０．１５  円形 ２．３１ ７．６２  １６4

南辺　　３．４９ Ｐ３ ０．２０ ０．１８ ０．２１ 円形 １．７２  ５．６７ ２８９
Ｐ４ ０．３２  ０．３１ ０．３３ 円形 １．７７ ５．８４ １４８

西辺　　４．２５ Ｐ５ ０．２９ ０．２７ ０．２０ 円形 ２．０１ ６．６３ １４４
Ｐ６ ０．３８ ０．２９ ０．２９ 楕円形 ２．２４ ７．３９ １５５

北辺　　３．４０ Ｐ７ ０．３８ ０．３５  ０．２５  円形 １．７６ ５．８０ ３９４
Ｐ８ ０．４９ ０．２９ ０．４４ 楕円形 １．６４ ５．４１ １７０
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撹乱

　総数５１５基のピットが検出された。そのうち、掘立柱

建物および柵の柱穴として、169基があてられ、欠番7基。

また400・401号ピットの２基は製鉄関連遺構として報告

（第118図、PL.38）。ピットとしては、３３7基をここで報

告したい。これは、検出されたピットの６６％にあたる。

　調査１区・２区・３区のうち、１区からの検出総数が

全体の約９６％を占め、４９０基と最も多い。２区約４％で

１８基、３区はわずかに１基で１％に満たない。検出量の

濃淡は、土坑でもそのような傾向があるように、地形的

特質やそこから派生する土地利用のあり様に起因するも

のと考えられ、必然的な結果と言えよう（第85図）。

　ピットは、地面に人為的に穿たれたものであり、極め

て目的的な人の営為である。しかしながら、ここで報告

する多くのピットは、柱穴として建物や構造物への平面

的理解がなされない結果としての遺構である。むろん、

単体・単独の遺構として成立しないわけではないが、検

出されたピットの持つ情報量の乏しさも相まって、建物

や構造物として成立させることができないことは残念で

ある。建物等の構造物としてピットが取り上げられるの

は、全検出量の３４％に過ぎない。

　ここでは、そうした理解のもとに、将来的に再吟味で

きるよう調査時に得られた詳細を、各区・各面ごとに報

告するものとする。なお、計測値等の数量データは、第

6表を参照されたい。

１区

　先述したように、検出されたピットが多い１区では、

その分布に一定の傾向が認められる。ピットは、掘立柱

建物周辺からの検出が圧倒的に多いが、１区Ａ～Ｅの地

点ごとに分割して報告する。

Ａ　総計９基のピットが確認された。３号土坑北に３基

（１１ ～ １３号ピット）、１号住居周辺に６基（１４ ～ １９号ピッ

ト）が認められた。それぞれ、近接する遺構との関連性

を否定できるものはない。

Ｂ　総計9基（１～９号ピット）が確認された。１号掘立

柱建物内１基とその北側から北西に帯状に連なる７基、

２号住居と重複する１基からなる。１号掘立柱建物内の

５号ピットは、関連遺構の可能性が高い。

Ｃ　総計３１基のピットが確認された。５号溝周辺からの

検出で、５号溝南東部からは１１基、北西部からは２０基が 第86図　１区ピット位置図
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1　暗褐色土　軟質。粘質土。
ローム粒を含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。白色軽石、ローム粒
を含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を含む。

3　黄褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム主体。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質
土。ローム粒を少量含む。

2　暗褐色土　軟質。粘質土。ロー
ム粒を多量に含む。

1　暗褐色土　軟質。粘質
土。ローム粒を含む。

1　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を少量含む。

2　暗褐色土　軟質。粘質土。
ローム粒を多量に含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
白色軽石、ローム粒を含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を含む。

1 黒褐色土　軟質。粘質土。
ローム粒を少量含む。

1　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を含
む。
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1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ロームブロック・ローム粒を
多量に含む。

6号ピット　
1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー

ムブロック・ローム粒を多量に含む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。
粘質土。ロームブロック・
ローム粒を多量に含む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。
粘質土。ロームブロック・
ローム粒を多量に含む。

7号ピット
1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー

ムブロック・ローム粒を多量に含む。
2 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー

ム主体。

1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ロームブロック・ローム粒を
多量に含む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を多量に含
む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を多量に
含む。

2 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ローム主体。

1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を多量に含
む。
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1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロック・
ローム粒を含む。

2 茶褐色土　しまりあり。
粘質土。1層よりローム
多く含む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。
ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
白色軽石、ローム粒を含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ロームブロックを多量に含む。

3 茶褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム主体。

1 暗褐色土　ややしまりあり。
ローム粒を含む。

2 暗褐色土　ややしまりあり。
粘質土。ロームブロック・ロー
ム粒を多量に含む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。
粘質土。Ａｓ-B軽石を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を少量含む。

1 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を含む。

1 暗褐色土　軟質。粘質土。
ロームブロック・ローム
粒を含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石多く、ローム粒を少量含む。

2 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を少量含む。

3 黒色土　　ややしまりあり。粘質土。ロー
ムブロック僅かに含む。　　

4 暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。
白色軽石、ローム粒を少量含む。

5 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームと混土。

6 黄褐色土　軟質。ローム主体。

1 黒褐色土　しまりあり。
粘質土。白色軽石を含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘質
土。ロームブロック・ローム
粒を含む。

3 黄褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム主体。
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1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石多量に、ロームブロック・ローム粒を含む。
2 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを少量含む。
3 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色軽石、ロー
ム粒、焼土粒を少量含
む。

1 暗褐色土　しまりあ
り。粘質土。ローム
ブロック・ローム粒
を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

３８ ～ ４１号ピット
1 暗褐色土　しまりあり。

粘質土。ロームブロック・
ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

2 茶褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を多
量に含む。

1 暗褐色土　しまりあ
り。粘質土。ローム
ブロック・ローム粒
を含む。

1 暗褐色土　ややしまり
あり。粘質土。ローム
粒を少量含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒を含む。

1 暗褐色土　ややしまりあ
り。粘質土。ローム粒を
少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロック・
ローム粒を少量含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあ
り。粘質土。ローム粒、
炭化物粒含む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を多量に、炭化物粒含
む。

2 黄褐色土　ややしまりあり。
粘質土。ローム粒を多量に含む。

1 暗褐色土　ややしまり
あり。粘質土。ローム
粒を多量に含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒、焼土粒を含む。
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確認された。近隣に掘立柱建物等の構造物はなく、住居  

７軒・土坑１８基が点在する。３０号ピットは覆土中にＡｓ－Ｂ

軽石を含み、３４・５５号ピットは焼土粒子、４９・５０号ピッ

トは炭化物粒子が含まれていた。

Ｄ　総計約４2２基のピットが確認され、掘立柱建物等の

柱穴としたもの以外の２59基を報告する。これらのピッ

トは、４号溝で画された区画内・外から検出し（PL. 2)、

区画内・外ともに掘立柱建物等の構造物が確認されてい

る。そのため、掘立柱建物等との関連性も考慮し、区画

内・外に分割して報告したい。

【４号溝区画外】（第91図）　

　４号溝の区画外のピットの総数は５３基を数える。これ

らのピットは、３・４・６・１４号掘立柱建物、１９・２０号

住居のほか、およそ４０基の土坑周辺にある。ピット群

は、３・４・１４号掘立柱建物近辺に集中する傾向があ

り、住居や土坑との関連性は低いと思われる。３号掘

立柱建物は、４４０・４４１・４３７号ピットと重複し、南に隣

接する４号掘立柱建物との間にも関連遺構になり得る数

基のピットがある。２２８ ～ ２３１・２３８・２３９・２４１・４２８・

４３０ ～ ４３２号ピットは、４号掘立柱建物と重複し、２１０・

３５１・３５３・３５５・３５６・４４７・４４９ ～ ４５１・４５４ ～ ４５６・４５８

号ピットは、１４号掘立柱建物と重複する。

【４号溝区画内】（第95図）

　４号溝区画内でも掘立柱建物や柵などの構造物周辺か

ら検出され、２１１基を数える。９棟の５・７～ １３・１５号

掘立柱建物、８基（１～８号柵）の柵のほとんどが調査後

の整理の際の検討で確認されたものである。これらの遺

構に関連している可能性が高い遺構と言える。再吟味で

きるよう提示しておく。また、掘立柱建物および柵との

重複関係が多く、以下に掲げておく。

第91図　１区Ｄ4号溝区画外ピット位置図
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400・401Pは製鉄関連遺構（第118図）
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３５１号ピット ３５２号ピット ３５５号ピット

３５６・４４９号ピット

２２５・２３８ ～ ２４０・４２５ ～ ４２７号ピット
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1 暗褐色土　しまり
あり。軽石粒を少
量含む。

1 黒褐色土　しまりあり。
軽石粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。褐色粘土ブロッ
クを含む。

1 黒褐色土　しまりあり。
軽石粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。褐色粘土ブロッ
クを含む。

1 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　ロー
ム主体。

2  暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しま
り弱い。礫混入。

3 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　くすん
だローム土・ロームブロッ
クと暗褐色土の混土。

1 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまり
弱い。Ａｓ-B軽石含む。(柱痕)

2 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまり
弱い。Ａｓ-B軽石含む。僅かに
ローム粒含む。

3 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまり
あり。ロームブロックを含む。

1 黒褐色土　しまりあり。軽石
粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘質
土。褐色粘土ブロックを含む。

1 黒褐色土　しまりあり。
軽石粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。褐色粘土ブロッ
クを含む。

1 黒褐色土　しまりあり。軽石
粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘質
土。褐色粘土ブロックを含む。

２１０号ピット　
1 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　Ａｓ-B軽石含む。
2 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒、ロー

ム粒を含む。
3 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　ローム粒を多

く含む。
4 褐色土(１０ＹＲ４／４)　ロームブロック

と混土。
３５３号ピット
1 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまり弱い。

Ａｓ-B軽石含む。
2 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　ややしまり

あり。ロームブロックを含む。

1 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　し
まり弱い。Ａｓ-B軽石含む。

2  灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　し
まり弱い。Ａｓ-B軽石。ロー
ム粒を僅かに含む。

3 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　し
まりあり。ロームブロッ
クを含む。

356号ピット
1　灰黄褐色土(10YR4/2)　しまり

弱い。As-B軽石含む。
2　灰黄褐色土(10YR4/2)　しまり

あり。ロームブロックを含む。
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　９８・９９・１１０・１１６・１１７・１３８・１３９・１４１・１４９・１５０・

１５１・１６０・１６４・１６６ ～ １６８・１７５・２５５ ～ ２５７・２７６・

２８８・２８９・２９１・３４３・３４８・３７２・３７４・３７６・３８０・３９８

号ピットは５号掘立柱建物、８６・８７・９０・１００・１０２・

１０４・１１８・１１９・１２１・１２２・１２４・１２６・１９４・２０５・２６６・

２６７・２８０・２９５ ～ ２９７・２９９ ～ ３０１・３０４ ～ ３０６・３０９･

３３１・３３２・３５５・３７８・３７９・３９３号ピットは７号掘立柱建物、

１００・１０２・１２１・１２４ ～ １２７・１９４・１９６・１９９・２０５・３０１

～ ３０３・３０９・３３１・３３２・３５９・３６３・３７０・３７９・４６５・

４６８号 ピ ッ ト は ８ 号 掘 立 柱 建 物、６５ ～ ６９・９２ ～ ９５・

９７ ～ ９９・１１７・１３９・１４１・１４７・１４８・２５０・２５４・２５５・

２７５・２８９・２９１・３０８・３４５・３４７・３４８・３７４・３８８・３９８号ピッ

トは９号掘立柱建物、１２０・１３３・１３４・１３６・１３７・１４３・

１４４・１５８・１５９・２２２・３３９・３４０・３４９・３５０・３６８・３８７・

３９０・３９１号ピットは１０号掘立柱建物、５１・１５３・１５６・

１５８・１６６・１６８・２１６・２５６・３３３・３３４・３３９・３４０・３４２・

３４４・３７３・３８５号ピッは１１号掘立柱建物、１６６号ピットは

１２号掘立柱建物、７５・８０ ～ ８２・１０７・２８５・３１１号ピット

は１３号 掘 立 柱 建 物、１１０・１５０・１５３・１５４・１７２・１７６ ～

１７９・２１６・２５６・２５９・３３４・３４１・３４２・３４４・３６８・３７３・

３８５・３８９号ピットは１５号掘立柱建物と重複する。掘立柱

建物との新旧関係が明らかになったものは、５号掘立柱

建物より２７５号ピットが古く、１６６・３８８号ピットが新しい。

１２２・１２５号ピットは７号掘立柱建物より古い。

　 柵 と の 重 複 関 係 は、８４・８５・３２１・３２３ ～ ３２５・３２９・

３６１号ピットが１号柵、１３６・１４６ ～ １４８・２１３・２１４・２５５・

２８９・２８９・３４５・３８８号ピットは２号柵、１７２・１７３・１７６・

１７９号ピットは３号柵、９２・３７９号ピットは４号柵、１４３・

２２０・２６５・３６４号ピットは５号柵、３６０・４６９・４７３・４７６・

４７３号ピットは６号柵、１９８・１９９・２００・２０６・３５８・４６９号

ピットは７号柵、７８・３１２号ピットは８号柵とそれぞれ重

複する。新旧関係は、３２３号ピット１号柵が古く、２号柵

は１４７号ピットより古く、３８８号ピットより新しい。

Ｅ　総数３基のピットが検出された。４号溝区画外に位

置するもので、周囲に掘立柱建物はなく、４号住居およ

び土坑が散在する地点からである。

443P

442P

第93図　１区Ｄピット2

４３８・４３９号ピット ４４０・４４１号ピット

４４４号ピット４２８号ピット

４４５・４４６号ピット

４４２・４４３号ピット

４４７号ピット ４５０号ピット

４５１号ピット

４５９号ピット
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４５５・４５６・４５８号ピット ４６０ ～ ４６２号ピット

２４１・４８７号ピット ４３７号ピット

２２８ ～ ２３１・４２９ ～ ４３６号ピット
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２２９号ピット
1 黒褐色土　しまりあり。

軽石粒を少量含む。
2 暗褐色土　しまりあり。粘質

土。褐色粘土ブロックと混土。
3 暗褐色土　しまりあり。粘質

土。2層より褐色粘土ブロッ
ク多い。

２４１号ピット　
1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。

褐色粘土ブロックを含む。

２２８号ピット
1 暗褐色土　しまりあり。粘質

土。褐色粘土ブロックと混土。
2 褐色土　　しまりあり。粘土。

暗褐色土と混土。

４８７号ピット
1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。

褐色粘質ブロック7％含む。
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掘立柱建物・柵に使用された番号含む。
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1 黒褐色土　しまりあ
り。やや粘質土。黒
褐色土と混土。軽石
粒2％含む。

1 黒褐色土　しまりあり。軽石粒
2％含む。

2	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
3	 暗褐色土　しまりあり。粘質土。

黒褐色土と混土。
4	 黄褐色土　しまりあり。粘質土。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒、ローム
粒を少量含む。

2 茶褐色土　ややしまりあ
り。粘性非常に強い。

1 暗褐色土　ややしま
り あ り。Ａｓ-B軽 石、
ロームブロックを含
む。

1 黒褐色土　ややしまりあり。
粘性非常に強い。白色粒、
ローム粒を含む。

2 茶褐色土　ややしまりあり。
粘質土。

1 暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を少量含む。

2 茶褐色土　しまりあり。
粘質土。

1 暗褐色土　しまりあり。白色粒
を含む。

2 黒褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム・炭化物粒を少量含む。

3 茶褐色土　しまりあり。粘質土。

８７号ピット
1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
2 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
白色粒を含む。

2 黒褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム・炭化物
粒を少量含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒、ローム
粒を含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。

1 暗褐色土　しまり
あり。白色粒を含
む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ロームブロックを含
む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘
質土。白色粒を少量含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ロームブロック・ロー
ム粒を含む。

1 暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまり強い。
明黄褐色土と混土。

2 黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。
明黄褐色ブロック5％含む。

3 黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　やわらかく、
粘質土。灰黄褐色土２０％含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロック
を多量に含む。

2 暗褐色土　しまりあり。
ローム粒を少量含む。
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1 暗褐色土　しまりあ
り。粘質土。ローム
ブロックを含む。

1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒、ローム
粒を含む。

1 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまり
あり。白色粒1％含む。

2 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまり
あり。1層を３０％含む。

1 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、
ローム粒を含む。

2 茶褐色土　しまりあり。粘質土。黒色
土を含む。

1 黒褐色土　しまりあり。
白色軽石を僅かに含む。

2 褐色土　　しまりあり。粘
質土。黄褐色粘質ブロッ
クを少量含む。

1 黒褐色土　しまりあり。
白色軽石を僅かに含む。

2 暗 褐 色 土　 褐 色 粘 土 ブ
ロックを少量含む。

1 黒褐色土　しまりあり。白色軽石粒2％含む。
2 暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。
3 暗褐色土　粘質土。褐色粘土ブロック、砂塊を含む。
4 褐色土　 しまりあり。粘質土。黄褐色粘土ブロックを少量含む。

１８３号ピット
1 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまり強い。白色粒1％、明黄褐色土5％含む。
2 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)しまり強い。明黄褐色土5％含む。
１８２号ピット　
1 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまり強い。白色粒1％、明黄褐色土5％含む。

1 黒褐色土　しまりあり。粘質
土。暗褐色ブロックを含む。

2 暗褐色土　やや粘質土。褐色
粘土ブロック、砂塊僅かに含
む。

1 黒褐色土　しまりあり。粘質
土。暗褐色ブロックを含む。

2 暗褐色土　褐色粘土ブロック
を少量含む。

3 褐色土　　しまりあり。粘質土。
黄褐色ブロックを少量含む。

1 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)
しまり強い。白色粒
1 ％、 灰 黄 褐 色 土
１０％含む。下層に礫
多量。

1 暗褐色土　しまりあ
り。白色粒、ローム
粒を含む。

2 茶褐色土　しまりあ
り。

1 暗褐色土　しまり
あり。粘質土。白
色粒、ローム粒を
含む。

1 茶褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロック・
ローム粒を含む。

2 暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を少量含む。

1 黒褐色土　しまりあり。
白色粒、ローム粒を少量
含む。

1 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)
しまり強い。白色
粒1％、灰黄褐色
ブロックを5％含
む。

1 黒褐色土　しまり強い。
白色粒3％、灰黄褐色
ブロック5％含む。
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1 暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒を少量含む。

３４９号ピット　
1 黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。

白色粒を僅か、明黄褐色土5％含む。
３５０号ピット　
1 黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。

白色粒を僅か、明黄褐色土１０％含む。

1 灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)　しまりあり。明
黄褐色ブロックを僅かに含む。

2 黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　灰黄褐色土と混土。
3 暗褐色土(１０Ｙｒ3/3)　黒褐色・明黄褐色

ブロックを3％含む。　　

1　暗褐色土　しまりあり。白色粒を
含む。

2　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。白
色粒1％、灰黄褐色ブロック5％含
む。

2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)しまりあり。1
層を僅かに含む。

1　茶褐色土　しまり
あり。粘質土。

2　黒褐色土　しまり
あり。粘質土。

1　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
炭化物粒、ローム粒を含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ロームブロックを含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しま
り強い。白色粒1％、灰
黄褐色粒を3％含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強い。白
色粒1％、灰黄褐色粒を2％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。灰
黄褐色粒・灰黄褐色ブロックを3％
含む。

２３６号ピット
1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック、ローム粒を含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを多量に含む。
３９９号ピット
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。白色粒1％、明黄褐色粒2％含む。
2　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまりあり。明黄褐色粒5％含む。
3　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまりあり。粘質土。明黄褐色粒２０％含む。

３８３号ピット　
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)しまりあり。

白色粒1％、灰黄褐色ブロック
5％含む。

２６４号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。

茶褐色ブロックを少量含む。

２９５号ピット　
1　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　黒褐色土と黄褐色土との混土。
2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。白色粒を僅かに

含む。
3　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　軟質。黄褐色土１０％含む。
２９６号ピット　
1　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまりあり。白色粒1％、灰

黄褐色土１０％含む。
2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)しまりあり。

1　黒褐色土(１０ＹＲ2/2)　し
まり弱い。白色粒3％、
灰黄褐色土を僅かに含
む。

２７９号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。茶褐色

土粒を含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質
土。白色粒を少量含む。
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６２号ピット 1　暗褐色土　しまりあり。ロームブロック・ローム粒を含む。
2　黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
3　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

６５号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。
2　茶褐色土　ややしまりあり。粘性非常に強い。

６６号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。
2　茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

６７号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。
2　茶褐色土　ややしまりあり。粘性非常に強い。

６８号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。
2　茶褐色土　ややしまりあり。粘性非常に強い。

６９号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。白色粒、炭化物粒、ローム粒を含む。
７１号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、茶褐色ブロックを含む。

2　茶褐色土　ややしまりあり。粘性非常に強い。
７３号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を少量含む。

2　茶褐色土　ややしまりあり。粘性非常に強い。
９９号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
１１７号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
２４７号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を少量含む。

2　暗褐色土　ややしまりあり。粘性非常に強い。
２４８号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘性非常に強い。ローム粒を含む。
２４９号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘性非常に強い。ローム粒を含む。
２５０号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒、ローム粒を含む。
２５２号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘性非常に強い。ローム粒を含む。
３０７号ピット　1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。白色粒、灰黄褐色土を1％含む。

2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)　軟質。白色粒を僅かに含む。　
３０８号ピット　1　黒褐色土　しまりあり。白色粒3％含む。

2　黒褐色土　ややしまりあり。白色粒を僅かに含む。
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1　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒、ローム
粒を少量含む。

2　茶褐色土　ややしまりあ
り。粘性非常に強い。

1　暗褐色土　ややしまりあり。ロー
ム粒を含む。

2　茶褐色土　ややしまりあり。粘質
土。

3　黒褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ロームブロックを少量含む。

1　暗褐色土　軟質。粘質
土。ローム粒含む。

1　暗褐色土　軟質。粘質土。
ロームブロックを含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質
土。ローム粒を多量に含む。

1　黒褐色土　しまりあり。粘質
土。白色粒、ローム粒を含む。

2　暗褐色土　やわらかく粘質土。
茶褐色ブロックを含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質
土。ローム粒を含む。

1　暗褐色土　しまりあり。ロー
ムブロック・ローム粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり
あり。白色粒を5％含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。
白色粒2％、灰黄褐色土２０％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質
土。白色粒、ローム粒を含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘質
土。ロームブロックを含む。

1　茶褐色土　軟質。粘質土。ローム
ブロック・ローム粒を多量に含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を含む。

３０５号ピット
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。

白色粒5％、灰黄褐色土１０％含む。
2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)しまりあり。

白色粒1％、黒褐色土5％含む。
３０６号ピット　
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。

白色粒5％、灰黄褐色土１０％含む。
2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)しまりあり。

白色粒1％、黒褐色土5％含む。

1　暗褐色土　
しまりあり。
粘 質 土。 白
色粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。
明黄褐色土１０％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまりあり。
明黄褐色土3％含む。

3　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。 4　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)　しま
りあり。3層を１０％含む。
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1　黒褐色土　しまりあり。白色粒、
ロームブロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。白色粒、
ロームブロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。ロームブ
ロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。ロームブ
ロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。白色粒、
ロームブロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。白色粒、ロー
ムブロックを含む。

2　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。白
色粒1％、明黄褐色ブロック１０％含
む。

2　にぶい黄褐色土(１０ＹＲ4/3)　しまり強
い。くすんだローム主体。

３０２号ピット　
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強い。白色粒1％、灰黄褐色土2％含む。
2　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまりあり。白色粒1％、灰黄褐色土1％含む。
３０３号ピット
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強い。白色粒1％、灰黄褐色土2％含む。
2　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまりあり。白色粒1％、灰黄褐色土1％含む。

３３１号ピット　
1　暗褐色土　軟質。粘質土。ロームブロックを含む。
３３２号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを少量含む。

1　茶褐色土　軟質。ローム粒を多
く含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を少量含む。

3　暗褐色土　しまりあり。粘質土。

1　暗褐色土　しまりあり。白色
粒、ロームブロックを含む。

1　黒褐色土　しまり強い。黄褐
色ブロック2％含む。

2　黒褐色土　しまりあり。黄褐
色ブロック１０％含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強
い。白色粒3％、灰黄褐色土
１０％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強
い。白色粒2％含む。

3　黒褐色土(１０ＹＲ2/3)　軟質。粘
質土。
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1　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまり
あり。黒褐色ブロック３０％、
明黄褐色ブロック5％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり
あり。白色粒1％、灰黄褐
色ブロック5％含む。 

3　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり
あり。灰黄褐色土と混土。

1　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。白色粒、ローム粒を
少量含む。

2　黒褐色土　軟質。粘質土。
ロームブロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を少量含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒をやや多く
含む。

1　黒褐色土　しまりあり。粘
質土。白色粒、焼土粒を少
量含む。

2　茶褐色土　しまりあり。粘
質土。

1　黒褐色土　しまりあり。粘
質土。茶褐色ブロックを多
量に含む。

2　茶褐色土　軟質。粘質土。

1　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を少量含む。

2　茶褐色土　しまりあり。粘
質土。

1　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。白色粒、ローム粒を
含む。

３３３号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム

粒を含む。
2　黒褐色土　しまりあり。粘質土。ローム

粒を少量含む。
３３４号ピット　
1　黒褐色土　しまりあり。粘質土。茶褐色

ブロックを含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しま
りあり。　白色粒1％、灰
黄褐色土5％含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
白色粒、ローム粒を少量含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ロームブロックを含む。

３９１号ピット　
1　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまり強

い。明黄褐色ブロック2％、
黒褐色ブロック2％含む。

1　 黒 褐 色 土(2.5Y3/2)　 し ま り あ
り。明黄褐色ブロック5％含む。

2　オリーブ褐色土(2.5Y4/4)　しま
りあり。明黄褐色土２０％含む。

３９０号ピット　
1　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)し

まりあり。黒褐色土5％
含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　し
まり強い。明黄褐色土
１０％含む。

3　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　し
まり弱い。明黄褐色土
5％含む。

1　暗褐色土　しまりあり。
ローム粒を少量含む。

2　茶褐色土　ややしまり
あり。粘質土。

1　暗褐色土　軟質。Ａｓ-B軽石、
ロームブロックを含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　白
色粒1％含む。灰黄褐
色土と混土。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり
弱い。白色粒1％含む。
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６０号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。粘

質土。白色粒を少量含む。
６１号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。粘

質土。白色粒を含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘

質土。ローム粒を含む。

1　暗褐色土　しまり
あり。粘質土。白
色粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。
白色粒5％、黒褐色土5％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり弱い。
白色粒1％含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強い。白色軽石を3％含む。
2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)しまりあり。黒褐色土と混土。

1　暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。
2　暗褐色土　やや粘質土。褐色粘土ブロッ

ク、砂塊を含む。
3　褐色土　　しまりあり。粘質土。黄褐色粘

土ブロックを少量含む。

1　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。白色粒を含む。

2　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を含む。

3　黒褐色土　しまりあり。粘
質土。白色粒を多量に含む。

1　黒褐色土　やや粘質土。
軽石粒を少量、褐色粘土
ブロックを含む。

2　褐色土　　やや粘質土。暗
褐色土と混土。

1　黒褐色土　しまりあり。白色軽石を2％
含む。

2　暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。

1　黒褐色土　しまりあり。
粘質土。暗褐色ブロッ
クを含む。

2　暗褐色土　褐色粘土ブ
ロックを少量含む。

1　黒褐色土　しまりあり。粘質
土。暗褐色ブロックを含む。

2　暗褐色土　褐色粘土ブロック
を少量含む。

3　褐色土　　しまりあり。粘質土。
黄褐色粘土ブロックを少量含
む。 1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。白色粒1％、

褐色土を２０％含む。
2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　褐色土ブロックを5％含む。

327・328号ピット
1	 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を多量に含む。

1	 黒褐色土　しまりあり。粘質
土。白色粒を多量に含む。
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３１３号ピット　
1　暗褐色土　しまり

あり。粘質土。白
色粒を含む。

２９２・２９３号ピット　
1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強い。白色粒2％、灰黄褐色ブロック5％含む。
2　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり強い。灰黄褐色ブロック3％含む。

1　暗褐色土　しまり
あり。粘質土。白
色粒、ローム粒を
少量含む。

2　茶褐色土　しまり
あり。粘質土。

1　暗褐色土　しまり
あり。粘質土。茶
褐色ブロックを含
む。

３１２号ピット
1　黄褐色土　しまり

あり。粘質土。ロー
ム粒を多量に含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　
しまり弱い。白色粒
1％、灰黄褐色土1％
含む。

2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)
しまり弱い。

1　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。白色粒を含む。

2　茶褐色土　しまりあり。
粘質土。

３２４・３２５号ピット
1　黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を多量に含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
3　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

1　暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ローム粒を少量含む。

2　黄褐色土　しまりあり。粘
質土。ロームブロックを多
量に含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　し
まりあり。白色粒1％、
灰黄褐色土１０％含む。

1　暗褐色土　しまり
あり。粘質土。白
色粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり
弱い。灰黄褐色土と混土。

2　暗灰黄色土(2.5Y4/2)しま
り弱い。黒褐色土と明黄褐
色土との混土。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　軟質。
粘質土。明黄褐色粒を僅
かに含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しま
り強い。白色粒1％、灰
黄褐色土5％、明赤褐色
粒を僅かに含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しま
り弱い。白色粒1％、灰
黄褐色ブロック5％含む。

2　褐色土(１０ＹＲ4/4)　　黒褐色
ブロックを僅かに含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)
しまりあり。白色粒
1 ％、 灰 黄 褐 色 土
１０％含む。

1　暗灰黄色土(2.5Y4/2)　しまりあ
り。黒褐色ブロック2％、明黄
褐色ブロック3％含む。　

2　暗灰黄色土(2.5Y4/2)　しまりあ
り。黒褐色ブロック5％、明凹
褐色ブロック5％含む。

3　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)　しまりあ
り。明黄褐色大ブロックを含む。

1　黒褐色土　しまりあり。
白色軽石を少量含む。

2　暗褐色土　褐色粘土ブ
ロックを少量含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　し
まり強い。明黄褐色ブ
ロック2％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　し
まり強い。明黄褐色ブ
ロック３０％含む。
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1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。白色粒、
焼土粒1％、明黄褐色土２０％含む。

2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり弱い。明黄褐色
ブロック3％含む。

１７２号ピット　
1　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
2　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

黒色ブロックを含む。

１７６号ピット　
1　黒褐色土　しまりあり。

粘質土。Ａｓ-B軽石、ロー
ム粒を含む。

2　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロッ
クを含む。

１７７号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。

ローム粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあり。
白色粒1％、灰黄褐色土5％含む。

1　黒褐色土　しまりあり。粘質土。
白色粒、ローム粒を含む。

2　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

1　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。焼土粒、ローム粒を
含む。

2　茶褐色土　しまりあり。
粘質土。ローム粒を少量含む。

1　暗褐色土　しまりあり。
粘質土。ロームブロック
を含む。

2　茶褐色土　しまりあり。
粘質土。

1　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまり
強い。白色粒1％、黒褐色
ブロック2％含む。　

1　暗褐色土　しまりあ
り。粘質土。白色粒、
ローム粒を含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり
強い。灰黄褐色土１０％含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/1)　しまり
強い。白色粒2％、灰黄褐
色土３０％含む。

2　灰黄褐色土(１０ＹＲ4/2)1層を
5％含む。

3　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　明黄褐
色ブロック１０％含む。

３２０号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。炭化物粒、ローム粒を含む。
      2　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
３３７号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒、ローム粒を含む。
３３８号ピット　1　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
      2　暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。

３１８号ピット　1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
３１９号ピット　1　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
      2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
４６４号ピット　1　茶褐色土　しまりあり。粘質土。

１７３号ピット　
1　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
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1　暗褐色土　褐色粘土ブロックを少量含む。
2　暗褐色土　しまりあり。

1　暗褐色土　しまりあり。軽石7％含む。
2　暗褐色土　しまりあり。軽石3％含む。
3　暗褐色土　しまりあり。粘質土。褐色粘土ブロック４０％含む。
4　暗褐色土　しまりあり。粘質土。黄褐・褐色粘土ブロック含む。
5　褐色土　　 しまりあり。粘質土。黒褐色ブロック含む。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　
軽石多く、くすんだ
ロームブロックを含
む。

20・２１号ピット　
1　灰黄褐色土(１０ＹＲ5/2)しまり強い。軽石粒を含む。
2　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまり強い。軽石粒を含む。　
3　褐色土(１０ＹＲ4/6)　　ローム土主体。2層を含む。

1　黒褐色土（10YR3/2）　しまりあり。白色粒を１％含む。
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1　にぶい黄褐色土(１０ＹＲ5/4)　し
まり強い。Ａｓ-B軽石、暗褐色土、
粘土ブロックを多く含む。

2　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまりあ
り。粘質土。Ａｓ-B軽石5％含む。

1　褐色土(１０ＹＲ4/4)　　しまりあ
り。Ａｓ-B軽石１５％含む。

2　暗褐色土(１０ＹＲ3/4)　しまり
あり。粘質土。軽石粒を少
量含む。

3　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　粘質土。
軽石粒を少量含む。

４１８・４１９号ピット　
1　にぶい黄褐色土　Ａｓ-B軽石層。もろい。
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1　暗褐色土(１０ＹＲ3/4)　しまりあり。
Ａｓ-B軽石、暗褐色粘土ブロックを
含む。
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４０６号ピット　
1　黒色土　 しまりあり。粘質土。白色軽石を多量に含む。
2　黒色土　 しまりあり。粘性非常に強い。白色軽石を僅かに含む。
3　黒色土　 粘質土。
4　暗褐色土　粘質土。ロームブロックを含む。
４０７号ピット　
1　黒褐色土　しまりあり。白色軽石5％含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。褐色粘土を3％含む。
４０８号ピット　
1　黒褐色土　しまりあり。白色軽石5％含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石3％含む。

４１５号ピット　
1　暗褐色土(１０ＹＲ)　しまり強い。軽石粒7％、軽石3％

含む。
2　黒褐色土(１０ＹＲ)　しまりあり。軽石粒5％含む。

４１４号ピット
1　暗褐色土　しまり強い。白色軽石、ロームブロックを

含む。
2　黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石を少量含む。
3　黄褐色土　しまりあり。粘性非常に強い。ロームブロッ

クを多量に含む。
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４１２号ピット　
1　暗褐色土　軽石粒3％含む。
2　暗褐色土　しまりあり。粘質

土。黄褐色土と混土。
3　暗褐色土　しまりあり。粘質

土。

４１１号ピット　
1　暗褐色土(１０ＹＲ)　しまり強い。軽石粒3％含む。
2　暗褐色土(１０ＹＲ)　しまりあり。粘質土。黄褐色

ブロックを含む。
3　黒褐色土(１０ＹＲ)　しまりあり。粘質土。
4　暗褐色土(１０ＹＲ)　粘質土。黄褐色ブロックを含

む。

４１３号ピット　
1　にぶい黄橙色土　しまり強い。軽石粒2％含む。
2　褐色土　しまりあり。粘質土。黄褐色ブロックと混土。
3　暗褐色土　しまりあり。粘質土。軽石粒2％、黄褐色ブロックを含む。
4　暗褐色土　しまりあり。粘質土。黄褐色ブロックを５０％含む。

1　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　しまり強
い。粘質土。白色軽石3％含む。

2　黄褐色土(１０ＹＲ5/6)　しまりあ
り。粘質土。

3　暗褐色土(１０ＹＲ3/4)　しまりあ
り。粘質土。黄褐色粘土ブロッ
ク3％含む。

4　 褐 色 土(１０ＹＲ4/4)　　 し ま り あ
り。粘質土。黄褐色土と混土。

1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　しまりあ
り。粘質土。Ａｓ-B軽石5％含む。

2　暗褐色土(１０ＹＲ3/4)　しまりあ
り。粘質土。



Ａ Ａ′
881-251

L=108.10mＡ Ａ′
12

3

L=108.10m
Ａ Ａ′1

3
2

０ １ｍ１:40

０ 20ｍ１: 500

409P

410P

風倒木

風倒木

風倒木

風倒木

風倒木

風倒木
風倒木

風倒木

風倒木

風倒木

風倒木

風倒木
風倒木

撹乱

撹乱

撹乱
撹乱

撹乱

トレンチトレンチ

トレンチ
トレンチ

X=41910

X=41900

X=41890

X=41880

Y=
-4
72
10

Y=
-4
72
20

Y=
-4
72
30

Y=
-4
72
40

Y=
-4
72
50

Y=
-4
72
60

X=41870

Ａ Ａ′

885
-251

第116図　２区B５面位置図とピット

４０９号ピット ４１０号ピット

2区B
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1　黒褐色土　しまりあり。粘質土。軽石粒、褐色土
を少量含む。

2　黒褐色土　しまりあり。粘質土。暗褐色土、褐色
ブロックを含む。

3　褐色土　　しまりあり。粘質土。黄褐色ブロック
３０％含む。

1　黒褐色土　しまりあり。粘質土。軽石粒、褐
色粘土ブロックを少量含む。

2　黒褐色土　粘質土。黄褐色ブロックを含む。
3　黄褐色土　しまりあり。粘質土。黒褐色ブロッ

クを含む。
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　３区からは、４２４号ピット１基を検出した。４面Ｃか

ら検出し、不整形状を呈すが、掘り込みは深い。

第117図　３区ピット位置図とＣ４面ピット

４２４号ピット

3区C
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1　黒褐色土(１０ＹＲ3/2)　粘質土。砂を少量含む。
2　暗褐色土(１０ＹＲ3/3)　粘質土。砂を少量含む。
3　暗褐色土(１０Ｙｒ3/4)　2層より粘質土。砂を

少量含む。
4　にぶい黄褐色土(１０ＹＲ4/3)　粘土層。砂を少

量含む。
5　暗褐色土(１０ＹＲ3/4)　粘質土。水分を多く含

む。
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　１区Ｄより製鉄関連遺構２基が隣接して検出された。

調査時には、ピット（４００・４０１号ピット）としていたが、

整理の段階で製鉄関連遺構として扱うこととした（第６

表）。

　６　製鉄関連遺構

１号製鉄関連遺構(４００号ピット、第118図、ＰＬ.37・38）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９８８、Ｙ＝－４７３４０。

平面形状　楕円形。

規模　長軸０．２９ｍ、短軸０．２７ｍ、深さ０．３８ｍ。

埋没土層　２層が観察された。上層に多量の鉄滓が含ま

れ、底面に河床礫が確認された。底面から５ｃｍ程上で、

鉄滓１が出土している。

２号製鉄関連遺構(４０１号ピット、第118図、ＰＬ.38）

位置　１区Ｄ４面、Ｘ＝４１９８９、Ｙ＝－４７３４１。

平面形状　楕円形。

規模　長軸０．４３ｍ、短軸０．４ｍ、深さ０．５４ｍ。

埋没土層　３層が観察された。上層に多量の鉄滓が含ま

れ、上面で河床礫が確認された。他の出土遺物はない。

所見　１号製鉄関連遺構と同様のことが考えられる。

所見　本遺構の北１０ｍ、１９号住居からは鍛冶遺構と考え

られる土坑および羽口が確認され、本遺構との関連性が

認められる。本遺構と２号製鉄関連遺構は、短時間の間

に、前後して作られたと思われる。また、１９号住居は、

Ａｓ－Ｂ軽石降下前の所産と推定されている。

400・401号ピット位置図

第118図　１区製鉄関連遺構位置図とD4面１・２号製鉄関連遺構と出土遺物
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１	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　軽石含む。鉄滓を多量に含む。
２	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　しまり弱い。くすんだロームと暗褐色土の混土。

１	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　軽石含む。鉄滓を多く含む。
２	 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　しまり弱い。軽石、鉄滓含む。
３	 にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　しまり弱い。くすんだロームと暗褐色土の混土。

1製鉄1



第6表　ピット計測一覧表
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

第88図 ＰＬ．34 １ １ Ｂ １～５ ４１９１１ －４７２９０ 楕円形 ０．２９ ０．２０ ０．３８ 砂質土。
第88図 ＰＬ．34 ２ １ Ｂ １～５ ４１９０９ －４７２９５ 楕円形 ０．１７ ０．１４ ０．１３ 砂質土。
第88図 ＰＬ．34 ３ １ Ｂ １～５ ４１９０８ －４７２９５ 楕円形 ０．２４ ０．２０ ０．１５ 砂質土。
第88図 ＰＬ．34 ４ １ Ｂ １～５ ４１９０７ －４７２９３ 不整形 ０．５３ ０．５０ ０．０４ 
第88図 ＰＬ．34 ５ １ Ｂ １～５ ４１９０３ －４７２９５ 楕円形 ０．２０ ０．１８ ０．４１ 砂質土。１掘立の中央。
第88図 ＰＬ．34 ６ １ Ｂ １～５ ４１９１８ －４７２８３ 楕円形 ０．２９ ０．２６ ０．１５ 
第88図 ＰＬ．34 ７ １ Ｂ １～５ ４１９１７ －４７２８３ 楕円形 ０．２６ ０．２０ ０．０８ 
第88図 ＰＬ．34 ８ １ Ｂ １～５ ４１９１３ －４７２８５ 楕円形 ０．２６ ０．２２ ０．２８ 砂質土。
第88図 ＰＬ．34 ９ １ Ｂ １～５ ４１９０５ －４７２８０ 楕円形 ０．３９ ０．３８ ０．１３ 砂質土。
第87図 ＰＬ．34 １０ １ Ａ １～５ ４１８８４ －４７２７４ 楕円形 ０．３５ ０．３２ ０．３２ 
第87図 ＰＬ．35 １１ １ Ａ １～５ ４１８４９ －４７２９２ 楕円形 ０．３１ ０．２８ ０．１３ 底面に小礫。
第87図 ＰＬ．35 １２ １ Ａ １～５ ４１８４９ －４７２９３ 楕円形 ０．３１ ０．２５ ０．０６ 
第87図 ＰＬ．35 １３ １ Ａ １～５ ４１８４８ －４７２９２ 楕円形 ０．４３ ０．４０ ０．２０ 底面に礫。
第87図 ＰＬ．34 １４ １ Ａ １～５ ４１８４３ －４７３１９ 円形 ０．３０ ０．３０ ０．２３ 底面に大礫。
第87図 ＰＬ．35 １５ １ Ａ １～５ ４１８４４ －４７３１９ 不整形 ０．４３ ０．３９ ０．１０ 
第87図 ＰＬ．35 １６ １ Ａ １～５ ４１８４５ －４７３１９ 楕円形 ０．２８ ０．２５ ０．１１ 
第87図 ＰＬ．35 １７ １ Ａ １～５ ４１８４４ －４７３２１ 円形 ０．１７ ０．１７ ０．１１ 
第87図 ＰＬ．35 １８ １ Ａ １～５ ４１８４７ －４７３２２ 楕円形 ０．３３ ０．３０ ０．２０ 
第87図 ＰＬ．35 １９ １ Ａ １～５ ４１８５３ －４７３１８ 楕円形 ０．３６ ０．２９ ０．１０ 
第107図 ＰＬ．35 ２０ １ Ｅ １～５ ４２０１９ －４７３４６ 円形 ０．５１ ０．５０ ０．１４ 
第107図 ＰＬ．35 ２１ １ Ｅ １～５ ４２０２０ －４７２５１ 楕円形 ０．３５ ０．３１ ０．０９ 
第107図 ＰＬ．35 ２２ １ Ｅ １～５ ４２０２０ －４７２５０ 楕円形 １．０５ ０．８８ ０．４７ 
第89図 ＰＬ．35 ２３ １ Ｃ １～５ ４１９４１ －４７２８８ 楕円形 ０．３２ ０．２７ ０．１５ 砂質土。
第89図 ＰＬ．36 ２４ １ Ｃ １～５ ４１９３４ －４７２９３ 方形 ０．３９ ０．３７ ０．２８ 砂質土。
第89図 ＰＬ．58 ２５ １ Ｃ １～５ ４１９５５ －４７２９２ 楕円形 ０．３１ ０．２６ ０．１８ 
第89図 ２６ １ Ｃ １～５ ４１９５１ －４７３０６ 楕円形 ０．２１ ０．１８ ０．３９ 
第89図 ＰＬ．36 ２７ １ Ｃ １～５ ４１９３３ －４７２９０ 楕円形 ０．７８ ０．５０ ０．５０ 
第89図 ＰＬ．36 ２８ １ Ｃ １～５ ４１９３７ －４７２８６ 楕円形 ０．４２ ０．３９ ０．２１ 砂質土。
第89図 ＰＬ．36 ２９ １ Ｃ １～５ ４１９３１ －４７２９７ 楕円形 ０．２４ ０．２１ ０．１５ 
第89図 ＰＬ．36 ３０ １ Ｃ １～５ ４１９４７ －４７２８９ 円形 ０．３１ ０．３０ ０．３５ 
第89図 ＰＬ．36 ３１ １ Ｃ １～５ ４１９４４ －４７３１２ 楕円形 ０．３１ ０．２４ ０．３５ 
第89図 ＰＬ．36 ３２ １ Ｃ １～５ ４１９４４ －４７３１２ 楕円形 ０．２９ ０．２４ ０．３３ 
第90図 ＰＬ．36 ３３ １ Ｃ １～５ ４１９３１ －４７２９５ 楕円形 ０．４７ ０．４３ ０．４２ 
第90図 ＰＬ．36 ３４ １ Ｃ １～５ ４１９２７ －４７３００ 方形 ０．２６ ０．２３ ０．１２ 
第90図 ＰＬ．36 ３５ １ Ｃ １～５ ４１９５６ －４７２９５ 円形 ０．２０ ０．１９ ０．１７ 
第90図 ＰＬ．36 ３６ １ Ｃ １～５ ４１９５６ －４７２９８ 楕円形 ０．１９ ０．１４ ０．１１ 
第90図 ＰＬ．36 ３７ １ Ｃ １～５ ４１９５４ －４７２９９ 楕円形 ０．１８ ０．１３ ０．１４ 
第90図 ＰＬ．36 ３８ １ Ｃ １～５ ４１９５４ －４７３００ 楕円形 ０．１７ ０．１４ ０．１５ 
第90図 ＰＬ．36 ３９ １ Ｃ １～５ ４１９５５ －４７３０１ 楕円形 ０．１９ ０．１７ ０．１４ 
第90図 ＰＬ．36 ４０ １ Ｃ １～５ ４１９５４ －４７３０１ 楕円形 ０．１７ ０．１５ ０．１２ 
第90図 ＰＬ．36 ４１ １ Ｃ １～５ ４１９５４ －４７３００ 楕円形 ０．１８ ０．１４ ０．１６ 
第90図 ＰＬ．36 ４２ １ Ｃ １～５ ４１９５２ －４７２９９ 楕円形 ０．１７ ０．１３ ０．１０ 
第90図 ＰＬ．36 ４３ １ Ｃ １～５ ４１９５１ －４７３０３ 楕円形 ０．２１ ０．１８ ０．２９ 
第90図 ＰＬ．36 ４４ １ Ｃ １～５ ４１９４８ －４７３０４ 楕円形 ０．２０ ０．１７ ０．１０ 
第90図 ＰＬ．36 ４５ １ Ｃ １～５ ４１９４９ －４７３０６ 楕円形 ０．２３ ０．２０ ０．２０ 
第90図 ＰＬ．36 ４６ １ Ｃ １～５ ４１９４８ －４７３０５ 楕円形 ０．２０ ０．１７ ０．１０ 
第90図 ＰＬ．36 ４７ １ Ｃ １～５ ４１９４８ －４７３０６ 楕円形 ０．２１ ０．１８ ０．２６ 
第90図 ＰＬ．36 ４８ １ Ｃ １～５ ４１９４９ －４７３１３ 円形 ０．１７ ０．１７ ０．１２ 
第90図 ＰＬ．36 ４９ １ Ｃ １～５ ４１９４６ －４７３１５ 楕円形 ０．２２ ０．１８ ０．１３ 
第90図 ＰＬ．37 ５０ １ Ｃ １～５ ４１９３９ －４７２９５ 不整形 ０．２８ ０．２７ ０．１４ 
第96図 ５１ １ Ｄ １～５ ４２００６ －４７３２５ 楕円形 ０．３０ ０．２６ ０．１６ 
第96図 ５２ １ Ｄ １～５ ４２００５ －４７３２８ 楕円形 ０．６６ ０．５２ ０．２８ 
第90図 ＰＬ．37 ５３ １ Ｃ １～５ ４１９３５ －４７２８１ 方形 ０．１５ ０．１４ ０．１１ 
第90図 ＰＬ．37 ５４ １ Ｃ １～５ ４１９３１ －４７２９３ 楕円形 ０．２９ ０．２６ ０．１５ 
第90図 ＰＬ．37 ５５ １ Ｃ １～５ ４１９５３ －４７３１７ 楕円形 ０．５１ ０．３６ ０．０５ 

５６ 欠 番
第103図 ＰＬ．37 ５７ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０８ 円形 ０．２６ ０．２６ ０．０５ 

‒ ＰＬ．37 ５８ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０８ 円形 ０．２８ ０．２８ ０．３６ １柵－Ｐ６。２８住床面で確認。
第103図 ＰＬ．37 ５９ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０９ 楕円形 ０．２８ ０．２５ ０．４１ 
第103図 ＰＬ．37 ６０ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１０ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．０６ 
第103図 ＰＬ．37 ６１ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１０ 楕円形 ０．４０ ０．３６ ０．１１ 
第99図 ６２ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０９ 円形 ０．４４ ０．４２ ０．５４ 

‒ ６３ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０７ 楕円形 ０．２３ ０．１７ ０．２３ １３掘立－Ｐ３。
‒ ６４ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０９ 円形 ０．２８ ０．２７ ０．４４ ９掘立－Ｐ４。
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

第97図 ６５ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０９ 円形 ０．２１ ０．２１ ０．４６ 
第97図 ６６ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０９ 楕円形 ０．３４ ０．２８ ０．４１ 
第97図 ６７ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１０ 楕円形 ０．２８ ０．２５ ０．３５ 
第97図 ６８ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１０ 楕円形 ０．２４ ０．２０ ０．１３ 
第97図 ６９ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１１ 円形 ０．２４ ０．２４ ０．３３ 

‒ ７０ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１０ 円形 ０．３０ ０．３０ ０．２１ ９掘立－Ｐ３。
第99図 ７１ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３０９ 楕円形 ０．２６ ０．２３ ０．２４ 
第96図 ７２ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３０８ 円形 ０．５２ ０．５２ ０．０８ 
第99図 ７３ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３０９ 楕円形 ０．４０ ０．３６ ０．２７ 

‒ ７４ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３０７ 円形 ０．２７ ０．２７ ０．３５ １３掘立－Ｐ４。
第100図 ７５ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３０７ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．１２ 

‒ ７６ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０１ 楕円形 ０．２４ ０．２０ ０．１１ ８柵－Ｐ３。
第96図 ７７ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３０４ 円形 ０．２７ ０．２６ ０．３５ 
第96図 ７８ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３０１ 楕円形 ０．３０ ０．２５ ０．２７ 

‒ ＰＬ．45 ７９ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３０４ 円形 ０．２３ ０．２０ ０．２１ １３掘立－Ｐ１。
第100図 ８０ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０６ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．２６ 
第100図 ８１ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０６ 楕円形 ０．３１ ０．２５ ０．１４ 
第100図 ８２ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３０６ 円形 ０．１８ ０．１７ ０．１４ 

‒ ８３ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１２ 楕円形 ０．３５ ０．３２ ０．３６ １柵－Ｐ５。
第96図 ８４ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１４ 楕円形 ０．４０ ０．３２ ０．４２ 
第96図 ８５ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１３ 楕円形 ０．３９ ０．３３ ０．４８ 
第96図 ８６ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１４ 楕円形 ０．２９ ０．２０ ０．３９ 
第96図 ８７ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１４ 楕円形 ０．３９ ０．３０ ０．５６ 中位に礫。

‒ ８８ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１４ 楕円形 ０．４０ ０．３６ ０．５５ ７掘立－Ｐ２。
第96図 ８９ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１３ 楕円形 ０．１５ ０．２５ ０．２８ 

‒ ９０ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１５ 楕円形 ０．３３ ０．２９ ０．５３ ８掘立－Ｐ３。
第96図 ９１ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１２ 楕円形 ０．５３ ０．４２ ０．２６ 
第99図 ９２ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１３ 楕円形 ０．３９ ０．３３ ０．５６ 

‒ ９３ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１３ 円形 ０．３０ ０．３０ ０．７４・０．５０ ４柵－Ｐ４。二段底状。
第99図 ９４ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１１ 円形 ０．２５ ０．２５ ０．４４ 
第99図 ９５ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１２ 円形 ０．３１ ０．３０ ０．４８ 

‒ ９６ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１３ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．２６ ９掘立－Ｐ７。
‒ ９７ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１１ 円形 ０．２５ ０．２５ ０．４７ ５掘立－Ｐ５。

第99図 ９８ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１２ 楕円形 ０．２６ ０．２３ ０．．４７
第99図 ９９ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１３ 楕円形 ０．３８ ０．２８ ０．４９ 
第100図 １００ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１５ 円形 ０．２２ ０．２１ ０．２６ 

‒ １０１ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１５ 楕円形 ０．２４ ０．２１ ０．２３ ７掘立－Ｐ１１。
第96図 １０２ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１６ 楕円形 ０．２４ ０．２０ ０．２５ 

‒ １０３ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１６ 円形 ０．４８ ０．４８ ０．３９・０．３２ ７掘立－Ｐ３。二段底状。
‒ １０４ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１８ 楕円形 ０．３９ ０．３４ ０．３１ ８掘立－Ｐ４。
‒ １０５ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１８ 方形 ０．３３ ０．３１ ０．４１ ７掘立－Ｐ１２。
‒ １０６ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３０７ 楕円形 ０．２５ ０．２０ ０．３０ １３掘立－Ｐ６。

第100図 １０７ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３０６ 楕円形 ０．２６ ０．２３ ０．２６ 
第96図 １０８ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０３ 楕円形 ０．５２ ０．３８ ０．１６ 
第96図 １０９ １ Ｄ １～５ ４１９８３ －４７３００ 楕円形 ０．３８ ０．３０ ０．２６ 

‒ １１０ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３１１ 楕円形 ０．２５ ０．２０ ０．４６ １１掘立－Ｐ３。
第96図 １１１ １ Ｄ １～５ ４１９７４ －４７３１５ 楕円形 ０．５３ ０．３８ ０．３３ 
第96図 １１２ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３１１ 楕円形 ０．２５ ０．２０ ０．４６ 

‒ １１３ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１４ 楕円形 ０．３７ ０．３１ ０．４７ １柵－Ｐ４。
‒ １１４ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０４ 楕円形 ０．４２ ０．３３ ０．０９ １３掘立－Ｐ２。

第100図 １１５ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３０８ 楕円形 ０．２４ ０．１９ ０．３３ 
第102図 １１６ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３０９ 楕円形 ０．２４ ０．２１ ０．３３ 
第99図 １１７ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１１ 楕円形 ０．３０ ０．２６ ０．４８ 

‒ １１８ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１５ 楕円形 ０．３５ ０．２９ ０．１５ ８掘立－Ｐ１。
‒ １１９ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１５ 楕円形 ０．３８ ０．３２ ０．５９ １０掘立－Ｐ３。

第100図 １２０ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１５ 楕円形 ０．２７ ０．２１ ０．５３ 
第97図 １２１ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１７ 楕円形 ０．２２ ０．１９ ０．２０ 
第97図 １２２ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１９ 円形 ０．３１ ０．３０ ０．０８ １２３Ｐと重複。

‒ １２３ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１９ 楕円形 ０．５２ ０．４７ ０．４４ ７掘立－Ｐ４。
第101図 １２４ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２０ 不明 ０．２０ ０．１４ ０．０８ 

‒ １２５ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２０ 楕円形 ０．４５ ０．３４ ０．５３・０．３６ ７掘立－Ｐ７。二段底状。
第101図 １２６ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２１ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．１７ 
第101図 １２７ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２２ 方形 ０．２５ ０．２５ ０．２２ 
第101図 １２８ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２１ 円形 ０．２５ ０．２４ ０．３１ 
第101図 １２９ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３２１ 楕円形 ０．３０ ０．２４ ０．４１ 
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

第101図 １３０ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３２０ 楕円形 ０．３８ ０．３０ ０．２０ 
第98図 １３１ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１８ 方形 ０．３２ ０．３０ ０．１３ 
第98図 １３２ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１８ 楕円形 ０．２１ ０．１８ ０．１８ 
第98図 １３３ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１７ 楕円形 ０．２６ ０．２５ ０．３６ 
第98図 １３４ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１６ 楕円形 ０．２５ ０．２１ ０．３０ 中位に礫。

‒ １３５ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１８ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．２９ ５柵－Ｐ４。
第98図 １３６ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１７ 楕円形 ０．３３ ０．２７ ０．１５ 

‒ １３７ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１７ 楕円形 ０．３３ ０．２６ ０．２８ ２柵－Ｐ１。
‒ １３８ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１３ 楕円形 ０．２８ ０．２５ ０．３６ ９掘立－Ｐ８。

第101図 １３９ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１３ 楕円形 ０．３７ ０．２７ ０．２９ 
第101図 １４０ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１４ 楕円形 ０．２５ ０．２１ ０．２５ 
第101図 １４１ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１３ 円形 ０．３１ ０．２９ ０．３２ 

‒ １４２ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１７ 円形 ０．４２ ０．４１ ０．３６ ７掘立－Ｐ８。底面に大礫。
第98図 １４３ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１８ 楕円形 ０．２７ ０．２４ ０．２９ 

‒ １４４ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１６ 円形 ０．２９ ０．２８ ０．２０ １５掘立－Ｐ５。
‒ １４５ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１５ 円形 ０．４３ ０．４２ ０．３５ ２柵－Ｐ２。

第102図 １４６ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１４ 円形 ０．２９ ０．２９ ０．４７ 
‒ １４７ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１４ 楕円形 ０．３８ ０．３１ ０．３６ ５掘立－Ｐ７。中位に礫。
‒ １４８ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１４ 方形 ０．３２ ０．３２ ０．３３ １５掘立－Ｐ４。
‒ １４９ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１４ 楕円形 ０．３０ ０．２５ ０．３４ ９掘立－Ｐ９。

第101図 １５０ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１４ 楕円形 ０．２４ ０．２０ ０．１６ 
‒ １５１ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１３ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．３２ １２掘立－Ｐ４。
‒ １５２ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１４ 楕円形 ０．４８ ０．４０ ０．４３ ５掘立－Ｐ８。

第102図 １５３ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１５ 楕円形 ０．４２ ０．３２ ０．１１ 
第102図 １５４ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１５ 楕円形 ０．３４ ０．２３ ０．１８ 

‒ １５５ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１６ 楕円形 ０．３８ ０．２９ ０．２８ １５掘立－Ｐ６。
‒ １５６ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１６ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．３７ １０掘立－Ｐ１。
‒ １５７ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１６ 楕円形 ０．２６ ０．２２ ０．３１ １１掘立－Ｐ５。

第102図 １５８ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１７ 楕円形 ０．３３ ０．２８ ０．３７ 
第102図 １５９ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１７ 円形 ０．２７ ０．２７ ０．３１ 

‒ １６０ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１１ 楕円形 ０．２８ ０．２５ ０．４０ １２掘立－Ｐ３。
‒ １６１ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１０ 円形 ０．２７ ０．２７ ０．１９ ５掘立－Ｐ３。

第102図 １６２ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３０９ 方形 ０．２１ ０．２０ ０．１３ 
‒ １６３ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１０ 楕円形 ０．４０ ０．３５ ０．５０ ５掘立－Ｐ２。
‒ １６４ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１２ 楕円形 ０．１７ ０．１５ ０．１５ １５掘立－Ｐ２。
‒ １６５ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１２ 楕円形 ０．４１ ０．２９ ０．３４ ５掘立－Ｐ１１。

第97図 １６６ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１２ 楕円形 ０．３６ ０．３１ ０．４４ 
‒ １６７ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１２ 楕円形 ０．２３ ０．２０ ０．２３ １２掘立－Ｐ６。
‒ １６８ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１４ 円形 ０．３６ ０．３６ ０．３２ １２掘立－Ｐ５。底面に礫。
‒ １６９ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１４ 楕円形 ０．３６ ０．２８ ０．３３ ５掘立－Ｐ９。壁に礫。
‒ １７０ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１４ 楕円形 ０．４９ ０．３０ ０．４２・０．３０ １５掘立－Ｐ８。二段底状。
‒ １７１ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１４ 楕円形 ０．３２ ０．２７ ０．４４ ３柵－Ｐ２。

第105図 １７２ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１４ 円形 ０．３２ ０．３１ ０．４１ 覆土に大礫。
第105図 ＰＬ．73 １７３ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１４ 円形 ０．１９ ０．１９ ０．４１ 

‒ １７４ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１３ 楕円形 ０．３１ ０．２３ ０．３８ ５掘立－Ｐ１０。１７５Ｐと重複。
‒ １７５ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１３ 楕円形 ０．２５ ０．２１ ０．３６ １５掘立－Ｐ１。

第105図 １７６ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１３ 円形 ０．２７ ０．２７ ０．３４ 
第105図 １７７ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１２ 楕円形 ０．２６ ０．２１ ０．０９ 
第105図 １７８ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１２ 楕円形 ０．３３ ０．２８ ０．２６ 
第105図 １７９ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１３ 楕円形 ０．３５ ０．２７ ０．３３ 確認面に大礫。
第105図 １８０ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１２ 不整形 ０．３４ ０．３２ ０．２１ 
第97図 １８１ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１１ 円形 ０．２２ ０．２２ ０．３６ 
第97図 １８２ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３１０ 楕円形 ０．２６ ０．２３ ０．２７ 
第97図 １８３ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３１１ 円形 ０．２５ ０．２５ ０．２０ 

‒ １８４ ２ Ｂ ２ ４１８８４ －４７２５２ 楕円形 ０．３５ ０．２５ ０．５３ ２掘立－Ｐ４。
‒ １８５ ２ Ｂ ２ ４１８８６ －４７２５２ 方形 ０．４５ ０．３０ ０．５９・０．４８ ２掘立－Ｐ５。二段底状。
‒ １８６ ２ Ｂ ２ ４１８８８ －４７２５３ 方形 ０．４０ ０．２８ ０．６７・０．４６ ２掘立－Ｐ６。二段底状。
‒ １８７ ２ Ｂ ２ ４１８８８ －４７２４９ 楕円形 ０．４８ ０．４３ ０．５４・０．５０ ２掘立－Ｐ１。二段底状。
‒ １８８ ２ Ｂ ２ ４１８８６ －４７２４８ 方形 ０．３５ ０．３５ ０．７７ ２掘立－Ｐ２。
‒ １８９ ２ Ｂ ２ ４１８８４ －４７２４８ 楕円形 ０．４２ ０．２６ ０．６５・０．６４ ２掘立－Ｐ３。二段底状。

第97図 １９０ １ Ｄ １～５ ４１９８７ －４７３２３ 楕円形 ０．４０ ０．３７ ０．４８ 
第97図 １９１ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３２２ 楕円形 ０．５０ ０．４３ ０．４２ 

‒ １９２ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３２３ 楕円形 ０．３４ ０．３２ ０．５４ １柵－Ｐ１。
‒ １９３ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２２ 円形 ０．６４ ０．５５ ０．４５ ７掘立－Ｐ５。

第97図 １９４ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３２２ 楕円形 ０．４３ ０．３５ ０．５６ 壁に礫。
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

‒ １９５ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３２３ 楕円形 ０．５３ ０．４８ ０．２８ ８掘立－Ｐ６。
‒ １９６ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３２３ 楕円形 ０．４６ ０．３８ ０．４０ ７掘立－Ｐ１０。
‒ １９７ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３２４ 円形 ０．３５ ０．３３ ０．４１ ８掘立－Ｐ７。

第103図 １９８ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３２４ 楕円形 ０．４０ ０．２９ ０．３３ 
第103図 １９９ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３２４ 楕円形 ０．３６ ０．３２ ０．２４ ４６６Ｐと重複。

‒ ２００ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２４ 楕円形 ０．４０ ０．３３ ０．３６ ６柵－Ｐ４。覆土に小礫。
‒ ２０１ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３２４ 円形 ０．５０ ０．４９ ０．２４ ６柵－Ｐ３。底面に礫。
‒ ２０２ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３２４ 不整形 ０．４１ ０．３３ ０．２６ ６柵－Ｐ２。底面に礫。
‒ ２０３ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３２５ 楕円形 ０．３８ ０．３３ ０．２２ ６柵－Ｐ１。

第97図 ２０４ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３２５ 楕円形 ０．４０ ０．３６ ０．１８ 
第97図 ２０５ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２３ 円形 ０．４５ ０．４５ ０．２９ 
第103図 ２０６ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３２４ 楕円形 ０．３４ ０．３０ ０．３５ 
第106図 ２０７ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３２４ 円形 ０．３２ ０．３２ ０．３２ 
第97図 ２０８ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３２７ 楕円形 ０．４４ ０．４０ ０．３１ 

２０９ 欠 番
第92図 ２１０ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３３７ 楕円形 ０．５０ ０．４０ ０．５１ 

‒ ２１１ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３３７ 楕円形 ０．５６ ０．４９ ０．１０ １４掘立－Ｐ４。底面に礫。
第92図 ２１２ １ Ｄ １～５ ４１９８４ －４７３４３ 不整形 ０．１７ ０．１８ ０．１９ 

‒ ２１３ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１６ 楕円形 ０．３３ ０．２３ ０．４４ １０掘立－Ｐ２。
第102図 ２１４ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１５ 楕円形 ０．３０ ０．２５ ０．４６ 

‒ ２１５ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１５ 楕円形 ０．４０ ０．２８ ０．３６ １１掘立－Ｐ７。
第105図 ２１６ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１５ 楕円形 ０．２８ ０．２６ ０．３２ 

‒ ２１７ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１０ 楕円形 ０．３４ ０．２６ ０．４２ １２掘立－Ｐ２。
第97図 ２１８ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３１４ 楕円形 ０．４９ ０．４０ ０．２４ 

２１９ 欠 番
‒ ２２０ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１８ 円形 ０．３７ ０．３７ ０．５０ １０掘立－Ｐ５。

２２１ 欠 番
第98図 ２２２ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１６ 楕円形 ０．２５ ０．２３ ０．３３ 

２２３ 欠 番
第92図 ２２４ １ Ｄ １～５ ４１９６９ －４７３３３ 円形 ０．３３ ０．３２ ０．２５ 
第92図 ２２５ １ Ｄ １～５ ４１９７０ －４７３３５ 楕円形 ０．２９ ０．２５ ０．４０ 

‒ ２２６ １ Ｄ １～５ ４１９７１ －４７３３５ 不整形 ０．３５ ０．２８ ０．４９・０．３１ ４掘立－Ｐ５。二段底状。
‒ ２２７ １ Ｄ １～５ ４１９７３ －４７３３５ 楕円形 ０．４５ ０．３０ ０．３９・０．３３ ４掘立－Ｐ６。二段底状。

第94図 ２２８ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３２ 楕円形 ０．３５ ０．２７ ０．５０ 
第94図 ２２９ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３１ 楕円形 ０．５６ ０．５０ ０．３８ 
第94図 ２３０ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３４ 楕円形 ０．４０ ０．３５ ０．２４ 
第94図 ２３１ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３４ 円形 ０．４１ ０．４０ ０．３１ 

‒ ２３２ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３３ 円形 ０．３４ ０．３３ ０．２４ ３掘立－Ｐ１４。
‒ ２３３ １ Ｄ １～５ ４１９７７ －４７３３４ 楕円形 ０．３６ ０．２７ ０．５０ ３掘立－Ｐ４。
‒ ２３４ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３６ 楕円形 ０．３８ ０．３２ ０．４１ ３掘立－Ｐ１５。

第92図 ２３５ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３７ 楕円形 ０．３１ ０．２７ ０．３０ 
第98図 ＰＬ．49 ２３６ １ Ｄ １～５ ４１９７４ －４７３１２ 楕円形 ０．３４ ０．３１ ０．４８ １４６土坑と重複。

‒ ２３７ １ Ｄ １～５ ４１９７１ －４７３３２ 不整形 ０．４４ ０．２３ ０．１８ ４掘立－Ｐ３。
第92図 ２３８ １ Ｄ １～５ ４１９７１ －４７３３３ 楕円形 ０．３７ ０．２８ ０．２１ 
第92図 ２３９ １ Ｄ １～５ ４１９７１ －４７３３５ 楕円形 ０．３８ ０．２９ ０．１９ 
第92図 ２４０ １ Ｄ １～５ ４１９７１ －４７３３６ 不整形 ０．４６ ０．３１ ０．４６ 
第94図 ２４１ １ Ｄ １～５ ４１９７３ －４７３３４ 楕円形 ０．４６ ０．３８ ０．４８ 

‒ ２４２ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３２ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．３６ ４掘立－Ｐ１。
‒ ２４３ １ Ｄ １～５ ４１９７７ －４７３３８ 楕円形 ０．５６ ０．４５ ０．４８・０．２５ ３掘立－Ｐ６。二段底状。
‒ ２４４ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３３８ 楕円形 ０．４０ ０．３５ ０．４６ ３掘立－Ｐ７。
‒ ２４５ １ Ｄ １～５ ４１９８２ －４７３４２ 楕円形 ０．３３ ０．２９ ０．２９ ３掘立－Ｐ８。
‒ ２４６ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３３４ 円形 ０．３１ ０．３１ ０．３０ ３掘立－Ｐ３。

第99図 ２４７ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１１ 楕円形 ０．４２ ０．３８ ０．３７ 
第99図 ２４８ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１２ 楕円形 ０．２３ ０．２１ ０．５７ 
第99図 ２４９ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１１ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．３８ 
第99図 ２５０ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１１ 円形 ０．１７ ０．１７ ０．３４ 

‒ ２５１ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１１ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．３８ ９掘立－Ｐ５。
第99図 ２５２ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１１ 円形 ０．２４ ０．２４ ０．３３ 

‒ ２５３ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１３ 楕円形 ０．３９ ０．３３ ０．５６ ９掘立－Ｐ６。
第101図 ２５４ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１３ 楕円形 ０．３２ ０．２３ ０．３７ 

‒ ２５５ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１４ 楕円形 ０．３５ ０．２９ ０．４６ ２柵－Ｐ３。
第101図 ２５６ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１４ 円形 ０．３０ ０．３０ ０．４９ 

‒ ２５７ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１０ 円形 ０．３８ ０．３７ ０．２９ １２掘立－Ｐ１。
‒ ２５８ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１０ 楕円形 ０．３１ ０．２８ ０．３５ ５掘立－Ｐ１。

第105図 ２５９ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１５ 楕円形 ０．４０ ０．３３ ０．２９ 
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

‒ ２６０ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１６ 楕円形 ０．２９ ０．２４ ０．２８ １１掘立－Ｐ６。
第105図 ２６１ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１７ 楕円形 ０．３２ ０．２４ ０．１６ 
第97図 ２６２ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３１６ 楕円形 ０．３５ ０．３０ ０．２３ 壁に礫少量。
第97図 ２６３ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３１６ 楕円形 ０．２６ ０．２３ ０．１７ 
第98図 ２６４ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１８ 円形 ０．２０ ０．１８ ０．２１ 

‒ ２６５ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１８ 楕円形 ０．３０ ０．２５ ０．３２ １０掘立－Ｐ６。
第97図 ２６６ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１７ 円形 ０．２７ ０．２６ ０．３６ 

‒ ２６７ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１８ 楕円形 ０．３６ ０．３０ ０．３４ ８掘立－Ｐ１０。
‒ ２６８ １ Ｄ １～５ ４１９７７ －４７３３６ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．４５ ３掘立－Ｐ５。
‒ ２６９ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３３９ 楕円形 ０．３４ ０．３１ ０．３７ ３掘立－Ｐ１７。
‒ ２７０ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３４２ 楕円形 ０．３０ ０．２６ ０．４１ ３掘立－Ｐ１８。
‒ ２７１ １ Ｄ １～５ ４１９７９ －４７３３３ 楕円形 ０．４３ ０．３３ ０．２９ ３掘立－Ｐ１３。
‒ ２７２ １ Ｄ １～５ ４１９８２ －４７３３４ 楕円形 ０．５２ ０．２８ ０．３３ ３掘立－Ｐ２。
‒ ２７３ １ Ｄ １～５ ４１９８２ －４７３３３ 楕円形 ０．２３ ０．２１ ０．２７ ３掘立－Ｐ１２。

第97図 ２７４ １ Ｄ １～５ ４２００６ －４７３１７ 楕円形 ０．３４ ０．２８ ０．２１ 
‒ ２７５ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１２ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．２９ ２柵－Ｐ４。
‒ ２７６ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１２ 楕円形 ０．３８ ０．３６ ０．５１ １１掘立－Ｐ２。
‒ ２７７ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１６ 楕円形 ０．２０ ０．１８ ０．１１ ３柵－Ｐ１。

第103図 ２７８ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３０９ 不整形 ０．２８ ０．２６ ０．０２ 
第98図 ２７９ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１８ 円形 ０．１６ ０．１４ ０．３３ 
第100図 ２８０ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１５ 不整形 ０．２０ ０．１７ ０．０８ 

‒ ２８１ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３０１ 不整形 ０．２９ ０．２１ ０．１１ ８柵－Ｐ１。
第97図 ２８２ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３０２ 楕円形 ０．２１ ０．２０ ０．１９ 

‒ ２８３ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０１ 楕円形 ０．２４ ０．２３ ０．１５ ８柵－Ｐ２。
‒ ２８４ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０４ 楕円形 ０．２４ ０．１７ ０．１２ １３掘立－Ｐ５。

第98図 ２８５ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０４ 円形 ０．１６ ０．１５ ０．１１ 
第97図 ２８６ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３２０ 不整形 ０．３３ ０．２９ ０．１３ 覆土に大礫。
第98図 ２８７ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３０５ 楕円形 ０．２９ ０．１９ ０．２２ 

‒ ２８８ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１０ 楕円形 ０．３８ ０．２８ ０．２６ ９掘立－Ｐ２。
‒ ２８９ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１２ 楕円形 ０．２０ ０．１９ ０．２１ １５掘立－Ｐ３。

第98図 ２９０ １ Ｄ １～５ ４２００５ －４７３１２ 楕円形 ０．２２ ０．２０ ０．２６ 
第99図 ２９１ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１３ 不整形 ０．６８ ０．３４ ０．３２ 
第104図 ２９２ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３１９ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．１８ 
第104図 ２９３ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３１９ 楕円形 ０．２０ ０．１９ ０．０５ 

‒ ２９４ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２０ 楕円形 ０．３５ ０．３２ ０．３９ １柵－Ｐ２。
第98図 ２９５ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２０ 楕円形 ０．３５ ０．３２ ０．３７ 
第98図 ２９６ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２０ 円形 ０．２５ ０．２２ ０．２９ 

‒ ２９７ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３２０ 楕円形 ０．３１ ０．２６ ０．２９ ８掘立－Ｐ５。
‒ ２９８ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１９ 楕円形 ０．３０ ０．２７ ０．５７ ７掘立－Ｐ１３。
‒ ２９９ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２０ 楕円形 ０．３０ ０．２６ ０．５５ ４柵－Ｐ１。
‒ ３００ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１８ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．５７ ４柵－Ｐ２。

第101図 ３０１ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２０ 楕円形 ０．２２ ０．１８ ０．１８ 
第101図 ３０２ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２０ 円形 ０．２９ ０．２７ ０．３０ 
第101図 ３０３ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２０ 円形 ０．２２ ０．２１ ０．２３ 

‒ ３０４ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１５ 隅丸形 ０．４３ ０．３６ ０．３８ ８掘立－Ｐ２。
第100図 ３０５ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１４ 楕円形 ０．３２ ０．２３ ０．４６ 
第100図 ３０６ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１４ 楕円形 ０．１７ ０．１６ ０．１４ 
第99図 ３０７ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３１３ 楕円形 ０．３３ ０．３１ ０．４３ 中位に礫。
第99図 ３０８ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１２ 楕円形 ０．３５ ０．３３ ０．４０ 
第100図 ３０９ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１５ 楕円形 ０．２５ ０．２１ ０．２９ 

‒ ３１０ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３０９ 楕円形 ０．２５ ０．２２ ０．２４ ５掘立－Ｐ４。
第100図 ３１１ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３０７ 円形 ０．２３ ０．２２ ０．１４ 
第104図 ３１２ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０２ 円形 ０．１８ ０．１６ ０．３６ 
第104図 ３１３ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０１ 楕円形 ０．２２ ０．２０ ０．１０ 
第104図 ３１４ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０４ 円形 ０．１６ ０．１５ ０．１２ 
第100図 ３１５ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３０２ 　― ０．２０ ０．１２ ０．１５ 
第100図 ３１６ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１５ 　― ０．２１ ０．１２ ０．１５ 
第104図 ３１７ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１９ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．２４ 底面に礫。
第105図 ３１８ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１９ 円形 ０．２１ ０．１８ ０．０７ 
第105図 ３１９ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１９ 楕円形 ０．２９ ０．２１ ０．２１ 壁に礫。
第105図 ３２０ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１９ 楕円形 ０．４０ ０．３３ ０．４３ 下位に礫。
第104図 ３２１ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３１８ 楕円形 ０．３４ ０．３０ ０．４９ 

‒ ３２２ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３１７ 楕円形 ０．３５ ０．３４ ０．４７ １柵－Ｐ３。３２３Ｐと重複。
第104図 ３２３ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３１７ 楕円形 ０．３５ ０．３０ ０．６０ 
第104図 ３２４ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３１６ 楕円形 ０．３７ ０．２７ ０．５７ 
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

第104図 ３２５ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３１６ 楕円形 ０．２８ ０．２６ ０．５８ 
‒ ３２６ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１３ 楕円形 ０．２９ ０．２７ ０．５２ ３柵－Ｐ３。

第103図 ３２７ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０８ 楕円形 ０．２８ ０．２７ ０．１０ 
第103図 ３２８ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０８ 楕円形 ０．２６ ０．２２ ０．１０ 
第103図 ＰＬ．37 ３２９ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３０９ 楕円形 ０．２１ ０．１９ ０．１３ ２８住居内。

‒ ３３０ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１８ 楕円形 ０．２５ ０．２４ ０．３４ ５柵－Ｐ３。
第101図 ３３１ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２２ 楕円形 ０．３８ ０．３０ ０．２８ 
第101図 ３３２ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３２２ 楕円形 ０．３３ ０．３１ ０．５３ 
第102図 ３３３ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１５ 円形 ０．２５ ０．２４ ０．１５ 
第102図 ３３４ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１５ 楕円形 ０．２７ ０．２５ ０．１６ 
第100図 ３３５ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１４ 円形 ０．２３ ０．２０ ０．５６ 

‒ ３３６ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１４ 円形 ０．２０ ０．２０ ０．５５ ７掘立－Ｐ９。
第105図 ３３７ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３２０ 楕円形 ０．３６ ０．２０ ０．１４ 
第105図 ３３８ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３２０ 楕円形 ０．２６ ０．２２ ０．２０ 
第102図 ３３９ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１７ 楕円形 ０．２２ ０．１６ ０．２０ 
第102図 ３４０ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１７ 楕円形 ０．２３ ０．１８ ０．２８ 確認面に礫。
第105図 ３４１ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３１５ 円形 ０．２４ ０．２２ ０．３６ 
第105図 ３４２ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１５ 楕円形 ０．４２ ０．３４ ０．３１ 

‒ ３４３ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１４ 方形 ０．３１ ０．３０ ０．５０ １１掘立－Ｐ８。
第102図 ３４４ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１５ 楕円形 ０．３１ ０．２７ ０．３１ 

‒ ３４５ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１２ 楕円形 ０．３０ ０．２９ ０．３３ ５掘立－Ｐ１２。２７５Ｐと重複。
第105図 ３４６ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３１３ 円形 ０．２０ ０．１９ ０．１２ 
第102図 ３４７ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１０ 方形 ０．３５ ０．２１ ０．３１ 
第102図 ３４８ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１０ 円形 ０．１６ ０．１５ ０．１１ 
第98図 ３４９ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１７ 不整形 ０．２５ ０．２１ ０．２２ 
第98図 ３５０ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１７ 楕円形 ０．２４ ０．２０ ０．２３ 
第92図 ３５１ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３３７ 楕円形 ０．６３ ０．５５ ０．３５ 中位に礫。
第92図 ３５２ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３３５ 円形 ０．４０ ０．３９ ０．３７ 
第92図 ３５３ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３３８ 円形 ０．４５ ０．４４ ０．４０ 

‒ ３５４ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３３６ 楕円形 ０．５１ ０．３４ ０．１９ １４掘立－Ｐ２。底面に小礫。
第92図 ３５５ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３３６ 不整形 ０．５４ ０．３５ ０．４２ 
第92図 ３５６ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３３７ 楕円形 ０．４６ ０．４１ ０．４０ 確認面に大礫。
第104図 ３５７ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３１０ 楕円形 ０．３５ ０．３０ ０．１４ 

‒ ３５８ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２４ 楕円形 ０．４５ ０．３９ ０．４８ ８掘立－Ｐ８。
第103図 ３５９ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２３ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．３６ 
第103図 ３６０ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３２４ 楕円形 ０．３４ ０．３１ ０．３３ 
第104図 ３６１ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２０ 円形 ０．１８ ０．１６ ０．３８ 
第104図 ３６２ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３２３ 円形 ０．２６ ０．２４ ０．１２ 

‒ ３６３ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３２２ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．３７ ７掘立－Ｐ１４。
第104図 ３６４ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１８ 不整形 ０．４３ ０．３８ ０．１２ 大礫。

‒ ３６５ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１８ ― ０．２７ ０．２６ ０．１６ ５柵－Ｐ１。
第96図 ３６６ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１３ 楕円形 ０．２８ ０．２２ ０．２６ 
第104図 ３６７ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３１８ 楕円形 ０．２８ ０．２３ ０．４３ 
第102図 ３６８ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１６ 円形 ０．２０ ０．１９ ０．４３ 

‒ ３６９ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１８ 楕円形 ０．３９ ０．３２ ０．３１ １０掘立－Ｐ４。
第104図 ３７０ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１９ 円形 ０．２７ ０．２６ ０．３４ 

‒ ３７１ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２１ 楕円形 ０．４３ ０．３１ ０．２３ ８掘立－Ｐ９。
‒ ３７２ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１２ 円形 ０．２８ ０．２６ ０．２６ ９掘立－Ｐ１０。

第102図 ３７３ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１４ 円形 ０．２５ ０．２２ ０．２３ 
‒ ３７４ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１１ 楕円形 ０．４３ ０．２９ ０．３４ ５掘立－Ｐ６。

第104図 ３７５ １ Ｄ １～５ ４１９７４ －４７３０７ 楕円形 ０．２９ ０．２４ ０．２２ 
‒ ３７６ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１０ 楕円形 ０．２８ ０．２７ ０．１１ ９掘立－Ｐ１。

第104図 ３７７ １ Ｄ １～５ ４２００２ －４７３０９ 楕円形 ０．２７ ０．２３ ０．３８ 
‒ ３７８ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３１５ 楕円形 ０．３５ ０．２７ ０．５２ ４柵－Ｐ３。

第100図 ３７９ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３１６ 円形 ０．２４ ０．２３ ０．５０ 
‒ ３８０ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１２ 楕円形 ０．１７ ０．１６ ０．１７ １１掘立－Ｐ１。

第103図 ３８１ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３２３ 楕円形 ０．２６ ０．２０ ０．２８ 
第104図 ３８２ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３２２ 楕円形 ０．２７ ０．２４ ０．２２ 壁に礫。
第98図 ３８３ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１７ 円形 ０．２１ ０．１８ ０．２１ 
第103図 ３８４ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３１１ 円形 ０．２７ ０．２６ ０．３５ 
第105図 ３８５ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１６ 楕円形 ０．３２ ０．２９ ０．２３ 
第104図 ３８６ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３２１ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．３９ 
第98図 ３８７ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１８ 楕円形 ０．２６ ０．２３ ０．１４ 
第101図 ３８８ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１４ 不明 ０．２７ ０．１４ ０．４２ 

‒ ３８９ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３１５ 方形 ０．４０ ０．３５ ０．２９ １１掘立－Ｐ４。
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

第102図 ３９０ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１６ 楕円形 ０．３４ ０．３３ ０．３２ 
第102図 ３９１ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３１６ 楕円形 ０．３４ ０．２２ ０．４７ 

‒ ３９２ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３１５ 楕円形 ０．３８ ０．３３ ０．２８ ７掘立－Ｐ１。
第106図 ３９３ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２２ 楕円形 ０．２７ ０．２７ ０．２８ 

‒ ３９４ １ Ｄ １～５ ４２００１ －４７３１６ 楕円形 ０．３９ ０．３３ ０．２５ １５掘立－Ｐ７。
‒ ３９５ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３１８ 円形 ０．２６ ０．２４ ０．３０ ５柵－Ｐ２。

第104図 ３９６ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２４ 楕円形 ０．４９ ０．４３ ０．２４ 
‒ ３９７ １ Ｄ １～５ ４１９８８ －４７３２４ 円形 ０．４６ ０．４０ ０．３２ ７柵－Ｐ３。

第101図 ３９８ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３１３ 方形 ０．３３ ０．１８ ０．１７ 
第98図 ３９９ １ Ｄ １～５ ４１９７４ －４７３１２ 楕円形 ０．３４ ０．２０ ０．４１ 

第118図 ＰＬ．37・38 ４００ １ Ｄ ４ ４１９８８ －４７３４０ 不整形 ０．２９ ０．２７ ０．３８ 製鉄関連遺構。底面に大礫。鉄
滓出土。

第118図 ＰＬ．38 ４０１ １ Ｄ ４ ４１９８９ －４７３４１ 不整形 ０．４３ ０．４０ ０．５４ 製鉄関連遺構か。確認面に大礫。
４０２ 欠 番
４０３ 欠 番

‒ ４０４ １ Ｄ １～５ ４１９８１ －４７３２１ 円形 ０．２５ ０．２３ ０．１７ ６掘立－Ｐ８。
第106図 ＰＬ．37 ４０５ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３２６ 不整形 ０．６１ ０．３８ ０．６０ 覆土に礫。
第112図 ＰＬ．37 ４０６ ２ Ｂ ４ ４１８９７ －４７２３９ 不整形 ０．５７ ０．５２ ０．４２ 
第112図 ＰＬ．37 ４０７ ２ Ｂ ４ ４１８７５ －４７２３２ 楕円形 ０．３２ ０．２８ ０．０８ 
第112図 ＰＬ．37 ４０８ ２ Ｂ ４ ４１８７６ －４７２４４ 不整形 ０．４５ ０．３６ ０．１０ 
第116図 ＰＬ．39 ４０９ ２ Ｂ ５ ４１８８０ －４７２５１ 不整形 ０．５１ ０．２９ ０．１５ 
第116図 ＰＬ．39 ４１０ ２ Ｂ ５ ４１８８５ －４７２５１ 楕円形 ０．２８ ０．２７ ０．２５ 
第114図 ＰＬ．39 ４１１ ２ Ｆ ４ ４１９７６ －４７２５２ 方形 ０．２４ ０．２４ ０．６９ 
第114図 ＰＬ．39 ４１２ ２ Ｆ ４ ４１９７４ －４７２５４ 方形 ０．２６ ０．２４ ０．５７ 
第114図 ＰＬ．39 ４１３ ２ Ｆ ４ ４１９７４ －４７２５２ 方形 ０．２５ ０．２３ ０．４３ 
第113図 ＰＬ．39 ４１４ ２ Ｅ ４ ４１９６２ －４７２５９ 不整形 ０．３９ ０．３４ ０．１０ 
第113図 ＰＬ．39 ４１５ ２ Ｅ ４ ４１９５２ －４７２５９ 円形 ０．４４ ０．４１ ０．１８ 
第109図 ＰＬ．39 ４１６ ２ Ｆ ２ ４１９８１ －４７２３３ 不整形 ０．３６ ０．２６ ０．０７ 
第110図 ＰＬ．39 ４１７ ２ Ｉ ２ ４２０５３ －４７２２５ 不整形 ０．３７ ０．２９ ０．１１ 
第110図 ＰＬ．39 ４１８ ２ Ｉ ２ ４２０５４ －４７２５７ 楕円形 ０．２２ ０．１９ ０．０４ 
第110図 ＰＬ．39 ４１９ ２ Ｉ ２ ４２０５４ －４７２５７ 楕円形 ０．２３ ０．１９ ０．０３ 
第111図 ＰＬ．39 ４２０ ２ Ｉ ３ ４２０９５ －４７２４０ 不整形 ０．４５ ０．４１ ０．１４ 
第111図 ＰＬ．39 ４２１ ２ Ｉ ３ ４２０６０ －４７２５１ 不整形 ０．２４ ０．２３ ０．１０ 
第115図 ＰＬ．39 ４２２ ２ Ｉ ４ ４２０５６ －４７２５０ 不整形 ０．４６ ０．４５ ０．０５ 
第115図 ＰＬ．39 ４２３ ２ Ｉ ４ ４２０５８ －４７２５２ 不整形 ０．４４ ０．３６ ０．１４ 
第117図 ＰＬ．39 ４２４ ３ Ｃ ４ ４１９４４ －４７１６８ 不整形 ０．３０ ０．２９ ０．４２ 
第92図 ４２５ １ Ｄ １～５ ４１９７０ －４７３２２ 楕円形 ０．２９ ０．２５ ０．２３ 
第92図 ４２６ １ Ｄ １～５ ４１９７０ －４７３３４ 楕円形 ０．１７ ０．１６ ０．０８ 
第92図 ４２７ １ Ｄ １～５ ４１９７０ －４７３３６ 楕円形 ０．２１ ０．１５ ０．１０ 
第93図 ４２８ １ Ｄ １～５ ４１９７３ －４７３３２ 楕円形 ０．４７ ０．３５ ０．１８ 
第94図 ４２９ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３１ 楕円形 ０．２５ ０．２１ ０．１３ 
第94図 ４３０ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３２ 楕円形 ０．２６ ０．２５ ０．１１ 
第94図 ４３１ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３２ 楕円形 ０．２６ ０．１９ ０．２１ ４３２Ｐと重複。
第94図 ４３２ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３２ 楕円形 ０．３３ ０．３０ ０．３４ 
第94図 ４３３ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３４ 楕円形 ０．３３ ０．２８ ０．２０ 
第94図 ４３４ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３５ 円形 ０．２０ ０．１９ ０．１４ 
第94図 ４３５ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３５ 不整形 ０．２９ ０．２２ ０．２０ 
第94図 ４３６ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３６ 不整形 ０．２３ ０．２０ ０．２１ 
第94図 ４３７ １ Ｄ １～５ ４１９７７ －４７３３３ 不整形 ０．４３ ０．２８ ０．２０ ２３２Ｐと重複。
第93図 ４３８ １ Ｄ １～５ ４１９８１ －４７３４０ 楕円形 ０．２６ ０．２５ ０．１１ 
第93図 ４３９ １ Ｄ １～５ ４１９８１ －４７３４１ 楕円形 ０．２５ ０．２０ ０．１１ 
第93図 ４４０ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３６ 方形 ０．２１ ０．２０ ０．２７ 
第93図 ４４１ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３６ 方形 ０．３３ ０．１６ ０．１３ 
第93図 ４４２ １ Ｄ １～５ ４１９８６ －４７３３３ 円形 ０．２９ ０．２７ ０．１１ 
第93図 ４４３ １ Ｄ １～５ ４１９８７ －４７３３３ 楕円形 ０．２７ ０．２３ ０．１３ 
第93図 ４４４ １ Ｄ １～５ ４１９８７ －４７３３５ 楕円形 ０．３３ ０．３０ ０．１３ 
第93図 ４４５ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３４３ 隅丸形 ０．２５ ０．２２ ０．５０ ４４６Ｐと重複。
第93図 ４４６ １ Ｄ １～５ ４１９８９ －４７３４３ 楕円形 ０．４０ ０．４０ ０．３５ 
第93図 ４４７ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３３５ 楕円形 ０．３１ ０．２５ ０．３３ ４４８Ｐと重複。

‒ ４４８ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３３５ 楕円形 ０．４９ ０．３９ ０．２０ １４掘立－Ｐ３。４４７Ｐと重複。
第92図 ４４９ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３３７ 楕円形 ０．６１ ０．４１ ０．４０ 
第93図 ４５０ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３３８ 楕円形 ０．４４ ０．３８ ０．３３ 
第93図 ４５１ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３３９ 円形 ０．４２ ０．３９ ０．１３ 

‒ ４５２ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３３６ 楕円形 ０．３７ ０．３３ ０．３７ １４掘立－Ｐ１。
‒ ４５３ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３３８ 楕円形 ０．５５ ０．４７ ０．１１ １４掘立－Ｐ８。
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 備考

第92図 ４５４ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３３９ 楕円形 ０．３５ ０．２７ ０．３５ 
第94図 ４５５ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３４０ 円形 ０．２７ ０．２５ ０．１２ 
第94図 ４５６ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３４１ 楕円形 ０．４４ ０．４１ ０．０９ 

‒ ４５７ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３４１ 楕円形 ０．３４ ０．２７ ０．１３ １４掘立－Ｐ７。
第94図 ４５８ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３４１ 円形 ０．５５ ０．５４ ０．０７ 
第93図 ４５９ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３４１ 楕円形 ０．３４ ０．２６ ０．２２ 
第94図 ４６０ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３３６ 隅丸形 ０．３５ ０．３０ ０．３２ 
第94図 ４６１ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３３６ 楕円形 ０．３５ ０．３０ ０．３４ 
第94図 ４６２ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３３６ 楕円形 ０．３２ ０．２９ ０．１７ 
第96図 ４６３ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３０３ 楕円形 ０．４１ ０．３２ ０．２９ １０８Ｐと重複。
第105図 ４６４ １ Ｄ １～５ ４１９９６ －４７３１９ 楕円形 ０．２９ ０．２７ ０．５０ 
第103図 ４６５ １ Ｄ １～５ ４１９９１ －４７３２４ 円形 ０．２４ ０．２２ ０．３７ 

‒ ４６６ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３２４ 円形 ０．３７ ０．３４ ０．５４ ７柵－Ｐ２。
‒ ４６７ １ Ｄ １～５ ４１９８０ －４７３２３ 楕円形 ０．４６ ０．４０ ０．４６ ７掘立－Ｐ６。

第103図 ４６８ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２４ 楕円形 ０．４５ ０．３７ ０．１３ 
第103図 ４６９ １ Ｄ １～５ ４１９９４ －４７３２４ 楕円形 ０．２９ ０．２６ ０．２４ 
第103図 ４７０ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３２３ 楕円形 ０．３２ ０．２９ ０．３０ 
第103図 ４７１ １ Ｄ １～５ ４１９９７ －４７３２４ 円形 ０．３８ ０．３７ ０．３４ 
第106図 ４７２ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３２５ 楕円形 ０．３０ ０．２５ ０．１７ 
第106図 ４７３ １ Ｄ １～５ ４１９９８ －４７３２５ 楕円形 ０．１６ ０．１５ ０．１２ ２０２Ｐと重複。
第106図 ４７４ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３２４ 楕円形 ０．３６ ０．３４ ０．２０ 
第106図 ４７５ １ Ｄ １～５ ４１９９９ －４７３２４ 楕円形 ０．３４ ０．２９ ０．２５ 
第106図 ４７６ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３２５ 不整形 ０．２８ ０．２５ ０．１４ ２０３Ｐと重複。
第106図 ４７７ １ Ｄ １～５ ４２０００ －４７３２５ 不整形 ０．４２ ０．３８ ０．１８ 

‒ ４７８ １ Ｄ １～５ ４１９９５ －４７３２４ 楕円形 ０．３９ ０．３０ ０．２１ ７柵－Ｐ１。
第106図 ４７９ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３２９ 円形 ０．２５ ０．２４ ０．２５ 
第106図 ４８０ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３２８ 不整形 ０．５５ ０．４３ ０．２５ 
第106図 ４８１ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３２７ 楕円形 ０．４５ ０．３７ ０．１４ 
第106図 ４８２ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３２５ 楕円形 ０．２５ ０．１７ ０．１３ 
第106図 ４８３ １ Ｄ １～５ ４２００４ －４７３２５ 楕円形 ０．３０ ０．２２ ０．１３ 
第106図 ４８４ １ Ｄ １～５ ４２００７ －４７３２８ 円形 ０．２４ ０．２３ ０．１７ 
第105図 ４８５ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１４ 円形 ０．２５ ０．２４ ０．２３ 
第105図 ４８６ １ Ｄ １～５ ４２００３ －４７３１３ 不整形 ０．３３ ０．２５ ０．２６ １８０Ｐと重複。
第94図 ４８７ １ Ｄ １～５ ４１９７３ －４７３３４ 楕円形 ０．３２ ０．２７ ０．２５ １２３土坑、２４１Ｐと重複。

‒ ４８８ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３６ 円形 ０．２６ ０．２５ ０．３５ ３掘立－Ｐ２０。１１３土坑と重複。
‒ ４８９ １ Ｄ １～５ ４１９９３ －４７３３８ 楕円形 ０．３５ ０．３２ ０．１５ １４掘立－Ｐ９。２０住床面で確認。
‒ ４９０ １ Ｄ １～５ ４１９９０ －４７３４０ 楕円形 ０．３８ ０．３２ ０．２７ １４掘立－Ｐ５。２０住床面で確認。
‒ ４９１ １ Ｄ １～５ ４１９９２ －４７３４１ 楕円形 ０．３８ ０．３５ ０．３０ １４掘立－Ｐ６。２０住床面で確認。
‒ ４９２ １ Ｄ １～５ ４１９７３ －４７３３１ 楕円形 ０．３４ ０．３１ ０．１７ ４掘立－Ｐ２。
‒ ４９３ １ Ｄ １～５ ４１９７１ －４７３３３ 楕円形 ０．３０ ０．２５ ０．４２ ４掘立－Ｐ４。
‒ ４９４ １ Ｄ １～５ ４１９７５ －４７３３５ 楕円形 ０．５４ ０．４０ ０．４８ ４掘立－Ｐ７。
‒ ４９５ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３４ 楕円形 ０．３５ ０．３０ ０．１５ ３掘立－Ｐ１。
‒ ＰＬ．47 ４９６ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３８ 円形 ０．２９ ０．２８ ０．１０ ３掘立－Ｐ９。１０４土坑と重複。
‒ ４９７ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３６ 円形 ０．３４ ０．３３ ０．２２ ３掘立－Ｐ１０。
‒ ４９８ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３３ 楕円形 ０．３７ ０．３４ ０．２２ ３掘立－Ｐ１１。
‒ ４９９ １ Ｄ １～５ ４１９７６ －４７３３８ 楕円形 ０．３４ ０．３０ ０．３７ ３掘立－Ｐ１６。７溝と重複。
‒ ＰＬ．47 ５００ １ Ｄ １～５ ４１９８５ －４７３３８ 楕円形 ０．３２ ０．２６ ０．１４ ３掘立－Ｐ１９。１０４土坑と重複。
‒ ５０１ １ Ｄ １～５ ４１９８３ －４７３２１ 楕円形 ０．１９ ０．１７ ０．１２ ６掘立－Ｐ１。
‒ ５０２ １ Ｄ １～５ ４１９８１ －４７３２０ 楕円形 ０．２３ ０．２１ ０．３５ ６掘立－Ｐ２。
‒ ５０３ １ Ｄ １～５ ４１９７８ －４７３２０ 楕円形 ０．２３ ０．２１ ０．２０ ６掘立－Ｐ３。
‒ ５０４ １ Ｄ １～５ ４１９７８ －４７３２２ 楕円形 ０．３３ ０．２５ ０．１７ ６掘立－Ｐ４。
‒ ５０５ １ Ｄ １～５ ４１９７８ －４７３２３ 楕円形 ０．２１ ０．１５ ０．１１ ６掘立－Ｐ５。
‒ ５０６ １ Ｄ １～５ ４１９８０ －４７３２３ 楕円形 ０．３９ ０．２４ ０．１６ ６掘立－Ｐ６。
‒ ５０７ １ Ｄ １～５ ４１９８３ －４７３２４ 楕円形 ０．２７ ０．２４ ０．２０ ６掘立－Ｐ７。
‒ ５０８ １ Ｂ １～５ ４１９０５ －４７２９４ 楕円形 ０．４８ ０．３２ ０．２４・０．１４ １掘立－Ｐ１。二段底状。
‒ ５０９ １ Ｂ １～５ ４１９０４ －４７２９３ 不整形 ０．４９ ０．３５ ０．２９・０．１２ １掘立－Ｐ２。二段底状。
‒ ５１０ １ Ｂ １～５ ４１９０３ －４７２９２ 楕円形 ０．５１ ０．３０ ０．２９・０．１７ １掘立－Ｐ３。二段底状。
‒ ５１１ １ Ｂ １～５ ４１９０１ －４７２９３ 不整形 ０．４１ ０．３０ ０．２７・０．２２ １掘立－Ｐ４。二段底状。
‒ ５１２ １ Ｂ １～５ ４１９００ －４７２９４ 楕円形 ０．３４ ０．２６ ０．２０・０．０８ １掘立－Ｐ５。二段底状。
‒ ５１３ １ Ｂ １～５ ４１９０１ －４７２９６ 楕円形 ０．３３ ０．２８ ０．２７ １掘立－Ｐ６。
‒ ５１４ １ Ｂ １～５ ４１９０３ －４７２９７ 楕円形 ０．３８ ０．３２ ０．３２・０．２２ １掘立－Ｐ７。二段底状。
‒ ５１５ １ Ｂ １～５ ４１９０４ －４７２９６ 楕円形 ０．３８ ０．３６ ０．２９・０．２０ １掘立－Ｐ８。二段底状。
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　検出された土坑は、１区１３３基、２区４４基、３区１基、

合計１７８基であった。１区からの検出が最も多く、２区・

３区と調査地の東側になるにしたがって減少する傾向に

ある。地形的な要因からくる土地利用のあり方に起因す

ると考えられ、３区は生産域として弥生時代以降は位置

づけられてきたと考えられる（第119図）。

　１区から検出した土坑は、すべて表土掘削後に遺構確

認されたもので、面による把握がなされていない。それ

に対し、２区は、２面・２～３面・３面・４面から、３

区では、１面からそれぞれ検出され、面によるおよその

時期把握ができる。

　土坑からの出土遺物は極めて少なく、遺構の性格を明

らかにすることができる遺物はない。掲載遺物以外の出

土遺物は、土坑一覧表に記載した。

　ここでは、各区・地点・検出面に分けて整理し、報告

することとしたい。各土坑の計測値等の詳細については、

第7表の土坑一覧表を参照されたい。また、土坑の土層

注記中に白色軽石とされたものについては、宮久保遺跡

のテフラ分析結果を踏まえ、Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石とし、そ

の他については注記通りとした。

１区

Ａ（第121図）

　２～７号土坑の６基を検出した。いずれも楕円・円形

を呈し、重複関係はない。２・４・５号土坑は、近接し

ているが、３・６・７号土坑は、単独で点在する。２号

土坑は、深さ０．６８ｍと深く掘り込まれ、井戸の可能性が

ある。覆土上層に多量の大小の河床礫を含み、人為的に

礫が遺棄されたと考えられる。３・４・６・７号土坑は、

掘り込みは浅い。３号土坑は、２段に掘り込まれている。

５号土坑は、長軸１．７５ｍを計り、断面箱状のしっかりし

た掘り込みを持ち、下層に大小の河床礫を多く含む。

Ｂ（第122図）

　１号土坑１基が検出した。不定型な長円状を呈し、掘

り込みは深くない。径０．２５ｍの小ピットを伴う。

Ｃ（第123図）

　合計１８基の土坑が検出した。２８・２９・３１号土坑は、長

軸を東西方向に持ち、南北に並存する。２８号土坑から

は、人歯（第４章自然科学分析第１節馬歯・人歯の鑑定

参照）が出土しており、遺構の性格を知る手がかりとな 第120図　１区土坑位置図
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ろう。中央にある３１号土坑は、不定形状を呈し、２８・２９

号土坑に比して長軸が短い。いずれも確認面からの掘り

込みは浅い。これら３基の土坑は、位置関係・形状から

関連性の深い土坑群とすることができる。この土坑群の

北側にある３０・６１・６２号土坑も、主軸方位こそ違いがあ

るが、同様の土坑群とすることができる。南北に長軸を

持ち、３０・６１号土坑は重複するとともに、６２号土坑と３

基が南北に並存する。６１・６２号土坑は、掘り込みが浅い

が、３０号土坑は、断面薬研状の掘り方を持つ。これらは、

３基の土坑のまとまりと捉えられる。これら６基の土坑

の形状や位置関係から、２８・２９・３１号土坑のまとまりと

３０・６１・６２号土坑のまとまりを合わせ、一群と捉えるこ

とができる。２８号土坑からの人歯の出土は、これらの土

坑のいくつかが墓坑である可能性を示していると考えら

れる。

　３６ ～ ３９号土坑４基は、形状や位置関係から一つのま

とまりとすることができる。３６号土坑は、１７号住居と重

複しているが、住居より新しい。これらの土坑は、いず

れも楕円・円形状を呈す。３６号土坑は、掘り込みが深い

のに対し、３７ ～ ３９号土坑の３基は、掘り込みは浅く、

いずれも覆土中に焼土粒子が含まれ、炭化物を含む土坑

もある。これらの３基の土坑は、同一の特殊な性格を有

するものと考えられる。

　３４・４０号土坑は、単独検出で、いずれもＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ

第121図　１区Ａ土坑 第122図　１区Ｂ土坑

２号土坑 ４号土坑 ５号土坑

３号土坑

６号土坑

７号土坑

１号土坑
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１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ロームブロック・ローム粒を少量、
礫を多量に含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ロームブロックを多量に含む。

３	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を含む。

４	暗褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ローム粒を多く含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ローム粒を少量含む。

２	黄褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ローム主体。

１	暗褐色土　ややしまりあり。ローム粒、礫を少量含む。
２	暗褐色土　礫を多量に含む。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質
土。白色軽石、ローム粒を含む。

２	黄褐色土　しまりあり。粘質
土。ローム主体。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を少量含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
１層に近似。ローム粒を含む。

１	黒褐色土　しまりあり。粘質土。
白色軽石を多量に含む。

２	黒色土　　しまりあり。粘質強い。
３	黒色土　　しまりあり。粘質強い。
白色軽石を少量含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。白色
軽石、ロームブロックを少量含む。

２	黄褐色土　ややしまりあり。粘質
土。ローム主体。

３	暗褐色土　しまりあり。白色軽石、
ローム粒を少量含む。
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２８号土坑	 １ 暗褐色土　ややしまりあり。白色軽石、ロームブロック・   
　　　　　　 ローム粒を含む。

２ 暗褐色土　ややしまりあり。白色軽石を少量含む。
３ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。

２９号土坑	 １ 暗褐色土　軟質。ロームブロック・ローム粒を含む。
３１号土坑	 １ 暗褐色土　軟質。ロームブロック・ローム粒を含む。

３２号土坑
１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロー
ムブロック・ローム粒を含む。

２	黄褐色土　しまりあり。粘質土。ロー
ム主体。

３３号土坑
１ 黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。
白色軽石、ローム粒を含む。

２	黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ローム主体。

３４号土坑	
１	黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。
白色軽石を多量に含む。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。

２	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ローム粒を含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。粘
質土。白色軽石、ローム粒を含む。

２	暗褐色土　ややしまりあり。粘
質土。ロームブロック・ローム
粒を少量含む。

３	暗褐色土　ややしまりあり。粘
質土。ロームブロックを多量に
含む。
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１	黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー
ム粒と暗褐色土の混土。

２	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー
ムブロックを含む。

３	黒褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
粒を少量含む。

４	暗褐色土　粘質土。ロームブロック・ロー
ム粒を多量に含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼
土粒・炭化物、ローム粒を含む。

２	黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー
ム主体。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒、
ロームブロック・ローム粒を少量含む。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。焼土粒、
ロームブロック・ローム粒を少量含む。

１	黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽
石を多量に含む。

２	黒褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
粒を少量含む。 １	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、

ローム粒を含む。
２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
粒を多量に含む。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
ブロックを多量に含む。

１	黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロー
ム主体。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、
ロームブロックを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
ブロック・ローム粒を含む。

２	黄褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
主体。



軽石を多量に含み、浅いＵ字状の断面を持つ。４２号土坑

も単独検出で、５号溝と重複、本遺構が新しい。覆土中

にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含み、底面は河床礫で構成される。

３２・４５号土坑は、隣接して検出した。長軸方向は異なるが、

いずれも楕円形で丸底状の底面を持つ。３３・４３・４４号土

坑も隣接する。規模・形状はそれぞれ異なるが、３３・４４

号土坑は、覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。いずれも

底面は丸底状を呈す。

Ｄ・Ｅ（D第25 ～ 132図・E第133・134図）

　１区Ｄ・Ｅの検出土坑は、土坑群のまとまりの様子か

ら、Ｄ・Ｅで区分せずに合わせて報告したい。

　１区Ｄ・Ｅからは、最も多くの土坑が検出している。

１区Ｄから８５基、１区Ｅから１２基、総数９７基を数える。

当該区の土坑は、位置関係から大きく３つの群で捉える

ことができる。コの字状に区画域を持つ４号溝周辺にこ

れら土坑群のまとまりがあり、４号溝の南辺部の一群、

４号溝南西隅の一群、４号溝西辺部の一群の三群におよ

そ分けられる。また、いずれの群からも位置的に離れる

単独検出の土坑３基がある。

【単独検出の土坑】

　前述の単独検出の１２２・１２９・１３０号土坑は、円形また

は円形に近い楕円形を呈し、断面Ｕ字状の掘り込みで、

覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。

【４号溝の南辺部の一群】

　２４基が認められた。４号溝の区画内外に分布し、４号

溝と重複関係にある土坑も２基ある。４号溝区画内には

総計６基、他は区画外にある。この一群の南東部にある

６５・１０１号土坑は、先述の１２２・１２９・１３０号土坑と同様に

単独検出の傾向にあるが、ここで扱うこととする。　　

　形状は、極めて不定形なものもあるが、基本的には大

きく２つに分けられる。円形・隅丸方形・円形に近い楕

円形状のものと短軸と長軸の比が２：３以上の長円また

は長方形状のものの２者がある。

　１４３号土坑は、突出部を持つ不定形状を呈し、底面に

３つの小ピットを伴うもので、６６号土坑と重複し、６６号

土坑より古い。

　円形・隅丸方形・楕円形の土坑には、６５・６６・７０・

７２・７３・７６・８２・１０１・１１８・１１９・１２０・１３３・１３４・

１４５・１４６号土坑がある。平面形状・規模、断面形状、覆

土（埋没土層）の構成などから考えてみたい。

　掘り込みの深いものには、１１９・１２０・１４５号土坑がある。

１１９・１４５号土坑は断面薬研状（底面は丸みを帯びる）の掘

り方を持ち、位置的には隣接して、２７号住居を破壊して

穿たれている。１１９号土坑は覆土中にＡｓ－Ｂ軽石およびＨｒ

－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、１４５号土坑は、Ａｓ－Ｂ軽石を含んでいる。

１２０号土坑は、深さ０．４５ｍとやや浅いが、断面丸底の薬

研状の掘り込みで、多量の河床礫が遺棄されている。こ

れら３基の土坑は、水位との関係もあるが、井戸の可能

性が十分にある。

　覆土中に焼土・炭化物等を含む土坑としては、６６・

７３・７４・７５・１０１号土坑がある。７３号土坑では下層から

骨片（骨粉状のものか）が認められ、墓坑の可能性が高い。

また、７３号土坑と東西方向に並列する７４・７５号土坑では、

炭化物および白色粒子が覆土中に含まれており、その関

連性が注目される。

　覆土中に火山噴出物の軽石が含まれる土坑は、Ａｓ－Ｂ

軽石を含むものとしては７０・７６号土坑、Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽

石を含むものとしては７２・８２号土坑がある。６５・１１８・

１３３・１４６号土坑は、覆土中に火山噴出物は認められない。

　重複関係にあるものとしては、７３号土坑と１３４号土坑

では１３４号土坑が新しく、１１８・１３３土坑・４号溝では、

２８号住居も絡めて、２８号住居→１１８号土坑→１３３号土坑→

４号溝という時間軸の流れが認められた。１４６号土坑は

２７号住居と重複し、２７号住居が新しい。

　後者の短軸と長軸の比が２：３以上の土坑は、長円

状のものが６７・６８号土坑、方形状のものが６９・７１・７４・

７５・１３５・１４２号土坑である。

　６７・６８号土坑は規模と形状に若干の違いがあるが、隣

接している。いずれも断面は丸底状を呈し、覆土中にＡｓ

－Ｂ軽石が含まれる。６８号土坑は１３５号土坑と重複し、６８

号土坑が新しい。135号土坑からは陶器小壷１が出土。

　方形状の土坑のうち、６９・１３５・１４２号土坑は、覆土中

にＡｓ－Ｂ軽石を含み、箱状の底面をなす。７４・７５号土坑は

覆土中に炭化物を含むもので、７５号土坑は規模が小さい。

７１号土坑は、丸底状の底面を有し、掘り込みも浅い。

【４号溝南西隅の一群】

　４９基が認められた。４号溝と重複するものが１基あり、

区画内には総計４基、他はすべて区画外であった。土坑

の平面形状は、円形・隅丸方形・円形に近い楕円形状の

ものと４号溝西辺部の一群の２者がある。他に、不定形
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なもの５基がある。４号溝南辺部の一群と比べ、短軸と

長軸の比が２：３以上の長円または長方形状のものは５

基と少なく、楕円形・隅丸方形・円形のものが多い傾向

にある。

　不定形な平面形を有すものには、５６・１００・１０４・

１０５・１３９号土坑がある。底面は丸底状で、小ピットを伴

う１０５号土坑や掘り込みの浅い１００号土坑がある。

　後者の長方形状の８１・１０３・１２３号土坑は、箱状の底面

を有し、１２３号土坑は掘り込みが浅い。６０・１０６・１５０号

土坑は長円形の平面形を有し、１０６号土坑は２段に掘り

込まれるが、６０・１０６号土坑の深さは浅いものである。

　前者の土坑のうち、５５・６４・８４号土坑は、方形または

隅丸方形状を呈す土坑で、いずれも掘り込みは浅く、丸

底を呈す。５５号土坑は規模が大きく、覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａ

ｓ－Ｃ軽石を含み、礫の混入が認められた。円形状を呈す

ものには、９６・９７・９８・１０８・１０９・１１０・１１４・１２４・１２６

号土坑がある。９７・９８号土坑は覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽

石を含み、丸底を呈す。１０９・１１０・１１４号土坑は覆土中

に軽石を含み、１１４号土坑は箱状の底面を有し、焼きし

めのある大型甕片１と、土師器片が出土している。９６・

１２４号土坑はＡｓ－Ｂ軽石混土を覆土とし、丸底・箱状の底

面を有す。１０８・１２６号土坑は丸底の底面を有し、１０８号

土坑からは土師器片が出土している。

　最も多く検出されたのが楕円形状の土坑である。楕円

形状の土坑のうち、覆土中にＨｒ－ＦＡ･Ａｓ－Ｃ軽石が認めら

れたのは、５４・１１２・１３１号土坑である。いずれも丸底。

１３１号土坑の掘り込みは浅く、小ピットを伴う。

　５８・６３・７８・７９・８０・８３・８４・９９・１１３・１４７・１４８・

１５７号土坑は、覆土中に軽石が含まれる一群で、掘り込

みの浅いものは、５８・８０・８３・９９号土坑でいずれも丸底

を呈す。７８号土坑は底面が２段に掘り込まれ、土師器・

須恵器片が多く出土している。６３号土坑は小ピット３基

を伴い、Ａｓ－Ｂ軽石混土を覆土とするものは、１０７・１２５・

１２７号土坑で、しっかりした掘り込みである。１０７・１１３

号土坑からは土師器片が出土。

　覆土中に火山噴出物の軽石等が確認されなかった土坑

は、１１５・１２８・１３２・１３６・１３７・１３８・１４０・１４１号土坑で

ある。１２８号土坑は小ピットを伴い、１３２号土坑では礫の

混入が確認された。１３６・１３８・１４１号土坑からは土師器

片等の出土があり、１３６号土坑からは土師器甕１が出土

している。

　重複関係のある遺構は、以下の通り。①６４号土坑が

８０・１１０号土坑と重複し、１１０号土坑→６４号土坑→８０号土

坑という新旧関係。②７９号土坑が２１０号ピットと重複し、

７９号土坑が古い。③９６号土坑・７号溝・３号掘立柱建物

が重複し、９６号土坑→７号溝→３号掘立柱建物の順に新

しくなる。④９８号土坑と２１２号ピットと重複し、９８号土

坑が古い。⑤１０４号土坑と３号掘立柱建物が重複し、１０４

号土坑が古い。⑥１０６・１４０号土坑が重複し、１０６号土坑

が古い。⑦１０７・１３６号土坑が重複し、１０７号土坑が新し

い。⑧１１３・１２６号土坑、１１３号土坑と３号掘立柱建物が

重複し、３号掘立柱建物→１２６号土坑→１１３号土坑の順に

新しくなる。⑨１２７・１２８号土坑が重複し､ １２７号土坑が

新しい。⑩１３９号土坑と４号溝が重複し、１３９号土坑が古

い。⑪１４８号土坑と７号溝が重複し、１４８号土坑が古い。

【４号溝西辺部の一群】

　総計２３基が検出された。このうち、４号溝区画内にあ

るものは５基で、４号溝と重複関係にあるものはなかっ

た。他は４号溝区画外で確認された。

　最も多い形状は、楕円形１１基であった。他には、円形

２基、隅丸方形２基、短軸と長軸の比が２：３以上の長

円形３基、不定形５基がある。

　楕円形状の土坑には、８・１０・１４・１５・４６・４７・５１・

５１・５３・５７・１４０号土坑がある。いずれも軽石・Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を覆土中に含むもので、丸底状の底面を持つ。

８・５７号土坑は掘り込みが浅いのに対し、１０・４６・４７・

５２号土坑は深く掘り込まれている。１４号土坑からは須恵

器片が出土している。８号土坑は礫の混入が認められ、

４６号土坑の底面は起伏が確認されている。

　１１・４８号土坑は円形状の土坑で、覆土中に軽石を含み、

４８号土坑は深く掘り込まれている。

　１２・１１１号土坑は隅丸方形状で、１１１号土坑はＡｓ－Ｂ軽石

混土を覆土とし、掘り込みは浅いが箱状の断面を持つ。

　９・２７・５０号土坑は長円状の土坑で、覆土中にＨｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石または軽石を含むもので、５０号土坑は掘り込み

が深く、人為的に埋め戻された可能性が高い。

　不定型な土坑としては、１３・１６・１７・２６・４９号土坑が

ある。いずれも不規則な掘り込みの底面を持つ。

　重複関係のある遺構は、以下の通り。①１６・１７号土坑

が重複し、１６号土坑が新しい。②４８・４９号土坑が重複し、

１６号土坑が新しい。③１１１号土坑と６号住居が重複し、

１１１号土坑が新しい。
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４６号土坑
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石粒含む。
２	黄褐色土(１０ＹＲ４／５)　くすんだロームブロック。
３	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　１層に近似。ローム粒多く含む。
４	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　３層に近似。
５	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　褐色土ブロック。くすんだローム主体。
４７号土坑
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石、ロームブロックを含む。
２	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　ロームブロック多量に含む。
４８号土坑
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　軽石粒、焼土粒含む。礫多量に含む。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　ややしまりあり。軽石粒含む。 48土1
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１	黒褐色土　ややしまりあり。粘質土。軽石粒を５％
含む。

２	暗褐色土　ややしまりあり。軽石粒を２％含む。
３	暗褐色土　やや粘質土。黄褐色粘土ブロック主体。
４	暗褐色土　やや粘質土。褐色ブロックを３０％含む。
５	黄褐色土　粘質土。暗褐色ブロックを含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石、くすん
だロームブロックを含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石、くすんだ
ロームブロックを含む。

２	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　くすんだローム多量に
含む。

３	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　白色軽石、くす
んだロームブロックを含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石、くすん
だロームブロックを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。軽石粒を３％含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色
粘土ブロックを少量含む。

５５号土坑
１	黒褐色土　しまりあり。白色軽石を５％含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。白色軽石を３％含む。
５４号土坑
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　白色軽石、くすんだロームブロック
を斑に含む。

２	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　ローム土に黄色・黒色ブロックを斑
に含む。

３	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　１層に近似。

１	暗褐色土　やや粘質土。軽石粒を２％含む。
２	黒褐色土　しまりあり。黒色ブロックを含む。
３	褐色土　　やや粘質土。軽石粒を少量含む。

１	暗褐色土　しまりあり。軽石粒
を３％含む。

２	褐色土　　しまりあり。やや粘
質土。暗褐色ブロックを含む。

１	黒褐色土　しまりあり。軽石粒
を１％含む。褐色ブロックを含
む。

２	褐色土　　しまりあり。粘質土。

１	暗褐色土　しまりあり。軽
石粒を２％含む。褐色粘土
ブロック３％含む。

１	褐色土　　しまりあり。粘質土。
ローム粒を多量に含む。

２	黒褐色土　しまりあり。粘質土。
白色粒、ロームブロックを含む。

３	黄褐色土　ローム主体。
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６４号土坑	
１	暗褐色土　やや粘質土。
２	暗褐色土　やや粘質土。褐色ブ
ロックを少量含む。

３	黒褐色土　軽石粒を２％、褐色
粘土ブロックを含む。

１１０号土坑	
１	暗褐色土　やや粘質土。軽石粒
２％、礫を少量含む。

２	暗褐色土　やや粘質土。褐色粘
土ブロックを含む。

８０号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒を僅かに含む。
２	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　１層に近似。くすんだ
ローム粒含む。

６６号土坑
１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色軽石、
炭化物粒を含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。炭化物を多量に、
ロームブロックを含む。

３	茶褐色土　粘質土。焼土粒、ローム粒を含む。

１４３号土坑	
１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色軽石を
多量に、焼土粒、炭化物、ローム粒を含む。

２	赤褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土、炭化
物を含む。

３	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロッ
クを含む。

４	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまりあり。ローム主体。

１	暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ
軽石、ローム粒を含む。

２	茶褐色土　しまりあり。ロー
ムブロックを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ
軽石、ローム粒を含む。

２	茶褐色土　しまりあり。ロー
ムブロックを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
ロームブロックを多量に含む。

２	黒褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
３	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム
ブロックを多量に含む。

１	暗褐色土　しまりあり。粘
質土。ロームブロック・ロー
ム粒を含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
２	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を少量、
ロームブロックを多量に含む。

３	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロッ
クを多量に含む。

１	黒褐色土　しまりあり。白色
軽石、ローム粒を含む。

２	茶褐色土　しまりあり。粘質
土。ローム粒を多量に含む。

３	黄褐色土　ローム主体。

１３４号土坑	
１	暗褐色土　ややしまりあり。白色粒、ローム粒を含む。
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。

７３号土坑
１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色粒を含む。炭化物粒、
焼土粒を少量含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。炭化物粒、骨片を含む。
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１	暗褐色土　ややしまりあり。白色粒、炭化物粒、ロー
ムブロックを含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック
を少量含む。 １	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒僅かに、土器片含む。

２	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　１層とくすんだローム土の混土。
３	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　くすんだローム土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒僅かに
含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。白色粒
を多量に、炭化物粒、ローム粒を含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。炭
化物粒を少量含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ローム粒を含む。
２	茶褐色土　ややしまりあり。ロームブロックを含む。 ８２号土坑	

１	暗褐色土　白色軽石、ロームブロックを含む。
２	茶褐色土　しまりあり。粘質土。

８１号土坑	
１	暗褐色土　Ａｓ－Ｂ軽石含む。くすんだロームブ
ロックを混土。

８３号土坑
１	暗褐色土　しまりあり。軽石
粒を５％含む。

２	褐色土　　しまりあり。やや
粘質土。軽石粒を３％含む。

３	褐色土　　しまりあり。やや
粘質土。軽石粒を３％含む。

４	暗褐色土　しまりあり。やや
粘質土。軽石粒を３％含む。

８４号土坑	
１	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　軽石粒を僅かに含む。ロームブロックを含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　　１層に近似。くすんだローム土。
９７号土坑	
１	暗褐色土　白色軽石を少量、褐色ブロックを３％含む。
２	暗褐色土　やや粘質土。褐色ローム土・黄褐色ブロックを含む。

９６号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石を多く、白色
軽石を僅かに含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石を少量含む。
ローム粒、褐色土粒を僅かに含む。

９９号土坑	
１	黒褐色土　しまりあり。軽石粒を２％含む。
２	黄褐色土　ローム土。
３	黒色土　　粘質土。黒色ブロック含む。
１００号土坑
１	黒褐色土　しまりあり。白色軽石を２％含
む。

２	にぶい黄褐色土　しまりあり。粘質土。軽
石粒を２％含む。

３	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。軽石
粒を１％含む。

４	黒褐色土　しまりあり。黄褐色粘土を含む。
１	暗褐色土　白色軽石を少量含む。褐色ブロックを３％含む。
２	暗褐色土　やや粘質土。褐色ロームブロック混土。
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１	暗褐色土　しまりあり。粘質
土。白色軽石、炭化物粒、ロー
ムブロックを含む。

２	茶褐色土　しまりあり。粘質
土。炭化物粒を少量、ローム
土を多量に含む。

１	暗褐色土　やや粘質土。軽石
粒を３％含む。

２	褐色土　　しまりあり。やや
粘質土。１層と混土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色粒を
僅かに含む。

１０９号土坑
１	暗褐色土　しまりあり。軽石粒を３％含む。黄褐色粘質ブロックを含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。黄褐色粘土ブロックを７％含む。
３	黒褐色土　しまりあり。粘質土。褐色粘土ブロックを１０％含む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　やや砂質土。
Ａｓ－Ｂ軽石を含む。

２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　礫を多量に含
む。

１	褐色土(１０ＹＲ４／４)　Ａｓ－Ｂ軽石を少量、ローム粒を僅かに含む。
２	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石を少量、白色粒、ローム粒を僅かに含む。

１１３号土坑
１	暗褐色土　しまりあり。軽石粒を５％含む。
２	黒褐色土　しまりあり。軽石粒を３％含む。褐色粘土ブロックを３％含む。
１２６号土坑
１	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　くすんだローム土主体。
２	黄褐色土(１０ＹＲ５／８)　くすんだローム土。ロームブロック、暗褐色粘土ブロックを含む。
３	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　ややしまりあり。くすんだローム土。ロームブロック、黒色土を含む。

１０７号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石を多く含
む。白色粒を僅かに含む。

２	褐色土(１０ＹＲ４／６)　　Ａｓ－Ｂ軽石を少量、
ローム粒を僅かに含む。

３	単色黒墨土

１３６号土坑	
１	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　くすんだ
ローム土。軽石粒、褐色土粒を含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒、ロームブ
ロック、黒褐色粘土ブロックを含む。

３	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　２層に近似。ロー
ムブロックを多く含む。

136土1
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１	黒褐色土　しまりあり。軽石
粒を５％含む。

２	黒褐色土　やや粘質土。軽石
粒を３％含む。褐色粘土ブロッ
クを３０％含む。

１	黒褐色土　しまりあり。粘質
土。軽石粒を２％含む。

２	黒褐色土　しまりあり。やや
粘質土。暗褐色粘土ブロック
を含む。

１１８号土坑	
１	暗褐色土　ややしまりあり。白色粒、ロームブロックを多く含む。
２	茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム主体。
１３３号土坑	
１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒含む。ローム粒を多量に
含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。(１０ＹＲ３／４)。ロームブロック、ローム
粒を含む。

１１９号土坑
１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを含む。
２	黒褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ローム粒を含む。
３	黒褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
４	暗褐色土　ややしまりあり。白色軽石、ロームブロックを含む。
５	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを多量含む。
６	暗褐色土　ややしまりあり。非常に粘質土。ロームブロックを少量含む。

１２０号土坑
１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。礫を多く含む。
２	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
３	暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ロームブロックを含む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。白色軽石含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。くすんだローム土と互
層。

３	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　
ロームブロックを含む。くす
んだローム土主体。

４	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　黒褐色土
と褐色土の混土。

１	黒褐色土　しまりあり。白色
軽石を５％含む。

２	暗褐色土　やや粘質土。褐色
粘土ブロックを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。軽石粒を１％含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを含む。
３	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。褐色粘土ブロックを７％含む。
４	暗褐色土　やや粘質土。黄褐色粘土ブロック１０％含む。

１	暗褐色土　しまりあり。白色
軽石を少量含む。褐灰色粘土
ブロックを２％含む。

１	褐色土　　褐灰色土と互層。
２	褐灰色土　しまりあり。砂と互層。
３	暗褐色土　Ａｓ－Ｂ軽石混土。軽石粒を
含む。

114土1
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１	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　くすんだローム
土。ロームブロックを含む。　

１	暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石含む。
２	黒褐色土　しまりあり。非常に粘質土。白
色軽石を多量に、焼土粒を少量含む。

３	黒褐色土　ややしまりあり。非常に粘質土。
白色軽石を少量含む。

４	暗褐色土　ややしまりあり。非常に粘質土。
ローム粒を含む。

１	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　Ａｓ－Ｂ軽石含む。ロームブロックを含む。
２	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　くすんだローム土。ロームブロックを含む。
３	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　Ａｓ－Ｂ軽石、軽石粒を含む。
４	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　黒褐色粘土ブロック、ロームブロックを含む。

１	黒褐色土　しまりあり。白色軽石を７％含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。黄褐色粘
土ブロックを５％含む。

１	暗褐色土　しまりあり。白色軽石を
１０％含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。礫を多量に含む。
２	暗褐色土　ややしまりあり。やや粘質土。
３	黒褐色土　やや粘質土。
４	褐色土　　しまりあり。粘質土。

１	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を少量含む。
２	茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロッ
クを多量に含む。

３	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック、ロー
ム粒を含む。

４	茶褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ローム粒を
多量に含む。

５	黒色土　　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　くすんだローム土と混
土。

２	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　くすんだローム
土主体。ロームブロックを含む。

３	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／３)　礫を含む。
４	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　礫、ローム粒を含む。
５	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。ロームブ
ロックと混土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　焼土粒を僅かに含む。
ロームブロックを含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　暗褐色粘土ブロックを
多く含む。

３	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　２層に近似。暗褐色粘
土ブロックを含む。

４	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　３層に近似。

135土1
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１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒を
多く含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　くすんだ
ローム土と互層。ロームブロッ
クを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。白色軽
石を７％含む。

２	褐色土　　しまりあり。粘質土。
３	黄褐色土　しまりあり。粘質土。
暗褐色粘土ブロックを含む。

１	黒褐色土　しまりあり。白
色軽石５％含む。

２	褐色土　　やや粘質土。暗
褐色粘土ブロックを含む。

１	暗褐色土　しまりあり。軽
石粒を１％含む。褐色粘土
ブロックを含む。

２	褐色土　　しまりあり。粘
質土。暗褐色土を混土。

１	暗褐色土　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ
軽石、ローム粒を少量含む。

２	暗褐色土　ややしまりあり。粘質
土。Ａｓ－Ｂ軽石、ロームブロックを
少量含む。

３	黄褐色土　ややしまりあり。粘質
土。暗褐色土と混土。

４	暗褐色土　しまりあり。ロームブ
ロックを少量含む。

５	暗褐色土　しまりあり。粘質土。
ローム粒を含む。

１	黄褐色土　粘質土。ロームブ
ロック、暗褐色土と混土。

２	暗褐色土　ややしまりあり。
粘質土。ローム粒を少量含む。

３	暗褐色土　粘質土。ロームブ
ロックを含む。

１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石、白色粒、ロー
ム粒を含む。

２	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。白色粒を少量含む。ロー
ムブロック・ローム粒を含む。

３	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロック・ローム
粒を含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石、ローム
ブロックを含む。

２	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　くすんだローム
土。ロームブロック、黒褐色粘土ブロッ
クを含む。

３	黄褐色土(１０ＹＲ５／８)　２層に近似。ロー
ムブロックを多く含む。

４	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　粘質土。ロームブ
ロックを含む。

１	黒褐色土　しまりあり。軽石
粒を５％含む。

２	暗褐色土　しまりあり。やや
粘質土。軽石粒を１％、褐色
粘土ブロックを含む。

１	黒褐色土　しまりあり。軽石粒を３％含む。
２	暗褐色土　しまりあり。やや粘質土。軽石粒を１％、褐色粘
土ブロックを含む。

３	暗褐色土　しまりあり。粘質土。褐色土と混土。
４	褐色土　　しまりあり。粘質土。
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１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあ
り。白色軽石をやや多く含む。
礫多量に混入。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあ
り。白色軽石をやや多く含む。
礫多量に混入。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒、
ロームブロック、黒色土を含
む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒、
ロームブロック、黒色土を含
む。礫多量に混土。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒を
を僅かに含む。ロームブロッ
ク、黒色土、礫を含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　くすんだ
ローム土主体。ロームブロッ
ク、礫を含む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒、
ローム粒を含む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒含
む。炭化物片含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　ややしま
りあり。軽石粒、ロームブロッ
クを僅かに含む。

３	褐色土(１０ＹＲ４／６)　　くすんだ
ローム土主体。

１	黒褐色土　しまりあり。粘質
土。白色軽石を２％含む。

２	褐色土　　しまりあり。やや
粘質土。ローム層。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。軽
石粒を含む。

２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　１層に近似。
３	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　くすんだローム
土主体。軽石粒、ローム粒を含む。

４	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　ロームブロック
を多く含む。

５	黄褐色土(１０ＹＲ５／８)　ローム土主体。
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　１区Ｆからは、総計９基の土坑が検出された。河床礫

の広がる範囲から５基の土坑が認められる。平面形状は、

円形または円形に近い楕円形のもの３基と長軸が短軸の

１．５倍以上の比を持つ長円状のもの６基がある。

　１８・１９・４１号土坑は円形・楕円形状を呈し、１８・１９号

土坑は、軽石・炭化物を含み、丸底の底面を持つ。掘り

込みは浅いものの、調査時には燃焼施設との所見がもた

れている。４１号土坑も丸底の底面を持ち、覆土中に軽石

が認められた。

 ２０ ～ ２５号土坑の６基は、やや不定型な長円状を呈し、

２５号土坑は丸底の浅い掘り込みであるのに対し、他は逆

台形状に深く掘り込まれ、多少の差はあるがいずれも礫

の混入が認められる。

第135図　１区Ｆ土坑位置図と土坑１

第134図　１区Ｅ土坑２
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１８号土坑
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒、炭化物含む。暗褐色粘土ブロックを含む。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　炭化物を僅かに含む。
１９号土坑	
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒を含む。
２	黒色土(１０ＹＲ２／１)　　軽石粒を僅かに含む。炭化物を含む。

１６号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。軽石粒を含む。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。軽石粒を僅かに含む。
３	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒、ローム粒を含む。
１７号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。軽石粒を含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒、ローム粒を含む。

１	黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石を５％含む。
２	褐色土　　シルト質。ローム層。

１	暗褐色土　しまりあり。やや
粘質土。軽石粒を１％含む。

２	褐色土　　しまりあり。やや
粘質土。暗褐色土と混土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
白色粒を僅かに含む。礫多量に混入。
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１	褐色土(１０ＹＲ４／５)　礫多量に
混入。

１	黒褐色土　しまりあり。や
や粘質土。軽石粒を１％含
む。

２	褐色土　　しまりあり。や
や粘質土。

１	黒褐色土　しまりあり。礫
を５％含む。

２	褐色土　　しまりあり。
３	黄褐色土　礫を多量に混入。

１	褐色土(１０ＹＲ４／４)　軽石粒を
僅かに含む。

２	褐色土(１０ＹＲ４／４)　礫多量に
混入。

１	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　礫多量に混入。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒を含む。
３	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　２層に近似。
４	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。やや粘質
土。礫多量に混入。

５	明黄褐色土(１０ＹＲ６／６)くすんだローム土。礫
を含む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　軽石粒を僅かに含む。
２	にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　くすんだローム
土。

３	灰黄褐色土(２．５Ｙ４／２)　くすんだローム土。
暗褐色土、ロームブロックを含む。

１	黒褐色土　しまりあり。やや粘質土。
軽石粒を３％含む。

２	褐色土　　やや粘質土。軽石粒を１％
含む。

３	黄褐色土　礫を多量に含む。ローム層。
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 ２区からは総計４４基検出している。ここでは、検出面

毎に整理し報告したい。

２面（第137図、ＰＬ.53）

　２基の土坑が検出された。２区Ｉに位置するが、いず

れも単独で確認されている。１６５号土坑は円形状を呈し、

覆土中にＡｓ－Ｂ軽石を含み、断面Ｕ字状に深く掘り込まれ

ている。１６６号土坑は不定形な形状で、底面は不規則な

起伏があり、覆土中にＡｓ－Ｂ軽石が含まれる。

２・３面（第138・139図、ＰＬ.50 ～ 53）

 １６基の土坑が検出された。これらの土坑は、２区Ｂに

帯状に点在し、２面とも３面どちらとも確定できない一

群であるが、精査の結果２面相当であると結論づけた。

　１１６・１１７・１２１号土坑は、不定型な長円形状・円形状

を呈し、他の土坑群とは趣を異にしている。隣接して検

出され、多量の礫・Ａｓ－Ｂ軽石混土・Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を

含み、規則性のない掘り方面を持つことを特徴としてい

る。溜井状の遺構または礫を遺棄するための掘り込みと

捉えることはできるが、限定できるものではない。

 ７７・１０２号土坑は、いずれも方形状を呈し、Ａｓ－Ｂ混土

を覆土とする。１０２号土坑は長軸が長く、底面に２つの

ピットが伴い、７７号土坑は浅い丸底状底面。

 他の８５ ～９ ５号土坑の１１基は、いずれも円形もしくは

円形に近い楕円形で、Ａｓ－Ｂ軽石混土を基本的に覆土とし

ている。８９・９２・９３号土坑の掘り込みは浅く、他は逆台

形または箱形の断面形状を呈する深めの掘り方面を持

つ。８５・８８号土坑の覆土中には、Ａｓ－Ｂ軽石の灰ブロック

が混入し、８６・８７・８８・８９・９１・９２・９３・９４・９５号土坑

は、覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石が含まれている。これら

の土坑は、規模の違いはあるものの、ある一定の期間内

に掘削された、同様の性格を持つ遺構と考えられる。

第137図　２区土坑位置図とＩ２面土坑

１６５号土坑 １６６号土坑
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１６５号土坑
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石を５％含む。しまりあり。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。
３	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。
１６６号土坑
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石を５％含む。しまりあり。粘質土。
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第138図　２区B２・３面土坑位置図と土坑１

７７号土坑 ８６号土坑 ８７号土坑 ８５号土坑

８８号土坑 ８９号土坑 ９０号土坑 ９１号土坑

２区B
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１	黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　Ａｓ－Ｂ軽
石を含む。シルト質。粘質土。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を
少量含む。しまりあり。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。シルト質。Ａｓ－Ｃ軽
石を含む。黒色土ブロック
を含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。砂質土。黒色土ブ
ロックを含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。砂質土。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ｈｒ－ＦＡ・
Ａｓ－Ｃ軽石を少量含む。粘質
土。黒色土ブロックを含む。

１	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を少量
含む。しまりあり。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石
僅かに含む。シルト質。やや
粘質土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を
少量含む。やや粘質土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽
石を僅かに含む。黒色ブロッ
ク少量含む。シルト質。や
や粘質土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。Ｈｒ－ＦＡかＡｓ－Ｃ軽石を
含む。シルト質。やや粘質土。
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第139図　２区B２・３面土坑２

９２号土坑 ９５号土坑 １０２号土坑 １２１号土坑

９３号土坑 ９４号土坑

１１６号土坑 １１７号土坑
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１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。
Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、ロームブロックを
少量含む。しまりあり。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　やや粘質土。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石混
土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、ロームブロッ
クを少量含む。しまりあり。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　やや粘質土。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、ロー
ムブロックを少量含む。しま
りあり。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石混
土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を少量含む。
しまりあり。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石混
土。Ａｓ－Ｃ軽石含む。黒褐色ブロッ
クを含む。シルト質。

１０２号土坑	
１	黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、ロームブロッ
クを少量含む。しまりあり。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　やや粘質土。
１２１号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を少量含む。
砂質土。シルト質。

２	黒褐色土(１０ＹＲ２／３)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、ロームブロッ
クを含む。

１１６号土坑	
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。しまりあ
り。砂質土。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石僅かに含む。

２	黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。やや粘質、
シルト質土。

３	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。砂質土。
４	灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　Ａｓ－Ｂ混土層を僅かに含
む。粘質土。

５	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｂ軽石、ロー
ムブロックを少量含む。シルト質。

６	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　Ａｓ－Ｂ軽石、ロームブロッ
クを少量含む。粘質土。

１１７号土坑	
１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。シルト質。
Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を少量含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　１層に近似。軽石含む砂
質土。
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３面（第140 ～ 143図、ＰＬ.54）

　総計１１基が検出された。２区Ｆ３基、２区Ｇ４基、２

区Ｈ１基、２区Ｉ３基である。平面形状は、円形・楕円

形状のものが６基と多く、方形状３基、長円形状・不定

形状のものがそれぞれ１基であった。これらの土坑は、

いずれもＡｓ－Ｂ軽石混土を覆土とする。

　楕円形状の１５３・１５４号土坑は、丸底を呈し、１５３号土

坑は礫が混入する。１５９・１６８ ～１ ７０号土坑は円形状を呈

し、１５９号土坑は逆台形の断面を有し、他は丸底状の底

面であった。１６８号土坑は底面に炭化物の面が確認され

た。

　１５５・１５６・１５８号土坑は方形状を呈し、１５５・１５６号土

坑は短軸の２倍程度の長軸を有し、いずれも浅い掘り込

みであった。１５８号土坑は、Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含み丸底

状の底面を持つ。

　長円形状の１５２号土坑と不定形状の１５１号土坑は、覆土

中に礫の混入が認められ、丸底を呈す。

第141図　２区G３面土坑

１５１号土坑

第142図　２区H３面土坑

第140図　２区F３面土坑

１５６号土坑

１５３号土坑

１５２号土坑

１５８号土坑

１５４号土坑

１５９号土坑

１５５号土坑
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１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石混
土。砂質土。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。砂質土。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。砂質土。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。砂質土。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。白色軽石を僅かに含
む。砂質土。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石
混土。黒褐色ブロックを少
量含む。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。砂質土。

１	褐色土(１０ＹＲ４／６)　Ａｓ－Ｂ軽
石混土。砂質土。
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４面（第144 ～ 150図、ＰＬ.52・55）

 総計１５基の土坑が検出された。２区Ｂ・Ｃ・Ｆ・Ｈで

各１基、２区Ｄ・Ｅで各２基、２区Ｉで７基であった。

円形状もしくは楕円形状のものは１０基、不定形状のもの

が４基、方形状のものが１基である。それぞれの平・断

面形状や依存状況、検出位置などから、いくつかのまと

まりが考えられる。

 土坑底面や壁面に焼土面が確認されたものとして、

１６３・１７８ ～１ ８０号土坑がある。それぞれ平面形状は、方

形状・楕円形状・不定形状と異なるが、火の使用とい

う共通項があり、掘り込みはいずれも浅いものである。

１６３号土坑はピットを３基伴い、やや不規則な掘り込み

であった。

 １７４ ～１ ７７号土坑４基は隣接した位置関係にあり、１７４

～１ ７６号土坑の３基は、覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含み、

断面逆台形を呈すもので、平面形状とともに類似傾向に

ある。

 近隣に土坑が無く、単独で検出された土坑は、１６０・

１６１・１６２・１６７・１７３号土坑で、形状はいずれも円形また

は楕円形を呈す。詳細不明の１６１号土坑以外は、覆土中

にＨｒ－ＦＡ･Ａｓ－Ｃ軽石を含み、そのうち１６０号土坑は丸底状

の深い掘り込みで、多量の礫が遺棄されていた。１６２号

土坑についても礫の混入が認められた。１６７号土坑は、

丸底状の底面を有し、人為的に埋め戻された可能性が高

い覆土の状況であった。

 １６４・１７２号土坑は、不定形状を呈し、重複関係を持

つ。１６４号土坑は、４１５号ピットと重複し、４１５号ピット

が新しい。凹凸のある底面を有し、覆土中に軽石を含む。

１７２号土坑は、３号竪穴状遺構と重複し、３号竪穴状遺

構が新しい。Ｈｒ－ＦＡ･Ａｓ－Ｃ軽石を覆土中に含み、丸底状の

底面を有す。１８０号土坑は２６号溝と重複し、１８０号土坑が

新しい。

１６８号土坑

第144図　２区B４面土坑 第145図　２区C４面土坑

第143図　２区I３面土坑

１６９号土坑 １７０号土坑

１６０号土坑 １７９号土坑
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１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石７％含む。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。粘質土。
３	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　砂を含む。やや粘質土。

１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土粒を少量含む。
２	赤褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土を多量に含む。
３	褐色土　　ややしまりあり。粘質土。焼土を含む。
４	褐色土　　ややしまりあり。粘質土。焼土を少量含む。
５	黄褐色土　しまりあり。やや粘質土。焼土粒を僅かに含む。
６	褐色土　　しまりあり。やや粘質土。焼土を僅かに含む。

１	黒色土　　しまりあり。粘質土。白色
軽石を多量に含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石、ロームブロックを少量含む。

３	黒褐色土　しまりあり。粘質土。ロー
ム粒を含む。

４	茶褐色土　しまりあり。粘質土。ロー
ムブロック・ローム粒を含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を
３０％含む。褐色粘土ブロック含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。粘質土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　Ａｓ－Ｂ軽石を７％含む。しまりあり。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　砂を多く含む粘質土。ややしまりあり。
３	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　砂を多く含む粘質土。しまりあり。



０ １ｍ１:40

０ １ｍ１:40

０ １ｍ１:40０ １ｍ１:40

Ａ Ａ′
撹乱

947-256

L=108.70mＡ Ａ′

L=
10
8.
60
m

Ｂ
Ｂ
′

1
2

2

L=108.60mＡ Ａ′

1 2

Ａ Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

933-257
焼土

Ａ Ａ′
952
-260

L=109.00mＡ Ａ′

1

2

L=109.00mＡ Ａ′

1

2

3 3
3

4

Ａ Ａ′

986
-244

L=109.00mＡ Ａ′

1

1 2

3 34567

Ａ Ａ′

034
-252

L=109.40mＡ Ａ′
1

s

Ａ Ａ′

967
-261

焼土

第148図　２区F４面土坑

１６１号土坑

第146図　２区D４面土坑

第149図　２区H４面土坑

第147図　２区E４面土坑

１８０号土坑

１６４号土坑 １６３号土坑

１６７号土坑 １６２号土坑
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180号土坑
１	暗褐色土　ややしまりあり。焼土粒を少量含む。
２	赤褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土を多量に含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　軽石を５％含む。黄褐色土粒含む。しまりあり。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石を２％含む。黄褐色土粒含む。しまりあり。
やや粘質土。

３	褐色土(１０ＹＲ４／６)　　黄褐色土粒含む。しまりあり。粘質土。
４	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまりあり。粘質土。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　軽石粒を少量含む。しまりあり。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　軽石粒を僅かに含む。褐色粘土含む。ややしま
りあり。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　白色軽石を５％含む。しまりあり。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　白色軽石を１％含む。しまりあり。粘質土。
３	灰黄褐色土(１０ＹＲ５／２)砂を含む。しまりあり。粘質土。
４	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。粘質土。黄褐色粘土ブロック含む。
５	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。粘質土。灰黄褐色土を混土。
６	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。
７	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。粘質土。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、炭化物を含む。
しまりあり。粘質土。　
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１	暗褐色土　しまりあり。白色軽
石含む。

２	暗褐色土　しまりあり。ローム
粒を少量含む。

３	暗褐色土　さらさら、軟質土。
ローム粒を少量含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあ
り。粘質土。白色軽石３％含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあ
り。粘質土。にぶい黄褐色粘土
ブロック含む。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあ
り。粘質土。白色軽石・黄色軽
石を３％含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあ
り。粘質土。褐色粘土ブロック
を少量含む。

３	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあ
り。粘質土。褐色粘土を含む。

１７６号土坑	
１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。白色軽
石３％、褐色粘土ブロック７％含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。粘質土。白色軽
石１％、褐色粘土ブロック１０％含む。

３	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　暗褐色土と混土。しまりあり。
粘質土。褐色粘土ブロック５％含む。

１７８号土坑	
１	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。ローム粒を
少量含む。

２	暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。焼土ブロッ
クを多量に含む。

１	暗褐色土　しまりあり。粘質土。白
色軽石、ロームブロック・ローム粒
を含む。

２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロー
ム粒含む。

１	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。やや粘質土。軽石粒を３％含む。
２	黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。粘質土。
３	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。やや粘質土。軽石粒を１０％含む。
４	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。やや粘質土。軽石粒を１％含む。
５	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。やや粘質土。軽石粒を３％含む。
６	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。粘質土。褐色粘土ブロック２０％含
む。
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１	暗褐色土　軟質。非常に粘質土。
２	灰色土　　しまりあり。非常に粘質土。
３	灰褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ．

号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 主軸方位 備考

第122図 ＰＬ．41 １ １ Ｂ ４ Ｘ＝４１９０４ Ｙ＝－４７３００ ～ ３０２ 不定形 ２．１８ ０．５８ ０．１０ Ｎ－８９°－Ｗ
第121図 ＰＬ．41 ２ １ Ａ １～５ Ｘ＝４１８５２ Ｙ＝－４７２８０・２８１ 楕円形 ０．８６ ０．７８ ０．６８ Ｎ－３°－Ｗ 礫混入。井戸か。
第121図 ＰＬ．41 ３ １ Ａ ４ Ｘ＝４１８４７ Ｙ＝－４７２９３・２９４ ほぼ円形 ０．８３ ０．８０ ０．１９  Ｎ－９°－Ｅ 二段底状。
第121図 ＰＬ．41 ４ １ Ａ １～５ Ｘ＝４１８５１ Ｙ＝－４７２８１・２８２ 楕円形 ０．７０ ０．５６ ０．２０ Ｎ－８８°－Ｅ
第121図 ＰＬ．41 ５ １ Ａ １～５ Ｘ＝４１８５４ ～ ８５６ Ｙ＝－４７２８１～  ２８３ 楕円形 １．７５ １．３５ ０．３４ Ｎ－７８°－Ｅ 礫混入。
第121図 ＰＬ．41 ６ １ Ａ １～５ Ｘ＝４１８７５・８７６ Ｙ＝－４７２９０・２９１ 楕円形 １．０８ ０．９３ ０．１９  Ｎ－８０°－Ｅ 礫混入。
第121図 ＰＬ．41 ７ １ Ａ ４ Ｘ＝４１８７７・８７８ Ｙ＝－４７２７７・２７８ 楕円形 ０．９０ ０．６０ ０．２７ Ｎ－１５°－Ｅ
第133図 ＰＬ．41 ８ １ Ｅ ４ Ｘ＝４２０１６ ～ ０１８ Ｙ＝－４７３４９・３５０ 楕円形 １．３０ １．０５ ０．０８ Ｎ－５°－Ｅ 礫混入。
第133図 ＰＬ．41 ９ １ Ｅ ４ Ｘ＝４２０１６ ～ ０１８ Ｙ＝－４７３４７・３４８ 長円形 １．６２ ０．７７ ０．０８ Ｎ－２４°－Ｅ 礫混入。
第133図 ＰＬ．41 １０ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０２２・０２３ Ｙ＝－４７３４０・３４１ 楕円形 ０．９９  ０．８０ ０．２５ Ｎ－５３°－Ｗ 礫混入。
第133図 ＰＬ．41 １１ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０２５・０２６ Ｙ＝－４７３３８・３３９ ほぼ円形 ０．９０ ０．８５ ０．１２ Ｎ－１０°－Ｗ 礫混入。
第133図 ＰＬ．41 １２ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０１９・０２０ Ｙ＝－４７３４５ ～ ３４７ 隅丸方形 １．３０ １．１０ ０．２４ Ｎ－８４°－Ｗ
第133図 ＰＬ．41 １３ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０１９～  ０２１ Ｙ＝－４７３４７・３４８ 不定形 １．７５ １．１３ ０．２５ Ｎ－６°－Ｅ
第133図 ＰＬ．41 １４ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０１５・０１６ Ｙ＝－４７３４１ 楕円形 １．００ ０．７７ ０．１８ Ｎ－１９°－Ｅ 土器含む。
第133図 ＰＬ．41 １５ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０１８・０１９ Ｙ＝－４７３４５・３４６ 楕円形 ０．７３ ０．５８ ０．１８ Ｎ－４７°－Ｗ
第134図 ＰＬ．42 １６ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０２０・０２１ Ｙ＝－４７３４１・３４２ 不定形 １．４８ ０．８５ ０．３５ Ｎ－８０°－Ｅ 礫混入。
第134図 ＰＬ．42 １７ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０２１・０２２ Ｙ＝－４７３４０・３４１ 不定形 ０．７７ ０．６９  ０．２３ Ｎ－３０°－Ｅ 底面に礫。
第135図 ＰＬ．42 １８ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７０・０７１ Ｙ＝－４７３０２・３０３ 円形 ０．９０ ０．９０ ０．０６ Ｎ－０° 底面に小礫。
第135図 ＰＬ．42 １９ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７５・０７６ Ｙ＝－４７３０５・３０６ 不明 １．０３ ０．５３ ０．３７ Ｎ－１６°－Ｗ 底面に小礫。
第136図 ＰＬ．42 ２０ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７１～  ０７３ Ｙ＝－４７３１６ ～ ３１８ 楕円形 ２．２５ ０．９８ ０．３４ Ｎ－７８°－Ｅ 礫多い。
第136図 ＰＬ．42 ２１ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７０・０７１ Ｙ＝－４７３１９～  ３２１ 楕円形 １．８４ ０．９５ ０．４２ Ｎ－８０°－Ｅ 礫多い。
第136図 ＰＬ．42 ２２ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０６６ ～ ０６８ Ｙ＝－４７３２３ ～ ３２５ 不定形 ２．２３ １．５０ ０．７０ Ｎ－５°－Ｅ 礫多い。
第136図 ＰＬ．42 ２３ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７１～  ０７４ Ｙ＝－４７３３４・３３５ 隅丸方形 ２．７０ １．００ ０．５０ Ｎ－７°－Ｅ 礫多い。
第136図 ＰＬ．42 ２４ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７３ ～ ０７５ Ｙ＝－４７３２８ ～ ３３０ 不定形 ２．２０ ０．９５ ０．３６ Ｎ－４５°－Ｅ 礫多い。
第136図 ＰＬ．42 ２５ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０７９～  ０８１ Ｙ＝－４７３１１～  ３１４ 楕円形 ２．８８ １．７５ ０．４５ Ｎ－６２°－Ｗ
第133図 ＰＬ．42 ２６ １ Ｅ ４ Ｘ＝４２０２３・０２４ Ｙ＝－４７３２７・３２８ 不定形 ０．９２ ０．７３ ０．１０ Ｎ－５１°－Ｅ 礫混入。
第134図 ＰＬ．42 ２７ １ Ｅ ４ Ｘ＝４２０２４ ～ ０２６ Ｙ＝－４７３２４・３２５ 長円形 １．２５ ０．６０ ０．０８ Ｎ－１５°－Ｅ 礫多い。
第123図 ＰＬ．42 ２８ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９２８・９２９ Ｙ＝－４７２８６ ～ ２８８ 方形 ２．０３ ０．８５ ０．１５ Ｎ－８７°－Ｗ 人歯出土。
第123図 ＰＬ．42 ２９ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９３０・９３１ Ｙ＝－４７２８６ ～ ２８８ 隅丸方形 １．８８ ０．８８ ０．０７ Ｎ－８８°－Ｗ
第123図 ＰＬ．43 ３０ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９３４・９３５ Ｙ＝－４７２８７・２８８ 楕円形 １．４２ ０．９６ ０．２５ Ｎ－２０°－Ｗ 土器含む。
第123図 ＰＬ．42 ３１ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９２９・９３０ Ｙ＝－４７２８７・２８８ 不定形 ０．９６ ０．８２ ０．０７ Ｎ－８８°－Ｗ
第123図 ＰＬ．43 ３２ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９５０・９５１ Ｙ＝－４７２９９・３００ 楕円形 １．２１  ０．９７ ０．１０ Ｎ－８６°－Ｅ
第123図 ＰＬ．43 ３３ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９５６ Ｙ＝－４７３０２・３０３ ほぼ円形 ０．５９  ０．５７ ０．０９  Ｎ－８０°－Ｗ
第123図 ＰＬ．43 ３４ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９４０・９４１ Ｙ＝－４７３０９・３１０ 隅丸方形 １．１３ ０．６８ ０．２０ Ｎ－３°－Ｗ 土器含む。

３５ 欠 番
第124図 ＰＬ．43 ３６ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９５１・９５２ Ｙ＝－４７３１６・３１７ ほぼ円形 １．２８ １．１９  ０．３５ Ｎ－７４°－Ｗ 礫混入。
第124図 ３７ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９５０・９５１ Ｙ＝－４７３１７・３１８ 楕円形 １．０９  ０．７９  ０．１６ Ｎ－４９°－Ｗ
第124図 ＰＬ．43 ３８ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９４８・９４９ Ｙ＝－４７３１９ 楕円形 ０．８４ ０．７１  ０．０７ Ｎ－６６°－Ｗ
第124図 ＰＬ．43 ３９ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９５０・９５１ Ｙ＝－４７３１９・３２０ 楕円形 ０．８７ ０．６７ ０．０５ Ｎ－１９°－Ｗ
第124図 ＰＬ．43 ４０ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９５４・９５５ Ｙ＝－４７３１１・３１２ ほぼ円形 ０．８４ ０．８０ ０．３６ Ｎ－３４°－Ｗ
第136図 ＰＬ．43 ４１ １ Ｆ １～５ Ｘ＝４２０６９・０７０ Ｙ＝－４７３０７・３０８ ほぼ円形 １．０４ ０．９１  ０．２５ Ｎ－５°－Ｗ 底面に礫。
第124図 ４２ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９４１・９４２ Ｙ＝－４７２９９・３００ 不定形 １．３６ ０．５４ ０．１０ Ｎ－２４°－Ｅ
第124図 ＰＬ．43 ４３ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９５９～９  ６１ Ｙ＝－４７３０２・３０３ 楕円形 １．７０ １．００ ０．１４ Ｎ－１７°－Ｗ
第124図 ＰＬ．43 ４４ １ Ｃ ４ Ｘ＝４１９５９・９６０ Ｙ＝－４７３０３・３０４ ほぼ円形 ０．９０ ０．８５ ０．１４ Ｎ－１°－Ｗ
第124図 ＰＬ．43 ４５ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９５１・９５２ Ｙ＝－４７２９７・２９８ 楕円形 １．２１  ０．８２ ０．１３ Ｎ－８°－Ｗ 土器含む。
第125図 ＰＬ．43 ４６ １ Ｄ ４ Ｘ＝４２００４・００５ Ｙ＝－４７３４１～  ３４３ 楕円形 １．６９  １．３６ ０．４１  Ｎ－６３°－Ｅ
第125図 ＰＬ．43 ４７ １ Ｄ ４ Ｘ＝４２００４・００５ Ｙ＝－４７３３７ ～ ３３９ 楕円形 １．４７ ０．９８ ０．３２ Ｎ－７４°－Ｅ
第125図 ＰＬ．43 ４８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２０１１・０１２ Ｙ＝－４７３３９・３４０ ほぼ円形 ０．９０ ０．８６ ０．７２ Ｎ－３０°－Ｗ 礫混入。刀子１出土。 
第125図 ＰＬ．43 ４９ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２０１１～  ０１３ Ｙ＝－４７３３９・３４０ 不定形 ２．３８ ０．８８ ０．３０ Ｎ－２４°－Ｗ
第126図 ＰＬ．43 ５０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２０１２ ～ ０１４ Ｙ＝－４７３５１・３５２ 隅丸方形 １．５７ ０．９６ ０．４４ Ｎ－５５°－Ｗ
第126図 ＰＬ．44 ５１ １ Ｄ ４ Ｘ＝４２０１１・０１２ Ｙ＝－４７３５０ 楕円形 ０．９３ ０．７９  ０．１７ Ｎ－１３°－Ｗ
第126図 ＰＬ．44 ５２ １ Ｄ ４ Ｘ＝４２００８・００９ Ｙ＝－４７３５０・３５１ 楕円形 １．０５ ０．９０ ０．３３ Ｎ－４０°－Ｅ
第126図 ＰＬ．44 ５３ １ Ｄ ４ Ｘ＝４２００８・００９ Ｙ＝－４７３４８ 楕円形 ０．６６ ０．４０ ０．１５ Ｎ－１８°－Ｅ
第126図 ＰＬ．44 ５４ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９９４・９９５ Ｙ＝－４７３４４・３４５ 楕円形 １．２０ ０．７８ ０．２６ Ｎ－８６°－Ｅ
第126図 ＰＬ．44 ５５ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９８９・９９０ Ｙ＝－４７３４６ ～ ３４８ 隅丸方形 ２．１４ １．５０ ０．０６ Ｎ－８６°－Ｅ 大礫混入。
第126図 ＰＬ．44 ５６ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９１・９９２ Ｙ＝－４７３４６・３４７ 不定形 １．２０ ０．９８ ０．１３ Ｎ－３７°－Ｅ 大礫混入。
第126図 ＰＬ．44 ５７ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２００８・００９ Ｙ＝－４７３２６・３２７ 楕円形 １．４０ ０．７５ ０．１０ Ｎ－８８°－Ｗ 礫混入。
第126図 ＰＬ．44 ５８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９５・９９６ Ｙ＝－４７３３２・３３３ 楕円形 １．００ ０．７４ ０．０８ Ｎ－６５°－Ｗ 礫混入。

５９ 欠 番
第126図 ＰＬ．44 ６０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２００１・００２ Ｙ＝－４７３２８・３２９ 楕円形 １．５５ ０．９０ ０．０９  Ｎ－９°－Ｗ
第123図 ＰＬ．44 ６１ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９３３・９３４ Ｙ＝－４７２８７・２８８ 方形 １．５４ ０．７１  ０．０２ Ｎ－９°－Ｗ
第123図 ＰＬ．44 ６２ １ Ｃ １～５ Ｘ＝４１９３６・９３７ Ｙ＝－４７２８８・２８９ 不定形 １．３５ ０．６０ ０．０３ Ｎ－１６°－Ｗ
第126図 ＰＬ．44・45 ６３ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９４・９９５ Ｙ＝－４７３３６・３３７ 楕円形 １．２３ ０．７６ ０．３３ Ｎ－５１°－Ｅ 大礫混入。
第127図 ＰＬ．45 ６４ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９９・４２０００ Ｙ＝－４７３３４・３３５ 方形 １．１２ ０．９４ ０．０６ Ｎ－３５°－Ｅ 礫混入。
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写真図版
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号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 主軸方位 備考

第126図 ＰＬ．44 ６５ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９７２・９７３ Ｙ＝－４７２９１・２９２ 楕円形 １．１３ ０．８９  ０．１４ Ｎ－６°－Ｅ

第127図 ＰＬ．44 ６６ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９７６・９７７ Ｙ＝－４７２９９・３００ 楕円形 １．４０ １．１０ ０．２０ Ｎ－１°－Ｗ 土器、焼土、炭化物粒含む。
第127図 ＰＬ．45 ６７ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９７８・９７９ Ｙ＝－４７３０４・３０５ 楕円形 １．３７ ０．７７ ０．０９  Ｎ－１５°－Ｗ
第127図 ＰＬ．45 ６８ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９７６ ～９ ７８ Ｙ＝－９７３０２・３０３ 隅丸方形 １．８０ ０．８９  ０．１７ Ｎ－２°－Ｅ
第127図 ＰＬ．45 ６９ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８２ ～９ ８４ Ｙ＝－４７３０３ ～ ３０５ 方形 １．８１  １．１３ ０．２２ Ｎ－７７°－Ｅ
第127図 ７０ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８５・９８６ Ｙ＝－４７３０４・３０５ ほぼ円形 １．２０ １．１４ ０．２５ Ｎ－３２°－Ｗ
第127図 ＰＬ．45 ７１ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８５ ～９ ８７ Ｙ＝－４７２９９・３００ 隅丸方形 １．４３ １．０３ ０．０４ Ｎ－２°－Ｅ 底面に小ピット。
第127図 ＰＬ．45 ７２ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９９２ Ｙ＝－４７３０１・３０２ ほぼ円形 ０．９５ ０．８３ ０．２７ Ｎ－４７°－Ｗ
第127図 ＰＬ．45 ７３ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９１・９９２ Ｙ＝－４７３０５・３０６ ほぼ円形 ０．７８ ０．８６ ０．１９  Ｎ－８６°－Ｅ 骨片出土。

第128図 ＰＬ．45 ７４ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９０・９９１ Ｙ＝－４７３１１～  ３１３ 隅丸方形 １．７４ １．０６ ０．３０ Ｎ－８８°－Ｗ 炭化物粒、白色粒子含む。

第128図 ＰＬ．45 ７５ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９１・９９２ Ｙ＝－４７３１４・３１５ 隅丸方形 ０．８１  ０．５５ ０．１１  Ｎ－３°－Ｅ 炭化物粒、白色粒子含む。
第128図 ＰＬ．45 ７６ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８３ Ｙ＝－４７２９４ ほぼ円形 ０．７７ ０．６７ ０．１６ Ｎ－４８°－Ｗ
第138図 ＰＬ．50 ７７ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１９０２・９０３ Ｙ＝－４７２４４ 方形 ０．７５ ０．５０ ０．１０ Ｎ－４°－Ｗ
第128図 ＰＬ．45・46 ７８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９１・９９２ Ｙ＝－４７３４０・３４１ 楕円形 １．２５ ０．８８ ０．３０ Ｎ－３９°－Ｗ 土器含む。二段底状。
第128図 ＰＬ．45 ７９ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９４ ～９９ ６ Ｙ＝－４７３３６・３３７ 楕円形 １．３３ １．１０ ０．２１  Ｎ－１１°－Ｗ
第127図 ＰＬ．45 ８０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９９ Ｙ＝－４７３３３ ～ ３３５ 楕円形 １．３６ ０．８３ ０．１３ Ｎ－８７°－Ｗ
第128図 ＰＬ．46 ８１ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９９８ Ｙ＝－４７３３５ ～ ３３７ 隅丸方形 １．３４ ０．４３ ０．２２ Ｎ－８８°－Ｗ
第128図 ＰＬ．46 ８２ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８４ Ｙ＝－４７３１５・３１６ 楕円形 ０．８３ ０．７１  ０．１９  Ｎ－３４°－Ｅ
第128図 ＰＬ．45・46 ８３ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９２ Ｙ＝－４７３３７・３３８ 楕円形 １．０９  ０．６９  ０．１１  Ｎ－８５°－Ｗ
第128図 ＰＬ．45 ８４ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９０・９９１ Ｙ＝－４７３３８・３３９ 隅丸方形 １．１３ ０．８７ ０．２２ Ｎ－５２°－Ｅ
第138図 ＰＬ．50 ８５ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９９・９００ Ｙ＝－４７２３５・２３６ 円形 １．０３ １．０２ ０．４０ Ｎ－８５°－Ｗ
第138図 ＰＬ．50 ８６ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９９・９００ Ｙ＝－４７２１３・２１４ 円形 ０．５１  ０．５１  ０．２３ Ｎ－０°
第138図 ＰＬ．51 ８７ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９７・８９８ Ｙ＝－４７２３０・２３１ ほぼ円形 ０．５１  ０．４７ ０．３０ Ｎ－４１°－Ｅ
第138図 ＰＬ．51 ８８ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９６ Ｙ＝－４７２３８・２３９ ほぼ円形 ０．５８ ０．５５ ０．３４ Ｎ－７３°－Ｗ 下位に礫。
第138図 ＰＬ．50 ８９ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９１ Ｙ＝－４７２３６ ほぼ円形 ０．５２ ０．４７ ０．０９  Ｎ－６°Ｗ 確認面に礫。
第138図 ＰＬ．51 ９０ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９９・９００ Ｙ＝－４７２２３・２２４ ほぼ円形 ０．７８ ０．７２ ０．３５ Ｎ－５１°－Ｅ ２段状底。
第138図 ＰＬ．51 ９１ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９７・８９８ Ｙ＝－４７２２０・２２１ ほぼ円形 ０．９０ ０．８５ ０．４３ Ｎ－８４°－Ｗ
第139図 ＰＬ．51 ９２ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９１・８９２ Ｙ＝－４７２５０ 楕円形 １．１０ ０．８９  ０．０６ Ｎ－４１°－Ｅ
第139図 ＰＬ．51 ９３ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８８９・８９０ Ｙ＝－４７２５２ 円形 ０．５２ ０．５２ ０．１２ Ｎ－０°
第139図 ＰＬ．52 ９４ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８８５ Ｙ＝－４７２５２・２５３ 楕円形 ０．６９  ０．５７ ０．４０ Ｎ－８２°－Ｅ
第139図 ＰＬ．51 ９５ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８８５・８８６ Ｙ＝－４７２４４・２４５ 楕円形 １．０８ ０．９７ ０．３５ Ｎ－１７°－Ｅ
第128図 ＰＬ．46 ９６ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８４ ～９ ８６ Ｙ＝－４７３３９・３４０ ほぼ円形 １．３３ １．２５ ０．２５ Ｎ－８５°－Ｅ 土器か。
第128図 ＰＬ．46 ９７ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９８４・９８５ Ｙ＝－４７３４１・３４２ ほぼ円形 ０．９６ ０．８６ ０．１６ Ｎ－８４°－Ｅ 底面に礫多い。
第128図 ＰＬ．46 ９８ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９８４・９８５ Ｙ＝－４７３４３・３４４ ほぼ円形 ０．７９  ０．７３ ０．２８ Ｎ－６１°－Ｗ
第128図 ＰＬ．46 ９９ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８４・９８５ Ｙ＝－４７３５２ 楕円形 ０．９３ ０．７３ ０．１１  Ｎ－１１°－Ｗ
第128図 ＰＬ．46 １００ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９７８・９７９ Ｙ＝－４７３５４ 不定形 １．１０ ０．７０ ０．０５ Ｎ－２７°－Ｅ 石か。

第129図 ＰＬ．46 １０１ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９７０ Ｙ＝－４７２９２・２９３ 楕円形 ０．９５ ０．７０ ０．１０ Ｎ－７８°－Ｅ 焼土、炭化物粒を含む。

第139図 ＰＬ．52 １０２ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８８６ ～ ８８８ Ｙ＝－４７２４８・２４９ 方形 １．１８ ０．４８ 　０．３２・
０．１６

第129図 ＰＬ．46 １０３ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９９５ ～９９ ７ Ｙ＝－４７３２７・３２８ 隅丸方形 １．８７ ０．９６ ０．３２ Ｎ－１６°－Ｗ 礫。２２住と重複。
第129図 ＰＬ．47 １０４ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８４ ～９ ８６ Ｙ＝－４７３３７ ～ ３３９ 不定形 １．７２ １．１４ ０．２６ Ｎ－４９°－Ｗ 底面にピット２。
第129図 ＰＬ．47 １０５ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８６・９８７ Ｙ＝－４７３３１・３３２ 不定形 １．０８ ０．７１  ０．２２ Ｎ－８２°－Ｅ
第129図 ＰＬ．47 １０６ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８４ ～９ ８６ Ｙ＝－４７３３０・３３１ 隅丸方形 ２．０８ ０．７９  ０．２０ Ｎ－１４°－Ｅ 大礫。１４０土と重複。
第129図 ＰＬ．47 １０７ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８４・９８５ Ｙ＝－４７３２８・３２９ 楕円形 １．１８ ０．８２ ０．１３ Ｎ－５２°－Ｅ 土器。
第129図 ＰＬ．47 １０８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８３ Ｙ＝－４７３２７ ほぼ円形 ０．７０ ０．６６ ０．１０ Ｎ－７°－Ｅ 土器。
第129図 ＰＬ．47 １０９ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８２・９８３ Ｙ＝－４７３２６・３２７ ほぼ円形 ０．８３ ０．７８ ０．３４ Ｎ－１８°－Ｗ 底面に大礫１点。
第127図 ＰＬ．45 １１０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２０００・００１ Ｙ＝－４７３３３・３３４ ほぼ円形 ０．９５ ０．８９  ０．１１  Ｎ－２４°－Ｅ 礫(全景無)。
第134図 ＰＬ．47 １１１ １ Ｅ ２ Ｘ＝４２０１６ ～ ０１８ Ｙ＝－４７３２６ ～ ３２８ 隅丸方形 １．０３ １．２８ ０．１３ Ｎ－１７°－Ｅ 礫多い。
第130図 ＰＬ．47 １１２ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９８６・９８７ Ｙ＝－４７３３２ ～ ３３４ 楕円形 １．１１  ０．８０ ０．１６ Ｎ－６７°－Ｗ
第129図 ＰＬ．47・48 １１３ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８５・９８６ Ｙ＝－４７３３６・３３７ 楕円形 １．２０ ０．８８ ０．１７ Ｎ－３°－Ｅ 土器か。
第130図 ＰＬ．47 １１４ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８４・９８５ Ｙ＝－４７３３５・３３６ ほぼ円形 ０．９６ ０．９０ ０．３１  Ｎ－３０°－Ｗ 須恵器甕１が出土。
第130図 ＰＬ．47 １１５ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９４・９９５ Ｙ＝－４７３３４・３３５ 楕円形 ０．５５ ０．６７ ０．１０ Ｎ－５７°－Ｅ

第139図 ＰＬ．52 １１６ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９２ ～ ８９５ Ｙ＝－４７２４３ ～ ２４５ 不定形 ３．９８ １．８８ ０．３５ Ｎ－１６°－Ｗ 大礫多量。２１溝と重複。
第139図 ＰＬ．52 １１７ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９３ ～ ８９６ Ｙ＝－４７２４０・２４１ 不定形 ３．９２ ０．９０ ０．２５ Ｎ－４°－Ｗ 大礫多量。
第130図 ＰＬ．47 １１８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８７ Ｙ＝－４７３０６・３０７ 隅丸方形 ０．５７ ０．８０ ０．０９  Ｎ－５°－Ｅ 底面に大礫。

第130図 ＰＬ．48 １１９ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９７５・９７６ Ｙ＝－４７３０８・３０９ 楕円形 ０．８２ ０．７１  ０．７３ Ｎ－７９°－Ｅ 深い、断面図無。井戸か　。

第130図 ＰＬ．48 １２０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８５・９８６ Ｙ＝－４７３０２・３０３ 円形 ０．７２ ０．７２ ０．４５ Ｎ－０° 底面に大礫多い。井
戸か。

第139図 ＰＬ．52 １２１ ２ Ｂ ２ Ｘ＝４１８９７ ～ ８９９ Ｙ＝－４７２３９・２４０ 不定形 １．７３ １．３７ ０．１５ Ｎ－３°－Ｅ 確認面に礫。
第130図 ＰＬ．47 １２２ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９５９・９６０ Ｙ＝－４７３２８・３２９ 楕円形 ０．９７ ０．８３ ０．３３ Ｎ－７°－Ｗ 礫多い。
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号 区 面 Ｘ＝４１・４２… Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 主軸方位 備考

第130図 ＰＬ．48 １２３ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９７２・９７３ Ｙ＝－４７３３３ ～ ３３５ 方形 １．７０ ０．７８ ０．１０ Ｎ－８０°－Ｅ
第130図 ＰＬ．48 １２４ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８１・９８２ Ｙ＝－４７３３３・３３４ 円形 ０．９３ ０．９３ ０．２９  Ｎ－０°
第130図 ＰＬ．48 １２５ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９７９・９８０ Ｙ＝－４７３３２・３３３ 楕円形 １．１４ ０．８０ ０．１２ Ｎ－７６°－Ｗ 須恵器椀か。
第129図 ＰＬ．48 １２６ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８５・９８６ Ｙ＝－４７３３６・３３７ ほぼ円形 １．２２ １．０９  ０．２２ Ｎ－３°－Ｅ
第131図 ＰＬ．48 １２７ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８１・９８２ Ｙ＝－４７３３２・３３３ 楕円形 １．１７ ０．９５ ０．２３ Ｎ－１４°－Ｗ
第131図 ＰＬ．48 １２８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８２・９８３ Ｙ＝－４７３３２・３３３ 不定形 １．４２ ０．９７ ０．１１  Ｎ－７°－Ｗ
第131図 ＰＬ．48 １２９ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９６６・９６７ Ｙ＝－４７３１３・３１４ 円形 ０．８７ ０．８７ ０．４５ Ｎ－０° 須恵器椀か。
第131図 ＰＬ．48 １３０ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９６７・９６８ Ｙ＝－４７３２４・３２５ 楕円形 ０．８４ ０．７３ ０．１８ Ｎ－２６°－Ｗ 土師器杯か。
第131図 ＰＬ．49 １３１ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９７５ ～９ ７７ Ｙ＝－４７３４０・３４１ 楕円形 １．４４ １．０４ ０．１１  Ｎ－５０°－Ｗ 土器。
第131図 ＰＬ．48 １３２ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４２０００・００１ Ｙ＝－４７３２８・３２９ 楕円形 １．１５ １．０２ ０．２４ Ｎ－１８°－Ｗ 礫多い。
第130図 ＰＬ．49 １３３ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８６・９８７ Ｙ＝－４７３０５・３０６ 隅丸方形 １．０５ １．１３ ０．２５ Ｎ－１０°－Ｗ 上位に礫１点。
第127図 ＰＬ．49 １３４ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９１・９９２ Ｙ＝－４７３０６・３０７ ほぼ円形 １．１０ １．０４ ０．２７ Ｎ－４０°－Ｗ
第131図 ＰＬ．45 １３５ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９７７ ～９ ７９ Ｙ＝－４７３０２・３０３ 隅丸方形 １．６８ １．００ ０．３５ Ｎ－２９°－Ｗ 遺物出土。
第129図 ＰＬ．49 １３６ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８３ ～９ ８５ Ｙ＝－４７３２８・３２９ 楕円形 １．１６ ０．９０ ０．３４ Ｎ－６°－Ｅ 土師器甕１が出土。
第131図 ＰＬ．49 １３７ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８０・９８１ Ｙ＝－４７３２７・３２８ 楕円形 １．０４ ０．８８ ０．２５ Ｎ－４８°－Ｅ

第131図 ＰＬ．49 １３８ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８１～９  ８３ Ｙ＝－４７３２８・３２９ 楕円形 １．２８ １．１７ ０．４０ Ｎ－６°－Ｅ 上位に土器、底面に礫。
第132図 ＰＬ．49 １３９ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８４ Ｙ＝－４７３２７・３２８ 不定形 １．１０ ０．４３ ０．１７ ― ４溝と重複。
第129図 ＰＬ．49 １４０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８５・９８６ Ｙ＝－４７３３０・３３１ 楕円形 ０．９６ ０．８１  ０．２３ Ｎ－２°－Ｗ
第132図 ＰＬ．49 １４１ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８２・９８３ Ｙ＝－４７３２９・３３０ 楕円形 １．３２ １．１３ ０．２７ Ｎ－３２°－Ｅ 上位に土器２点。
第132図 ＰＬ．49 １４２ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９８８・９８９ Ｙ＝－４７３１３ ～ ３１６ 方形 ２．６５ ０．９９  ０．４０ Ｎ－８４°－Ｅ
第127図 ＰＬ．49 １４３ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９７５ ～９ ７７ Ｙ＝－４７２９８ ～ ３００ 不定形 １．７５ １．０７ ０．１９  Ｎ－５７°－Ｅ 底面にピット２。
第132図 ＰＬ．49 １４４ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９９２ Ｙ＝－４７３３３・３３４ 楕円形 ０．７７ ０．６４ ０．１０ Ｎ－１３°－Ｗ 上位に石１点。
第132図 ＰＬ．50 １４５ １ Ｄ ２ Ｘ＝４１９７３・９７４ Ｙ＝－４７３０９・３１０ 楕円形 １．１８ １．００ ０．８８ Ｎ－８８°－Ｗ 井戸か。
第132図 ＰＬ．49 １４６ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９７４ Ｙ＝－４７３１２ 不定形 ０．５０ ０．４３ ０．５１  ― 断面図無。
第132図 ＰＬ．50 １４７ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９２・９９３ Ｙ＝－４７３３０・３３１ 楕円形 ０．７９  ０．６６ ０．１２ Ｎ－８９°－Ｅ 礫４点。
第132図 ＰＬ．50 １４８ １ Ｄ ４ Ｘ＝４１９８８・９８９ Ｙ＝－４７３３９・３４０ 楕円形 ０．８０ ０．５０ ０．１６ Ｎ－２１°－Ｅ
第134図 ＰＬ．50 １４９ １ Ｅ １～５ Ｘ＝４２０２５・０２６ Ｙ＝－４７３３１・３３２ 楕円形 １．１０ ０．８５ ０．２１  Ｎ－２８°－Ｅ 土器、礫多い。
第132図 ＰＬ．50 １５０ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９８６・９８７ Ｙ＝－４７３２４ 楕円形 ０．８４ ０．３８ ０．１８ Ｎ－１５°－Ｅ
第140図 １５１ ２ Ｆ ３ Ｘ＝４２００１～  ００３ Ｙ＝－４７２５５・２５６ 不定形 １．４０ １．１５ ０．１７ Ｎ－４４°－Ｗ 下位に礫。
第141図 １５２ ２ Ｇ ３ Ｘ＝４２０１３ ～ ０１５ Ｙ＝－４７２５０・２５１ 長円形 ２．６３ ０．９１  ０．０８ Ｎ－１７°－Ｗ
第140図 １５３ ２ Ｆ ３ Ｘ＝４２００４・００５ Ｙ＝－４７２７２・２７３ 楕円形 １．１９  ０．９６ ０．１３ Ｎ－８３°－Ｅ
第141図 １５４ ２ Ｇ ３ Ｘ＝４２００８・００９ Ｙ＝－４７２６５ 楕円形 ０．９５ ０．８０ ０．１３ Ｎ－２８°－Ｗ
第142図 １５５ ２ Ｈ ３ Ｘ＝４２０２３・０２４ Ｙ＝－４７２４６・２４７ 方形 １．４５ ０．５９  ０．０５ Ｎ－２８°－Ｅ
第140図 １５６ ２ Ｆ ３ Ｘ＝４２００５・００６ Ｙ＝－４７２３６ ～ ２３８ 方形 ２．４４ １．４０ ０．０７ Ｎ－８０°－Ｅ
第132図 ＰＬ．50 １５７ １ Ｄ １～５ Ｘ＝４１９９１・９９２ Ｙ＝－４７３３３ ～ ３３５ 楕円形 １．１９  ０．８１  ０．１５ Ｎ－７９°－Ｅ 底面に礫。
第141図 １５８ ２ Ｇ ３ Ｘ＝４２０１８ Ｙ＝－４７２６５・２６６ 方形 ０．７０ ０．５９  ０．１３ Ｎ－４°－Ｅ
第141図 １５９ ２ Ｇ ３ Ｘ＝４２０１９・０２０ Ｙ＝－４７２５６ 円形 ０．９１  ０．８９  ０．１４ Ｎ－６°－Ｅ
第144図 ＰＬ．52 １６０ ２ Ｂ ４ Ｘ＝４１８８２ Ｙ＝－４７２３７・２３８ ほぼ円形 ０．９６ ０．８７ ０．３２ Ｎ－６５°－Ｅ 覆土に多量の礫。
第146図 ＰＬ．52 １６１ ２ Ｄ ４ Ｘ＝４１９４７ Ｙ＝－４７２５５・２５６ 楕円形 ０．９５ ０．７０ ０．０７ Ｎ－３９°－Ｗ
第149図 ＰＬ．53 １６２ ２ Ｈ ４ Ｘ＝４２０３３・０３４ Ｙ＝－４７２５２ 楕円形 ０．８１  ０．４７ ０．０４ Ｎ－３１°Ｅ 覆土に礫。

第147図 ＰＬ．53 １６３ ２ Ｅ ４ Ｘ＝４１９６６・９６７ Ｙ＝－４７２６０・２６１ 方形 １．３７ １．１３ 　０．２２・
０．１１ Ｎ－７６°－Ｗ 底面に焼土。

第147図 ＰＬ．53 １６４ ２ Ｅ ４ Ｘ＝４１９５１・９５２ Ｙ＝－４７２５９・２６０ 不定形 １．０５ ０．５８ ０．１８ Ｎ－１３°－Ｅ ４１５Ｐと重複。
第137図 ＰＬ．53 １６５ ２ Ｉ ２ Ｘ＝４２１０１ Ｙ＝－４７２４４・２４５ 円形 ０．７３ ０．７２ ０．２７ Ｎ－３７°－Ｅ
第137図 ＰＬ．53 １６６ ２ Ｉ ２ Ｘ＝４２０６８・０６９ Ｙ＝－４７２７５・２７６ 不定形 ０．６１  ０．５３ ０．１２ Ｎ－５３°－Ｅ
第148図 ＰＬ．53 １６７ ２ Ｆ ４ Ｘ＝４１９８５・９８６ Ｙ＝－４７２４４・２４５ ほぼ円形 ０．７７ ０．６７ ０．１５ Ｎ－１６°－Ｗ
第143図 ＰＬ．54 １６８ ２ Ｉ ３ Ｘ＝４２０７６・０７７ Ｙ＝－４７２７５・２７６ ほぼ円形 １．２０ １．１４ ０．１９  Ｎ－４４°－Ｅ 底面一部に炭。
第143図 ＰＬ．54 １６９ ２ Ｉ ３ Ｘ＝４２０８２ Ｙ＝－４７２５１ ほぼ円形 ０．６０ ０．５５ ０．１３ Ｎ－３２°－Ｅ
第143図 ＰＬ．54 １７０ ２ Ｉ ３ Ｘ＝４２０７２・０７３ Ｙ＝－４７２７３・２７４ 円形 ０．９５ ０．９５ ０．２６ Ｎ－０°
第151図 ＰＬ．55 １７１ ３ Ｅ １ Ｘ＝４１９９７・９９８ Ｙ＝－４７２０３・２０４ ほぼ円形 １．１１  １．０５ ０．３３ Ｎ－２１°－Ｅ
第150図 ＰＬ．54 １７２ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０６３・０６４ Ｙ＝－４７２５６・２５７ 不定形 １．３０ １．０５ ０．１２ Ｎ－２０°－Ｅ
第150図 ＰＬ．54・73 １７３ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０８５・０８６ Ｙ＝－４７２７１ ほぼ円形 ０．８８ ０．７８ ０．２４ Ｎ－４４°－Ｅ
第150図 ＰＬ．54・55 １７４ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０５４・０５５ Ｙ＝－４７２５３・２５４ 楕円形 ０．８５ ０．７２ ０．１０ Ｎ－７６°－Ｅ
第150図 ＰＬ．54・55 １７５ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０５５・０５６ Ｙ＝－４７２５１ 楕円形 ０．９５ ０．７５ ０．２０ Ｎ－４７°－Ｗ
第150図 ＰＬ．54・55 １７６ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０５７・０５８ Ｙ＝－４７２５１・２５２ 楕円形 ０．８５ ０．７０ ０．２０ Ｎ－５１°－Ｅ

第150図 ＰＬ．55 １７７ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０５８・０５９ Ｙ＝－４７２５０ 不定形 ０．６５ ０．５４ ０．１５・
０．０７ Ｎ－５４°－Ｅ ２段底状。

第150図 ＰＬ．55 １７８ ２ Ｉ ４ Ｘ＝４２０７６・０７７ Ｙ＝－４７２５０・２５１ 楕円形 １．０３ ０．６８ ０．１１  Ｎ－３°－Ｅ 底面に焼土。
第145図 ＰＬ．55 １７９ ２ Ｃ ４ Ｘ＝４１９０７ Ｙ＝－４７２５５・２５６ 不定形 ０．７２ ０．６３ ０．１４ Ｎ－２０°－Ｅ 底面に焼土。
第146図 ＰＬ．55 １８０ ２ Ｄ ４ Ｘ＝４１９３１～９  ３３ Ｙ＝－４７２５７・２５８ 楕円形 １．４４ １．２５ ０．０７ Ｎ－５３°－Ｅ 底面に焼土。
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 調査時においては、２区から３基の井戸が確認された。

整理作業の進捗の中で、土坑の検討を行った結果、４基

の土坑について井戸である可能性が高いことが判明し

た。ここでは、調査時に判断したものを中心に報告する

ものとし、土坑で処理されたものについては、土坑とし

て詳細報告しているので簡略化して以下に報告したい。

①　２号土坑　 １区Ａ　１～５面　

②　１１９号土坑 １区Ｄ　２面　

③　１２０号土坑 １区Ｄ　１～５面　

④　１４５号土坑 １区Ｄ　２面　　

２区１面

１号井戸（第152図、ＰＬ.56）

位置　２区Ｂ１面、Ｘ＝４１８８８ ～ ８９０、Ｙ＝－４７２５３ ～

２５５。

重複　重複はないが、北側に６号溝が東西に走行する。

平面形状　楕円形。西側が２段に掘り込まれる。

長軸方位　Ｎ－９０°－Ｅ。

規模　長軸２．０ｍ、短軸１．７ｍ、深さ０．９５ｍ。

埋没土層　黄・暗・黒褐色土主体。８層が観察された。

どの層位からも大小の礫が比較的に多く混入している。

遺物　出土遺物はない。

所見　出土遺物が無く、火山噴出物等の堆積も明瞭でな

く、詳細は不明。１面検出であることから、中・近世以

降の所産と考えられる。

　８　井戸

第152図　２区井戸位置図とB１面井戸

第３章　確認された遺構と遺物
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１	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。Ｈｒ－ＦＡ軽石、ロームブロックを含む。１０ｃｍ程の礫混入。
２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。白色粒、ロームブロックを含む。１０ｃｍ程の礫混入。　
３	黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまりあり。粘質土。白色粒含む。１０ｃｍ程の礫多く混入。ロームブロック主体。
４	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。白色粒を含む。
５	黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　粘質土。ロームブロック主体、斑に混入。
６	褐色土(１０ＹＲ４／６)　　軟質。粘質土。ロームブロックを含む。２５ｃｍ程の礫混入。
７	褐色土(１０ＹＲ４／４)　　軟質。粘質土。ロームブロック・ローム粒を含む。１０ｃｍ程の礫多く混入。
８	明黄暗褐色土(１０ＹＲ６／６)　粘質土。壁の崩落土。ロームと褐色土がラミナ状に堆積。下位に１０ｃｍ程の礫。
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２区２面

２号井戸（第153図、ＰＬ.56）

位置　２区Ｉ２面、Ｘ＝４２０９８ ～１ ００、Ｙ＝－４７２４５ ～

２４７。

重複　なし。

平面形状　楕円形。

長軸方位　Ｎ－５５°－Ｅ。

規模　長軸２．１３ｍ、短軸１．９８ｍ、深さ１．３ｍ以上。湧水

のため、底面調査に至らず。

埋没土層　暗褐色土主体。５層が観察された。１層にＡｓ

－Ｂ軽石を少量含み、３層で礫を確認した。

遺物　出土遺物はない。

所見　出土遺物から時期的判断ができないが、最上層に

Ａｓ－Ｂ軽石が含まれ、２面検出ということから、Ａｓ－Ｂ軽石

降下時にはほぼ埋没していたものと判断される。

３号井戸（第153図、ＰＬ.56）

位置　２区Ｉ２面、Ｘ＝４２０５４ ～ ０５６、Ｙ＝－４７２６３ ～

２６５。

重複　なし。

平面形状　楕円形。

長軸方位　Ｎ－５０°－Ｗ。

規模　長軸２．４２ｍ、短軸２．３２ｍ、深さ１．３ｍ以上。湧水

のため、底面調査に至らず。

埋没土層　暗褐色土主体。７層が観察された。１層にＡｓ

－Ｂ軽石を多く含み、３・４・６層に礫を含む。

遺物　出土遺物はない。

所見　出土遺物からの判断ができないが、最上層にＡｓ－Ｂ

軽石が多く含まれ、２面検出ということから、Ａｓ－Ｂ軽石

降下時にはほぼ埋没していたものと判断される。

第153図　２区I２面井戸

第8表　井戸計測一覧表
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挿図
第　図

写真図版
ＰＬ． 号 区 面 Ｘ＝４１…、４２ Ｙ＝－４７… 形状 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 深さ(ｍ) 主軸方位 備考

第152図 ＰＬ．56 １ ２ Ｂ １ Ｘ＝４１８８８ ～ ８９０ Ｙ＝－４７２５３ ～ ２５５ 楕円形 ２．１２ １．７１  ０．９８ Ｎ－７４°－Ｗ
第153図 ＰＬ．56 ２ ２ Ｉ ２ Ｘ＝４２０９８ ～１ ００ Ｙ＝－４７２４５ ～ ２４７ ほぼ円形 ２．１０ １．９９  (１．２７) Ｎ－６３°－Ｅ ３層に礫多い。

第153図 ＰＬ．56 ３ ２ Ｉ ２ Ｘ＝４２０５４ ～ ０５６ Ｙ＝－４７２６３ ～ ２６５ 楕円形 ２．４８ ２．１９  (１．３５) Ｎ－５０°－Ｗ ４層に礫多い、壁に礫。

１	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を７％、黒色粘土ブロック
を含む。

２	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。やや粘質土。黒色粘質ブロックを含
む。

３	暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。粘質土。黒色粘土ブロックを含む。
４	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　ややしまりあり。砂、褐色粘土ブロックを含む。
５	暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　粘土層。

１	褐色土　　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を多く、ローム粒を少量含む。 
２	暗褐色土　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を少量含む。
３	暗褐色土　軟質。非常に粘質土。
４	暗褐色土　軟質。非常に粘質土。礫を多量に含む。
５	暗褐色土　軟質。非常に粘質土。
６	灰褐色土　軟質。非常に粘質土。
７	黒褐色土　軟質。非常に粘質土。
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